
第
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學
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究
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文
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学
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大
学
研
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デ
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。
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1 凡 例

『
古
事
記
』
注
釈

「
古
事
記
学
」
の
構
築

編

凡

例

◆

�『
古
事
記
』
注
釈
の
凡
例
と
し
て
、『
古
事
記
學
』
第
一
号
に
掲
載
し
た
も
の
を
再
掲
す
る
。
第
一
号
か
ら
の
変
更
箇
所
に
つ
い
て
は
、

※
で
説
明
す
る
。

一
、
本
注
釈
は
、
本
文
・
訓
読
文
・
現
代
語
訳
・
注
釈
・
補
注
解
説
よ
り
な
る
。

一
、
本
文

�

本
文
は
、真
福
寺
本
を
底
本
と
す
る
。
諸
本
と
の
異
同
が
あ
る
場
合
で
も
、底
本
の
ま
ま
で
理
解
出
来
る
場
合
に
は
、底
本
を
尊
重
し
、

特
に
諸
本
の
異
同
は
記
さ
な
い
。

※
解
釈
の
相
違
等
に
関
わ
る
場
合
に
は
、
諸
本
の
異
同
を
記
し
た
場
合
も
あ
る
。

�

異
体
字
の
類
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
真
福
寺
本
の
字
体
を
尊
重
す
る
が
、
通
常
の
字
体
に
改
め
る
場
合
も
あ
る
。

底
本
の
ま
ま
で
は
文
意
が
通
ら
な
い
場
合
は
、
校
訂
を
行
い
、
そ
の
旨
を
記
し
た
。
校
訂
に
使
用
し
た
諸
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

※
諸
本
を
列
挙
す
る
場
合
は
（
→

）
内
の
略
号
を
使
用
す
る
。

諸
本

１
）
真
福
寺
本
（
→
真
）

      



2凡 例

影
印
『
国
宝

真
福
寺
本

古
事
記
』
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
一
月
（
小
島
憲
之
解
説
）

複
製

京
都
印
書
館
、
一
九
四
五
年
六
月
（
山
田
孝
雄
解
説
）

２
）
道
果
本
（
→
道
）

複
製
『
道
果
本
古
事
記
』
貴
重
図
書
複
製
会
、
一
九
四
三
年
三
月
（
宮
地
直
一
解
説
）

※
複
製

�
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
１
『
古
事
記 

道
果
本

播
磨
国
風
土
記
』、
二
〇
一
六
年
二
月
（
野
尻
忠
解
題
・
木
田
章
義

訓
読
解
題
）

３
）
道
祥
本
（
→
祥
）

複
製

古
典
保
存
会
刊
行
、
一
九
三
六
年
二
月
（
橋
本
進
吉
解
説
）

４
）
春
瑜
本
（
→
春
）

影
印

�

神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
『
古
事
記
・
日
本
書
紀
上
』
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
編
集
委
員
会
編
／
解
題

鎌
田
純
一
他
、

初
版
発
行
：
一
九
八
二
年
四
月
（
道
祥
写
の
『
古
事
記
裏
書
』
も
載
る
）

複
製

日
本
古
典
文
学
会
刊
行
、
一
九
八
〇
年
（
小
林
芳
規
解
説
）

※
２
）～
４
）
を
あ
わ
せ
て
伊
勢
系
と
称
す
る
場
合
が
あ
る
。

５
）
兼
永
本
（
→
兼
）

影
印
『
古
事
記

ト
部
兼
永
筆
本
』
勉
誠
社
、
一
九
八
一
年
四
月
（
西
田
長
男
解
題
）

６
）
梵
舜
本
（
→
梵
）

國
學
院
大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
参
照

      



3 凡 例

７
）
前
田
本
（
祐
範
本
）（
→
前
）

影
印

�

尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
30
『
古
事
記
』
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
二
月
（
石
上
英
一
・

沖
森
卓
也
解
説
）

８
）
曼
殊
院
本
（
→
曼
）

諸
本
集
成
『
古
事
記
』
小
野
田
光
雄
編
、
勉
誠
社
、
一
九
八
一
年
十
一
月
参
照

９
）
猪
熊
本
（
→
猪
）

複
製

古
典
保
存
会
刊
行
、
一
九
三
六
年
五
月
～
一
九
三
七
年
五
月
（
山
田
孝
雄
解
説
）

※
５
）～
９
）
を
あ
わ
せ
て
卜
部
系
と
称
す
る
場
合
が
あ
る
。

10
）
寛
永
版
本
（
→
寛
）

三
冊

寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
年
）
刊

11
）『
鼇
頭
古
事
記
』（
→
延
）
三
冊

度
会
延
佳
校
訂

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
刊

12
）
春
満
書
入
本
（
→
満
）

影
印

�

新
編
荷
田
春
満
全
集
１
「
書
入
本
『
古
事
記
』」
新
編
荷
田
春
満
全
集
編
集
委
員
会
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
三
年

六
月
（
中
村
啓
信
解
題
）

13
）『
訂
正
古
訓
古
事
記
』（
→
訓
）
三
冊

本
居
宣
長
編

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
年
）
刊

14
）『
校
訂
古
事
記
』（
→
校
）

三
冊

田
中
頼
庸
校
訂

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
年
）
刊

一
、
訓
読
文

�

訓
読
に
際
し
て
は
、
諸
注
釈
の
訓
読
を
参
考
と
し
つ
つ
、
本
文
に
従
っ
て
適
宜
訓
読
を
行
っ
た
。
訓
読
の
相
違
に
よ
っ
て
解
釈
が
大

      



4凡 例

き
く
分
か
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
注
釈
に
お
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
出
来
る
だ
け
本
文
に
従
う
と
い
う
こ
と
で
、
基
本
的
に
敬
語
等

の
補
読
は
行
っ
て
い
な
い
。
地
の
文
の
文
末
は
基
本
的
に
過
去
形
で
読
み
、
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
を
訓
み
添
え
た
が
、
文
の
流
れ
に

よ
っ
て
は
現
在
形
で
訓
読
し
た
箇
所
も
あ
る
。
会
話
文
の
前
後
に
つ
い
て
は
、
会
話
引
用
の
文
字
が
一
度
し
か
使
わ
れ
て
い
な
く
と
も
、

「
詔
り
た
ま
は
く
「
・・・
」
と
の
り
た
ま
ふ
。」
と
い
う
よ
う
に
会
話
文
の
あ
と
の
方
に
訓
み
添
え
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
な
お
、

訓
読
文
に
関
し
て
は
、本
文
の
字
体
の
う
ち
、旧
字
体
、異
体
字
の
類
は
新
字
体
を
用
い
た
。
漢
字
の
読
み
、送
り
仮
名
な
ど
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

一
、
注
釈

�

注
釈
に
つ
い
て
は
、
逐
一
語
句
の
説
明
を
細
か
く
行
う
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
訓
読
や
解
釈
に
ゆ
れ
が
あ
り
、
定
説
が
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
簡
略
に
で
は
あ
る
が
出
来
る
だ
け
諸
説
を
あ
げ
る
よ
う
に
努
め
た
。
注
釈
作
成
者
の
興
味
・
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
出
来
る
だ
け
説
明
を
加
え
、
説
の
提
示
も
行
う
よ
う
に
し
た
。

文
献
引
用
の
際
に
は
以
下
の
よ
う
な
略
号
を
用
い
た
場
合
が
あ
る
。

�

記
―
古
事
記

紀
―
日
本
書
紀

記
紀
―
古
事
記
・
日
本
書
紀

続
紀
―
続
日
本
紀

旧
事
紀
―
先
代
旧
事
本
紀

拾
―
古
語
拾
遺

霊
異
記
―
日
本
国
現
法
善
悪
霊
異
記

和
名
抄
―
和
名
類
聚
抄

名
義
抄
―
類
聚
名
義
抄

古
事
記
の
諸
注
釈
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
略
号
を
用
い
た
。

（
※
以
下
、
略
号
・
書
名
・
著
者
名
の
み
を
挙
げ
る
。
各
注
釈
書
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
の
凡
例
を
参
照
願
い
た
い
。）

�（
記
伝
）『
古
事
記
伝
』
本
居
宣
長
／（
新
講
）『
古
事
記
新
講
』
次
田
潤
／（
評
釈
）『
古
事
記
評
釈
』
中
島
悦
次
／（
講
義
）『
古
事

記
上
巻
講
義
』
山
田
孝
雄
／（
国
民
全
書
）
日
本
国
民
全
書
『
古
事
記
・
祝
詞
・
宣
命
』
／（
国
史
大
系
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
古

      



5 凡 例

事
記
』
黒
板
勝
美
／（
大
成
）『
古
事
記
大
成
』
倉
野
憲
司
ほ
か
校
注
／（
大
系
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
・
祝
詞
』
倉
野

憲
司
校
注
／（
全
書
）
日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
』
神
田
秀
夫･

太
田
善
麿
校
注
／（
全
講
）『
古
事
記
全
講
』
尾
崎
暢
殃
／（
校
註
）�

『
校
註
古
事
記
』
鈴
木
知
太
郎
監
修
・
武
谷
久
雄
著
／（
新
注
）『
新
注
古
事
記
』
神
田
秀
夫
／（
全
注
）『
全
注
古
事
記
』
尾
崎
知
光
／�

（
全
集
）
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
・
上
代
歌
謡
』
荻
原
浅
男
校
注
訳
／（
全
註
釈
）『
古
事
記
全
註
釈
』
倉
野
憲
司
／（
西
郷

注
釈
）『
古
事
記
注
釈
』
西
郷
信
綱
／（
神
道
）
神
道
大
系
古
典
編
一
『
古
事
記
』
小
野
田
光
雄
校
注
／（
角
川
新
訂
）
新
訂
『
古
事
記
』

武
田
祐
吉
訳
注
・
中
村
啓
信
補
訂
／（
集
成
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
古
事
記
』
西
宮
一
民
校
注
／（
思
想
）
日
本
思
想
大
系
『
古

事
記
』
青
木
和
夫･
石
母
田
正･

小
林
芳
規･

佐
伯
有
清
校
注
／（
聚
注
）『
聚
注
古
事
記
』
安
津
素
彦
他
／（
注
解
）『
古
事
記
注
解
』

神
野
志
隆
光
・
山
口
佳
紀
／（
新
編
全
集
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
神
野
志
隆
光
・
山
口
佳
紀
校
注
訳
／（
西
宮
修
訂
）

『
古
事
記
修
訂
版
』
西
宮
一
民
編
／（
角
川
新
版
）
新
版
『
古
事
記
』
中
村
啓
信

※
な
お
、『
古
事
記
學
』
第
一
号
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
次
の
テ
キ
ス
ト
も
加
え
る
。

（
新
校
）『
新
校

古
事
記
』、
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
十
一
月

一�

、
現
代
語
訳
は
、
訓
読
文
を
も
と
に
し
て
、
あ
ま
り
意
訳
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
訳
し
た
。
解
釈
が
定
ま
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
訳
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
の
言
葉
を
用
い
た
場
合
と
、
本
注
釈
が
考
察
し
た
意
味
を
当
て
は
め
て
訳
し
た
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
の

場
合
は
、
極
力
注
釈
の
中
で
説
明
を
加
え
る
よ
う
に
努
め
た
。

一
、
補
注
解
説

�

本
注
釈
は
様
々
な
学
問
分
野
の
立
場
か
ら
『
古
事
記
』
の
本
文
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
行
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
よ
っ
て
補
注
解

説
で
は
、
比
較
神
話
学
・
考
古
学
・
歴
史
学
・
神
道
学
・
国
学
等
様
々
な
専
門
分
野
の
立
場
か
ら
解
説
を
加
え
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

      



6凡 例

加
え
て
、
注
釈
の
項
に
記
し
た
以
上
に
文
脈
理
解
や
研
究
史
の
把
握
等
に
お
い
て
分
量
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
補
注
解
説

に
加
え
た
。

※�

第
三
号
の
本
文
・
訓
読
文
・
現
代
語
訳
・
注
釈
に
つ
い
て
は
、
鶉
橋
辰
成
（
國
學
院
大
學
大
学
院
生
）・
髙
橋
俊
之
（
國
學
院
大
學

大
学
院
生
）・
谷
口
雅
博
が
担
当
し
た
。

      



注
釈
は
古
事
記
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



67 俄
オー

亜
ヤー

ナシ族の宇宙観とトンバ教儀式「開路」

一

「
三
界
四
存
在
」
―
ト
ン
バ
教
の
宇
宙
観

ト
ン
バ
教
の
宇
宙
論
は
、「
三
界
四
存
在
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
さ
れ
る
。
三
界
と
は
「
ガ
チ
ュ
」（
上
方
界
）、「
ム
チ
ュ
」（
下
方
界
）、

「
リ
ュ
グ
」（
中
央
界
）
で
あ
り
、
四
存
在
と
は
、
神
祖
、
人
、「
シ（

（
（

」、
鬼
魅
（
悪
鬼
）
で
あ
る
。
こ
の
宇
宙
的
イ
メ
ー
ジ
の
基
盤
は
、「
サ
」

（
万
物
の
内
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
）、「
オ
ヘ
」（
霊
魂
）、「
ム
」（
肉
体
、
外
殻
）
で
あ
り
、
四
存
在
の
実
体
は
こ
れ
に
基
づ
く
。

人
は
天
地
の
間
の
中
央
界
に
存
在
し
、文
化
・
生
計
を
通
し
て
生
存
を
求
め
る
。
中
央
界
の
主
体
は
、超
越
的
存
在
で
あ
る「
シ
」で
あ
り
、

彼
ら
は
自
然
世
界
の
主
宰
で
あ
る
。
人
は
中
央
界
の
旅
人
に
過
ぎ
な
い
。
文
化
世
界
と
自
然
世
界
の
関
係
は
、
前
者
が
後
者
に
包
括
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
人
類
は
文
化
・
生
計
に
従
事
し
、
自
然
世
界
と
区
別
さ
れ
る
。
一
方
で
、
文
化
・
生
計
は
自
然
の
基
礎
に
依
拠

し
て
お
り
、
人
が
行
動
す
れ
ば
「
シ
」
を
傷
つ
け
る
。
木
を
切
り
家
を
建
て
、
掘
を
作
り
水
を
引
き
、
石
を
打
っ
て
道
を
作
り
、
荒
地
を

開
き
、
野
獣
を
狩
る
な
ど
一
連
の
生
産
活
動
は
全
て
「
シ
」
を
傷
つ
け
る
。
人
が
「
シ
」
を
傷
つ
け
れ
ば
、「
シ
」
は
報
復
し
、
人
の
霊

魂
を
奪
う
。
人
が
霊
魂
を
失
え
ば
病
む
。
人
は
病
に
罹
る
と
、
ト
ン
バ
に
儀
礼
を
頼
み
、
文
化
の
産
物
を
「
シ
」
に
施
し
、
病
人
の
霊
魂

を
請
け
出
す
。
人
と
「
シ
」
の
対
立
は
、一
方
で
は
負
債
者
と
債
権
者
の
関
係
と
し
て
体
現
さ
れ
、人
が
文
化
・
生
計
に
従
事
す
れ
ば
、「
シ
」

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一

俄オ
ー

亜ヤ
ー

ナ
シ
族
の
宇
宙
観
と
ト
ン
バ
教
儀
式
「
開
路（

（
（

」
鮑

江
（
著
）
曹

咏
梅
（
訳
）
黒
澤

直
道
（
編
）
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に
借
り
を
負
う
。
一
方
で
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
文
化
世
界
と
自
然
世
界
の
独
立
し
た
主
体
で
あ
り
、
互
い
の
や
り
と
り
は
対
等
な
交
換
に

属
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ナ
シ
人
の
感
情
・
心
理
で
は
、「
シ
」
は
煩
わ
し
い
債
権
者
で
あ
り
、
離
れ
ら
れ
な
い
交
易
相
手
で
あ
り
、

神
霊
と
鬼
魅
の
間
を
仲
介
す
る
役
割
で
も
あ
る
。
ト
ン
バ
経
典
『「
シ
ュ
チ
ュ
」
と
「
シ
」
の
戦
い
』
に
よ
れ
ば
、
人
と
「
シ
」
の
始
祖

は
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
財
産
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
し
た
。
ト
ン
バ
教
の
開
祖
「
ト
ン
バ
・
シ
ャ
ラ
」
は
、「
シ
ュ
チ
ュ
」（
大
鵬
鳥
）
に
介
入

さ
せ
て
「
シ
」
を
制
し
、
ト
ン
バ
・
シ
ャ
ラ
の
取
り
な
し
で
、「
シ
ュ
チ
ュ
」、
人
、「
シ
」
の
三
者
協
定
が
成
立
し
、
各
自
の
財
産
を
確

定
し
た
。
そ
れ
は
、
耕
地
・
家
畜
は
人
に
帰
し
、
山
林
、
泉
、
野
生
動
物
は
「
シ
」
に
帰
し
、
人
と
「
シ
」
の
共
有
す
る
祖
先
伝
来
の
宝

冠
は
「
シ
ュ
チ
ュ
」
に
帰
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

人
は
、
外
殻
の
肉
体
と
身
体
・
心
臓
に
内
在
す
る
霊
魂
の
二
元
か
ら
成
る
。
人
が
文
化
・
生
産
に
従
事
す
る
と
、
霊
魂
は
産
物
の
内
な

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
サ
」
を
消
費
し
、
身
体
は
産
物
の
「
サ
」
で
は
な
い
部
分
を
消
費
す
る
。
霊
魂
の
超
越
性
は
霊
魂
が
身
体
内
部
に
安
住

し
な
い
こ
と
を
決
定
し
、
霊
魂
は
常
に
身
体
、
家
屋
、
村
落
な
ど
の
人
文
空
間
を
離
れ
る
。
霊
魂
が
人
文
空
間
を
離
れ
る
と
、
す
ぐ
に
鬼

魅
と「
シ
」の
攻
撃
を
受
け
る
危
険
が
あ
る
。
霊
魂
は
敵
に
拘
留
さ
れ
、短
期
的
に
は
病
を
生
じ
、時
が
長
引
け
ば
生
命
は
終
わ
り
に
向
か
う
。

上
方
界
と
下
方
界
は
天
地
の
外
に
あ
り
、
超
自
然
界
に
属
し
、
生
命
の
霊
魂
が
中
央
界
で
の
旅
路
を
終
え
た
後
で
の
正
と
負
の
帰
属
で

あ
る
。
個
々
の
生
命
が
終
わ
る
と
、
葬
礼
を
通
じ
、
身
体
は
土
に
帰
り
、
霊
魂
は
ト
ン
バ
に
よ
っ
て
上
方
界
の
祖
先
の
故
地
に
送
ら
れ
、「
三

代
の
祖
先
」（
後
述
）
の
列
に
入
る
。
葬
礼
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
亡
霊
は
鬼
魅
と
な
り
、
下
方
界
に
帰
属
し
、
し
ば
し
ば
中
央
界
の
人
文

世
界
に
漂
い
、
人
に
祟
る
こ
と
を
通
し
て
供
物
を
得
る
。

祖
先
と
鬼
魅
は
帰
属
す
る
空
間
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
つ
の
違
い
は
、
祖
先
は
文
化
再
生
産
資
源
の
「
サ
」
を
有
し
、
上
方

界
で
再
生
産
に
従
事
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
子
孫
が
日
頃
捧
げ
る
食
物
、
酒
、
茶
な
ど
の
「
サ
」
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。
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俄
亜
の
ナ
シ
族
は
、
飲
食
の
度
に
ま
ず
神
祖
に
供
え
も
の
を
す
る
。
そ
れ
に
は
多
く
の
方
法
が
あ
る
が
、
最
も
一
般
的
な
も
の
は
、
少
量

を
囲
炉
裏
の
石
（「
ノ
」
と
呼
ば
れ
る
）
や
鉄
の
五
徳
の
上
に
供
え
、「
チ
ュ
ト（

（
（

」
と
唱
え
る
こ
と
で
あ
る
。
祖
先
と
は
逆
に
、
鬼
魅
は
文

化
再
生
産
資
源
の
「
サ
」
を
持
た
ず
、飢
餓
が
彼
ら
の
常
態
で
あ
り
、人
に
祟
る
こ
と
に
よ
っ
て
供
物
を
得
る
。
人
が
鬼
魅
に
供
え
る
物
は
、

文
化
産
品
の「
サ
」で
な
い
部
分

―
骨
、犠
牲
の
血
、煎
っ
た
あ
ら
れ
、酒
粕
、水
か
け
飯
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
病
人
の
た
め
に
儀
礼
を
行
っ

て
鬼
魅
が
絡
み
つ
く
の
を
除
く
時
に
鬼
魅
に
施
し
を
行
う
ほ
か
、
俄
亜
ナ
シ
族
の
習
俗
に
は
一
年
に
一
度
の
「
祭
風
」
儀
式
が
あ
り（

（
（

、
家

を
単
位
と
し
て
ト
ン
バ
を
招
き
、
横
死
し
た
餓
鬼
「
ツ
」、「
イ
ァ
」、「
タ
」、「
ラ
」
な
ど
に
儀
礼
を
施
し
て
も
ら
う
。

ト
ン
バ
教
に
は
、「
ジ
」、「
オ
」、「
ヘ
」、「
プ
ラ
」、「
ガ
ラ
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
神
霊
の
総
称
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
広
く
用
い

ら
れ
る
の
は
「
へ
」
で
あ
り
、
常
に
「
オ
」
と
対
に
な
っ
て
出
現
す
る
。
こ
れ
は
霊
魂
を
表
す
「
オ
ヘ
」
と
い
う
語
と
密
接
に
関
わ
り
、

こ
の
語
と
は
同
音
で
声
調
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
。「
ジ
」
に
は
神
霊
、
祖
先
の
ほ
か
、「
蛇
」
の
意
味
も
あ
る
。「
ジ
」
の
本
義
は
お
そ

ら
く
蛇
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
祖
先
と
は
、
命
の
道
の
り
を
終
え
、
永
遠
に
肉
体
の
束
縛
を
脱
し
た
霊
魂
で
あ
る
。
こ
の
変
化
の
過
程
は
蛇

の
脱
皮
に
似
て
お
り
、
そ
の
た
め
蛇
を
表
す
記
号
で
あ
る
「
ジ
」
を
借
り
て
祖
先
を
表
す
。「
ジ
」
の
祖
先
の
意
味
か
ら
、
さ
ら
に
派
生

し
て
神
を
指
す
意
味
と
な
る
。
漢
語
で
は
、「
蛇
」
と
「
神
」
は
発
音
も
近
く
、そ
こ
に
古
い
神
霊
観
が
見
え
隠
れ
す
る
。「
プ
ラ
」、「
ガ
ラ
」

の
語
源
は
不
詳
で
あ
る
。

神
霊
と
祖
先
は
と
も
に
上
方
界
に
属
し
、
神
霊
は
祖
先
で
あ
り
、
祖
先
は
神
霊
で
あ
る
。
通
常
の
者
は
、
死
後
に
葬
礼
を
経
て
「
遠
い

代
の
祖
先
」、「
中
間
の
代
の
祖
先
」、「
近
い
代
の
祖
先
」
と
概
括
さ
れ
る
「
三
代
の
祖
先
」
の
列
に
入
り
、
死
去
し
た
個
人
の
名
前
は
記

憶
さ
れ
な
い
。「
三
代
の
祖
先
」
の
ほ
か
、
さ
ら
に
幾
つ
か
の
個
別
の
神
祖
が
あ
り
、
そ
れ
は
例
え
ば
文
化
の
初
め
と
さ
れ
る
「
ド
ゥ
」、

大
洪
水
で
唯
一
生
き
残
っ
た
男
性
始
祖
「
ツ
ォ
ゼ
ル
グ
」、
ト
ン
バ
教
の
開
祖
「
ト
ン
バ
・
シ
ャ
ラ
」
な
ど
で
あ
り
、
彼
ら
の
事
績
が
ト
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ン
バ
経
典
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
神
と
鬼
魅
の
二
元
的
対
立
は
、
自
然
・
人
文
現
象
に
も
反
映
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
神
鬼
化
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
天
、
地
、
風
、
村
落
、
ト
ー
チ
カ
、
囲
炉
裏
な
ど
は
、
そ
の
自
然
・
人
文
現
象
自
体
の
他
に
そ
れ
ぞ
れ
超
越
的
な
主
体
を
有
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
種
の
職
能
神

―
勝
利
、
繁
栄
、
幸
運
、
豊
作
、
豊
猟
、
継
続
、
威
力
な
ど
を
人
類
が
祈
願
す
る
神
が
あ
る
。

鬼
魅
の
総
称
に
は
、「
ツ
」、「
タ
」
と
呼
ば
れ
る
二
つ
が
あ
る
。
前
者
は
通
常
の
鬼
魅
を
指
し
、
後
者
は
横
死
の
鬼
魅
を
指
す
。
雲
南

麗
江
の
ナ
シ
族
に
は
「
人
が
な
け
れ
ば
「
ツ
」
も
な
く
、「
ツ
」
が
な
け
れ
ば
「
タ
」
も
な
い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
人
、
鬼
魅

と
神
祖
は
、
霊
魂
に
お
い
て
共
通
し
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
霊
魂
が
異
な
る
時
間
、
異
な
る
空
間
の
異
な
る
存
在
形
式
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

特
定
の
霊
魂
に
つ
い
て
言
え
ば
、人
の
形
式
は
時
間
的
に
先
に
あ
り
、空
間
的
に
中
央
界
に
帰
属
し
、鬼
魅
の
形
式
は
時
間
的
に
後
に
あ
り
、

空
間
的
に
下
方
界
に
帰
属
し
、
神
租
の
形
式
は
時
間
的
に
最
後
に
あ
り
、
空
間
的
に
上
方
界
に
帰
属
す
る
。

世
界
的
に
見
れ
ば
、
異
な
る
文
化
で
は
死
に
対
す
る
見
方
に
は
共
通
性
が
あ
り
、
ま
た
互
い
に
還
元
不
能
な
個
性
も
あ
る
。
例
え
ば
死

を
判
断
す
る
基
準
は
、
西
方
の
現
代
医
学
で
は
、
心
電
図
に
表
わ
れ
る
心
臓
の
動
き
の
停
止
を
死
の
特
徴
的
な
表
現
と
す
る
。
麗
江
の
ナ

シ
族
の
や
り
方
で
は
、
死
に
ゆ
く
者
の
腕
の
脈
を
と
り
、
脈
が
弱
ま
り
ほ
ぼ
無
く
な
る
時
に
、
一
枚
の
鶏
の
羽
毛
を
死
に
ゆ
く
者
の
口
と

鼻
の
前
に
あ
て
、
ま
だ
「
サ
」（
息
）
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
。
も
し
羽
毛
が
少
し
も
動
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
者
が
死
ん
だ
こ
と
を
意

味
す
る
。
漢
語
に
あ
る
「
気
若
游
絲
（
気
が
漂
う
糸
の
よ
う
）」「
気
絶
而
死
（
気
が
絶
え
て
死
ぬ
）」
な
ど
の
表
現
は
、
ナ
シ
族
の
文
化

と
類
似
し
、
息
に
対
す
る
注
目
が
器
官
の
機
能
に
対
す
る
注
目
を
上
回
っ
て
い
る
。

麗
江
ナ
シ
族
の
習
俗
で
は
、
死
者
が
息
絶
え
る
前
に
、
息
子
は
砕
い
た
銀
、
茶
、
米
粒
（
男
は
九
粒
、
女
は
七
粒
）
が
入
っ
た
小
さ
な

包
み
を
持
ち
、
死
に
ゆ
く
者
の
絶
え
ん
と
す
る
息
に
あ
て
て
置
く
。
こ
の
習
俗
は
「
サ
サ
ク
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
の
物
は
死
者
が
帰
る

旅
路
で
用
い
る
の
だ
と
い
う
。
俄
亜
ナ
シ
族
の
や
り
方
は
や
や
異
な
り
、
死
者
の
息
が
絶
え
て
か
ら
、
口
を
こ
じ
開
け
、
砕
い
た
金
銀
を
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入
れ
、
さ
ら
に
一
碗
の
酒
を
注
ぎ
、
こ
れ
を
「
グ
サ
ハ
サ
ク
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
他
、
俄
亜
の
習
俗
で
は
、
開
路
の
出
棺
の
日
に
、
小
型
の

九
連
の
包
み
の
輪
（
サ
リ
ュ
グ
チ
ャ
）
を
作
り
、
中
に
大
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
米
、
カ
ブ
、
大
豆
、
蕎
麦
、
小
麦
、
唐
辛
子
な
ど
農
作

物
の
種
を
入
れ
る
。
最
後
に
、
こ
れ
を
遺
体
と
と
も
に
火
葬
す
る
。
こ
れ
ら
の
習
俗
の
含
意
を
読
み
解
く
な
ら
ば
、
ト
ン
バ
教
の
宇
宙
論

の
基
層
に
戻
る
必
要
が
あ
り
、「
サ
」
は
そ
の
要
で
あ
る
。

ト
ン
バ
教
の
宇
宙
論
で
は
、
世
界
の
万
物
は
み
な
二
つ
の
基
本
的
な
部
分

―
「
サ
」
と
「
モ
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。「
サ
」
は
物
体
内

部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
活
性
因
子
で
あ
り
、形
は
な
く
、人
々
の
感
知
能
力
を
超
え
て
い
る
。「
モ
」
は
物
体
の
外
在
部
分
で
、具
体
的
に
人
々

の
感
知
す
る
対
象
と
な
る
。
ナ
シ
族
の
こ
と
わ
ざ
に
は
、「
老
人
に
は
も
う
「
サ
」
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
誇
張
し
た

言
い
方
で
あ
る
が
、
実
際
の
意
味
は
、
老
い
て
体
が
弱
ま
れ
ば
、
生
命
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
「
サ
」
が
衰
退
に
向
か
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。「
サ
」
が
尽
き
れ
ば
、
そ
れ
は
死
を
意
味
す
る
。

ト
ン
バ
教
の
人
間
観
で
は
、人
は
万
物
と
区
別
さ
れ
、そ
の
根
本
は
人
が
「
サ
」
と
「
モ
」
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
こ
と
の
他
に
、

さ
ら
に
超
越
的
な
「
オ
ヘ
」（
霊
魂
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。「
オ
へ
」
と
「
モ
」
が
結
合
し
、
中
央
界
で
文
化
・
生
計
を
営
み
、「
オ
ヘ
」

が
産
物
の
「
サ
」
を
消
費
し
、「
モ
」
は
産
物
の
「
サ
」
以
外
の
部
分
を
消
費
す
る
。「
サ
」
が
絶
え
れ
ば
命
は
終
り
、
魂
と
体
は
完
全
に

分
離
し
、
身
体
は
土
に
帰
り
、
霊
魂
は
あ
る
い
は
上
方
界
へ
帰
り
、
あ
る
い
は
「
シ
」
の
界
に
留
ま
り
、
あ
る
い
は
下
方
界
へ
落
ち
て
ゆ
く
。

死
者
の
臨
終
で
の
「
サ
サ
ク
」、息
絶
え
た
後
の
「
グ
サ
ハ
サ
ク
」、及
び
出
棺
前
に
捧
げ
る
農
作
物
の
種
子
を
詰
め
た
「
サ
リ
ュ
グ
チ
ャ
」、

こ
れ
ら
の
習
俗
の
含
意
は
一
貫
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
間
も
な
く
永
遠
に
中
央
界
を
離
れ
る
霊
魂
に
再
生
産
資
源
の
「
サ
」
を
供
え
、

そ
れ
が
上
っ
て
ゆ
く
旅
路
と
、上
方
界
に
着
い
て
か
ら
の
生
計
の
基
礎
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
ナ
シ
語
で
は
、「
ク
」
に
は
「
放
り
入
れ
る
」、

「
放
り
投
げ
る
」、「
行
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、こ
こ
か
ら
向
こ
う
へ
の
空
間
的
な
移
動
を
表
わ
し
て
い
る
。「
グ
サ
ハ
サ
ク
」
の
意
味
は�
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「
銀
の
サ
、金
の
サ
を
入
れ
る
」
で
、「
グ
」
は
「
銀
」、「
ハ
」
は
「
金
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
サ
サ
ク
」
は
「
グ
サ
ハ
サ
ク
」
の
略
称
で
あ
る
。

種
の
入
っ
た
包
み
「
サ
リ
ュ
グ
チ
ャ
」
の
「
グ
チ
ャ
」
は
「
九
節
」、「
リ
ュ
」
は
「
種
」
で
あ
り
、
全
体
の
意
味
は
、「
九
節
の
サ
の
種
」

で
あ
る
。

ナ
シ
族
が
正
常
な
死
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
基
準
は
、
臨
終
の
時
、
死
者
の
亡
霊
が
「
サ
」
を
得
ら
れ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、「
サ
」
を
得
ら
れ
た
亡
霊
は
上
方
界
に
到
っ
た
後
、
子
孫
を
庇
護
す
る
祖
先
と
な
る
。「
サ
」
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
亡
霊
は
中
央
界
・

下
方
界
に
留
ま
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、「
ツ
」、「
イ
ァ
」、「
タ
」、「
ラ
」
な
ど
の
餓
鬼
と
な
る
。

ト
ン
バ
教
に
は
、「
ツ
」
と
「
タ
」
と
い
う
二
つ
の
鬼
魅
の
総
称
が
あ
る
。「
ツ
」
は
主
と
し
て
魂
と
体
が
分
か
れ
る
際
に
、
自
分
の
生

命
体
及
び
再
生
産
資
源
の
「
サ
」
を
得
ら
れ
た
も
の
の
、
未
だ
中
央
界
・
下
方
界
に
留
ま
っ
て
い
る
亡
霊
で
あ
る
。「
タ
」
は
魂
と
体
が

分
か
れ
る
際
、
自
分
の
生
命
体
及
び
再
生
産
資
源
の
「
サ
」
を
得
ら
れ
ず
に
、
中
央
界
・
下
方
界
に
留
ま
っ
て
い
る
亡
霊
で
あ
る
。
人
々

は
特
に
「
タ
」
を
恐
れ
る
。
一
方
で
「
ツ
」
と
「
タ
」
は
、
超
越
的
な
存
在
に
属
し
、
見
え
ず
、
触
れ
ら
れ
ず
、
嗅
げ
ず
、
人
の
感
知
能

力
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、「
タ
」
は
再
生
産
資
源
の
「
サ
」
を
得
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
飢
餓
は
彼
ら
の
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
で
あ
り
、

彼
ら
は
人
に
祟
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
供
物
を
得
る
。
ト
ン
バ
教
は
、
信
仰
と
し
て
は
す
で
に
多
く
の
麗
江
ナ
シ
族
の
生
活
に
お
い
て
は

薄
れ
て
い
る
が
、「
サ
サ
ク
」
の
習
俗
は
未
だ
に
広
く
際
立
っ
た
重
要
性
を
保
っ
て
お
り
、「
サ
」
を
得
ら
れ
て
い
な
い
死
は
人
に
底
知
れ

ぬ
恐
怖
を
与
え
る
。

関
連
す
る
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
麗
江
の
ナ
シ
族
に
は
か
つ
て
一
年
に
二
度
の
祖
先
祭
祀
の
日
が
あ
っ
た
。
毎
回
、
各
家
で
は
自
分
の

家
の
祖
先
を
上
方
界
の
祖
先
の
故
地
か
ら
家
に
迎
え
、
子
孫
の
歓
待
を
受
け
さ
せ
、
彼
ら
が
子
孫
に
福
を
授
け
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
祖
先

祭
祀
は
ナ
シ
語
で
は
「
ジ
ピ
ュ
」
と
い
い
、「
ジ
」
は
祖
先
、「
ピ
ュ
」
は
祭
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
ツ
ピ
ュ
」
と
い
う
呼
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二

儀
式
解
読

―
葬
礼

葬
礼
は
個
体
の
生
命
の
終
わ
り
に
あ
り
、
か
つ
最
も
重
要
な
関
所
の
儀
礼
で
あ
る
。
個
々
の
霊
魂
が
中
央
界
・
下
方
界
か
ら
上
方
界
へ

空
間
的
に
転
換
し
、
中
央
界
の
十
二
支
の
輪
廻
と
「
パ
カ（

（
（

」
の
規
定
か
ら
解
脱
し
、
上
方
界
に
帰
属
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。

今
日
、
葉
青
村（

（
（

の
通
常
の
葬
礼
は
三
段
階
に
分
か
れ
る
。
第
一
段
階
は
、
死
者
が
息
を
引
き
取
っ
て
か
ら
火
葬
が
終
わ
る
ま
で
で
、
儀

式
の
主
旨
は
亡
霊
を
下
方
の
鬼
魅
域
か
ら
請
け
出
し
、
犠
牲
を
捧
げ
て
供
養
し
、
最
後
に
上
方
界
の
起
源
地
へ
と
送
る
こ
と
に
あ
る
。
第

二
段
階
は
「
ス
ク
」
と
い
い
、
死
者
の
家
族
の
霊
魂
を
落
ち
着
か
せ
、
亡
く
な
っ
た
者
の
霊
に
付
い
て
行
く
の
を
防
ぐ
意
味
が
あ
る
。
第

三
段
階
は
経
文
の
旗
竿
を
立
て
、
最
近
亡
く
な
っ
た
祖
先
を
上
方
界
か
ら
家
に
招
き
、
接
待
し
て
再
び
上
方
界
へ
と
送
る
。
こ
れ
よ
り
後
、

こ
の
祖
先
は
三
代
の
祖
先
の
列
に
入
り
、
子
孫
が
そ
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と
は
な
く
、
彼
と
の
個
人
的
な
関
係
は
徹
底
的
に
断
ち
切
ら
れ

る
。
も
し
正
常
で
な
い
死
に
方
を
し
た
者
の
場
合
は
、先
に
「
タ（

（
（

」
を
屈
服
さ
せ
る
儀
式
を
行
っ
て
「
タ
」
を
制
圧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
死
者
を
正
常
な
死
亡
の
状
態
へ
と
転
換
さ
せ
、そ
の
後
、通
常
の
葬
礼
を
行
う
。
ト
ン
バ
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、

先
に
「
シ
ャ
ラ（

（
（

」
を
済
度
す
る
儀
式
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
終
わ
っ
た
後
、
通
常
の
葬
礼
を
行
う
。

葉
青
の
人
は
、
老
人
が
病
気
で
苦
し
む
と
み
な
深
く
関
心
を
寄
せ
、
こ
れ
は
「
故
郷
に
帰
る
」
と
い
う
舞
台
の
幕
開
け
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
六
月
末
、
イ
ダ
の
伯
父
、
ワ
マ
コ
ア
プ
デ
ュ（

（
（

が
病
気
に
か
か
り
床
に
つ
い
て
、
年
末
に
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
間
に
、
見
舞
い

の
者
は
絶
え
間
な
く
訪
れ
、
し
か
も
毎
晩
最
も
近
い
親
戚
の
家
か
ら
順
番
に
一
人
の
成
人
男
性
を
派
遣
し
て
、
老
人
と
共
に
夜
を
過
ご
さ

せ
る
。
私
の
葉
青
の
先
生
で
あ
る
ク
ゾ
は
葉
青
村
全
体
の
親
族
関
係
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
彼
は
ち
ょ
う
ど
ワ
マ
コ
ア
プ
デ
ュ
老
人
の
父

方
の
従
弟
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
の
時
期
、
私
が
彼
の
家
を
訪
ね
る
と
よ
く
留
守
を
し
て
い
て
、
家
族
に
聞
く
と
、
十
中
八
九
は
「
ワ
マ
コ
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の
家
に
兄
を
見
守
り
に
行
っ
た
。」
と
い
う
答
え
で
あ
っ
た
。

老
人
は
鶏
が
鳴
き
始
め
た
時
に
亡
く
な
っ
た
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
人
を
派
遣
し
て
ト
ン
バ
を
招
き
、
親
戚
の
家
に
訃
報
を
知
ら

せ
る
。
夜
が
明
け
る
前
に
、
死
去
を
知
ら
せ
る
人
は
す
で
に
葉
青
村
を
出
て
松
起
村
に
到
っ
た
。
二
つ
の
村
は
歩
い
て
約
一
時
間
ほ
ど
の

距
離
が
あ
る
。
老
人
は
イ
ダ
の
伯
父
で
あ
り
、
さ
ら
に
イ
ダ
の
兄
ナ
ブ
ゾ
の
義
理
の
父
で
も
あ
る
。
老
人
が
亡
く
な
っ
た
夜
は
ち
ょ
う
ど

ナ
ブ
ゾ
が
見
守
り
を
し
て
い
た
。
ナ
ブ
ゾ
夫
婦
と
三
人
の
息
子
は
数
年
前
に
親
と
分
家
し
、
自
分
の
家
庭
を
築
い
て
い
る
が
、
弟
イ
ダ
は

親
と
一
緒
に
住
ん
で
い
る
。
イ
ダ
の
家
の
家
名
は
ク
ヮ
ダ
で
、
ナ
ブ
ゾ
は
分
家
し
て
独
立
し
て
か
ら
も
ず
っ
と
元
の
家
名
を
使
っ
て
い
る

た
め
、
現
在
松
起
村
に
は
ク
ヮ
ダ
と
い
う
家
が
二
戸
あ
る
。
イ
ダ
の
上
の
世
代
を
見
る
と
、
ク
ヮ
ダ
家
で
は
ワ
マ
コ
家
の
娘
を
娶
り
、
こ

れ
が
イ
ダ
兄
弟
の
母
親
で
あ
る
。
イ
ダ
の
代
に
な
る
と
、
ナ
ブ
ゾ
が
嫁
に
も
ら
っ
た
の
も
ま
た
ワ
マ
コ
家
の
娘
で
、
つ
ま
り
伯
父
の
家
の

娘
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
世
代
に
渡
っ
て
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ワ
マ
コ
家
と
ク
ヮ
ダ
家
は
互
い
に
姻
戚
関
係
に
あ
り
、

ク
ヮ
ダ
・
ナ
ブ
ゾ
の
家
と
ワ
マ
コ
ア
プ
デ
ュ
の
家
は
、
姻
戚
に
さ
ら
に
姻
戚
を
加
え
た
こ
と
で
、
そ
の
関
係
は
非
常
に
親
密
で
あ
る
。

ワ
マ
コ
の
家
を
担
当
す
る
ト
ン
バ
は
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
ク
ヮ
ダ
の
家
の
者
で
あ
っ
た
。
現
在
、
ク
ヮ
ダ
の
一
族
の
年
長
者
の
世
代
に

は
ト
ン
バ
が
一
人
し
か
お
ら
ず
、
名
は
ク
ヮ
ダ
・
バ
デ
ュ
と
い
う
。
二
〇
〇
一
年
に
七
五
歳
（
兎
年
生
ま
れ
）
で
、
葉
青
村
に
住
ん
で
い

る
。
若
い
世
代
に
は
ト
ン
バ
が
二
人
い
て
、一
人
は
バ
デ
ュ
の
甥
で
あ
る
イ
ダ
、三
四
歳
（
猿
年
生
ま
れ
）
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
バ
デ
ュ

の
孫
の
カ
ト
ゥ
ツ
リ
で
、
二
六
歳
（
竜
年
生
ま
れ
）
で
あ
る
。
老
ト
ン
バ
の
バ
デ
ュ
は
高
齢
に
な
り
、
彼
は
身
を
引
い
て
イ
ダ
に
ワ
マ
コ

ア
プ
デ
ュ
の
葬
礼
を
取
り
仕
切
ら
せ
、
カ
ト
ゥ
ツ
リ
と
も
う
一
人
の
二
七
歳
の
若
い
ト
ン
バ
、
ト
ァ
ダ
ウ
ァ
ク
に
協
力
さ
せ
た
。
イ
ダ
は

責
任
を
も
っ
て
各
儀
礼
の
主
宰
と
分
担
を
決
め
、
葬
礼
一
日
目
の
英
武
を
済
度
す
る
儀
式
は
彼
自
身
が
取
り
仕
切
り
、
二
日
目
の
長
寿
を

済
度
す
る
儀
式
と
亡
霊
の
象
徴
樹
に
託
す
儀
式
は
ト
ァ
ダ
ウ
ァ
ク
に
取
り
仕
切
ら
せ
、
三
日
目
の
開
路
の
儀
式
は
カ
ト
ゥ
ツ
リ
に
取
り
仕
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切
ら
せ
た
。
ト
ァ
ダ
ウ
ァ
ク
と
カ
ト
ゥ
ツ
リ
は
ま
だ
若
い
た
め
、
儀
式
の
し
き
た
り
や
流
れ
と
儀
式
に
関
わ
る
経
典
の
把
握
が
十
分
で
な

か
っ
た
の
で
、彼
ら
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
経
験
の
あ
る
老
ト
ン
バ
に
頼
ん
で
助
け
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
、儀
式
の
主
宰
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、

自
分
が
儀
式
を
取
り
仕
切
っ
た
以
上
は
、
そ
の
儀
式
が
引
き
起
こ
す
「
ミ
カ
」（
責
任
、
罪
）
は
彼
ら
二
人
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

葬
礼
全
体
の
中
で
、
最
も
忙
し
い
の
は
イ
ダ
で
あ
り
、
彼
は
主
要
な
ト
ン
バ
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
死
者
の
甥
で
も
あ
る
。
葉
青
村
の
風

習
で
は
、
こ
の
期
間
は
各
家
で
み
な
新
し
い
酒
を
開
け
て
、
次
々
に
死
者
の
親
族
を
自
分
の
家
に
招
待
し
て
酒
を
勧
め
、
慰
め
る
。
そ
の

た
め
、
イ
ダ
は
儀
式
を
取
り
仕
切
る
以
外
は
、
葉
青
村
の
あ
の
家
こ
の
家
と
次
々
と
招
か
れ
、
村
の
全
て
の
家
を
飲
み
歩
い
た
の
で
あ
る
。

葬
礼
は
殆
ど
男
性
が
独
占
す
る
仕
事
で
あ
り
、
酒
を
勧
め
る
の
が
女
性
で
あ
る
以
外
は
、
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
な
仕
事
は
全
て
父
系

親
族
の
男
性
が
担
当
す
る
。「
コ
パ
」
と
呼
ば
れ
る
葬
礼
の
総
責
任
者
は
葬
家
に
代
わ
り
、
宗
教
儀
礼
以
外
の
葬
礼
中
の
仕
事
を
指
揮
し
、

手
配
す
る
。
二
、三
人
の
「
シ
ュ
ト
」
は
死
者
の
霊
前
に
燈
明
を
点
し
、飯
を
供
え
、ト
ン
バ
を
招
い
て
儀
式
を
取
り
仕
切
る
こ
と
を
請
い
、

さ
ら
に
ト
ン
バ
に
謝
礼
を
渡
す
な
ど
の
仕
事
を
受
け
持
ち
、
彼
ら
は
死
者
の
亡
霊
と
生
者
と
の
橋
渡
し
を
す
る
架
け
橋
に
あ
た
る
。
ト
ン

バ
と
の
違
い
は
、
シ
ュ
ト
は
上
中
下
の
三
界
と
交
流
す
る
能
力
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
普
通
の
者
で
あ
る
が
、
そ
の
役
割
に
よ
り
葬
礼

の
間
は
死
者
の
亡
霊
に
最
も
近
く
に
い
る
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
数
人
の
「
ク
ヮ
ジ
」（
料
理
人
）
は
犠
牲
の
解
体
、
食
べ
物
の
調
理
を

担
当
す
る
。
ま
た
物
を
保
管
す
る
部
屋
で
、
葬
家
に
代
わ
っ
て
贈
り
物
を
受
け
取
り
記
録
を
す
る
数
人
の
「
グ
ダ
プ
」
が
い
る
。
出
棺
の

日
は
、
死
体
を
四
角
い
木
の
棺
に
入
れ
る
が
、
こ
の
木
の
棺
を
ナ
シ
語
で
は
「
サ
パ
ジ
」（
白
い
木
の
家
）
と
い
い
、
こ
れ
を
作
る
の
も

父
系
親
族
の
男
性
に
限
ら
れ
る
。
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二
―
一

葬
礼
の
第
一
段
階

（
一
）「
安
霊
」・
犠
牲
を
捧
げ
る
・
薬
を
捧
げ
る

老
人
が
息
を
引
き
取
る
と
、
す
ぐ
に
そ
の
家
を
担
当
す
る
ト
ン
バ
と
親
族
の
各
戸
の
成
年
男
子
が
家
に
招
請
さ
れ
、
み
な
が
集
ま
っ
て

後
、
死
体
の
処
理
が
始
ま
る
。
ま
ず
初
め
に
行
う
の
は
「
安
霊
」
で
、
虎
水
河
か
ら
一
碗
の
水
を
取
っ
て
来
て
死
体
を
洗
う
水
と
し
、
ト

ン
バ
は
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
枝
を
ち
ぎ
っ
て
水
に
入
れ
、こ
の
水
で
象
徴
的
に
死
体
を
洗
い
、髪
を
梳
か
し
、全
身
に
バ
タ
ー
を
塗
り
つ
け
る
。

ま
た
燃
え
て
い
る
ツ
ツ
ジ
の
枝
を
死
者
の
左
手
に
置
い
て
「
穢
れ
を
除
く
火
」
と
し
、
さ
ら
に
柄
杓
を
死
者
の
右
手
に
置
い
て
「
穢
れ
を

除
く
水
」
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
置
き
な
が
ら
、
ト
ン
バ
は
穢
れ
を
除
く
言
葉
を
唱
え
る
。

�

左
手
に
穢
れ
を
除
く
火
を
執
り
、
右
手
に
穢
れ
を
除
く
水
を
執
り
、
自
分
の
穢
れ
は
自
分
で
除
く
。
ム
ル
（
天
地
）
の
過
行
く
年

の
穢
れ
た
も
の
、「
ド
ゥ
」（
男
始
祖
）「
セ
」（
女
始
祖
）
の
過
行
く
月
の
穢
れ
た
も
の
を
、
下
方
へ
と
除
き
、
朝
晩
過
行
く
日
の
穢

れ
た
も
の
を
、
下
方
へ
と
除
く
。

穢
れ
を
除
い
て
の
ち
、「
グ
サ
ハ
サ
ク
」（
銀
の
サ
、
金
の
サ
を
入
れ
る
）
を
行
う
。
砕
い
た
金
銀
を
少
し
取
っ
て
死
者
の
口
に
入
れ
、

一
碗
の
黄ホ

ワ
ン

酒ジ
ュ
ウ

（
醸
造
酒
）
を
注
ぐ
。
そ
し
て
黒
い
布
を
死
者
の
顔
に
被
せ
、
死
体
を
胎
児
の
よ
う
な
前
屈
姿
勢
に
し
、
頭
を
下
げ
て
、

両
手
の
掌
を
胸
の
前
で
合
わ
せ
、真
新
し
い
麻
布
の
衣
（
女
性
は
ス
カ
ー
ト
を
用
い
る
）
で
包
ん
で
か
ら
、麻
布
の
帯
で
し
っ
か
り
と
縛
る
。

最
後
に
、
白
或
い
は
黒
の
外
地
で
産
出
し
た
布
の
真
ん
中
に
折
り
目
を
つ
け
、
片
端
を
縫
い
合
わ
せ
て
、
死
者
の
頭
部
か
ら
被
せ
、
死
体

を
全
部
覆
っ
て
結
び
目
を
作
る
。
死
体
の
中
で
唯
一
外
に
出
て
い
る
部
分
は
頭
の
て
っ
ぺ
ん
の
み
で
、
他
は
全
て
隙
間
な
く
包
ん
で
あ
る
。
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包
み
終
え
た
ら
、
死
体
を
寝
床
の
足
元
に
安
置
す
る
。
安
置
す
る
方
法
に
は
二
種
類
あ
り
、
死
者
が
六
〇
歳
以
上
の
男
性
で
あ
れ
ば
、
死

者
の
顔
を
神
棚
に
向
け
て
座
ら
せ
、
死
者
が
女
性
か
六
〇
歳
以
下
の
男
性
で
あ
れ
ば
、
死
者
の
顔
を
母
屋
の
門
に
向
け
て
寝
か
せ
る
。
死

体
を
寝
床
の
枕
元
か
ら
足
元
へ
と
移
す
時
に
は
、
親
族
の
中
の
若
者
が
争
っ
て
死
体
を
抱
え
よ
う
と
し
、
死
体
を
移
す
人
は
縁
起
が
良
く
、

勇
ま
し
い
者
と
見
な
さ
れ
る
。
葬
礼
の
間
、
死
体
を
争
っ
て
抱
え
る
の
は
三
回
あ
る
が
、
こ
れ
が
一
回
目
に
あ
た
る
。

死
体
を
安
置
し
た
ら
、
死
者
が
男
性
で
あ
れ
ば
、
フ
ェ
ル
ト
の
帽
子
と
サ
ン
グ
ラ
ス
を
使
っ
て
扮
装
し
、
女
性
で
あ
れ
ば
華
麗
な
髪
飾

り
を
つ
け
る
。
死
体
の
傍
に
椅
子
と
供
え
物
用
の
卓
を
置
き
、
卓
の
上
に
は
出
棺
の
日
ま
で
ず
っ
と
点
す
燈
明
、
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
香
炉
、

脂
身
の
多
い
豚
肉
、
脂
の
塊
、
塩
、
茶
な
ど
を
供
え
る
。
こ
の
他
に
飯
を
捧
げ
る
が
、
炊
い
た
飯
の
上
に
は
煮
た
脂
身
の
多
い
豚
肉
、
卵

な
ど
の
お
か
ず
を
の
せ
る
。お
供
え
の
飯
は
一
日
三
回
取
り
替
え
る
が
、こ
れ
は
シ
ュ
ト
が
担
当
す
る
。供
え
物
を
並
べ
終
え
た
ら
、「
安
霊
」

は
ひ
と
ま
ず
一
段
落
し
た
こ
と
に
な
る
。
ト
ン
バ
は
自
分
の
家
に
帰
り
、
葬
家
と
親
族
の
者
は
葬
礼
の
諸
々
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
葉
青

村
で
は
、
開
路
と
出
棺
の
儀
式
は
死
者
の
家
が
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
亡
霊
の
象
徴
樹
に
託
す
儀
式
は
死
者
の
嫁
い
だ
娘
が

負
担
し
、
葬
礼
の
第
一
段
階
の
他
の
儀
式
の
費
用
は
親
族
の
者
た
ち
が
分
担
す
る
。

以
上
に
述
べ
た
死
体
を
処
理
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
昼
夜
に
関
わ
ら
ず
死
者
が
息
を
引
き
取
っ
た
後
す
ぐ
に
着
手
し
て
行
う
。
葬

家
と
親
族
の
者
た
ち
が
適
切
に
相
談
し
、
明
確
に
分
担
し
て
か
ら
、
人
に
黄
酒
を
持
た
せ
て
ト
ン
バ
の
家
に
遣
わ
し
、
正
式
に
ト
ン
バ
に

儀
式
の
主
宰
を
請
う
。
ト
ン
バ
は
ま
ず
客
が
持
っ
て
き
た
黄
酒
を
碗
に
注
ぎ
、「
祖
先
の
座
」
に
献
上
し
、そ
れ
か
ら
祭
酒
の
辞
を
唱
え
て
、

諸
々
の
神
霊
と
家
の
歴
代
の
ト
ン
バ
に
捧
げ
る
。
そ
れ
か
ら
、
ト
ン
バ
は
葬
礼
の
主
宰
に
必
要
な
経
典
と
法
器
（
楽
器
や
器
具
）
を
用
意

す
る
。
法
器
に
は
鼓
、
鈸
、
鑼
、
手
鼓
、
板
鈴
、
法
衣
冠
、「
セ
ワ
」（
法
の
帯
。
儀
式
の
時
に
ト
ン
バ
の
肩
に
掛
け
る
。
帯
に
は
猪
の
牙
、

鷹
の
爪
、
大
鵬
聖
鳥
の
像
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
仏
箱
「
コ
ダ
」
な
ど
の
強
大
な
威
力
を
象
徴
す
る
法
器
が
飾
っ
て
あ
る
）、
法
杖
、
金
剛
杵
、
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鉄
の
鷹
の
爪
、
招
魂
の
旗
、
法
牌
（
法
牌
は
全
部
で
三
つ
あ
り
、
ト
ン
バ
教
の
教
主
ト
ン
バ
・
シ
ャ
ラ
の
三
大
弟
子
、
カ
ブ
タ
、
ズ
ュ
ブ

タ
、
イ
シ
ナ
ブ
タ
が
描
か
れ
て
い
る
）、
神
画
、「
ヘ
デ
ュ
（
神
路
長
巻
）」
な
ど
が
あ
る（

（1
（

。
ト
ン
バ
教
の
神
画
に
は
至
上
の
神
サ
イ
ウ
ァ
デ
、

ト
ン
バ
・
シ
ャ
ラ
、
九
頭
十
八
臂
の
ウ
ァ
ジ
ク
ク
、
戦
神
イ
ァ
マ
な
ど
が
あ
る
。
葉
青
村
で
書
か
れ
た
神
画
は
文
化
大
革
命
の
時
に
多
く

が
破
壊
さ
れ
、
少
し
残
っ
た
も
の
も
近
年
こ
の
地
域
に
出
没
す
る
骨
董
商
が
高
価
で
買
っ
て
行
っ
た
た
め
、
今
日
、
葉
青
村
の
ト
ン
バ
の

多
く
は
雲
南
省
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
県
の
旅
行
土
産
物
屋
で
チ
ベ
ッ
ト
産
の
タ
ン
カ
を
購
入
し
代
替
物
と
し
て
使
う
。
神
路
長
巻
は
出
棺
の
日

に
使
わ
れ
、
鬼
魅
域
の
象
徴
空
間
と
神
壇
の
間
に
掛
け
る
。
全
村
で
一
巻
し
か
な
い
た
め
、
多
く
の
葬
礼
は
こ
の
視
覚
的
表
現
を
省
い
て

行
わ
れ
る
。
葉
青
村
の
ト
ン
バ
教
の
経
典
の
抄
本
は
「
破
四
旧
」（
文
化
大
革
命
初
期
に
起
き
た
旧
思
想
、
旧
文
化
、
旧
風
俗
、
旧
習
慣
を

打
破
す
る
運
動
）
の
時
に
焼
か
れ
、
一
部
の
ト
ン
バ
が
密
か
に
保
存
し
た
抄
本
が
今
日
の
ト
ン
バ
た
ち
が
転
写
す
る
底
本
と
な
っ
て
い
る
。

準
備
を
整
え
る
と
、
使
い
の
者
が
経
典
や
法
器
を
持
ち
、
ト
ン
バ
は
手
ぶ
ら
で
一
緒
に
死
者
の
家
に
向
か
う
。
ト
ン
バ
は
寝
床
の
枕
元

に
座
り
、
寝
床
の
足
元
は
死
者
の
霊
位
と
な
る
。
死
者
の
子
女
た
ち
は
囲
炉
裏
の
前
で
ト
ン
バ
に
向
か
っ
て
額
を
地
に
つ
け
て
三
回
拝
礼

し
、シ
ュ
ト
は
謝
礼
を
渡
す
。謝
礼
は
一
枚
の
綿
布
と
麻
布
五
本
で
あ
る
。そ
し
て
、シ
ュ
ト
と
ト
ン
バ
は
歌
を
掛
け
合
い
始
め
る
。歌
詞
は
、

シ
ュ
ト
が
ト
ン
バ
に
儀
式
の
主
宰
を
懇
願
し
、
ト
ン
バ
は
何
度
も
遠
慮
し
て
辞
退
す
る
が
、
最
後
は
ト
ン
バ
が
応
じ
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
ト
ン
バ
は
謝
礼
を
受
け
取
り
、
綿
布
を
法
杖
の
先
に
結
ぶ
。
法
杖
の
先
に
結
ん
で
あ
る
布
の
数
は
、
法
杖
の
主
人
が
取
り

仕
切
っ
た
葬
礼
の
回
数
を
表
す
。
ト
ン
バ
が
依
頼
を
引
き
受
け
て
か
ら
、
助
手
は
霊
位
と
ト
ン
バ
と
の
間
に
太
鼓
を
吊
す
。

助
手
は
孟
宗
竹
を
一
切
れ
持
っ
て
来
て
、
一
端
を
三
つ
叉
に
作
り
、
死
体
の
上
に
置
く
が
、
こ
れ
は
「
三
本
の
人
が
移
動
し
て
き
た
道
」

を
象
徴
し
、
同
じ
源
を
発
し
そ
れ
ぞ
れ
流
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
他
に
、
乾
燥
し
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
一
つ
と
乾
燥
し
た
麻
の
茎
を
一

本
取
り
、
鬼
魅
を
祭
る
供
え
物
の
「
ク
ヮ
グ
」（
割
れ
た
碗
或
い
は
鍋
の
欠
片
に
炭
火
を
入
れ
、
そ
の
上
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
と
骨
の
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粉
を
撒
い
て
作
る
）
を
一
つ
焼
き
、
こ
れ
ら
三
つ
を
一
緒
に
霊
前
の
下
方
の
空
い
た
場
所
に
並
べ
る
。
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
と
麻
の
茎
は
そ
れ
ぞ

れ
「
ム
」
の
鬼
魅
と
「
ウ
」
の
鬼
魅
の
頭
と
骨
を
象
徴
し
、ク
ヮ
グ
は
彼
ら
に
与
え
る
供
え
物
で
あ
る
。「
ム
」
と
「
ウ
」
は
餓
鬼
で
あ
り
、

彼
ら
は
葬
礼
の
間
に
亡
霊
に
さ
さ
げ
た
供
え
物
を
奪
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
よ
く
準
備
し
て
事
を
行
い
、
先
に
彼
ら
を
制
圧
す
る
の
で

あ
る
。

ト
ン
バ
が
座
り
、
太
鼓
を
叩
き
法
杖
を
揺
ら
し
（
法
杖
に
は
鈴
が
結
ん
で
あ
る
）、
ま
た
傍
の
者
が
ホ
ラ
貝
を
吹
き
、
銅
鑼
を
叩
き
、

数
種
の
楽
器
の
音
の
中
で
、
儀
式
が
正
式
に
始
ま
る
。
ま
ず
、
ト
ン
バ
は
『「
ム
」
と
「
ウ
」
を
殺
す
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
る
。
唱
え

終
わ
る
と
、
ト
ン
バ
は
起
き
上
が
り
、「
ム
」
と
「
ウ
」
の
象
徴
物
の
前
に
行
き
、
足
を
上
げ
て
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
踏
み
壊
し
、
助
手
は
麻

の
茎
を
幾
つ
か
に
切
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
、
助
手
は
象
徴
物
の
破
片
を
片
付
け
て
、
ク
ヮ
グ
と
一
緒
に
し
て
家
の
外
に
棄
て
る
。

ト
ン
バ
は
、
続
い
て
『
ツ
イ
ス
（
亡
霊
を
呼
び
覚
ま
す
）』
と
『
燈
明
を
点
す
・
酒
と
飯
を
捧
げ
る
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
る
。
死
者

の
子
女
た
ち
は
手
を
洗
い
、
燈
明
を
点
し
て
霊
前
の
供
物
の
卓
に
置
い
て
か
ら
、
霊
位
に
向
か
っ
て
跪
き
三
回
拝
礼
す
る
。「
亡
霊
を
呼

び
覚
ま
す
」
と
は
「
ツ
イ
ス
」
の
意
訳
で
あ
り
、
も
し
直
訳
す
れ
ば
「
鬼
魅
を
呼
び
覚
ま
す
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。「
ツ
」
は
鬼
魅
の

総
称
で
、「
イ
ス
」
は
「
呼
び
覚
ま
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
亡
霊
は
上
方
界
に
送
ら
れ
祖
先
に
な
る
ま
で
は
中
下
界
に
留
ま
る
の
で
、

鬼
魅
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
燈
明
は
光
明
を
象
徴
し
、
亡
霊
が
上
っ
て
い
く
旅
、
す
な
わ
ち
下
方
の
鬼
魅
域
か
ら
、
中
央
の
自
然
・
人

文
界
を
経
て
、
最
後
に
上
方
の
神
・
祖
界
に
辿
り
つ
く
道
の
り
を
照
ら
す
。
こ
の
他
に
、
燈
明
は
亡
霊
に
捧
げ
た
供
物
と
も
理
解
さ
れ
る
。

ご
ま
油
は
植
物
の
精
華
に
属
し
、
燃
焼
と
い
う
方
法
を
通
し
て
、
亡
霊
に
捧
げ
ら
れ
る
。

酒
を
勧
め
る
者
が
ト
ン
バ
に
酒
を
渡
す
と
、
ト
ン
バ
は
祭
酒
の
辞
を
唱
え
、
諸
神
に
酒
を
献
上
す
る
。
そ
の
後
、
シ
ュ
ト
は
霊
前
に
一

碗
の
酒
を
供
え
、
酒
を
勧
め
る
者
は
座
っ
て
い
る
者
全
て
に
酒
を
勧
め
、
皆
で
酒
を
飲
み
、
し
ば
ら
く
休
憩
す
る
。
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死
者
の
子
女
は
子
豚
と
鶏
を
抱
え
て
霊
前
に
立
ち
、
ト
ン
バ
は
法
杖
を
揺
ら
し
、『
豚
と
鶏
を
放
す
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
る
が
、
こ

れ
は
豚
と
鶏
を
亡
霊
に
捧
げ
て
持
っ
て
行
か
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
唱
え
終
わ
る
と
、
犠
牲
の
鶏
の
口
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を
入

れ
、
窒
息
死
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
死
体
を
覆
っ
た
衣
服
を
取
り
、
鶏
を
死
体
の
傍
に
置
き
、
ま
た
死
体
に
衣
服
を
被
せ
る
。
子
豚
は
母
屋

の
外
に
連
れ
て
い
っ
て
殺
し
、
内
臓
を
一
切
れ
ず
つ
取
り
出
し
て
焼
き
上
げ
、
皿
に
の
せ
て
霊
前
に
供
え
る
。
ま
た
耳
、
口
、
尻
尾
、
足
、

あ
ば
ら
を
一
切
れ
ず
つ
切
り
取
り
、
こ
れ
は
残
し
て
お
い
て
出
棺
の
時
に
使
う
。
他
の
余
っ
た
部
分
は
煮
て
客
を
も
て
な
す
。
こ
の
生
贄

を
捧
げ
る
く
だ
り
に
お
い
て
は
、
鶏
は
窒
息
死
さ
せ
て
捧
げ
ら
れ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
サ
」
に
あ
る
。
豚
は
焼
い
て
捧
げ
ら
れ
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
は
「
サ
」
で
は
な
く
肉
に
あ
る
。
豚
の
肉
は
内
と
外
に
分
け
ら
れ
、
内
に
あ
る
も
の
は
当
日
す
ぐ
に
焼
い
て
死
者
に
捧
げ
、
外

に
あ
る
も
の
は
残
し
て
お
い
て
出
棺
の
日
に
捧
げ
る
。
豚
の
各
部
位
か
ら
は
一
切
れ
ず
つ
切
り
取
る
が
、
こ
れ
は
点
を
以
て
面
を
表
す
象

徴
的
表
現
で
あ
る
。

こ
の
間
に
霊
前
に
は
茶
の
入
れ
物
一
つ
、碗
一
つ
と
匙
一
つ
を
置
き
、こ
れ
を「
冷
た
い
鍋
、冷
た
い
碗
」と
称
し
、そ
の
位
置
は
前
に「
ム
」

と
「
ウ
」
の
鬼
魅
の
象
徴
物
を
置
い
た
場
所
で
あ
る
。
助
手
は
豚
の
犠
牲
の
血
を
少
し
取
り
、
入
れ
物
に
入
れ
る
。
最
後
に
、
助
手
は
こ

れ
を
持
ち
出
し
て
、
村
落
の
火
葬
場
に
棄
て
る
。
こ
の
部
分
の
象
徴
的
表
現
に
は
、
も
う
一
度
亡
霊
と
犠
牲
や
供
養
物
を
争
奪
す
る
鬼
魅

を
引
き
離
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

豚
と
鶏
を
捧
げ
終
わ
る
と
、
ト
ン
バ
は
『
ツ
ォ
ゼ
パ
デ
ュ
の
薬
探
し
』
の
経
典
を
唱
え
、
ツ
ォ
ゼ
パ
デ
ュ
の
三
兄
弟
が
薬
を
探
す
物
語

を
述
べ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
三
兄
弟
が
狩
り
に
出
か
け
、
帰
っ
て
来
る
と
父
母
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

彼
ら
は
起
死
回
生
の
薬
を
探
し
に
出
か
け
、
最
後
に
西
方
鬼
魅
の
王
レ
チ
ス
プ
の
所
で
一
種
の
薬
を
盗
ん
だ
。
結
局
、
父
母
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、彼
ら
の
痛
み
を
癒
す
こ
と
は
で
き
た
。
経
典
を
唱
え
終
わ
る
と
、ト
ン
バ
は
手
に
ヤ
ギ
の
乳
を
一
碗
持
っ
て
、
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麻
布
の
帯
を
結
ん
だ
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
枝
を
ヤ
ギ
の
乳
に
つ
け
て
死
体
に
ま
き
、
象
徴
的
に
亡
霊
の
痛
み
を
取
り
除
く
。

※�

こ
の
後
の
葬
礼
で
は
、（
二
）「
ダ
グ
」―
英
武
を
済
度
す
る
、（
三
）「
ト
ゥ
ザ
ツ
」―
亡
霊
の
木
を
立
て
る
、（
四
）「
ズ
シ
ャ
グ
」―
長
寿
を
済
度
す
る
、

（
五
）「
ザ
ク
ニ
」―
亡
霊
の
木
に
託
す
、
と
続
く
が
、
長
編
に
亘
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
儀
礼
の
記
述
を
省
略
す
る
。

（
六
）「
ジ
グ
ベ
」
―
「
開
路
」
の
儀
式

①

儀
式
の
序
幕

「
ジ
グ
ベ
」
の
「
ジ
グ
」
は
「
路
」、「
ベ
」
は
動
詞
で
「
…
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
ジ
グ
ベ
」
は
「
路
を
開
き
、
魂
を
送
る
」

儀
式
を
指
す
専
用
の
呼
称
で
あ
る
。

出
棺
の
前
夜
、
儀
式
を
取
り
仕
切
る
ト
ン
バ
は
霊
位
の
前
に
立
ち
、
右
手
に
法
杖
を
取
り
、
法
杖
の
先
で
地
を
つ
つ
き
、
法
杖
を
揺
ら

し
な
が
ら
『
ワ
レ
ズ
』
の
経
典
を
唱
え
る
。
こ
の
経
典
は
、
万
事
万
物
に
始
ま
り
と
終
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
、
死
者
を
落

ち
着
か
せ
慰
め
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ト
ン
バ
は
母
屋
の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
移
り
、『
ム
ズ
ミ
』
の
経
典
を
唱
え
て
死
者
を
慰

め
、
さ
ら
に
『
ジ
プ
ジ
サ
』
の
経
典
を
唱
え
、
亡
霊
が
帰
っ
て
行
く
路
を
指
し
示
す
。
彼
は
「
シ
ュ
」
の
氏
族
の
路
を
行
く
べ
き
で
、「
メ
」

の
氏
族
、「
ホ
」
の
氏
族
、「
ユ
」
の
氏
族
の
路
を
行
か
な
い
よ
う
に
と
教
え
る
。

「
レ
ツ
ァ（

（1
（

」
の
借
り
を
返
し
、
魂
を
請
け
出
す
。
こ
の
前
に
、
ト
ン
バ
は
「
レ
ツ
ァ
」
の
鬼
魅
の
象
徴
を
一
セ
ッ
ト
制
作
し
、
霊
位
の

前
の
地
面
に
置
き
、
象
徴
物
の
傍
に
は
生
卵
と
一
皿
の
「
ヘ
レ
ブ
」（
麦
の
あ
ら
れ
）
を
供
え
る
。
助
手
は
「
レ
ツ
ァ
」、「
ヘ
レ
ブ
」
と

生
卵
を
一
緒
に
持
ち
、
霊
位
の
上
方
で
揺
り
動
か
し
て
か
ら
母
屋
を
出
て
、
母
屋
の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
適
当
な
場
所
を
選
ん
で
置
い
て
お
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く
。
こ
れ
は
「
レ
ツ
ァ
」
の
鬼
魅
を
母
屋
か
ら
引
き
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
時
、
儀
式
を
取
り
仕
切
る
ト
ン
バ
は
法
衣
（
儀
式

で
着
る
服
）
を
着
て
法
冠
を
つ
け
、
母
屋
の
囲
炉
裏
の
前
で
舞
い
始
め
、
神
壇
の
空
間
に
向
か
っ
て
神
祖
に
神
通
力
を
請
い
、
舞
い
な
が

ら
母
屋
を
出
て
ベ
ラ
ン
ダ
に
至
る
。
ト
ン
バ
は
「
レ
ツ
ァ
」
の
象
徴
の
前
に
止
ま
り
、『
レ
ツ
ァ
チ
』
の
経
典
を
唱
え
て
「
ヘ
レ
ブ
」
を
撒
き
、

生
卵
を
割
り
、死
者
が
負
う
「
レ
ツ
ァ
」
の
借
り
を
返
し
、亡
霊
を
招
き
導
く
。
そ
の
後
、助
手
は
「
レ
ツ
ァ
」
の
象
徴
を
家
の
外
に
棄
て
、

ト
ン
バ
は
舞
い
な
が
ら
母
屋
に
戻
り
、
亡
霊
を
導
き
入
れ
る
。

ト
ン
バ
は
法
衣
と
法
冠
を
脱
ぎ
、枕
元
に
座
り
、死
者
に
福
を
残
す
よ
う
祈
願
す
る
経
典
を
唱
え
る
。
も
し
死
者
が
男
性
で
あ
れ
ば
、『
ツ

イ
』
と
い
う
経
典
を
読
み
あ
げ
、
女
性
で
あ
れ
ば
『
ミ
ジ
ュ
ダ
イ
・
衣
服
の
来
歴
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
る
。

葬
家
は
ト
ン
バ
と
親
族
の
各
戸
の
代
表
を
座
ら
せ
、
一
人
ず
つ
一
碗
の
黄
酒
と
白バ

イ
チ
ュ
ウ酒

を
捧
げ
る
。
死
者
の
子
女
と
近
親
者
た
ち
は
中

央
の
柱
の
両
側
か
ら
、
座
わ
っ
た
者
た
ち
に
向
か
っ
て
額
を
地
に
つ
け
て
拝
礼
し
、
葬
送
の
手
助
け
を
請
い
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

�

親
族
の
皆
様
に
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
す
、
何
も
謝
礼
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
死
ん
だ
虎
を
犬
の
前
に
棄
て
る
こ
と
な
く
、

親
族
の
者
を
河
に
棄
て
る
こ
と
な
く
、
死
ん
だ
猫
を
地
で
腐
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
助
け
る
仕
来
り
が
あ
り
ま
す
。

拝
礼
が
終
わ
る
と
、
み
な
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
翌
日
の
早
朝
、
母
屋
の
寝
床
の
足
元
の
霊
位
か
ら
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
ま
で
死
体
を
抱
え
、

木
の
棺
に
入
れ
る
者
や
、
火
葬
場
に
着
い
て
か
ら
棺
か
ら
死
体
を
抱
え
出
す
者
を
相
談
し
て
決
め
る
。
親
族
の
中
の
青
年
た
ち
は
次
々
と

座
っ
て
い
る
ト
ン
バ
と
年
長
者
に
酒
を
勧
め
、
死
体
を
抱
え
る
仕
事
を
引
き
受
け
た
い
と
争
っ
て
懇
請
す
る
。
か
つ
て
は
、
社
会
で
は
こ

れ
に
勝
っ
た
者
が
勇
ま
し
い
者
と
見
な
さ
れ
た
た
め
、
死
体
を
抱
え
る
仕
事
を
め
ぐ
っ
て
本
気
で
争
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
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た
殴
り
合
い
の
事
件
も
多
く
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
今
で
は
、
た
だ
象
徴
的
に
演
技
す
る
だ
け
で
、
そ
の
人
選
は
事
前
に
相
談
し
て
決
め

る
が
、
通
常
は
親
族
の
中
で
年
齢
の
若
い
成
年
男
子
に
引
き
受
け
さ
せ
る
。
葬
礼
の
間
に
は
死
体
を
三
回
移
動
さ
せ
る
が
、
死
体
を
抱
え

る
仕
事
は
同
じ
者
が
独
占
し
て
は
い
け
な
い
。

「
レ
ツ
ァ
」
の
借
り
を
返
し
魂
を
請
け
出
す
の
は
、
葬
礼
の
第
一
段
階
で
、
出
棺
の
前
に
毎
晩
行
う
小
さ
な
儀
式
で
あ
る
。
ト
ン
バ
が

経
を
唱
え
て
亡
霊
を
慰
め
、
彼
が
帰
っ
て
行
く
べ
き
路
を
教
え
、
葬
家
に
代
わ
っ
て
彼
に
福
を
賜
る
こ
と
を
祈
願
し
た
り
、
ま
た
、
死
者

の
近
親
者
が
親
族
に
手
伝
い
を
求
め
る
な
ど
の
こ
と
は
全
て
出
棺
の
前
夜
に
行
う
べ
き
専
門
的
な
作
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
開
路
の
儀
式

の
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
し
、
開
路
の
儀
式
の
序
幕
を
開
く
。

ワ
マ
コ
老
人
の
開
路
の
前
夜
は
、
親
族
で
死
体
を
抱
え
て
運
ぶ
人
選
を
決
め
て
か
ら
、
私
は
イ
ダ
と
一
緒
に
家
を
出
て
、
村
の
別
の
家

に
行
っ
て
宿
を
借
り
た
。
彼
は
離
れ
る
前
、
ワ
マ
コ
の
一
族
の
男
子
に
く
れ
ぐ
れ
も
自
分
が
来
る
前
に
争
っ
て
死
体
を
母
屋
の
外
の
棺
に

動
か
さ
な
い
よ
う
に
、
必
ず
自
分
が
来
る
の
を
待
つ
よ
う
に
と
言
い
付
け
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
死
体
を
動
か
す
前
に
、
彼
は
法
冠
を
つ
け

て
儀
式
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
或
い
は
、
彼
は
私
の
た
め
に
こ
の
事
を
強
調
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
私
に
、
儀
式
の
順
序

は
事
前
に
行
っ
た
人
選
と
同
じ
で
あ
る
が
、
実
際
は
し
ば
し
ば
こ
れ
ら
の
規
則
を
守
ら
な
い
状
況
が
起
き
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
ト
ン
バ

が
到
着
す
る
前
に
死
体
を
移
し
た
り
、
親
族
で
人
選
を
決
め
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
の
者
が
先
に
死
体
を
移
動
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
と
言
う
。
翌
日
、
夜
が
明
け
る
前
に
イ
ダ
は
私
を
呼
び
起
こ
し
、
葬
家
が
派
遣
し
た
者
と
一
緒
に
、
懐
中
電
灯
を
手
に
持
ち
、

暗
闇
の
中
、
ワ
マ
コ
の
家
に
行
っ
た
。
今
回
は
み
な
義
理
を
立
て
、
規
則
を
破
ら
な
か
っ
た
の
で
、
お
陰
で
私
は
全
て
の
過
程
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
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②

本
儀
式
・
死
体
を
移
し
亡
霊
を
慰
め
る
・
犠
牲
を
捧
げ
る

朝
鶏
が
鳴
き
、
人
々
は
法
螺
貝
を
吹
き
、
銅
鑼
を
叩
き
、
鈸
を
打
ち
、
鋩
鑼
を
叩
き
、
ト
ン
バ
は
法
冠
を
つ
け
、
枕
元
に
座
り
、『
亡

霊
を
呼
び
覚
ま
す
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
る
。
シ
ュ
ト
は
、
母
屋
の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
家
の
門
に
近
い
場
所
を
広
く
空
け
、
棺
を
置
く
場

所
と
す
る
。
棺
の
口
は
上
に
向
け
て
置
く
が
、
そ
れ
以
前
は
、
棺
は
作
っ
て
後
ず
っ
と
逆
さ
に
し
て
地
面
に
置
い
て
い
た
。
死
者
の
息
子

は
自
分
の
身
分
を
示
す
笠
を
被
り
、同
じ
く
身
分
を
示
す
弩
と
矢
を
手
に
持
ち
、死
者
の
娘
は
香
炉
を
捧
げ
、他
の
親
族
は
花
を
手
に
持
ち
、

母
屋
の
霊
位
か
ら
母
屋
の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
移
動
し
、
棺
の
傍
に
立
つ
。
彼
ら
が
出
て
か
ら
、
親
族
の
中
の
青
年
た
ち
は
死
者
に
飛
び
か

か
り
、
争
っ
て
死
体
を
抱
え
る
。
ト
ン
バ
は
枕
元
か
ら
霊
位
の
前
の
地
面
に
下
り
、
舞
い
始
め
て
亡
霊
を
導
き
、
母
屋
か
ら
出
て
、
母
屋

の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
到
る
。
死
体
を
抱
え
た
者
も
ト
ン
バ
の
後
に
つ
い
て
、
母
屋
を
出
て
、
ト
ン
バ
の
指
示
に
従
っ
て
死
体
を
木
の
棺
に

入
れ
、
頭
部
を
家
の
門
と
反
対
方
向
に
向
け
さ
せ
る
。
そ
れ
か
ら
、
シ
ュ
ト
ら
は
棺
の
傍
に
供
え
物
の
卓
を
置
き
、
母
屋
の
霊
位
の
前
に

置
い
て
い
た
衣
服
や
装
身
具
、
及
び
様
々
な
供
え
物
を
そ
の
ま
ま
移
動
さ
せ
る
。
親
族
の
男
子
は
母
屋
の
掃
除
を
担
当
し
、
寝
床
と
囲
炉

裏
の
前
の
空
い
た
場
所
を
徹
底
的
に
掃
除
す
る
。

儀
式
を
取
り
仕
切
る
ト
ン
バ
は
法
冠
を
外
し
、枕
元
に
座
り
、法
杖
を
揺
ら
し
な
が
ら『
母
屋
・
サ
ド
ゥ
ズ
ジ
』と
い
う
経
典
を
唱
え
、「
ス
」

（
人
）
と
「
ジ
」（
祖
）
を
別
れ
さ
せ
る
。
唱
え
終
わ
る
と
、
ト
ン
バ
は
乾
い
た
麻
の
茎
を
一
掴
み
取
り
、
囲
炉
裏
で
火
を
付
け
、
左
手
に

た
い
ま
つ
を
持
ち
、
右
手
に
大
麦
粉
を
掴
み
、
大
麦
粉
で
火
を
打
ち
、
炎
を
噴
射
す
る
。
先
に
亡
霊
を
安
置
し
た
寝
床
の
足
元
や
、
母
屋

の
神
壇
以
外
を
全
て
隅
々
に
ま
で
、ト
ン
バ
は
一
つ
一
つ
炎
を
噴
射
す
る
。
こ
の
過
程
を
「
死
ん
だ
鬼
魅
を
追
い
払
い
、鬼
魅
を
済
度
す
る
」

と
い
う
。
最
後
に
、
た
い
ま
つ
は
母
屋
の
外
に
棄
て
る
。
ト
ン
バ
は
先
に
亡
霊
を
安
置
し
た
所
に
大
麦
粉
を
撒
い
て
か
ら
、
法
杖
の
先
端

で
法
螺
貝
の
図
案
を
描
き
、
図
案
の
下
方
に
「
子
孫
に
福
を
残
す
」
と
い
う
文
字
を
書
く
。
シ
ュ
ト
は
一
袋
の
穀
物
を
記
号
の
上
方
に
立
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た
せ
て
置
き
、
こ
れ
は
死
者
が
子
孫
に
吉
祥
を
残
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
こ
で
法
螺
貝
は
死
者
を
象
徴
し
、
も
し
死
者
が
女
性
で
あ
れ
ば
法
螺
貝
で
は
な
く
如
意
の
結
び
を
描
く
。
法
螺
貝
は
男
性
を
象
徴
し
、

如
意
の
結
び
は
女
性
を
象
徴
す
る
。
法
螺
貝
は
ト
ン
バ
教
の
儀
式
で
吹
く
楽
器
で
あ
る
。
使
用
者
は
必
ず
し
も
ト
ン
バ
に
限
ら
な
い
が
、

た
だ
男
性
に
限
る
。
如
意
の
結
び
は
、
紡
績
が
女
性
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
隠
喩
す
る
。

③

本
儀
式
・
儀
式
空
間
の
設
置

ト
ン
バ
は
母
屋
を
出
て
、
今
日
の
儀
式
の
空
間
を
設
置
し
始
め
る
。
英
武
を
済
度
す
る
儀
式
と
長
寿
を
済
度
す
る
儀
式
は
、
通
常
屋
上

の
ベ
ラ
ン
ダ
で
行
わ
れ
る
が
、
亡
霊
の
象
徴
樹
に
託
す
儀
式
は
、
象
徴
樹
の
前
と
屋
上
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
二
カ
所
で
行
わ
れ
、
開
路
の
儀
式

は
母
屋
の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
行
わ
れ
る
。
上
方
の
神
壇
の
象
徴
空
間
は
高
い
所
に
設
置
さ
れ
、
下
方
の
鬼
魅
域
の
象
徴
空
間
は
こ
れ
に
相

対
し
て
設
置
さ
れ
、
中
央
の
こ
の
二
つ
の
空
間
の
間
に
白
い
麻
布
の
橋
を
設
置
す
る
。
中
央
と
下
方
の
設
置
は
済
度
の
儀
式
と
類
似
す
る

が
、
英
武
を
済
度
す
る
時
の
仇
の
木
牌
や
、
長
寿
を
済
度
す
る
時
の
五
鬼
の
紙
牌
は
必
要
と
し
な
い
。
開
路
の
儀
式
の
神
壇
は
、
済
度
の

儀
式
の
時
に
用
意
し
た
神
壇
か
ら
取
り
出
せ
ば
よ
く
、
新
し
い
神
の
像
を
作
る
必
要
は
な
い
。
下
方
の
空
間
に
は
新
し
い
鬼
魅
の
像
を
こ

ね
て
作
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
は
「
シ
ジ（

（1
（

」
と
「
レ
ツ
ァ
」
が
含
ま
れ
る
。
神
壇
の
箕
の
酒
、
茶
、
燈
明
、
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
香
は
新

し
い
も
の
に
取
り
替
え
、
神
壇
の
辺
り
に
天
香
面
（
大
麦
粉
に
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
粉
末
と
バ
タ
ー
を
入
れ
た
も
の
）
と
「
ノ
チ（

（1
（

」
を
一
碗

ず
つ
置
く
。
も
し
神
路
長
巻
が
あ
れ
ば
、
神
壇
と
「
シ
ジ
」
の
鍋
の
間
に
広
げ
て
置
く
。
神
路
長
巻
の
長
さ
や
幅
に
は
決
ま
っ
た
規
格
は

な
い
が
、
長
さ
は
一
般
に
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。
葉
青
村
の
屋
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
奥
行
き
は
四
、
五
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、
長
巻
を
全

て
拡
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
ト
ン
バ
は
し
ば
し
ば
神
壇
の
所
か
ら
広
げ
、
残
り
の
部
分
は
巻
い
て
「
シ
ジ
」
の
鍋
の
傍
に
置
く
。
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表
現
の
層
で
見
る
と
、
儀
式
は
多
重
な
媒
体
の
複
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
葬
礼
の
第
一
段
階
の
儀
式
は
、
ト
ン
バ
の
一
連
の
象
徴
的

な
操
作
と
行
為
の
演
技
を
通
し
て
、亡
霊
の
空
間
的
転
換
と
い
う
主
題
を
繰
り
返
し
表
現
す
る
。
例
え
ば
、鬼
魅
域
の
象
徴
樹
を
斬
る
、「
シ

ジ
」
の
鍋
で
「
シ
ジ
」
の
像
を
覆
う
、「
ツ
ェ
グ
」
の
鍋
を
開
け
て
腕
輪
を
取
り
出
し
腕
輪
を
洗
う
、
腕
輪
を
下
方
か
ら
白
い
麻
布
の
橋

を
経
て
上
方
へ
と
移
す
、
ト
ン
バ
が
神
壇
と
鬼
魅
域
の
象
徴
空
間
の
間
で
舞
い
な
が
ら
往
来
す
る
、
ト
ン
バ
が
特
定
の
経
典
を
読
誦
す
る

等
で
あ
る
。
神
路
長
巻
を
広
げ
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
表
現
の
媒
体
が
増
え
た
こ
と
に
な
る
。
葉
青
村
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
私
が
参
加
し

た
葬
礼
で
は
、
ワ
マ
コ
老
人
の
開
路
の
儀
式
だ
け
で
神
路
長
巻
が
広
げ
ら
れ
た
。
長
巻
で
神
の
像
が
画
い
て
あ
る
側
は
神
壇
の
箕
に
近
づ

け
て
置
き
、
鬼
魅
の
像
が
画
い
て
あ
る
側
は
「
シ
ジ
」
の
鍋
の
辺
り
に
置
く
（
神
路
長
巻
は
正
確
に
広
げ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
始
ま
り

と
終
わ
り
の
部
分
を
明
白
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。
実
は
、
神
路
長
巻
を
広
げ
る
か
否
か
は
特
に
重
要
で
は
な
い
。
神
路
長
巻
の
本

質
は
表
現
の
道
具
で
あ
り
、
ト
ン
バ
教
の
信
仰
の
核
心
に
あ
る
本
質
的
な
内
容
と
は
関
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
神
路
長
巻
は
そ
の
内
容
の
唯

一
の
表
現
記
号
で
は
な
い
の
で
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
儀
式
の
表
現
の
完
全
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
記
号
の
実

在
化
に
向
か
う
力
の
結
果
と
し
て
、
神
路
長
巻
も
実
在
化
し
、
そ
れ
自
体
自
足
し
た
実
体
へ
と
進
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、

神
秘
な
力
を
持
つ
法
器
へ
と
進
化
す
れ
ば
、
そ
の
影
響
力
は
並
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ト
ン
バ
教
の
信
仰
体
系
を
離
れ
て
他
の
価
値

体
系
に
入
り
、
他
の
体
系
の
実
体
へ
と
進
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
芸
術
品
、
学
術
の
対
象
、
文
物
等
々
で
あ
る
。

④

本
儀
式
・
儀
式
の
流
れ

☆
薬
を
施
す
・「
ム
」
と
「
ウ
」
の
鬼
魅
を
殺
す
・
犠
牲
を
捧
げ
る

上
中
下
三
界
の
象
徴
的
空
間
を
設
置
し
て
か
ら
、
ト
ン
バ
は
長
さ
約
六
セ
ン
チ
の
赤
い
布
、
白
い
布
と
麻
布
を
取
り
出
し
、
棺
の
左
上
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の
柱
に
釘
で
打
つ
。
こ
れ
を
「
ク
シ
ュ
ラ
」
と
い
う
。
続
い
て
、
ト
ン
バ
は
棺
の
前
に
立
ち
、『
ク
シ
ュ
ラ
・
祖
先
に
薬
を
捧
げ
る
』
と

い
う
経
典
を
唱
え
、
死
者
に
薬
を
施
し
、
彼
の
す
で
に
機
能
を
失
っ
た
手
、
足
、
目
、
口
、
鼻
な
ど
を
癒
合
す
る
。
ト
ン
バ
は
左
手
に
ヤ

ギ
の
ミ
ル
ク
を
一
碗
持
ち
、
右
手
に
は
一
本
の
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
枝
を
取
る
。
枝
に
は
細
長
い
麻
布
と
木
綿
の
布
を
縛
っ
て
あ
る
。
ト
ン

バ
は
時
々
布
に
ヤ
ギ
の
ミ
ル
ク
を
つ
け
、
死
者
の
霊
位
に
向
け
て
撒
く
。

ト
ン
バ
は
『「
ム
」
と
「
ウ
」
を
殺
す
』
を
唱
え
る
。
同
時
に
、助
手
は
棺
の
前
の
地
面
に
、「
ム
」
と
「
ウ
」
の
鬼
魅
の
頭
を
象
徴
す
る
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
と
、「
ム
」
と
「
ウ
」
の
鬼
魅
の
骨
格
を
象
徴
す
る
麻
の
茎
を
置
き
、
傍
に
一
碗
の
「
ク
ヮ
グ
」
の
供
物
を
捧
げ
る
。
ト
ン
バ
は

経
典
を
唱
え
て
か
ら
、
足
で
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
踏
み
潰
し
、
助
手
は
麻
の
茎
を
手
折
る
。
最
後
に
、
助
手
は
「
ク
ヮ
グ
」、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
と

麻
の
茎
の
か
け
ら
を
一
緒
に
家
の
外
に
捨
て
る
。

開
路
の
儀
式
に
は
犠
牲
の
牛
が
一
頭
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
死
者
の
家
で
用
意
す
る
。
手
伝
う
者
が
牛
を
亡
霊
の
象
徴
樹
の
前
に
引

い
て
く
る
。
死
者
の
親
族
が
集
ま
り
、
ト
ン
バ
と
シ
ュ
ト
は
前
に
立
ち
、
犠
牲
の
牛
と
象
徴
樹
の
方
向
に
顔
を
向
け
る
。
ト
ン
バ
は
祭
詞

を
唱
え
、
亡
霊
に
道
を
示
し
、
亡
霊
が
祖
先
の
所
に
帰
る
時
に
、
先
代
の
祖
先
へ
の
挨
拶
代
わ
り
に
こ
の
犠
牲
の
牛
を
連
れ
て
い
く
こ
と

を
言
い
つ
け
る
。
同
時
に
、
シ
ュ
ト
は
脱
帽
し
、
手
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
牛
は
誰
が
献
上
し
た
か
、
死
者
の
家
の
成
員
の
名
を
一
人
ず
つ

唱
え
る
。
唱
え
終
え
て
か
ら
、
親
族
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
犠
牲
の
牛
と
象
徴
樹
の
方
向
に
向
か
っ
て
額
づ
き
、
そ
れ
か
ら
死
者
の
霊
前
に
移

り
額
づ
く
。
終
わ
っ
て
後
、
手
伝
う
者
た
ち
は
縄
で
牛
の
四
本
の
足
を
縛
っ
て
倒
し
、
シ
ュ
ト
は
牛
の
心
臓
を
刺
す
。
牛
が
気
絶
す
る
の

を
待
ち
、
シ
ュ
ト
は
一
碗
の
清
水
を
犠
牲
の
牛
の
腹
部
に
置
き
、
碗
の
口
に
は
一
本
の
ツ
ツ
ジ
の
枝
を
置
き
、
こ
れ
で
犠
牲
の
死
体
の
穢

れ
を
取
り
除
く
。

儀
式
を
取
り
仕
切
る
ト
ン
バ
は
神
壇
の
所
に
戻
り
、
関
連
の
経
典
を
そ
の
場
に
い
る
ト
ン
バ
に
配
り
、
分
担
し
て
唱
え
る
。
こ
の
時
使
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用
す
る
経
典
は
八
種
で
あ
る
。『
ス
ミ
ュ
フ
』、『
ム
ミ
ュ
フ
』、『
ム
オ
イ
・
ム
ツ
ァ
カ
』、『
ム
ズ
ミ
』、『
ツ
ォ
バ
ト
ゥ
』、『
ペ
ク
ツ
』、『
ム
ト
ゥ

ア
ズ
・
ク
チ
ョ（
上
巻
）』、『
ジ
ャ
ズ
ミ
』で
あ
る
。『
ス
ミ
ュ
フ
』は
、犠
牲
を
殺
し
て
死
者
を
祭
る
習
俗
の
由
来
を
述
べ
る
。『
ム
ミ
ュ
フ
』は
、

犠
牲
を
殺
し
て
客
を
も
て
な
す
由
来
を
述
べ
る
。『
ム
オ
イ
・
ム
ツ
ァ
カ
』
は
、
犠
牲
の
死
体
の
穢
れ
を
取
り
除
く
仕
来
り
の
由
来
に
つ

い
て
述
べ
る
。『
ム
ズ
ミ
』は
死
者
を
慰
め
る
内
容
の
経
典
で
あ
る
。『
ツ
ォ
バ
ト
ゥ
』は
人
類
の
起
源
、移
動
の
物
語
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
ペ

ク
ツ
』
は
死
体
を
火
葬
す
る
習
俗
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
ム
ト
ゥ
ア
ズ
・
ク
チ
ョ
（
上
巻
）』
は
死
者
を
慰
め
る
経
典
で
あ
る
。『
ジ
ャ

ズ
ミ
』
は
、
祖
先
の
居
住
地
へ
帰
る
途
中
に
障
害
が
あ
っ
た
時
の
解
決
法
や
、
分
か
れ
道
が
あ
っ
た
時
の
選
び
方
を
亡
霊
に
教
え
る
。

ト
ン
バ
が
経
を
あ
げ
る
間
に
、
シ
ュ
ト
は
犠
牲
の
体
の
上
に
置
い
た
碗
を
持
ち
、
ツ
ツ
ジ
の
枝
に
水
を
つ
け
犠
牲
の
体
に
撒
き
、
穢
れ

を
取
り
除
く
。
穢
れ
を
除
い
て
か
ら
、料
理
人
は
犠
牲
の
牛
を
台
所
に
運
ん
で
解
体
し
、調
理
し
て
客
を
も
て
な
す
。
犠
牲
の
心
臓
、脾
臓
、

腸
、
肉
を
少
し
取
り
、
焼
い
て
皿
に
の
せ
、
霊
前
の
供
え
物
の
卓
に
置
き
、
ト
ン
バ
は
そ
の
傍
で
亡
霊
に
焼
い
た
肉
を
捧
げ
る
祭
詞
を
唱

え
る
。

亡
霊
の
象
徴
樹
に
託
す
儀
式
で
は
、
白
い
毛
の
綿
羊
を
犠
牲
と
す
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
犠
牲
の
動
物
の
色
と
海
抜
の
高
い
空
間
の

属
性
を
通
し
て
、
供
養
さ
れ
る
対
象
の
身
分
が
祖
先
の
亡
霊
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
暗
喩
す
る
。
亡
霊
の
象
徴
樹
に
託
す
儀
式
は
、
本
来
、

第
二
次
葬
礼
に
属
す
る
内
容
で
あ
り
、開
路
の
儀
式
の
後
に
行
わ
れ
る
。
開
路
の
儀
式
で
白
い
毛
の
綿
羊
を
犠
牲
と
し
な
い
の
は
、こ
の
時
、

亡
霊
は
ま
だ
上
方
界
に
至
り
祖
先
へ
と
転
換
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
転
換
中
の
状
態
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
開
路
の
儀
式
が
終
わ
っ
て
後
、

亡
霊
は
や
っ
と
完
全
に
体
の
殻
か
ら
脱
し
て
祖
先
へ
と
転
換
す
る
。

二
〇
世
紀
の
八
〇
年
代
以
来
、
葉
青
村
の
ト
ン
バ
は
葬
礼
の
改
革
を
進
め
、
伝
統
的
な
二
回
の
葬
礼
を
合
わ
せ
て
一
つ
に
し
た
。
今
の

葉
青
村
の
葬
礼
は
、
開
路
の
儀
式
の
前
に
、
ト
ン
バ
は
英
武
を
済
度
す
る
儀
式
と
長
寿
を
済
度
す
る
儀
式
を
行
い
、
す
で
に
亡
霊
を
二
度

      



90俄
オー

亜
ヤー

ナシ族の宇宙観とトンバ教儀式「開路」

も
上
方
界
に
帰
し
、
祖
先
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
開
路
の
儀
式
の
時
に
は
、
亡
霊
は
ま
た
祖
先
の
前
の
状
態
に
戻
り
、
論
理

的
に
は
前
後
が
矛
盾
す
る
。
ト
ン
バ
教
の
観
念
に
基
づ
け
ば
、「
ス
（
人
）」
か
ら
第
一
次
葬
礼
に
お
け
る
「
ツ
（
鬼
魅
）」
ま
で
、「
ツ
」

か
ら
第
一
次
葬
礼
後
の
「
ジ
（
祖
先
）」
ま
で
、「
ジ
」
か
ら
ま
た
第
二
次
葬
礼
後
の
「
ユ
（
祖
先
）」
ま
で
は
、
一
方
通
行
の
逆
戻
り
で

き
な
い
過
程
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
今
日
の
葉
青
村
の
ト
ン
バ
教
の
葬
礼
を
理
解
す
る
に
は
、
英
武
の
済
度
、
長
寿
の
済
度
と
亡
霊

の
象
徴
樹
に
託
す
と
い
う
三
つ
の
儀
式
を
、
葬
礼
の
線
状
的
な
時
間
の
流
れ
の
中
か
ら
引
き
離
し
、
開
路
の
儀
式
と
火
葬
が
終
わ
っ
た
後

に
置
い
た
方
が
良
い
。

☆
穢
れ
を
除
く
・「
シ
」
を
祭
る
・
神
を
祭
り
神
を
招
く

☆
下
方
の
「
ツ
ェ
グ
」
か
ら
亡
霊
を
導
き
神
路
を
行
か
せ
る
・
焼
香

ト
ン
バ
は
神
壇
と
鬼
魅
域
の
間
を
舞
い
な
が
ら
三
回
往
来
し
、
法
杖
で
「
ツ
ェ
グ
」（
後
述
）
を
象
徴
す
る
鍋
を
こ
じ
開
け
、
チ
ャ
シ
ャ

ダ
ザ
の
象
徴
樹
を
斬
り
、「
シ
ジ
」
の
鍋
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
「
シ
ジ
」
の
像
を
覆
い
、
鎖
で
「
シ
ジ
」
の
鍋
を
叩
い
て
「
シ
ジ
」
の
鍋
を�

開
け
、「
レ
ツ
ァ
」
の
像
に
向
か
っ
て
「
ヘ
レ
ブ
」
を
ま
き
、
亡
霊
を
象
徴
す
る
腕
輪
を
洗
い
、
腕
輪
を
下
方
か
ら
白
い
麻
布
の
橋
に
沿
っ

て
上
方
へ
移
し
、
神
壇
の
箕
の
中
に
入
れ
る
。
亡
霊
が
神
壇
に
帰
っ
て
か
ら
、
ト
ン
バ
は
神
壇
の
前
に
立
ち
、
太
鼓
を
打
ち
、
焼
香
の
経

を
読
み
あ
げ
、
助
手
が
焼
香
を
す
る
。

開
路
の
儀
式
の
中
の
神
路
を
行
く
過
程
は
、
専
用
の
経
典
が
四
種
類
あ
り
、
内
容
も
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
は
『
九
つ
の
大
き

い
峠
を
越
え
る
』
で
、
下
方
の
鬼
魅
域
に
は
九
つ
の
大
き
い
峠
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。「
レ
ツ
ァ
」
の
鬼
魅
は
峠
の
口
で
守
り
、
亡
霊
の

道
を
塞
い
で
い
る
。
ト
ン
バ
は
「
レ
ツ
ァ
」
の
鬼
魅
の
怨
み
を
一
つ
一
つ
取
り
除
き
、
亡
霊
を
順
調
に
通
過
さ
せ
る
。
他
の
三
種
類
は
い
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ず
れ
も
神
路
を
行
く
こ
と
を
経
典
の
名
と
し
、『
神
路
を
行
く
・
二
巻
本
』、『
神
路
を
行
く
・
中
巻
・
四
巻
本
』、『
神
路
を
行
く
・
下
巻
・

四
巻
本
』
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
経
典
は
、
下
方
の
「
ツ
ェ
グ
」
と
呼
ば
れ
る
鬼
魅
の
牢
屋
か
ら
亡
霊
を
迎
え
、
亡
霊
が
「
レ
ツ
ァ
」

の
鬼
魅
の
境
を
無
事
通
過
す
る
こ
と
を
守
り
、
途
中
一
か
所
ず
つ
亡
霊
を
迎
え
て
上
方
の
祖
先
界
に
送
る
こ
と
を
詳
述
す
る
。

☆
門
を
閉
め
る
・
伴
侶
を
置
く
・
亡
霊
を
呼
び
覚
ま
す
・
飯
と
酒
を
捧
げ
る
・
門
を
祭
る
・
死
者
と
生
者
の
財
産
を
分
け
る

門
を
閉
め
る
と
は
、死
の
門
を
閉
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ト
ン
バ
は
『
頭
と
皮
で
遮
る
・
門
を
閉
じ
る
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
、シ
ュ

ト
は
犠
牲
の
牛
の
皮
を
取
り
、
毛
を
表
に
し
て
丸
く
巻
い
て
、
霊
前
に
献
げ
、
傍
に
木
の
桶
と
木
の
柄
杓
を
一
つ
ず
つ
伏
せ
て
お
く
。
毛

皮
は
動
物
の
体
内
と
外
部
と
の
境
界
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
生
者
と
死
者
と
の
内
外
の
境
界
を
隠
喩
す
る
。
桶
と
柄
杓
は
日
常
生
活
の
中
で

物
品
を
移
動
さ
せ
る
器
具
で
あ
り
、
こ
こ
で
こ
れ
ら
を
伏
せ
て
置
く
の
は
、
亡
霊
が
内
か
ら
外
へ
と
向
か
う
空
間
の
転
換
を
表
す
。

内
と
外
は
、ト
ン
バ
教
の
宇
宙
論
で
は
基
本
的
な
二
元
対
立
の
認
知
モ
デ
ル
で
あ
る
。
人
の
肉
体
は「
ム
」（
外
殻
）、霊
魂
は「
コ
」（
内
在
）

と
さ
れ
る
。
家
屋
の
建
築
空
間
の
中
で
、母
屋
は
「
ヤ
コ
」
と
い
い
、母
屋
の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
は
「
ビ
ュ
ト
ゥ
」
と
い
う
。「
コ
」
と
「
ビ
ュ
」

は
「
内
」
と
「
外
」
の
意
で
あ
る
。「
ヤ
コ
」
の
「
ヤ
」
は
、「
イ
」（
寝
る
）
と
「
ア
」（
集
ま
る
）
の
二
つ
の
音
節
が
結
合
し
て
独
立
の

言
語
記
号
に
変
化
し
た
も
の
で
、「
ヤ
コ
」
は
即
ち
「
イ
・
ア
・
コ
」
で
あ
り
、
集
ま
っ
て
一
緒
に
寝
る
内
部
空
間
と
い
う
の
が
本
来
の

意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
類
似
し
た
言
語
の
変
遷
の
例
は
他
に
も
多
く
あ
り
、
例
え
ば
「
酸
菜
」（
漬
け
物
）
は
、
麗
江
の
ナ
シ
語

で
は
「
チ
ャ
」
と
い
い
、
葉
青
の
ナ
シ
語
で
は
「
チ
ア
」
と
い
う
。「
チ
」
は
「
酸
っ
ぱ
い
」
の
変
調
し
た
音
で
、「
ア
」
は
穀
物
の
意
で

あ
る
。「
ビ
ュ
ト
ゥ
」
で
は
「
ト
ゥ
」
は
「
層
」
の
意
で
、「
ビ
ュ
ト
ゥ
」
は
本
来
、
外
郭
空
間
の
意
で
あ
る
。
社
会
関
係
に
お
い
て
「
ク
」

（
内
）
と
「
ビ
ュ
」（
外
）
は
対
立
し
、
親
族
は
「
ク
シ
」
と
い
い
、
直
訳
す
る
と
「
中
の
人
」
と
な
り
、「
ビ
ュ
シ
」（
外
の
人
）
と
対
立
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す
る
。
感
情
表
現
に
お
い
て
、「
愛
す
る
」
と
「
内
」
と
は
同
音
で
、
い
ず
れ
も
「
コ
」
と
い
う
。「
内
」
を
「
コ
ロ
（go-loq

）」
と
も
い

い
、「
コ
ロ
」
が
変
調
し
て
「
コ
ロ
（go-lo

）」
と
な
る
と
動
詞
と
な
り
、「
懐
か
し
む
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、

言
語
記
号
の
側
面
に
お
い
て
、
内
と
外
の
対
立
は
ナ
シ
族
の
文
化
の
各
領
域
に
広
く
浸
透
し
、
そ
の
地
位
も
突
出
し
て
い
る
。

こ
の
内
と
外
の
抽
象
的
な
概
念
は
、
象
徴
記
号
化
さ
れ
た
儀
式
の
実
践
の
中
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
い
。
葬
礼
に
お
い
て
、
死
者
が
息
絶
え
る
と
「
金
の
サ
と
銀
の
サ
」
を
死
者
の
口
に
入
れ
て
「
塞
ぐ
」。

こ
の
「
塞
ぐ
」
行
為
は
、「
サ
」
が
体
に
内
在
す
る
理
念
に
呼
応
す
る
。「
ブ（

（1
（

」
を
祭
る
儀
式
が
終
わ
る
頃
、
ト
ン
バ
は
吉
祥
を
象
徴
す
る

麦
の
あ
ら
れ
を
ま
き
、
葬
家
の
代
表
が
左
の
前
身
頃
で
生
者
に
与
え
る
あ
ら
れ
を
受
け
取
り
、
右
の
前
身
頃
で
祖
先
に
捧
げ
る
あ
ら
れ
を

受
け
取
る
。
葉
青
の
男
性
の
麻
布
の
上
衣
は
、
左
の
前
身
頃
は
中
に
あ
り
、
右
の
前
身
頃
は
外
側
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
衣
の
前
身
頃
の
内

と
外
で
、
生
者
と
祖
先
の
内
と
外
の
関
係
を
表
す
。
麦
の
あ
ら
れ
を
処
理
す
る
方
法
に
も
内
と
外
の
区
別
が
あ
り
、
生
者
の
も
の
は
家
に

持
ち
帰
り
母
屋
の
中
柱
の
前
に
撒
き
、
祖
先
の
も
の
は
村
の
外
に
あ
る
儀
式
の
場
所
に
残
す
。
霊
魂
を
招
く
儀
式
で
は
、
針
と
珠
を
通
し

た
糸
で
外
か
ら
内
へ
霊
魂
を
招
く
意
味
を
表
す
。
こ
の
一
連
の
象
徴
的
な
表
現
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
内
と
外
で
、
概
念
的
な
内
と
外
を

隠
喩
す
る
表
現
形
式
で
あ
る
。
ト
ン
バ
教
の
儀
式
の
も
う
一
つ
の
内
と
外
の
対
立
の
方
式
は
、
境
界
の
価
値
を
持
つ
物
品
を
通
し
た
も
の

で
あ
り
、
門
を
閉
め
る
過
程
に
お
い
て
、
犠
牲
の
牛
の
皮
は
こ
の
よ
う
な
象
徴
記
号
に
属
し
て
い
る
。

「
伴
侶
を
置
く
」
と
は
、
死
者
に
犠
牲
の
鶏
を
一
羽
捧
げ
る
こ
と
を
指
し
、
鶏
は
死
者
の
伴
侶
に
代
わ
っ
て
、
死
者
と
一
緒
に
上
方
の

祖
先
の
居
住
地
に
帰
る
。
も
し
死
者
が
男
性
で
あ
れ
ば
雌
鶏
を
用
い
、
死
者
が
女
性
で
あ
れ
ば
雄
鶏
を
用
い
る
。
犠
牲
の
処
理
は
小
麦
粉

と
水
を
注
入
し
て
窒
息
死
さ
せ
る
方
法
を
使
い
、
窒
息
死
さ
せ
て
か
ら
棺
に
い
れ
る
。
こ
の
時
、
ト
ン
バ
は
こ
の
儀
式
と
関
連
す
る
経
典�

『
チ
ミ
ク
』
を
唱
え
、
亡
霊
に
お
伴
の
身
代
わ
り
を
置
い
た
こ
と
を
教
え
、
彼
に
こ
の
世
に
帰
っ
て
来
て
生
前
の
伴
侶
の
生
活
を
か
き
乱
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さ
な
い
よ
う
に
言
い
つ
け
、
ま
た
葬
家
に
は
こ
れ
か
ら
め
で
た
い
こ
と
だ
け
が
あ
り
、
葬
式
は
な
い
よ
う
に
祝
福
す
る
。
も
し
配
偶
者
が

す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
れ
ば
、こ
の
経
典
を
唱
え
ず
、別
の
経
典
『
チ
ミ
フ
』
を
唱
え
る
。
同
時
に
、犠
牲
の
鶏
を
棺
の
前
の
棒
く
い
に
縛
っ

て
お
き
、
経
典
を
唱
え
終
え
た
ら
、
鶏
は
鶏
小
屋
に
戻
す
。

ト
ン
バ
は
『
亡
霊
を
呼
び
覚
ま
す
』、『
燈
明
を
つ
け
る
・
酒
と
飯
を
捧
げ
る
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
、
通
常
の
飯
を
捧
げ
る
儀
式
を
行

い
、
シ
ュ
ト
は
霊
前
の
供
え
物
の
卓
に
一
碗
の
飯
と
お
か
ず
を
捧
げ
る
。
こ
の
他
に
、
ト
ン
バ
は
も
う
一
冊
の
経
典
『
大
麦
を
撒
き
働
く
・

酒
と
飯
を
捧
げ
る
』
を
唱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
大
麦
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
の
全
て
の
過
程
、
及
び
麹
を
探
し

大
麦
で
黄
酒
を
醸
造
す
る
過
程
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
経
典
を
唱
え
る
目
的
は
、
亡
霊
に
祖
先
の
居
住
地
に
行
っ
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
生

産
し
、
生
活
す
る
か
を
教
え
る
こ
と
だ
と
い
う
。

開
路
の
当
日
、
葬
家
は
村
の
中
で
経
験
の
あ
る
男
性
の
年
長
者
を
数
人
招
き
、
屋
上
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
葬
送
の
品
物
を
製
作
す
る
。
花
輪

一
つ
、
幾
つ
か
の
「
ダ
ズ
」（
経
文
の
旗
竿
、
男
性
九
つ
、
女
性
七
つ
）
と
「
サ
リ
ュ
グ
チ
ャ
」（
種
の
包
み
の
輪
）
一
つ
で
あ
る
。
花
輪

の
形
は
巨
大
な
花
の
よ
う
で
、
長
さ
は
四
、五
メ
ー
ト
ル
で
、
竹
で
骨
格
を
作
り
、
そ
の
上
に
色
紙
を
貼
る
。
経
文
の
旗
竿
は
松
の
枝
で

竿
を
作
り
、
て
っ
ぺ
ん
の
部
分
は
残
し
、
他
の
部
分
の
小
枝
は
全
て
削
り
取
る
。
麻
布
で
旗
を
作
り
、
旗
の
表
に
は
黄
土
で
作
っ
た
液
で

上
か
ら
下
へ
経
文
の
拓
本
を
取
る
。
旗
の
経
文
は
必
ず
偶
数
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
奇
数
は
不
吉
で
村
の
者
が
死
者
に
つ
い
て
い
く
と

い
わ
れ
る
。
ト
ン
バ
の
ジ
ツ
ェ
の
話
に
よ
る
と
、
経
文
の
内
容
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
六
字
真
言
で
あ
る
と
い
う
。
経
文
の
間
に
は
黒
い
炭

で
線
を
引
き
、
旗
を
垂
直
に
数
層
に
分
け
、
各
層
は
あ
る
一
つ
の
場
所
を
隠
喩
す
る
。
ま
た
旗
の
縁
に
は
三
角
形
の
布
を
縫
い
付
け
、
こ

れ
を
「
経
文
の
旗
の
舌
」
と
い
う
。
種
の
包
み
の
輪
は
麻
布
を
縫
い
合
わ
せ
、
間
を
分
け
て
九
つ
の
袋
に
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
麦
、

小
麦
、
山
椒
、
甘
い
蕎
麦
、
か
ぶ
、
稲
、
大
豆
、
粟
、
唐
辛
子
な
ど
の
農
作
物
の
種
を
入
れ
る
。
種
の
包
み
の
輪
を
作
り
終
え
る
と
、
シ
ュ
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ト
が
棺
の
左
前
方
に
あ
る
柱
に
掛
け
て
お
く
。
他
に
、老
人
た
ち
は
さ
ら
に
葬
家
の
親
族
の
人
数
に
基
づ
い
て
、麻
布
で
小
さ
い
袋
を
作
り
、

死
者
へ
の
餞
別
を
入
れ
る
。
死
者
に
飯
を
捧
げ
る
儀
式
が
終
わ
る
と
、
葬
家
は
ト
ン
バ
と
全
て
の
客
を
食
事
で
も
て
な
す
。

門
を
祭
る
儀
式
が
始
ま
る
と
、助
手
は
犠
牲
の
牛
の
頭
を
母
屋
の
敷
居
の
外
側
に
置
き
、傍
に
一
碗
の
黄
酒
、一
碗
の
牛
肉
と
一
皿
の
「
ヘ

レ
ブ
」
を
置
き
、
ト
ン
バ
は
細
い
木
を
削
っ
て
鍬
と
斧
を
一
つ
ず
つ
作
り
、
牛
の
頭
の
そ
ば
に
置
く
。
ト
ン
バ
は
敷
居
の
所
に
立
ち
、『
門

を
祭
る
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
、「
ヘ
レ
ブ
」
を
撒
き
、木
の
鍬
と
木
の
斧
で
敷
居
を
叩
き
、敷
居
の
所
に
留
ま
っ
て
い
る
鬼
魅
を
導
き
出
す
。

最
後
に
、
黄
酒
と
牛
肉
を
敷
居
の
所
に
撒
き
、
木
の
鍬
、
木
の
斧
は
家
屋
の
外
に
捨
て
、
牛
の
頭
は
料
理
人
が
回
収
す
る
。
朝
、
死
者
の

霊
位
を
母
屋
か
ら
母
屋
の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
移
し
、
親
族
の
男
子
は
母
屋
を
掃
除
し
、
ト
ン
バ
は
大
麦
粉
の
炎
を
母
屋
の
隅
々
に
噴
射
し
、

全
て
の
鬼
魅
（
亡
霊
を
含
む
）
を
母
屋
か
ら
追
い
出
す
。
門
を
祭
る
過
程
の
主
旨
は
、
さ
ら
に
内
と
外
を
隔
て
、
全
て
の
鬼
魅
を
母
屋
の

空
間
か
ら
隔
離
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

ト
ン
バ
は
神
壇
の
前
で
『
チ
ャ
ピ
ュ
チ
ャ
プ
ル
ァ
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
、
死
者
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
彼
の
親
族
が
犠
牲
を
殺
し
、

養
育
の
恩
に
報
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ト
ン
バ
は
母
屋
に
行
き
、
枕
元
に
座
り
『
ビ
ュ
シ
ビ
ュ
コ
ツ
ェ
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
、
葬
家
の

夫
婦
は
一
緒
に
生
活
し
た
が
、
今
は
そ
の
一
人
が
間
も
な
く
こ
こ
を
離
れ
、
白
と
黒
を
分
け
る
よ
う
に
別
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
シ
ュ
ト

は
死
者
が
亡
く
な
っ
た
当
日
に
殺
し
て
残
し
て
お
い
た
犠
牲
の
豚
の
口
、
耳
、
尻
尾
、
あ
ば
ら
、
蹄
を
皿
に
の
せ
て
ト
ン
バ
に
渡
し
、
さ

ら
に
黄
酒
二
碗
、麦
の
餌ア

ル

塊ク
ヮ
イ

一
皿（

（1
（

を
渡
し
、そ
の
上
に
箸
を
一
本
挿
す
。
ト
ン
バ
は
経
を
あ
げ
な
が
ら
、ナ
イ
フ
で
そ
れ
ら
を
二
つ
に
分
け
、

一
つ
は
囲
炉
裏
の
傍
に
置
き
、
家
に
残
す
。
も
う
一
つ
は
鍋
の
ス
ス
を
塗
り
つ
け
て
黒
く
し
、
家
の
外
に
捨
て
る
。
黒
色
の
も
の
は
死
者

に
属
し
、こ
の
時
亡
霊
は
ま
だ
こ
の
世
に
い
て
、上
方
の
祖
先
の
世
界
に
は
昇
っ
て
お
ら
ず
、彼
は
依
然
と
し
て
鬼
魅
の
身
分
で
あ
る
た
め
、

彼
の
も
の
に
は
黒
色
の
印
を
つ
け
る
。
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☆「
ル
ァ
シ
ュ
」
―
馬
を
捧
げ
る

「
ル
ァ
シ
ュ
」
は
呪
術
的
な
性
格
を
も
つ
儀
式
で
あ
る
。
ト
ン
バ
は
経
典
の
吟
誦
と
、
象
徴
的
な
操
作
と
行
為
の
実
践
を
通
し
て
、
盛

装
し
た
馬
を
激
し
く
震
え
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
亡
霊
が
馬
に
乗
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
。
今
日
の
葉
青
の
葬
礼
で
は
こ
の
儀
式
は
行
わ
れ

な
い
が
、
三
〇
歳
以
上
の
葉
青
の
者
は
こ
れ
に
関
す
る
見
聞
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
ト
ン
バ
の
記
憶
に
よ
る
と
、
か
つ
て
ル
ァ
シ
ュ
は

開
路
で
必
ず
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
儀
式
で
あ
り
、
出
棺
の
前
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。

「
ル
ァ
シ
ュ
」
の
儀
式
が
始
ま
る
前
に
、
ト
ン
バ
は
死
者
の
家
の
入
口
に
鬼
魅
域
の
象
徴
空
間
を
設
置
す
る
。
ま
ず
「
チ
（jil

）」
の
門

を
三
つ
設
け
る
。
二
本
の
柳
の
枝
を
編
み
、両
側
の
端
は
地
面
に
挿
し
、ア
ー
チ
状
に
す
る
。
ま
た
、「
ダ
」（
後
述
）
の
像
を
三
つ
作
る
が
、

こ
れ
は
松
の
枝
を
削
っ
て
錐
状
に
し
、目
と
口
を
彫
る
。
そ
の
う
ち
一
つ
の
額
に
一
本
の
横
線
を
引
い
て
、頭
の
部
分
を
少
し
削
り
落
と
す
。

も
う
一
つ
の
額
に
は
二
本
の
横
線
を
引
き
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
額
に
は
三
本
の
横
線
を
引
き
、
て
っ
ぺ
ん
に
溝
を
彫
っ
て
そ
こ
に
木
の

皮
を
差
し
込
む
。「
ダ
」
の
像
が
出
来
上
が
っ
た
ら
、そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
柳
の
ア
ー
チ
の
下
に
挿
す
。
ま
た
「
レ
ツ
ァ
」
の
像
を
三
組
作
る
。

こ
れ
は「
レ
ツ
ァ
」の
父
で
あ
る「
ダ
プ
」の
像
と
、「
レ
ツ
ァ
」の
母
で
あ
る「
ダ
ム
」の
像
を
捏
ね
て
作
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
供
え
物
の「
ト
マ
」

と
「
ラ
ジ（

（1
（

」
を
合
わ
せ
る
。「
レ
ツ
ァ
」
の
像
を
制
作
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
柳
の
ア
ー
チ
の
下
方
に
置
く
。「
ド
ゥ
」
の
石
三
つ
を
、

そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
ア
ー
チ
の
右
下
に
置
く
。「
チ
（jil

）」
の
輪
を
三
つ
、
柳
の
枝
で
作
り
、「
ド
ゥ
」
の
石
に
掛
け
る
。

「
チ（jil

）」は
鬼
魅
の
名
で
、本
来
は「
唾
」や「
よ
だ
れ
」の
意
で
あ
り
、「
チ（qiq

）」の
鬼
魅
と
一
対
を
な
す
。「
チ（jil

）」と「
チ（qiq

）」

は
常
に
「
コ
」、「
ブ
」、「
ジ
」、「
ゾ
」、「
ミ
カ
」
な
ど
の
鬼
魅
と
一
緒
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
的
衝
突
と
関
連
す
る
鬼
魅
で
あ
る
。
今

日
葉
青
村
で
毎
年
行
わ
れ
る
「
ブ
」
を
祭
る
儀
式
は
、こ
れ
ら
の
鬼
魅
が
祭
祀
の
主
な
対
象
で
あ
り
、儀
式
の
主
旨
は
一
族
の
成
員
を
集
め
、

親
族
と
隣
近
所
の
人
々
を
打
ち
解
け
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
通
常
、
毎
年
各
家
は
そ
の
家
を
担
当
す
る
ト
ン
バ
を
招
い
て
「
ブ
」
を
祭
る
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儀
式
を
行
う
。
婚
礼
や
葬
礼
な
ど
の
儀
式
が
終
わ
っ
た
後
も
、当
事
者
の
家
は
日
を
定
め
て
ト
ン
バ
を
招
き
、「
ブ
」
を
祭
る
儀
式
を
行
う
。

一
石
を
投
じ
る
と
千
層
の
波
が
広
が
る
よ
う
に
、
婚
礼
や
葬
礼
の
儀
式
は
日
常
の
平
静
を
打
ち
破
り
、
体
力
も
財
力
も
費
や
し
、
信
仰
面

で
の
価
値
以
外
に
、
家
族
の
者
や
、
家
と
家
と
の
関
係
も
新
た
な
挑
戦
に
立
ち
向
か
う
こ
と
な
る
の
で
、
再
び
調
整
し
平
静
な
状
態
へ
と

戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
ブ
」
の
祭
り
は
こ
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
儀
式
的
な
手
段
で
あ
る
。

馬
を
捧
げ
る
儀
式
は
、「
チ（jil

）」の
門
を
立
て
、「
チ（jil

）」の
鬼
魅
が
纏
わ
り
つ
く
こ
と
を
象
徴
す
る「
チ（jil

）」の
輪
を
編
み
、「
チ（jil

）」

の
輪
を
「
ド
ゥ
（dduq
）」
の
石
に
掛
け
、「
チ
（jil

）」
へ
の
関
心
を
際
立
た
せ
る
。
こ
こ
で
の
チ
「（jil

）」
は
、
点
を
以
て
面
に
代
え

る
表
現
で
、
全
て
の
社
会
的
衝
突
と
関
連
す
る
鬼
魅
を
代
表
す
る
。「
ド
ゥ
」
は
始
祖
神
で
、
ト
ン
バ
教
で
は
彼
を
全
て
の
生
計
の
方
式
、

社
会
規
範
、
儀
礼
や
習
俗
な
ど
の
創
始
者
と
み
な
し
て
い
る
。
日
常
の
言
語
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
は
、「
ド
ゥ
（ddu

）」
と
「
ム
ド
ゥ

（m
e-ddu

）」
を
用
い
て
物
事
の
是
否
を
判
断
し
、
規
範
に
合
い
、
伝
統
を
継
続
さ
せ
る
言
語
と
行
為
は
「
ド
ゥ
」
と
見
な
さ
れ
、
こ
れ
は

お
よ
そ
漢
語
の
「
合
理
」・「
合
法
」
の
概
念
に
相
当
す
る
。
規
範
に
違
反
し
、
伝
統
に
背
く
行
為
は
「
ム
ド
ゥ
」
と
見
な
さ
れ
、
お
よ
そ

漢
語
の
「
不
合
理
」・「
不
合
法
」
の
概
念
に
相
当
す
る
。「
ド
ゥ
（ddu

）」
と
「
ド
ゥ
（dduq

）」
の
二
つ
の
言
語
記
号
は
同
音
で
声
調

が
異
な
る
も
の
の（

（1
（

、
そ
の
表
す
も
の
の
関
係
は
密
接
で
あ
る
。「
ム
ド
ゥ
」
の
「
ム
（m

e

）」
は
否
定
詞
で
あ
る
。
文
化
に
よ
る
育
み
の
結

果
と
し
て
、個
体
の
生
命
は
文
化
人
、社
会
人
と
さ
れ
、「
ド
ゥ（ddu
）」の
境
界
の
内
側
で
生
活
す
る
。
境
界
の
外
は「
ム
ド
ゥ（m

e-ddu

）」

で
あ
り
、「
ブ
」
を
祭
る
儀
式
は
、「
ム
ド
ゥ
」
な
言
語
と
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
鬼
魅
を
払
う
こ
と
を
通
し
て
、さ
ら
な
る
「
ド
ゥ
（ddu

）」

を
確
立
す
る
。
こ
こ
で
、「
チ
（jil

）」
の
輪
と
「
ド
ゥ
（dduq

）」
の
石
の
対
立
と
並
行
は
、
社
会
的
な
次
元
に
お
け
る
衝
突
と
調
和
に

呼
応
し
て
い
る
。

開
路
と
亡
霊
を
送
る
儀
式
が
こ
こ
ま
で
行
わ
れ
る
と
、
す
で
に
亡
霊
は
下
方
の
鬼
魅
域
か
ら
請
け
出
さ
れ
て
い
る
。
出
発
に
望
み
、
亡
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霊
の
た
め
に
社
会
的
過
失
を
解
除
し
、
亡
霊
を
理
想
的
な
状
態
で
祖
先
の
居
住
地
へ
回
帰
さ
せ
る
の
が
、「
ル
ァ
シ
ュ
」
の
儀
式
の
主
旨

で
あ
る
。
ト
ン
バ
教
の
経
典
の
記
載
に
よ
る
と
、
大
洪
水
の
後
、
人
類
の
始
祖
ツ
ォ
ゼ
ル
グ
は
縦
目
の
天
女
を
娶
り
夫
婦
と
な
る
が
、
人

類
の
後
裔
を
も
う
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
か
え
っ
て
「
ダ
」
の
よ
う
な
鬼
魅
が
生
ま
れ
た
。
後
に
、
ツ
ォ
ゼ
ル
グ
は
別
の
横
目
の
天
女
を

娶
っ
て
や
っ
と
人
類
の
後
裔
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
縦
目
の
天
女
を
娶
る
の
は
「
ム
ド
ゥ
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
「
ム
ド
ゥ
」
の
極
致
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
横
目
の
天
女
と
縦
目
の
天
女
の
対
立
は
、
人
類
と
他
の
動
物
と
の
対
立
を

隠
喩
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
横
と
縦
の
対
立
は
直
立
し
た
人
間
と
そ
の
他
の
動
物
の
目
に
反
映
さ
れ
て
い
る
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

象
徴
の
側
面
か
ら
み
る
と
、「
ダ
」
の
像
は
死
者
が
か
つ
て
犯
し
た
「
ム
ド
ゥ
」
を
象
徴
し
、「
チ
（jil

）」
の
輪
は
死
者
が
か
つ
て
犯
し

た
社
会
的
過
失
を
象
徴
し
、「
レ
ツ
ァ
」
の
像
は
死
者
が
か
つ
て
自
然
を
犯
し
た
過
ち
を
象
徴
す
る
。
亡
霊
が
回
帰
す
る
時
、
彼
の
肉
親

は
彼
の
た
め
に
ト
ン
バ
を
通
し
て
一
つ
一
つ
過
ち
を
償
い
、
彼
が
潔
白
な
身
で
回
帰
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

開
路
と
葬
送
に
は
馬
が
二
頭
必
要
で
あ
り
、
一
頭
は
乗
る
た
め
で
、
も
う
一
頭
は
物
を
背
負
わ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
死
者
の
長
男
は
馬

を
虎
水
河
に
連
れ
て
い
き
、
馬
の
体
を
洗
う
。
洗
っ
て
か
ら
引
い
て
帰
っ
て
、
家
の
入
口
に
縛
っ
て
お
き
、
扮
装
さ
せ
る
。
ト
ン
バ
は
神

壇
の
前
に
座
っ
て
経
を
あ
げ
、
穀
物
を
献
げ
、
焼
香
し
神
を
祭
り
、
助
手
は
香
炉
の
香
を
焚
く
。
そ
の
後
、
ト
ン
バ
た
ち
は
法
衣
と
法
冠

を
身
に
つ
け
、
儀
式
を
取
り
仕
切
る
ト
ン
バ
は
左
手
に
法
杖
を
執
り
、
右
手
に
長
い
刀
を
執
り
、
神
壇
の
前
で
舞
い
始
め
る
。
ト
ン
バ
は

舞
い
な
が
ら
、家
の
入
口
の
扮
装
し
た
亡
霊
の
馬
の
前
に
到
り
、さ
ら
に
「
チ
（jil

）」
の
門
の
所
に
到
り
、刀
で
「
チ
（jil

）」
の
門
を
切
り
、�

「
ダ
」
の
像
を
倒
し
、
そ
れ
か
ら
「
レ
ツ
ァ
」
の
像
を
置
い
た
木
の
枝
を
取
り
、
乗
る
た
め
の
馬
の
上
方
で
回
し
て
か
ら
傍
に
捨
て
、
ま

た
「
ド
ゥ
」
の
石
の
上
の
「
チ
（jil

）」
輪
を
取
り
、
乗
る
た
め
の
馬
の
上
方
で
回
し
て
か
ら
捨
て
る
。
こ
の
よ
う
に
次
々
と
亡
霊
の
た
め
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に
「
ダ
」、「
チ
（jil

）」、「
レ
ツ
ァ
」
の
邪
魔
を
解
除
し
て
い
く
。
最
後
に
、
ヤ
ギ
の
乳
の
瓶
を
取
り
、
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
枝
に
ヤ
ギ
の
乳

を
つ
け
、
乗
る
た
め
の
馬
に
向
か
っ
て
撒
き
、
穢
れ
を
除
く
。

続
い
て
、
再
び
乗
る
た
め
の
馬
を
装
飾
す
る
。
麻
の
糸
と
た
て
が
み
の
毛
を
一
緒
に
編
み
、
そ
こ
に
二
本
の
鷹
の
羽
を
挿
し
、
雉
の
羽

を
三
本
取
っ
て
馬
の
尻
尾
と
一
緒
に
編
む
。
ま
た
馬
の
首
に
は
細
い
白
布
を
巻
き
、
一
本
の
長
い
麻
縄
を
手
綱
と
し
、
片
方
は
馬
に
縛
り
、

片
方
は
死
者
の
霊
位
の
所
に
置
く
。
飾
り
終
え
て
か
ら
、
ト
ン
バ
は
神
壇
に
戻
り
、
経
を
あ
げ
始
め
る
。「
ル
ァ
シ
ュ
」
の
儀
式
の
経
典

は
全
部
で
三
巻
あ
り
、
即
ち
『
水
の
来
歴
』、『
ル
ァ
シ
ュ
・
上
巻
』
と
『
ル
ァ
シ
ュ
・
下
巻
』
で
あ
り
、
儀
式
を
取
り
仕
切
る
ト
ン
バ
が

一
人
で
続
け
て
唱
え
る
。
こ
の
間
、
死
者
の
長
男
の
嫁
は
馬
に
生
卵
と
臼
で
ひ
い
て
い
な
い
籾
を
与
え
る
。
経
を
あ
げ
る
間
に
、
も
し
馬

が
全
身
で
激
し
く
震
え
る
と
、
こ
れ
は
亡
霊
が
す
で
に
馬
に
乗
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
ト
ン
バ
は
経
を
唱
え
る
の
を
止
め
る
。
三
巻
の
経

典
を
全
て
唱
え
終
わ
っ
て
馬
が
震
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
馬
が
一
回
震
え
る
と
そ
れ
は
吉
と
み
な

さ
れ
、
二
回
以
上
震
え
る
と
凶
と
み
な
さ
れ
、
村
で
ま
た
人
が
亡
く
な
る
前
兆
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

「
ル
ァ
シ
ュ
」
の
儀
式
を
実
際
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
調
査
し
た
資
料
か
ら
分
析
す
る
と
、
こ
の
儀
式
の
主
旨
は
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。
第
一
に
は
、
出
発
前
の
亡
霊
の
た
め
に
社
会
的
な
衝
突
と
関
連
す
る
鬼
魅
の
邪
魔
を
解
除
し
、
過
ち
の
な
い
理
想
的
な
状

態
で
回
帰
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
第
二
に
は
、
馬
が
全
身
で
震
え
る
こ
と
を
借
り
る
が
、
こ
れ
は
日
常
生
活
で
馬
に
乗
る
時
に
馬
が

よ
く
見
せ
る
特
徴
で
あ
り
、
ト
ン
バ
が
経
を
唱
え
て
儀
式
を
行
っ
た
結
果
、
亡
霊
が
霊
位
か
ら
馬
の
背
に
跨
が
り
、
ま
さ
に
出
発
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
生
き
生
き
と
表
現
す
る
。
今
日
の
葉
青
の
葬
礼
で
も
馬
を
二
匹
用
意
し
、
一
匹
は
乗
る
馬
で
、
も
う
一
匹
に
は
物
を

背
負
わ
せ
て
火
葬
場
へ
向
う
が
、
現
在
、
儀
式
そ
の
も
の
は
も
う
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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☆
神
を
送
る
・
亡
霊
に
餞
別
を
贈
る
・
福
を
賜
る
よ
う
願
う

ト
ン
バ
は
神
壇
の
前
に
立
ち
、
読
経
し
神
を
送
り
、
助
手
は
焼
香
す
る
。
ト
ン
バ
は
諸
神
を
送
っ
て
か
ら
、
神
壇
を
片
付
け
始
め
、
神

壇
の
箕
に
あ
る
小
麦
粉
で
作
っ
た
全
て
の
像
を
香
炉
の
中
に
入
れ
て
燃
や
す
。

こ
の
時
、死
者
の
親
族
は
贈
り
物
を
持
っ
て
、霊
前
の
卓
に
供
え
る
。
通
常
、贈
り
物
に
は
箕
一
つ
に
麦
、脂
の
塊（
或
い
は
豚
肉
の
脂
身
）、

卵
四
つ
、麦
の
餌ア

ル

塊ク
ヮ
イ

五
つ
が
含
ま
れ
る
。
シ
ュ
ト
は
各
家
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
贈
り
物
か
ら
少
し
ず
つ
出
し
て
一
つ
の
皮
袋
に
入
れ
、余
っ

た
も
の
は
ま
と
め
て
葬
家
に
渡
す
。
こ
の
他
に
、
葬
式
の
最
初
の
数
日
は
、
一
日
三
食
の
時
に
死
者
の
親
族
が
自
分
の
家
か
ら
持
っ
て
来

た
食
べ
物
を
死
者
に
捧
げ
る
（
一
皿
に
、
飯
と
茹
で
た
豚
肉
の
脂
身
数
枚
と
卵
を
の
せ
る
）。
捧
げ
て
後
、
シ
ュ
ト
が
一
つ
の
箕
の
中
に

集
め
て
お
く
。
こ
の
時
、
シ
ュ
ト
は
箕
の
中
に
集
め
た
食
べ
物
を
も
う
一
つ
の
皮
袋
に
入
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
皮
袋
は
物
を
背
負
わ
せ
る

馬
に
の
せ
て
、
火
葬
場
に
持
っ
て
い
く
。
贈
り
物
を
捧
げ
、
額
を
地
に
つ
け
拝
礼
を
し
、
哭
別
す
る
、
こ
の
一
連
の
過
程
は
約
二
時
間
続
く
。

太
陽
が
沈
む
頃
、
酒
を
勧
め
る
者
が
死
者
の
近
親
者
に
一
人
ず
つ
酒
を
勧
め
、
ト
ン
バ
は
松
の
枝
を
持
ち
、
彼
ら
の
た
め
に
死
者
が
福

を
賜
る
よ
う
願
う
。

☆
送
葬

太
陽
が
沈
む
と
、花
輪
と
経
文
の
旗
竿
を
担
い
だ
親
族
の
男
子
、死
者
の
近
親
者
（
手
に
花
を
持
つ
）
と
他
の
親
族
や
近
所
の
者
た
ち
は
、

死
者
の
家
の
外
の
道
の
両
側
に
集
ま
り
、
ト
ン
バ
が
舞
い
な
が
ら
出
て
来
る
の
を
待
つ
。
あ
る
者
は
亡
霊
の
象
徴
樹
を
引
き
抜
き
、
鋸
で

梢
の
下
か
ら
二
つ
に
切
り
、
屋
上
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
置
い
て
お
く
。
ト
ン
バ
と
開
路
を
行
う
人
は
法
衣
を
着
て
法
冠
を
つ
け
、
母
屋
の
神
壇

の
所
か
ら
舞
い
始
め
、
舞
い
な
が
ら
母
屋
を
出
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
棺
の
所
を
通
り
、
舞
い
な
が
ら
家
の
門
を
出
て
、
進
み
な
が
ら
舞
い
、
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火
葬
場
へ
向
か
う
。
ト
ン
バ
の
後
ろ
に
は
、
花
輪
を
担
ぐ
者
、
経
文
の
旗
竿
を
担
ぐ
者
、
死
者
の
近
親
者
、
そ
の
他
の
親
族
や
近
所
の
者
、

亡
霊
の
乗
る
馬
と
荷
物
を
背
負
わ
せ
る
馬
（
親
族
の
男
性
が
引
く
）
と
続
き
、
最
後
は
棺
を
担
ぐ
親
族
の
男
子
と
い
う
順
番
で
あ
る
。
ト

ン
バ
が
舞
い
出
て
か
ら
、
親
族
の
男
子
は
二
本
の
丸
い
棒
を
棺
の
両
側
に
縛
り
、
し
っ
か
り
と
固
定
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
脱
帽
し
て
死
体

に
向
か
っ
て
額
ず
き
、
そ
れ
か
ら
四
人
一
組
で
棺
を
担
ぎ
、
途
中
交
代
し
な
が
ら
火
葬
場
へ
向
か
う
。
出
棺
の
時
と
火
葬
場
へ
向
か
う
途

中
に
、
銃
を
背
負
っ
た
親
族
の
男
子
が
た
び
た
び
天
に
向
か
っ
て
銃
を
鳴
ら
し
、
亡
霊
を
攻
撃
し
に
来
る
か
も
知
れ
な
い
鬼
魅
を
震
え
上

が
ら
せ
る
。

火
葬
場
の
付
近
に
到
る
と
、
ト
ン
バ
は
舞
う
の
を
や
め
、
二
匹
の
馬
は
素
早
く
人
々
の
列
か
ら
走
り
出
し
、
直
接
火
葬
場
へ
と
行
く
。

皆
は
花
輪
、
経
文
の
旗
竿
と
花
を
火
葬
壇
の
傍
の
坂
に
置
い
て
、
棺
は
火
葬
壇
の
傍
に
置
く
。
棺
を
置
い
た
と
た
ん
、
親
族
の
青
年
た
ち

が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
、
争
っ
て
死
体
を
抱
え
よ
う
と
す
る
。
舞
を
や
め
た
ト
ン
バ
は
棺
を
担
ぐ
親
族
の
男
子
が
去
る
の
を
待
ち
、
法
衣

と
法
冠
を
脱
い
で
帰
る
と
、
他
の
者
た
ち
も
後
ろ
に
つ
い
て
村
に
帰
る
。
火
葬
場
を
離
れ
る
時
、
あ
る
者
は
茨
の
枝
を
持
っ
て
送
葬
に
参

加
し
た
人
の
肩
や
背
中
を
叩
く
。
こ
れ
は
体
に
付
着
し
た
か
も
し
れ
な
い
鬼
魅
を
追
い
払
う
こ
と
を
表
し
、「
死
亡
の
鬼
魅
と
済
度
の
鬼

魅
を
追
い
払
う
」
と
い
う
。
馬
を
引
く
者
は
鞍
を
取
り
、
馬
を
空
身
で
村
へ
帰
さ
せ
、
馬
に
背
負
わ
せ
て
き
た
二
袋
の
食
品
は
火
葬
壇
の

傍
に
あ
け
る
。
死
体
の
火
葬
に
つ
い
て
は
親
族
の
男
子
が
全
て
引
き
受
け
、
壇
に
は
す
で
に
薪
が
「
井
」
の
字
の
形
に
積
み
重
ね
て
あ
り
、

男
性
に
は
（
一
人
が
背
負
え
る
だ
け
の
量
を
一
つ
と
し
て
）
九
つ
分
の
薪
、
女
性
に
は
七
つ
分
の
薪
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
死
体
と
合
わ

て
ち
ょ
う
ど
十
或
い
は
八
に
な
り
、
偶
数
に
な
る
の
で
縁
起
が
良
い
と
い
う
。
親
族
の
男
子
は
死
体
の
衣
服
を
脱
が
し
、
顔
は
下
を
向
け

さ
せ
て
積
み
上
げ
た
柴
の
上
に
の
せ
、
頭
は
北
と
東
北
の
間
の
方
向
に
向
け
さ
せ
る
。
そ
れ
か
ら
火
を
付
け
、
棺
も
幾
つ
か
に
割
っ
て
積

み
上
げ
た
薪
に
挿
す
。
火
葬
を
見
守
る
者
は
四
人
で
、
そ
の
内
一
人
は
必
ず
親
族
の
男
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
傍
に
立
っ
て
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酒
を
飲
み
、
死
体
を
処
理
す
る
こ
と
に
は
関
与
し
な
い
。
親
族
の
男
子
は
焼
き
始
め
た
ら
下
山
し
村
へ
帰
る
。
残
さ
れ
た
四
人
が
担
当
し

て
火
葬
を
見
守
り
、
ず
っ
と
死
体
が
焼
き
終
わ
る
ま
で
見
守
る
。

死
者
の
家
で
は
、
送
葬
の
列
が
行
っ
て
か
ら
掃
除
を
し
、
家
の
中
と
外
を
き
れ
い
に
す
る
。
家
に
残
っ
た
ト
ン
バ
は
棺
が
置
か
れ
て
い

た
場
所
に
立
ち
、『
ピ
ュ
ズ
ト
ゥ
』
と
い
う
経
典
を
唱
え
、
葬
家
の
家
族
の
霊
魂
を
招
き
戻
し
、
福
を
残
し
、
良
く
な
い
も
の
は
死
者
が
持
っ

て
い
く
よ
う
に
説
く
。
続
い
て
、
法
杖
の
来
歴
を
説
き
、
ま
た
歴
代
の
先
祖
が
自
分
の
家
を
担
当
す
る
ト
ン
バ
を
招
い
て
儀
式
を
取
り
仕

切
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
、
ト
ン
バ
が
法
杖
で
鬼
魅
を
屈
服
さ
せ
た
物
語
を
語
る
。
こ
の
時
、
助
手
は
家
の
入
口
で
穢
れ
を
除
く
火
を
起

こ
し
、
さ
ら
に
数
桶
の
穢
れ
を
除
く
清
水
を
用
意
す
る
。

山
に
登
り
送
葬
に
参
加
し
た
全
て
の
者
が
村
に
戻
っ
て
か
ら
、
ま
ず
死
者
の
家
に
行
っ
て
顔
を
洗
い
、
手
を
洗
い
、
穢
れ
を
除
く
火
を

時
計
の
針
回
り
に
一
周
す
る
。
葬
家
の
近
親
者
は
家
の
入
口
の
外
の
道
の
両
側
に
立
ち
、
穢
れ
を
除
い
て
自
分
の
家
に
帰
る
者
た
ち
に
礼

を
述
べ
る
。

☆
ト
ン
バ
に
感
謝
す
る
・「
ミ
カ
プ
」
―
過
ち
の
責
を
解
く
・
カ
タ
を
結
ぶ

シ
ュ
ト
は
母
屋
の
外
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
敷
き
物
を
敷
い
て
、
ト
ン
バ
を
全
員
座
ら
せ
、
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
の
香
を
焚
き
、
儀
式
を
取
り
仕
切

る
ト
ン
バ
に
黄
酒
一
碗
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粒
一
皿
を
勧
め
る
。
そ
れ
か
ら
、
シ
ュ
ト
は
ト
ン
バ
に
謝
礼
す
る
贈
り
物
を
ト
ン
バ
の
前
に

置
く
。
贈
り
物
に
は
麻
布
、
葬
式
の
間
に
畜
殺
し
た
犠
牲
の
頭
、
皮
、
蹄
と
牛
の
腿
一
つ
が
含
ま
れ
る
。

ト
ン
バ
は
葬
礼
の
間
に
犠
牲
を
畜
殺
す
る
習
俗
の
由
来
に
つ
い
て
語
り
、
自
分
は
古
く
か
ら
の
仕
来
り
に
よ
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
表
明
し
、

自
分
に
は
犠
牲
を
殺
し
た
罪
が
な
い
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、
粒
状
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
贈
り
物
に
向
け
て
撒
く
。
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続
い
て
、
儀
式
を
取
り
仕
切
る
ト
ン
バ
は
死
者
の
長
男
の
嫁
に
一
本
の
細
い
白
布
、「
カ
タ
」
を
結
ん
で
や
り
、
シ
ュ
ト
は
死
者
の
近

親
者
を
率
い
て
ト
ン
バ
に
向
か
っ
て
拝
礼
し
、
ト
ン
バ
か
ら
贈
り
物
を
回
収
し
た
い
と
冗
談
を
い
う
。
拝
礼
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
儀
式
を

取
り
仕
切
る
ト
ン
バ
は
贈
り
物
の
一
部
分
を
返
礼
と
し
て
葬
家
に
贈
り
、
余
り
は
他
の
ト
ン
バ
や
助
手
及
び
開
路
を
行
っ
た
者
に
配
る
。

二
―
二

葬
礼
の
第
二
段
階
・「
ス
ク
」

―
生
命
の
霊
魂
を
招
く
儀
式
（
抄
訳
）

火
葬
が
終
わ
り
、
葬
礼
の
第
一
段
階
が
終
わ
る
と
、
葬
家
に
鬼
魅
は
い
な
く
な
り
、
日
常
の
状
態
に
戻
る
。「
ス
ク
」
は
吉
祥
、
幸
福

を
祈
願
す
る
儀
式
に
属
し
、
生
者
の
霊
魂
を
集
め
、
落
ち
着
か
せ
慰
め
る
の
が
こ
の
儀
式
の
主
旨
で
あ
る
。

葬
礼
の
「
ス
ク
」
の
儀
式
は
出
棺
当
日
の
晩
或
い
は
翌
日
に
行
わ
れ
る
。
死
者
の
近
親
者
の
霊
魂
が
亡
霊
に
付
い
て
い
く
こ
と
を
防
ぐ

た
め
に
こ
の
儀
式
を
行
い
、
四
方
に
い
る
霊
魂
を
招
い
て
家
に
帰
り
、
そ
れ
ら
を
慰
め
る
。
儀
式
は
以
下
の
順
序
で
行
わ
れ
る
。

☆
穢
れ
を
除
く

☆
長
寿
を
祈
願
す
る

☆「
ス
」（
生
命
）
の
霊
魂
を
招
く

☆
薬
を
捧
げ
る

☆
霊
魂
を
招
く

☆
焼
香

☆
酒
を
捧
げ
る

☆「
ス
」（
生
命
）
の
酒
を
飲
み
、「
ス
」（
生
命
）
の
飯
を
食
べ
る
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☆
バ
タ
ー
で
印
を
付
け
る

☆「
ス
チ
ャ
」（
生
命
が
外
を
漂
わ
な
い
に
防
ぐ
）

☆「
ス
」（
生
命
）
の
杭
を
置
く

二
―
三

葬
礼
の
第
三
段
階
・「
ダ
ズ
ツ
」

―
経
文
の
旗
竿
を
立
て
る
儀
式
（
抄
訳
）

日
光
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
香
炉
が
導
い
て
い
き
、

月
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
燈
明
が
導
い
て
行
く
。

「
オ
」（
神
）
の
地
、「
ヘ
」（
神
）
の
地
に
送
り
、「
ヘ
」
の
三
十
三
の
吉
祥
の
地
に
送
る
。

背
の
荷
い
っ
ぱ
い
の
酒
、
御
飯
、
豚
の
脂
身
、
肉
を
用
い
て
送
り
、

白
松
の
ダ
ズ
か
ら
送
り
上
げ
、
天
外
の
十
八
層
に
送
る
。

天
の
下
に
「
シ
ュ
」（
束
）
の
一
族
が
座
り
、「
シ
ュ
」
の
後
裔
の
男
子
で
あ
る
あ
な
た
、名
前
は
ダ
タ
と
い
う
あ
な
た
、猿
年
の
あ
な
た
、

祖
先
の
霊
魂
よ
、

ニ
ウ
ァ
（
鬼
魅
域
）
の
地
に
止
ま
ら
ず
送
り
上
げ
、

シ
ュ
ツ
ォ
ラ
ウ
ァ
デ
ュ
（
鬼
魅
域
に
あ
る
邪
悪
の
地
）
に
止
ま
ら
ず
送
っ
て
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
ド
ゥ
（ddvl

）」
の
地
、「
ツ
ェ
」
の
地
、「
コ
」
の
地
、「
ザ
」
の
地
、「
チ
」
の
地
、「
ハ
」
の
地
に
止
ま
ら
ず
、送
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
ツ
」
の
地
、「
ユ
」
の
地
、「
タ
」
の
地
、「
ラ
」
の
地
に
止
ま
ら
ず
、
送
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
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「
ス
ム
」（
人
を
食
う
女
の
鬼
）
の
血
の
海
に
止
ま
ら
ず
、
送
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
シ
ジ
」
の
血
の
海
に
止
ま
ら
ず
、
送
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
シ
ャ
ダ
ザ
（
鬼
魅
域
の
木
）
の
木
の
根
、
木
の
幹
、
木
の
て
っ
ぺ
ん
に
止
ま
ら
ず
、
送
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

祖
先
を
送
り
上
方
に
送
り
返
し
、
祖
先
は
喜
び
、

生
霊
を
招
き
下
方
に
招
き
、
命
は
栄
え
る
。

こ
れ
は
ダ
タ
と
い
う
老
人
の
葬
礼
に
お
い
て
、
経
文
の
旗
竿
を
立
て
る
儀
式
で
用
い
ら
れ
た
『
ダ
ズ
の
顔
』
と
い
わ
れ
る
経
文
で
、
儀

式
の
主
旨
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

「
ダ
ズ
」
の
語
源
は
不
明
で
、
こ
こ
で
は
旗
に
似
た
形
と
布
に
写
さ
れ
て
い
る
経
文
の
特
徴
か
ら
、
経
文
の
旗
竿
と
意
訳
し
た
。
儀
式

の
中
で
、こ
れ
は
ご
く
最
近
亡
く
な
っ
た
祖
先
を
象
徴
す
る
。
こ
の
象
徴
記
号
に
は
、チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

六
字
真
言
の
経
文
や
、
て
っ
ぺ
ん
の
形
が
「
ニ
マ
の
法
輪
」
に
解
釈
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
全
体
か
ら
見
る
と
、
こ
の
象
徴
記

号
の
形
は
ナ
シ
族
の
老
人
を
彷
彿
と
さ
せ
、
竿
は
身
体
、
旗
は
衣
装
、
竿
の
て
っ
ぺ
ん
の
白
い
ヤ
ク
の
毛
は
白
髪
を
表
す
。

経
文
の
旗
竿
を
立
て
る
儀
式
は
、
以
下
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。

☆
穢
れ
を
取
り
除
く

☆「
シ
」
を
祭
る

☆
焼
香
・
新
し
い
祖
先
を
招
く
・
酒
を
捧
げ
る
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☆
白
と
黒
を
分
け
る

通
常
、
白
は
上
方
の
神
祖
の
世
界
を
表
し
、
黒
は
下
方
の
鬼
魅
域
を
表
す
。
こ
こ
で
は
黒
は
新
し
い
祖
先
を
表
し
、
白
は
人
を
表
す
。

☆�
燈
明
を
つ
け
る
・
飯
と
酒
を
捧
げ
る
・
福
を
残
す
よ
う
祈
願
す
る
・
穀
物
の
種
を
捧
げ
る
・
祖
先
を
送
る
・
マ
ニ
の
輪
を
回
る
・
マ

ニ
の
粥
を
分
け
て
食
べ
る

註

（
１
）�

本
稿
は
、
鮑
江
氏
に
よ
る
論
文
「
俄
亜

―
男
星
降
臨
的
地
方
」
第
三
章
、
お
よ
び
同
氏
に
よ
る
著
書
『
象
徴
的
来
歴

―
葉
青
村
納
西

族
東
巴
教
儀
式
研
究
』（
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
第
二
章
の
う
ち
、
特
に
ナ
シ
族
の
宇
宙
観
と
開
路
の
儀
式
に
関
係
す
る
記
述
を
中
心

と
し
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
の
論
文
の
一
部
分
は
、『
人
与
自
然
』
一
六
一
号
（
雲
南
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
七
月
）
に
発
表

さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に
訳
出
し
た
の
は
未
発
表
の
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
講
演
を
踏
ま
え
、

同
氏
の
許
可
を
得
て
新
た
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
部
の
特
殊
な
語
に
つ
い
て
は
、
鮑
氏
の
著
書
に
あ
る
語
彙
表
等
を
参
考
と
し

て
訳
注
を
加
え
た
。

（
2
）�（
訳
注
）
俄
亜
ナ
シ
語
の
発
音
でsheeq

。
自
然
界
の
超
越
的
な
主
体
の
名
称
。
麗
江
の
ナ
シ
語
の
発
音
で
は
「
シ
ュ
（shuq

）」
も
し
く
は
、

「
ス
（svq

）」
と
な
る
。

（
3
）�（
訳
注
）「
神
々
よ
、
ど
う
ぞ
お
使
い
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
を
表
す
祭
祀
用
語
。

（
4
）�（
訳
注
）「
祭
風
」
は
異
常
な
死
に
方
を
し
、
風
の
よ
う
に
漂
う
悪
鬼
を
済
度
す
る
儀
礼
。

（
5
）�（
訳
注
）
ト
ン
バ
教
に
お
け
る
宇
宙
・
時
空
論
モ
デ
ル
で
あ
り
、
個
人
の
命
運
を
左
右
す
る
。

（
6
）�（
訳
注
）
四
川
省
凉
山
イ
族
自
治
州
木
里
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
県
俄
亜
ナ
シ
族
郷
葉
青
村
。
鮑
江
氏
は
、
当
地
で
二
〇
〇
一
年
二
月
か
ら
お
よ

そ
一
年
間
に
亘
る
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
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（
7
）�（
訳
注
）
事
故
・
他
殺
に
よ
る
悪
霊
。

（
8
）�（
訳
注
）
ト
ン
バ
教
の
開
祖
、
ト
ン
バ
・
シ
ャ
ラ
。
ま
た
、
ト
ン
バ
の
死
去
後
に
儀
式
を
経
て
得
ら
れ
る
身
分
の
名
称
。

（
9
）�（
訳
注
）
ア
プ
は
「
祖
父
」
の
意
、
デ
ュ
は
「
年
長
」
の
意
。

（
10
）�（
訳
注
）
ト
ン
バ
教
の
葬
礼
で
用
い
ら
れ
る
長
い
巻
物
。
漢
語
で
「
神
路
図
」
と
も
訳
さ
れ
る
。
下
か
ら
上
に
悪
霊
界
、
人
間
界
、
神
界
に

分
け
ら
れ
、
霊
魂
の
行
く
道
筋
を
示
し
て
い
る
。

（
11
）�（
訳
注
）
人
類
が
自
然
を
掠
め
取
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
鬼
魅
。

（
12
）�（
訳
注
）
牛
頭
の
鬼
魅
の
王
。

（
13
）�（
訳
注
）「
シ
」
に
捧
げ
る
供
え
物
の
名
前
。

（
14
）�（
訳
注
）
舌
禍
の
鬼
魅
。

（
15
）�（
訳
注
）
小
麦
粉
を
材
料
と
し
て
作
る
餅
状
の
食
品
。

（
16
）�（
訳
注
）
ど
ち
ら
も
、
レ
ツ
ァ
に
与
え
る
供
え
物
の
名
。

（
17
）�（
訳
注
）
音
節
末
の
q
は
低
い
声
調
を
表
す
。
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国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二

雲
南
省
大
理
白
族
の
他
界
観
―
大
本
曲
『
黄
氏
女
対
金
剛
経
』
を
中
心
に

―

立
石

謙
次

は
じ
め
に

中
国
の
少
数
民
族
の
一
つ
、
白
族
（
ペ
ー
族
）
は
中
国
の
西
南
端
に
位
置
す
る
雲
南
省
の
西
部
に
多
く
居
住
す
る
。
現
在
の
人
口
は
約

一
九
五
万
人
（
二
〇
一
〇
年
）、
そ
の
う
ち
約
一
二
〇
万
人
が
大
理
地
方
に
集
住
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
雲
南
省
大
理
白
族
の
宗
教
と

民
間
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
「
大
本
曲
」
の
内
容
に
注
目
し
、
彼
ら
の
他
界
観
、
特
に
冥
界
を
中
心
と
し
た
世
界
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。
な
お
本
稿
で
引
用
す
る
大
本
曲
テ
キ
ス
ト
『
黄
氏
女
対
金
剛
経
』（
以
下
『
黄
氏
女
』
と
も
略
称
す
る
）
は
、
特
に
説
明
が

な
い
場
合
、
二
〇
一
七
年
に
立
石
謙
次
・
吉
田
章
人
が
出
版
す
る
『
大
本
曲
『
黄
氏
女
対
金
剛
経
』
の
研
究
―
雲
南
大
理
白
族
の
白
文
の

分
析
―
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
（
原
本
は
大
理
州
喜
洲
鎮
の
大
本
曲
芸
人
王
祥
氏
所
蔵
の
曲
本
）。
ま
た
引
用
文
中
の
白
族
語
の
発
音
は
、

現
行
の
新
白
文（
ロ
ー
マ
字
白
文
）に
よ
っ
て
表
記
す
る［
楊
応
新
等 

一
九
九
五
］［
王
鋒 

二
〇
一
四
］。
新
白
文
と
国
際
音
声
表
記（IPA

）

と
の
対
応
表
は
、文
末
に
示
す
。
な
お
大
本
曲
は
、主
に
白
族
の
南
部
方
言
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
芸
能
で
あ
る
。
特
に
説
明
し
な
い
限
り
、

白
族
と
は
南
部
方
言
地
域
の
白
族
を
、
白
語
と
は
白
語
南
部
方
言
の
こ
と
を
指
す
。
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ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
横
山
は
「
本
主
を
含
め
て
白
族
の
宗
教
に
は
漢
族
か
ら
吸
収
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
き
わ
め
て
大
き
い
。
し
か

し
そ
れ
に
も
関マ

マ

わ
ら
ず
、
彼
ら
は
本
主
を
中
心
と
す
る
一
つ
の
小
宇
宙
を
形
成
し
、
そ
の
独
自
性
を
保
っ
て
い
る
。
そ
の
小
宇
宙
は
、
漢

族
が
主
体
と
な
る
、
さ
ら
に
高
次
の
宇
宙
（
玉
皇
を
頂
点
と
す
る
中
国
の
神
々
の
序
列
―
引
用
者
）
を
模
倣
し
、
ま
た
現
実
の
社
会
に
お

い
て
は
そ
こ
か
ら
の
直
接
的
支
配
を
受
け
る
。
し
か
し
彼
ら
の
宗
教
が
描
く
本
主
が
支
配
し
て
い
る
」
と
、
本
主
信
仰
の
特
徴
と
そ
こ
か

ら
か
い
ま
み
え
る
白
族
の
独
自
性
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
［
横
山 

一
九
九
一
：
四
一
四
］。
横
山
の
指
摘
の
通
り
、
本
主
の
信
仰
自
体
は

彼
ら
の
歴
史
観
・
自
然
観
・
宗
教
的
世
界
観
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
他
界
、
特
に
冥
界
と
の
関
連
は
薄
い
。

川
野
明
正
は
、
白
族
社
会
で
信
じ
ら
れ
て
い
る
憑
き
物
で
あ
る
「
ピ
ョ
」
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
る
［
川
野 

二
〇
〇
五
a
：
一
一
九
―

一
五
二
］。
超
自
然
的
存
在
で
あ
る
「
ピ
ョ
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
川
野
の
分
析
を
み
る
限
り
、
や
は
り
白
族
の
冥
界
に
対
す
る
世
界
観
と

の
直
接
的
関
連
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
川
野
は
、
雲
南
省
に
ひ
ろ
く
流
布
し
て
い
る
神
像
呪
符
で
あ
る
「
甲
馬
子
」
に
つ
い
て

の
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
川
野
は
甲
馬
子
の
考
察
を
す
る
う
え
で
、
雲
南
地
方
の
民
間
信
仰
文
化
に
つ
い
て
、「
そ
こ
に
は
「
中
国

の
民
間
信
仰
文
化
」
と
「
雲
南
地
方
文
化
」、
あ
る
い
は
「
漢
族
文
化
」
と
「
少
数
民
族
文
化
」
な
ど
の
言
葉
の
上
で
、
単
純
に
線
引
き

で
き
な
い
よ
う
な
錯
綜
し
た
状
況
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
［
川
野 

二
〇
〇
五
b
：
二
一
］。
ま
た
現
在
知
ら
れ
て
い
る
白
族
の

神
話
・
伝
説
な
ど
を
み
て
も
、
明
確
に
白
族
独
自
の
他
界
観
を
示
す
内
容
の
も
の
は
な
い
［
雲
南
省
民
間
文
学
集
成
弁
公
室 

一
九
八
六
］。

白
族
の
本
主
信
仰
以
外
の
宗
教
に
は
、
通
常
の
仏
教
・
道
教
な
ど
の
ほ
か
に
、
大
理
州
北
部
の
剣
川
県
を
中
心
と
し
て
ア
ジ
ャ
リ
（
阿

叱
力
）
と
呼
ば
れ
る
在
家
の
宗
教
職
能
者
が
存
在
し
て
い
る
。
彼
ら
は
葬
儀
・
法
事
な
ど
の
際
に
儀
礼
を
行
い
、
死
者
を
弔
う
。
ア
ジ
ャ

リ
は
こ
れ
ま
で
八
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
後
半
に
か
け
て
、
雲
南
に
展
開
し
た
南
詔
国
・
大
理
国
以
来
の
仏
教
（
密
教
）
と
関
連
付
け

ら
れ
て
き
た
［
張
錫
禄 

一
九
九
九
］［
李
東
紅 

二
〇
〇
〇
］。
た
だ
し
ア
ジ
ャ
リ
が
用
い
る
宗
教
書
は
、
明
代
（
一
三
六
八
―
一
六
四
四
）
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頃
の
中
国
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
「
科
儀
」
と
呼
ば
れ
る
、
主

に
儀
式
次
第
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
［
侯
冲 

二
〇
〇
八
］。
つ
ま

り
白
族
の
ア
ジ
ャ
リ
が
行
う
死
者
を
弔
う
た
め
の
儀
式
は
、
少

な
く
と
も
明
代
ご
ろ
に
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
知
識
で
あ
る
。

ア
ジ
ャ
リ
は
中
国
の
伝
統
的
宗
教
が
地
方
（
少
数
民
族
地
域
）
に

お
い
て
、
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
科

儀
を
用
い
た
宗
教
儀
礼
は
、
近
年
ま
で
中
国
で
は
す
で
に
滅
ん

だ
も
の
と
研
究
者
の
間
で
は
考
え
ら
れ
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
白
族
の
特
に
冥
界
を
中
心
と
し
た
世
界
観
を
支

え
て
い
る
の
は
、少
な
く
と
も
表
面
上
は
、中
国
由
来
の
宗
教
（
漢

伝
仏
教
・
道
教
）
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
た
だ
し
川

野
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
白
族
社
会
に
受
容
さ
れ
た
中
国
的
宗
教

知
識
は
、
換
骨
奪
胎
さ
れ
白
族
的
世
界
観
の
枠
組
み
の
中
で
と
ら

え
て
い
る（「
自
己
化
」し
て
い
る
）可
能
性
は
否
定
で
き
な
い［
川

野 

二
〇
〇
五
b
：
二
一
］。
白
族
に
お
け
る
中
国
的
宗
教
信
仰
の

自
己
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

写真 1 剣川のアジャリ張宗儀氏による法会（2010 年 3 月 15 日、著者撮影）
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二

白
族
と
大
本
曲

二
―
一

大
本
曲

白
族
の
他
界
観
は
、
彼
ら
の
民
間
芸
能
の
中
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
。

大
理
地
方
に
は
、「
大
本
曲
」
と
呼
ば
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
説
唱
」（
か

た
り
も
の
）と
い
う
民
間
芸
能
の
ジ
ャ
ン
ル
が
伝
わ
っ
て
い
る（「
説
唱
」

に
つ
い
て
は
［
澤
田 

一
九
八
六
］
を
参
照
）。
大
本
曲
は
、
歌
い
手
と

三
絃
（
三
味
線
）
の
二
人
で
物
語
を
歌
う
。
そ
の
伝
統
的
な
演
目
の
ほ

と
ん
ど
が
、
中
国
の
語
り
物
や
劇
で
知
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

彼
ら
は
こ
れ
ら
演
目
を
、
漢
語
と
白
語
と
を
併
用
し
て
歌
っ
て
い
く

［
大
理
白
族
自
治
州
文
化
局
編 

二
〇
〇
三
］［
董
団
秀 
二
〇
一
一
］。
伝

統
的
な
大
本
曲
の
演
目
の
八
割
近
く
が
中
国
の
演
劇
な
ど
か
ら
題
材

を
と
る
［
大
理
白
族
自
治
州
文
化
局
編 

二
〇
〇
三
：
三
二
―
三
八
］。

二
〇
〇
三
年
ま
で
の
段
階
で
現
存
の
曲
本
は
八
二
本
、
演
目
の
み
が
伝

わ
っ
て
い
る
も
の
が
六
六
本
、
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
本
曲
の
演
目
と

解
題
に
つ
い
て
は
［
董
秀
団 

二
〇
一
一
：
四
一
一
―
四
三
六
］
が
参
照

で
き
る
。
現
存
す
る
最
も
古
い
曲
本
は
、
清
・
光
緒
年
間
（
一
八
七
五
― 

写真 2 「王祥氏・段耀才による大本曲の上演」（2014 年 8 月 16 日、著者撮影）
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一
九
〇
八
）
の
写
本
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
の
大
本
曲
の
実
在
は
確
認
で
き
な
い
［
大
理
白
族
自
治
州
文
化
局
編 

二
〇
〇
三
：
一
〇
］。
大

本
曲
で
歌
わ
れ
る
歌
詞
は
最
初
の
三
行
が
七
文
字
、
最
後
の
一
行
の
み
が
五
文
字
に
よ
っ
て
一
段
が
構
成
さ
れ
る
「
三
七
一
五
」
の
様
式

を
と
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
明
代
の
白
文
碑
に
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
様
式
で
あ
る
［
周
祜 

二
〇
〇
二
：
一
〇
九
―

一
一
三
］。
さ
ら
に
白
語
と
漢
語
と
を
併
用
す
る
と
い
う
白
族
の
先
祖
に
よ
る
芸
能
に
つ
い
て
は
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
の
序
の
あ

る
鈔
本
で
程
近
仁
修
『
趙
州
志
』
巻
四
「
雑
記
」
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

�

民
家
の
曲
。
民
家
の
言
葉
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
声
の
調
べ
は
単
調
で
な
く
、
音
の
調
子
は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
人
を
感
動
さ
せ
る
。

ま
た
演
じ
て
芝
居
を
す
れ
ば
〔
民
家
語
に
〕
漢
語
を
混
ぜ
た
り
も
す
る
。
こ
れ
を
「
漢
僰
楚
江
秋
」
と
い
う（

（
（

。

少
な
く
と
も
十
八
世
紀
前
半
に
は
大
理
盆
地
南
部
の
趙
州
（
今
の
大
理
市
南
部
か
ら
祥
雲
県
・
彌
渡
県
に
か
け
て
の
地
域
）
に
民
家
語 

（
白
語
）
で
お
こ
な
う
曲
（
か
た
り
も
の
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
白
・
漢
併
用
の
か
た
り
も
の
で
あ
っ
た
か
は
記

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
白
語
と
漢
語
と
を
織
り
交
ぜ
て
演
ず
る
芝
居
も
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

二
―
二

白
文

現
在
、白
文（
ペ
ー
文
）と
呼
ば
れ
る
も
の
に
は
、二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、漢
字
を
用
い
て
白
語
を
表
記
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は「
老

白
文
」「
方
塊
白
文
」「
古
白
文
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
も
う
一
つ
は
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
白
語
の
表
記
方
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
新
白
文
」
と

も
呼
ば
れ
る
［
楊
応
新
等 

一
九
九
五
］。
本
稿
で
問
題
と
す
る
白
文
と
は
、前
者
の
「
老
白
文
」
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
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白
文
の
源
流
は
八
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
後
半
の
南
詔
国
・
大
理
国
時
代
に
は
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
宋
・
李
昉
撰
『
太
平
広
記
』
巻
四
八
七
「
蛮
夷
四
・
南
詔
」
に
は
、『
玉
渓
編
事
』
を
引
い
て
南
詔
国
の
清
平
官
（
宰
相
）

で
あ
る
趙
叔
達
の
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

法
駕
避
星
回

法こ
う
て
い駕

は
星た

い
ま
つ回

の
明
か
り
を
避
け

波
羅
毘
勇
猜

波ト

ラ羅
や
毘ウ

マ勇
さ
え
も
彼
が
誰
な
の
か
を
猜う

た
が

っ
た

河
濶
氷
難
合

河
は
広
く
氷
が
張
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い

地
暖
梅
先
開

大
地
も
暖
か
く
な
り
、
も
う
梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
ん
だ

下
令
俚
柔
洽

皇
帝
は
俚た

み柔
が
仲
む
つ
ま
じ
く
た
れ
と
命
ぜ
ら
れ

献
琛
弄
棟
来

人
び
と
は
珍
し
い
宝
を
献
じ
て
弄ろ

う
と
う棟

（
今
の
姚
安
県
）
よ
り
赴
い
た

願
将
不
才
質

願
わ
く
は
、
こ
の
不
才
を
も
っ
て

千
載
侍
遊
台

永な
が

く
こ
の
遊
台
に
て
皇
帝
の
そ
ば
近
く
に
侍
っ
て
い
た
い
も
の
だ

同
詩
に
は
漢
語
で
は
解
釈
で
き
な
い
語
句
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
星
回
」
に
つ
い
て
、
こ
の
語
は
南
詔
国
語
の
「
た
い
ま
つ
」
に

相
当
す
る
語
彙
を
、
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
た
い
ま
つ
の
こ
と
を
現
代
白
語
で
も
「xif huit

」
と
発
音
す
る
。

ま
た
『
太
平
広
記
』
の
同
詩
に
対
す
る
注
に
は
「
波
羅
は
虎
な
り
。
毘
勇
は
馬
な
り
。
驃
信
は
昔
、
こ
こ
に
行
幸
し
、
野
馬
や
虎
を
射
た

こ
と
が
あ
る（

（
（

」、「
俚
柔
は
百た

み姓
な
り（

（
（

」
と
あ
る
。
さ
ら
に
上
述
の
注
に
み
ら
れ
る
「
驃
信
」
は
南
詔
国
・
大
理
国
で
用
い
ら
れ
た
君
主
の
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自
称
で
あ
る
。『
新
唐
書
』
巻
二
二
二
中
「
南
詔
下
」
に
よ
れ
ば
、
南

詔
国
七
代
の
尋
閣
勧
（
在
位
八
〇
八
―
八
〇
九
）
が
唐
の
元
和
三
年

（
八
〇
八
）
に
即
位
す
る
と
驃
信
と
自
称
し
た
と
い
う（

（
（

。
こ
れ
も
自
国

語
の
語
彙
を
漢
字
に
よ
っ
て
記
す
例
で
あ
る
。

ま
た
南
詔
国
末
期
の
八
九
九
年
に
原
本
が
つ
く
ら
れ
た
『
南
詔
図
伝
』

と
い
う
画
巻
が
あ
る
。
こ
の
史
料
は
観
音
の
予
言
に
よ
る
南
詔
国
の
建

国
を
テ
ー
マ
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
図
像
巻
と
文
字
巻
の
二
巻
よ
り
な

る
［
立
石 

二
〇
〇
三
］［
北
澤 
二
〇
一
一
］。
そ
の
図
像
巻
に
は
、「
李

忙
霊
は
（
観
音
の
出
現
に
）
驚
い
て
彑
鼓
を
打
っ
て
村
人
を
集
め
た（

（
（

」、

と
い
う
記
述
が
あ
る
［
北
澤 

二
〇
一
一
：
一
二
四
］。
こ
の
記
述
に
対

応
す
る
画
像
を
確
認
す
る
と
、李
忙
霊
が
打
ち
鳴
ら
し
て
い
る
の
が
「
銅

鼓
」
で
あ
る
こ
と
わ
か
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
現
代
白
語
で
は
「
銅
」

の
こ
と
を
「 gerx 

」
と
発
音
す
る
。
現
代
白
語
と
当
時
の
南
詔
国
語

と
の
関
連
は
い
ま
だ
不
明
な
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
「
彑
」

と
い
う
文
字
は
、
南
詔
国
当
時
の
自
民
族
語
の
銅
に
相
当
す
る
語
彙
に

対
し
、
漢
字
の
形
声
の
方
法
を
用
い
て
新
た
に
創
ら
れ
た
文
字
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

写真 3 大理市博物館蔵「詞記山花咏蒼洱境」碑（2014 年 8 月 20 日、著者撮影）
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こ
の
よ
う
に
南
詔
国
・
大
理
国
当
時
の
「
白
文
」
の
原
型
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
漢
字
を
用
い
て
自
民
族
語
の
語
彙
を
表
記
し

た
り
（
日
本
語
の
音
仮
名
に
近
い
用
法
）、漢
字
の
「
形
声
」
の
方
法
を
用
い
て
新
た
な
文
字
を
創
作
し
た
り
（
日
本
語
の
国
字
に
近
い
用
法
）

し
て
、
こ
れ
ら
単
語
を
漢
語
（
漢
文
）
の
中
に
挿
入
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代
の
白
文
の
よ
う
に
白
語
の
「
文
章
」
を
、
漢
字
を
用
い
て
表
記
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
質
的
に
異
な
る
。
文
章
と
し
て
の
白
文
が

登
場
す
る
の
は
史
料
上
明
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
大
理
州
喜
洲
鎮
に
あ
る
聖
元
寺
に
「
詞
記
山
花
咏
蒼

境
」（
通
称
「
山

花
碑
」）
と
い
う
白
文
詩
の
石
碑
が
刻
ま
れ
た
。「
山
花
碑
」
は
、
明
・
景
泰
元
年
（
一
四
五
〇
）
に
立
て
ら
れ
た
「
聖
元
西
山
記
」
の
裏

面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
正
確
に
同
碑
が
刻
ま
れ
た
年
代
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、「
山
花
碑
」
も
明
代
碑
と
考
え
ら
れ
て

い
る
［
雲
南
省
少
数
民
族
古
籍
整
理
出
版
規
劃
弁
公
室 

一
九
八
八
：
四
］。
こ
の
碑
文
は
完
全
な
漢
文
で
は
な
く
、
一
部
分
は
白
語
の
み

に
よ
っ
て
解
釈
し
う
る
。
同
碑
は
「
三
七
一
五
」
の
形
式
を
と
り
、
大
本
曲
の
も
の
と
一
致
す
る
［
段
伶 

一
九
九
八
：
二
八
―
三
一
］。

ま
た
「
山
花
一
韻
」
と
呼
ば
れ
る
碑
文
は
、
明
・
成
化
十
七
年
（
一
四
八
一
）
に
立
て
ら
れ
た
「
処
士
楊
公
同
室
李
氏
寿
蔵
」
の
裏
側
に

刻
ま
れ
て
い
る
。「
山
花
一
韻
」
碑
も
、「
三
七
一
五
」
の
様
式
を
備
え
て
い
る
［
周
祜 

二
〇
〇
二
：
一
〇
九
―
一
一
四
］。

三

大
本
曲
『
黄
氏
女
対
金
剛
経
』

大
本
曲
の
演
目
の
な
か
に
、い
わ
ゆ
る
「
地
獄
め
ぐ
り
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
本
稿
で
問
題
と
す
る
『
黄
氏
女
』
も
、こ
の
ジ
ャ

ン
ル
の
中
で
も
比
較
的
人
気
の
あ
る
演
目
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
黄
氏
女
』
の
内
容
の
中
か
ら
、
白
族
の
冥
界
を
中
心
と
す
る
宗

教
的
世
界
観
を
考
察
し
て
い
こ
う
。
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三
―
一

『
黄
氏
女
』
に
つ
い
て

上
述
の
よ
う
に
、『
黄
氏
女
』
は
白
族
の
間
で
も

比
較
的
有
名
な
物
語
で
あ
る
。
し
か
し
、『
黄
氏

女
』
は
白
族
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語
で
は
な
い
。
同

演
目
は
、
中
国
民
間
演
劇
で
も
『
黄
氏
女
遊
陰
』

な
ど
の
演
目
で
知
ら
れ
て
い
る
。
は
や
く
は
明
代

の
『
金
瓶
梅
詞
話
』
第
七
十
四
回
「
宋
御
史
索
求

八
仙
鼎

呉
月
娘
聴
黄
氏
巻
」
に
は
、「
黄
氏
女

巻
」
と
い
う
中
国
の
民
間
宗
教
で
用
い
ら
れ
る
「
宝

巻
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
［
陶
慕
寧

校
注 

二
〇
〇
〇
：
九
八
一
］［
小
野
忍
・
千
田
九
一
訳 
一
九
六
九
：
一
一
九
―
一
二
四
］。「
黄
氏
巻
」
と
は
、
早
く
は
澤
田
瑞
穂
が
指
摘

す
る
よ
う
に
『
仏
説
黄
氏
女
看
経
宝
巻
』『
三
世
修
行
黄
氏
宝
巻
』、
あ
る
い
は
単
に
『
黄
氏
宝
巻
』
な
ど
と
よ
ば
れ
る
宝
巻
で
あ
る
［
澤

田 

一
九
六
三
：
一
四
二
―
一
四
三
］［
澤
田
校
注 

一
九
七
二
：
一
〇
六
］。『
金
瓶
梅
詞
話
』
第
七
十
四
回
の
一
節
の
内
容
に
は
、
明
ら
か

に
現
存
の
『
三
世
修
行
黄
氏
宝
巻
』
な
ど
の
宝
巻（

（
（

や
大
本
曲
『
黄
氏
女
』
の
内
容
と
一
致
す
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
た
め
『
黄
氏
女
』
の

物
語
は
、
少
な
く
と
も
明
代
に
は
中
国
で
知
ら
れ
て
い
た
物
語
が
白
族
の
間
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
黄
氏
女
』
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
趙
連
芳
の
妻
で
あ
る
黄
桂
香
（
黄
氏
女
）
は
篤
く
仏
教
を
信
奉
し
吃
斎
し
て
「
金
剛
経
」

を
読
む
な
ど
善
い
行
い
を
続
け
て
い
た
。
こ
れ
が
閻
羅
王
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
黄
氏
は
接
引
童
子
に
導
か
れ
な
が
ら
地
獄
を
巡
り
、

写真 4 王祥氏所蔵、

大本曲『黄氏女対金剛経』曲本
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因
果
応
報
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
黄
桂
香
が
閻
羅
王
に
「
金
剛
経
」
を
読
む
こ
と
で
信
仰
心
を
試
さ
れ
て
い
た
時
、
黄
桂
香
が
死
ん
で

し
ま
っ
た
と
勘
違
い
し
た
趙
連
芳
は
、
妻
の
体
を
火
葬
し
て
し
ま
っ
た
。
閻
羅
王
は
、
黄
桂
香
が
「
金
剛
経
」
を
一
字
も
違
わ
ず
念
じ
終

え
る
と
、
彼
女
を
男
性
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
、
富
貴
を
得
さ
し
め
た
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

し
か
し
大
本
曲
は
中
国
の
演
目
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
白
族
社
会
独
自
の
生
活
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
記

述
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
黄
氏
の
娘
で
あ
る
趙
金
剛
が
、
黄
氏
を
弔
う
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
な
お

引
用
文
中
の
傍
線
は
、
白
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
以
下
同
じ
）。

金
剛
氣
哦
母
買
水
。 			




私
、
金
剛
は
母
の
た
め
に
「
買
水
」
に
行
く

jie ga til ngel m
oux m

erz xux			




次
𠮵
彼
坑
反
比
山
。			




身
に
裏
返
し
た
蓑
を
羽
織
り

cil nao beiz he fer bit sei				





手
孟
提
坑
唄
之
皮
。 			



手
に
は
小
さ
な
陶
器
の
壺

sex m
el til he juif zi beit				






栽
拿
錢
旺
文
。 			




さ
ら
に
銭
を
幾
文
か
握
る

zei nei ceil w
al bei				






我
自
點
坑
香
旺
桿
。			




私
は
線
香
何
本
か
に
火
を
つ
け

nagot zil geit he xiouf w
al gaf			




阿
聲
哭
期
倒
門
咀
。 			




家
の
門
で
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
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at cerl kao qi dad m

eid juix			




金
剛
我
去
買
水
具
。 			




私
、
金
剛
は
水
を
一
壺
買
っ
て
き
ま
す

jie ga ngaot ngerd m
erz xux juif			




可
憐
哦
母
死
。 			




哀
れ
む
べ
き
は
、
お
母
様
の
死
よ

kaot nieip ngel m
oux xix				






阿
聲
哭
叭
江
邊
𠮵
。 			




川
の
ほ
と
り
で
一
た
び
泣
い
た

at cerl kao pia gvf bieif nao			




樹
溝
跪
下
恨
等
偉
。 			




膝
を
折
っ
て
こ
こ
に
跪
く

sul gou gvz tel hel det w
eix			




三
夫
江
神
利
可
神
。 			




川
の
神
と
水
溝
の
神
に
申
し
上
げ

saz fu jia sep lil houp sep				





丢
下
錢
旺
文
。 			




銭
を
幾
文
か
投
げ
た

liou tel ceil w
al bei				






香
央
點
下
江
邊

。			




川
辺
で
線
香
に
火
を
つ
け
て

xiouf ya geit tel gvf bieif nao			


我
自
反
咬
阿
具
水
。			




私
は
川
に
背
を
向
け
て
一
壺
の
水
を
す
く
っ
た

ngaot zil fer gef at juif xuix			




我
干
水
具
咬
坑
咽
。			




私
は
一
壺
の
水
を
掬
い
上
げ
る
と

ngaot ga xuix juif gef ke yef			


自
阿
聲
哭
日
。 			




泣
き
声
を
一
つ
上
げ
た
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zil at cerl kao ni					







我
自
哭
打
箇
頭
可
。 			




私
は
泣
き
な
が
ら
、
川
か
ら
帰
る
と

ngaot zil kao daz gef ded kaoz			



言
尾
之
可
耳
刷
水
。			




軒
下
で
そ
の
水
を
沸
か
し
た

yeit ngv zi kaot hherx suaf xuix			




我
干
水
具
刷
期
咽
。 			




私
は
壺
の
水
を
沸
か
す
と

ngaot ga xuix juf suaf qi yef	

洗
哦
母
咀
偉
。 			




お
母
様
の
顔
を
拭
い
て
あ
げ
た

seix ngel m
oux juix w

eix		


哦
母
已
經
洗
完
了
。			




母
を
拭
い
て
あ
げ
る
と

ngel m
oux yi jie seit w

of laoz			


開
咀
我
叫
咋
阿
爹
。 			




口
を
開
い
て
お
父
様
を
呼
ぶ

kel juix ngaot hhef zaop at dix			




利
干
哦
母
五
坑
咽
。 			




お
母
様
を
支
え
て
く
だ
さ
い

nil ga ngel m
oux vud ke yef			




穿
哦
母
衣
服
。			




お
母
様
に
服
を
着
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

yiz ngel m
oux yif beiz				






哦
母
殺
答
求
恨
了
。 			




お
母
様
の
支
度
が
終
わ
る
と

negl m
oux saf daf qiuol hel laoz			
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我
自
跪
下
恨
等
偉
。 			




私
は
こ
こ
に
跪
き

ngaot zil gvt tel hel det w
eix			


金
剛
我
干
哦
母
拜
。 			




私
、
金
剛
は
お
母
様
を
拝
み
ま
す

jie ga ngaot ga ngel m
oux berz			




咋
阿
爹
。				






お
父
様
を
呼
ぶ

zaop at dix

干
哦
母
装
棺
。 			




お
母
様
を
御
棺
に
収
め
ま
し
ょ
う

ga ngel m
oux zua gui				






こ
こ
に
は
死
者
の
た
め
に
「
買
水
」
を
行
い
、
川
の
神
・
水
溝
の
神
か
ら
水
を
汲
む
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
買
水
自
体
は
中
国
の
伝

統
的
な
習
慣
で
あ
る
。
現
代
の
大
理
に
お
い
て
も
、
喪
主
は
蓑
を
裏
返
し
に
し
て
、
大
理
盆
地
の
東
側
に
あ
る
洱じ

か
い海

に
水
を
汲
み
に
行
く

習
俗
が
残
さ
れ
て
い
る
［
立
石 

二
〇
一
四
：
八
○
―
八
一
］。
こ
の
記
述
は
大
本
曲
テ
キ
ス
ト
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
実
際
の
白

族
が
死
者
を
葬
り
、
死
者
を
扱
う
過
程
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
。

三
―
二

『
黄
氏
女
』
に
お
け
る
冥
界
の
記
述

上
述
の
よ
う
に
『
黄
氏
女
』
の
主
な
内
容
の
一
つ
は
、
主
人
公
の
黄
桂
香
が
冥
界
の
閻
羅
王
に
召
さ
れ
、
地
獄
を
め
ぐ
り
、
そ
の
後
、

男
性
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
獄
め
ぐ
り
の
記
述
が
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
世
界
観
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
、

以
下
の
表
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。
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地
獄
巡
り
の
旅
程

城
隍
廟

牌
票
を
受
け
取
る
。

白
い
道
と
青
い
道

善
悪
と
富
貴
と
が
分
け
ら
れ
る
。

寺町関
門
（
鬼
門
）

界
牌
官
へ
牌
票
を
渡
す
。

棋
盤
山

将
棋
盤
の
形
を
し
た
山
の
上
で
亡
者
が
戦
わ
せ
ら
れ
る
。

破
錢
山

現
世
で
焼
か
れ
た
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
紙
銭
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
捨
て
ら
れ
る
。

汪
學
太
（
望

臺
）

陽
間
（
現
世
）
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。「
汪
學
太
」
は
白
文
。

火
爐
山

暑
さ
の
た
め
に
亡
者
の
喉
が
渇
く
。

孟
婆

迷
魂
湯
を
売
り
、
亡
者
の
記
憶
を
失
わ
せ
る
。

冷
風
山

悪
業
を
行
っ
た
人
間
を
骨
灰
と
す
る
。

鋼
蛇
山

大
蛇
が
過
ち
を
犯
し
た
人
に
咬
み
つ
く
。

鉄
狗
山

犬
が
過
ち
を
犯
し
た
人
に
咬
み
つ
く
。

掛
刀
山
・
剣
樹
山

刀
の
山
が
体
に
引
っ
か
か
り
、
骨
肉
を
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
。

背
陰
山

日
や
月
さ
え
も
遮
る
大
き
な
山
。

三
本
の
道

西
の
道

真
ん
中
の
道

後
ろ
の
三
本
の
橋
と
同
じ
も
の
か
。

極
楽
へ
の
道
。

五
殿
へ
の
道
。

三
つ
の
橋

上
品
橋

下
品
橋

銀
橋

金
の
橋
、
極
楽
へ
行
く
人
が
渡
る
。

地
獄
へ
行
く
人
が
渡
る
。

五
殿
へ
の
橋
。
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死
城
（
枉
死
城
）

冤
罪
で
死
ん
だ
者
が
集
め
ら
れ
る
。
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

頭
殿

秦
広
大
王
が
掌
る
。

二
殿

楚
江
王
が
掌
る
。

三
殿

宋
地
王
（
宋
帝
王
）
が
掌
る
。

四
殿

五
官
大
王
が
掌
る
。

五
殿

閻
羅
王
が
掌
る
。

血
紅
池
（
血
湖
池
）

子
を
出
産
し
た
女
性
が
三
年
の
苦
し
み
を
受
け
る
。
黄
桂
香
に
恩
を
受
け
て
死
ん
だ
猫（
猫
将
軍
）

が
掌
る
。

五
方
地
獄

東
方
雷
轟
獄

南
邊
火
塵
獄

西
方
寒
冰
獄

中
央
鋸
解
獄

北
方
の
地
獄
の
記
載
な
し
。

十
八
層
地
獄

雞
獄

雞
獄
以
外
の
記
載
な
し
。

轉
輪
臺

陽
間
へ
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
場
所
。

五
本
の
道

青
い
道

白
い
道

黒
い
道

赤
い
道

最
後
の
道

牛
馬
に
生
ま
れ
変
わ
る
道
。

鶏
・
鵞
鳥
・
鴨
な
ど
鳥
に
生
ま
れ
変
わ
る
道
。

虫
や
蟻
に
生
ま
れ
変
わ
る
道
。

農
家
の
人
に
生
ま
れ
変
わ
る
道
。

官
僚
に
生
ま
れ
変
わ
る
道
。

陽
間

黄
桂
香
が
張
員
外
の
家
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
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黄
桂
香
は
閻
羅
王
よ
り
派
遣
さ
れ
た
接
引
童
子
の
案
内
の
も
と
、
ま
ず
、
都
市
の
守
護
神
で
あ
る
城
隍
の
廟
に
赴
き
、
牌
票
を
受
け
取
っ

て
冥
府
へ
入
っ
て
い
く
。
黄
桂
香
は
人
間
界
（
陽
間
）
か
ら
冥
界
（
陰
間
）
と
入
り
、そ
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
川
野
に
よ
れ
ば
、

大
理
地
方
民
間
に
は
、
冥
界
や
神
界
に
通
ず
る
能
力
を
持
ち
、
死
者
の
魂
を
呼
び
寄
せ
る
口
寄
せ
儀
礼
を
お
こ
な
う
巫
女
・
巫
師
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
人
間
が
生
活
す
る
世
界
を
「
陽
間
」・
死
者
の
世
界
を
「
陰
間
」
と
区
別
し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
口
寄
せ
の

巫
女
は
、
神
像
呪
符
の
う
ち
「
接
引
童
子
」
の
札
を
焼
き
、
呼
び
出
す
べ
き
死
者
の
魂
を
冥
界
に
行
っ
て
探
し
出
し
、
こ
の
世
ま
で
連
れ

て
く
る
と
い
う
［
川
野 
二
〇
○
五
b
：
八
四
］。『
黄
氏
女
』
の
場
合
、
陽
間
か
ら
陰
間
に
呼
び
出
さ
れ
る
た
め
、
過
程
と
し
て
は
逆
に
な

る
も
の
の
、『
黄
氏
女
』
中
の
「
接
引
童
子
」
と
大
理
民
間
の
そ
れ
と
は
、あ
る
程
度
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
黄
氏
は
城
隍
廟
に
て
、

牌
票
を
受
け
取
り
陰
間
へ
入
る
。
陰
間
に
入
る
と
2
本
の
道
が
あ
り
、
童
子
に
導
か
れ
五
殿
へ
通
じ
る
道
を
歩
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は 

『
黄
氏
女
』
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

渺
渺
是
三
回
。			



渺
渺
た
る
は
こ
れ
三
魂

m
iaot m

iaot sil sa huip

悠
悠
是
七
魄
。			




悠
悠
た
る
は
こ
れ
七
魄

you you sil qif berf

不
覺
杯
叭
鬼
門
關
。 			




あ
っ
と
い
う
間
に
鬼
門
関
へ
到
着

buf jiaof bei pia gvx m
eid guerf			




城
隍
廟
孟
領
牌
禀
。 			




城
隍
廟
に
て
牌
票
を
受
け
取
り

cel huaf m
iaoz m

el nerz peip piao			
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交
入
界
牌
國 

。			




界
牌
官
へ
渡
し
て
入
る

jiao ssup gail paip guerf
頭
孟
阿
燈
土
狗
朱
。			




前
に
道
が
二
本
見
え
る

ded m
el ax de tux goux zu			




阿
朱
那
白
阿
朱
青
。			




一
本
は
白
く
、
も
う
一
本
は
青
い
道

at zu na berp at zux qierl				





本
認
怎
拉
朱
𠮵
杯
。 			




ど
ち
ら
に
行
っ
た
ら
よ
い
の
や
ら

bet sse zef na zu nao bei				





童
子
說
明
白
。			




童
子
よ
、
説
明
し
て
く
だ
さ
い

tvp zit suof m
iep berf

頭
孟
阿
燈
寺
等
寺
。			




前
に
は
お
寺
が
一
つ
、
見
え
る

ded m
el ax de seif det seif				






男
紅
女
禄 

好
鬧
熱
。			




着
飾
っ
た
男
女
で
と
て
も
賑
や
か

nap houp niuit luf haot naol ssef

黃
泉
路
上
無
老
少
。			




黄
泉
へ
の
道
は
老
い
も
若
き
も

huap queip lul sal w
up laot saol

怎
計
休
艮
格
。			




ど
れ
ほ
ど
の
人
が
い
る
の
だ
ろ
う

zex jil xioux nid gerf				




頭
孟
阿
燈
城
阿
城
。 			




前
に
は
町
が
一
つ
、
見
え
る
ded m

el ax de zerd at zerd			
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拉
栽
過
燈
國
阿
國
。 			




さ
ら
に
関
門
を
一
つ
過
れ
ば

laz zei guoz de guerf at guerf			


等
偉
坐
燈
鄧
狗
艮
。 			




こ
こ
に
二
人
の
人
が
座
っ
て
い
た

det w
eix gvz de del goux nid			


糾
我
格
燈
格
。			




私
は
お
ぞ
け
立
つ

jiao ngaot gerf de gerf				





こ
の
後
、
黄
桂
香
は
閻
魔
王
府
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
様
々
な
地
獄
や
、
現
世
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
望
郷
台
を
目
の
当
た
り
に
す

る
。
そ
し
て
黄
桂
香
た
ち
は
前
世
の
記
憶
を
失
わ
せ
る
迷
魂
湯
を
亡
者
に
飲
ま
せ
る
、
孟
婆
に
出
会
う
。
冥
界
に
招
か
れ
て
黄
桂
香
の
目

の
前
に
は
三
つ
の
橋
（
道
）
が
姿
を
現
す
。
こ
の
橋
の
一
つ
は
、
た
だ
ち
に
極
楽
へ
赴
く
も
の
、
真
ん
中
の
橋
は
閻
王
府
へ
の
道
、
最
後

の
一
つ
は
地
獄
の
責
め
苦
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
道
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
橋
に
つ
い
て
は
『
黄
氏
女
』
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。說

與
善
人
聽
細
端
。			




善
人
に
詳
し
く
申
し
上
げ
ま
す

suof yuit sail ssep tie xil dua

三
条
大
路
在
面
前
。			




三
つ
の
道
が
前
に
ご
ざ
い
ま
す

sa tiaop dal lul zail m
ieil qieip

由
恨
金
橋
頭

過
。 			




金
の
橋
の
上
を
渡
れ
ば

youf hel jieif gut ded nao guoz			
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自
条
上
西
天
。			




西
天
へ
上
る
道
に
ご
ざ
い
ま
す

zil tiaop sal xi tiei
西
方
阿
朱
吉
樂
國
。 			




西
に
は
極
楽
へ
の
道

seif baot at zu jif louf guerf			




亮
由
銀
橋
頭
𠮵
杯
。 			




我
ら
は
銀
の
橋
の
上
を
渡
り
ま
し
ょ
う

nial youp nid gut ded nao bei			


利

問
坑
下
品
橋
。 			




下
品
の
橋
の
こ
と
を
問
わ
れ
る
な
ら
ば

nil dad bier ke xial piet qiaop			


作
惡
艮
伙
杯
。			




こ
れ
は
悪
人
が
渡
る
も
の

zuof w
ouf nid huo bei				






こ
う
し
た
冥
界
に
関
す
る
記
述
は
、
単
に
『
黄
氏
女
』
の
創
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
白
族
の
他
界
観
に
基
づ
い
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
一
九
四
〇
年
代
に
大
理
地
方
を
調
査
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ュ
ー
（Francis L. K

. H
SU

）
は
大
理
地
方
の
宗
教
職
能
者

と
所
有
す
る
経
典
（A

 Precious Bell for A
w

akening the Ignorant 

）
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
、
大
理
地
方
の
人
々
が

考
え
る
冥
界
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
［H

SU
 1971

：137

］。
�

境
界
は
陰
間
よ
り
陽
間
の
間
に
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
境
界
は
、
人
が
生
と
死
と
を
理
解
す
る
か
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
境
界
を
越
え
て
る
と
す
ぐ
に
、
二
本
の
主
要
な
道
が
あ
る
。
一
本
は
極
楽
や
高
次
の
霊
的
世
界
に
続
い
て
い
る
広
い
大
き
な
道

路
で
あ
る
。
も
う
一
本
は
、
低
次
の
霊
的
世
界
に
通
じ
て
い
る
狭
い
小
道
で
あ
る
。
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�

魂
が
狭
い
小
道
に
入
る
と
す
ぐ
に
、
三
叉
路
へ
行
き
つ
く
。
そ
こ
に
は
陽
間
の
街
並
み
の
よ
う
に
お
店
や
宿
屋
、
食
堂
が
並
ん
で

い
る
。

�
少
し
行
く
と
鬼
門
関
が
あ
る
。
こ
の
関
所
は
実
際
に
は
そ
れ
自
体
が
城
と
な
っ
て
お
り
、
城
壁
に
あ
る
正
門
の
よ
う
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
新
た
に
亡
く
な
っ
た
も
の
や
さ
ま
よ
っ
て
い
る
亡
者
た
ち
が
登
記
を
行
う
役
所
や
、
貴
賓
の
た
め
の
接
見
室
が
備
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
関
所
は
鬼
卒
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
多
く
の
役
人
と
し
て
の
城
隍
が
い
る
。

『
黄
氏
女
』
と
シ
ュ
ー
の
記
述
と
を
比
較
す
る
と
、
と
も
に
死
後
、
人
間
世
界
と
冥
界
と
を
分
け
る
境
界
を
越
え
る
と
二
本
の
道
に
行

き
あ
た
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
黄
氏
女
』
で
は
三
つ
の
橋
、
シ
ュ
ー
の
記
述
で
は
三
叉
路
に
行
き
当
た
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
順
序
が
異
な
る
も
の
の
、
と
も
に
道
沿
い
に
町
が
存
在
し
た
り
、
境
界
で
は
城
隍
が
魂
の
往
来
を
掌
っ
て
い
た
り
す
る
点
で
共
通
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
黄
氏
女
』
の
記
述
は
、
実
際
の
白
族
の
他
界
観
と
一
定
程
度
、
関
連
が
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
『
黄
氏
女
』
の
記
述
を
確
認
し
て
い
く
と
、
冤
罪
で
死
ん
だ
者
が
入
れ
ら
れ
る
枉
死
城
な
ど
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。
黄
氏
女
は
、

五
殿
を
掌
る
閻
羅
王
に
出
会
う
ま
で
に
、
頭
殿
か
ら
四
殿
ま
で
を
掌
る
冥
界
の
王
た
ち
の
世
界
を
め
ぐ
る
。
こ
の
頭
殿
か
ら
五
殿
ま
で
の

冥
界
の
王
に
つ
い
て
は
、『
閻
王
経
』
に
み
え
る
、
十
王
の
一
殿
か
ら
五
殿
ま
で
の
記
載
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
閻
王
以
降
の
王
に
つ
い

て
の
記
述
は
省
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
冥
界
の
記
述
は
、
基
本
的
に
中
国
の
民
間
信
仰
の
他
界
観
と
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
黄
氏
女
は
、
男
に
生
ま
れ
変

わ
る
直
前
に
、
血
の
池
地
獄
の
責
め
を
受
け
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
黄
氏
女
が
子
供
を
産
ん
だ
こ
と
の
あ
る
女
性
だ
と
い
う
理

由
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
中
国
に
お
け
る
「
血
盆
経
」
信
仰
に
基
づ
く
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
［
前
川 

二
〇
〇
三
］。
た
だ
し 
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『
黄
氏
女
』
テ
キ
ス
ト
後
半
の
五
方
地
獄
の
う
ち
北
方
の
地
獄
の
記
述
は
な
く
、
ま
た
最
後
の
十
八
層
の
地
獄
に
つ
い
て
も
「
偸
鷄
獄
」

以
外
の
記
述
も
な
い
。
こ
れ
が
本
稿
で
問
題
と
し
た
、
王
祥
氏
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
な
の
か
、
大
本
曲
『
黄
氏
女
』
の
演
目
全
体
の

問
題
な
の
か
は
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

三
―
三

『
黄
氏
女
』
に
み
ら
れ
る
仏
・
菩
薩
お
よ
び
神
祇
に
つ
い
て

次
に
こ
の
物
語
に
登
場
す
る
仏
・
菩
薩
お
よ
び
神
祇
な
ど
の
名
称
よ
り
、
大
理
白
族
の
宗
教
的
世
界
観
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
な
お
テ
キ

ス
ト
中
の
神
祇
な
ど
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
誤
字
・
当
て
字
が
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
の
場
合
は
（

）
に
規
範
の
漢
語
に
よ
る
名
称
を
示
す
。

『
黄
氏
女
』
中
に
み
ら
れ
る
仏
・
菩
薩
・
神
祇
の
名
称

番
号
神
祇
の
名
称
。（

）
内
は

規
範
の
漢
語
に
よ
る
名
称

登
場
場
所
（
無
記
載
は
、
登
場
人
物
の

会
話
中
な
ど
に
登
場
す
る
も
の
。）

備
考

１

彌
陀
・
阿
彌
陀

２

盤
古

３

竈
神

４

山
神

５

城
皇
（
城
隍
）

６

妙
善
女

７

韓
香
（
韓
湘
子
）

８

天
地
水
（
天
官
地
官
水
官
）

９

安
土
地
龍
王

不
明
。
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10

關
音
菩
薩
（
観
音
菩
薩
）

11

唐
王

「
唐
王
游
陰
」
の
主
人
公
。
唐
、
太
宗
李
世
民
。

12

桂
枝
羅
漢

「
白
蛇
伝
」
の
登
場
人
物
。

13

富
羅
伯
（
傅
羅
伯
）

「
傅
羅
伯
尋
母
」
の
主
人
公
。

14

太
白
星
李
長
根
（
李
長
庚
）
天
上
←
→
下
界

15

千
里
也
（
千
里
眼
）

冥
界
←
→
陽
界

16

順
風
耳

冥
界
←
→
陽
界

17

接
引
童
子

冥
界
←
→
陽
界

善
財
童
子
と
も
記
さ
れ
る
。
黄
桂
香
を
冥
界
へ
案
内
す
る
。

18

記
垢
・
門
神

陽
界

「
記
垢
」
は
白
語

黄
桂
香
宅
の
門
を
守
る
。

19

界
牌
官

冥
界

冥
界
へ
の
入
り
口
を
管
理
す
る
。

20

獄
卒
鬼
王

冥
界

21

牛
頭
将
軍

冥
界

22

馬
面
将
軍

冥
界

23

孟
婆
古
夜
（
孟
婆
）

冥
界

死
者
に
迷
魂
湯
を
飲
ま
せ
、
現
世
の
記
憶
を
失
わ
せ
る
。

「
古
夜
」
は
白
語
（
老
女
の
意
）。

24

六
卒
鬼
王

冥
界

25

秦
広
大
王

冥
界

頭
殿
を
つ
か
さ
ど
る
。

26

楚
江
王

冥
界

二
殿
を
つ
か
さ
ど
る
。

27

鬼
王

冥
界

28

宋
地
王
（
宋
帝
王
）

冥
界

三
殿
を
つ
か
さ
ど
る
。

29

五
官
大
王

冥
界

四
殿
を
つ
か
さ
ど
る
。

30

閻
羅
王

冥
界

五
殿
を
つ
か
さ
ど
る
。
黄
桂
香
を
陽
界
か
ら
召
す
。
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31

管
事
六
卒

冥
界

32

住
六
判
官
（
注
禄
判
官
）

冥
界

33

小
鬼
・
小
卒

冥
界

34

催
判
官
（
崔
判
官
）

冥
界

以
上
の
よ
う
に
、『
黄
氏
女
』
に
登
場
す
る
仏
・
菩
薩
そ
し
て
神
祇
の

ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
の
仏
教
・
道
教
や
民
間
信
仰
、
ま
た
は
中
国
の
演
劇

な
ど
の
登
場
人
物
で
あ
る
［
馬
書
田 

一
九
九
四
・
一
九
九
六
・
一
九
九
七
・ 

一
九
九
八
］。
た
と
え
ば
大
理
市
の
喜
洲
鎮
に
あ
る
「
十
隍
廟
」
は
、
喜

洲
鎮
の
本
主
で
あ
る
「
施
主
景
帝
」
の
廟
で
は
あ
る
が
［
大
理
白
族
自
治

州
文
化
局 

二
〇
〇
三
：
二
四
］、
同
廟
内
に
は
閻
羅
王
な
ど
の
十
王
や
城

隍
・
地
蔵
菩
薩
、
さ
ら
に
地
獄
の
母
を
救
う
た
め
に
地
獄
を
巡
る
物
語
で

あ
る
「
傅
羅
伯
尋
母
」
の
主
人
公
の
傅
羅
伯
が
祀
ら
れ
て
い
る
［
楊
育
新 

二
〇
〇
○
：
一
八
九
―
一
九
〇
］。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
神
祇
は
実
際
の

白
族
民
間
で
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
『
黄
氏
女
』
の
中
で
は
、
黄
桂
香
が
「
金
剛
経
」
を
読
み
上
げ

る
部
分
が
三
度
あ
る
。
こ
こ
で
黄
桂
香
は
、
多
く
の
仏
・
菩
薩
や
神
祇
の

名
を
唱
え
て
い
く
。
こ
こ
で
そ
の
名
称
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

写真 5 大理喜洲十隍廟（2015 年 3 月 5 日、著者撮影）
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た
だ
し
『
黄
氏
女
』
テ
キ
ス
ト
で
は
、
名
称
の
途
中
に
歌
の
調
子
を
整
え
る
た
め
の
意
味
を
な
さ
な
い
文
字
（
読
み
）
が
挿
入
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
（
例
え
ば
以
下
に
示
す
「
日
月
光
」
で
あ
れ
ば
テ
キ
ス
ト
に
は
「
日
月
合
三
拉
哈
光
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
は
引
用
者
））。

表
中
で
は
、
こ
れ
ら
意
味
を
な
さ
な
い
文
字
を
削
除
し
て
示
し
た
。

黄
氏
女
が
唱
え
る
仏
・
菩
薩
・
神
祇
の
名
称

『
黄
氏
女
』
テ
キ
ス
ト
で
の
表
記

規
範
漢
語
に
よ
る
仏
・
菩
薩
の
名
称

米
陀

阿
弥
陀
仏

天
官
・
地
官

天
官
・
地
官

日
月
光

日
光
菩
薩
・
月
光
菩
薩

太
請

太
清
道
徳
天
尊

育
請

玉
清
原
始
天
尊

育
皇
大
天
軍
・
育
皇
大
天
君

昊
天
金
闕
至
尊
玉
皇
大
帝

※
玉
皇
大
天
君
の
当
て
字
か

福
祿
受
三
星

福
禄
寿
三
星

南
海
關
士
音
菩
薩
、
南
海
觀
士
音 

菩
薩

南
海
観
世
音
菩
薩

廟
吉
祥
菩
薩

妙
吉
祥
菩
薩

須
空
占
菩
薩
・
虛
空
占
菩
薩

虚
空
蔵
菩
薩

菩
賢
菩
薩

普
賢
菩
薩

地
占
王
菩
薩

地
蔵
王
菩
薩

除
介
占
菩
薩

除
蓋
障
菩
薩

菩
救
藥
王
拉
菩
薩

薬
王
菩
薩

※
普
救
薬
王
菩
薩
の
当
て
字
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『
黄
氏
女
』
テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
黄
桂
香
が
経
の
中
で
唱
え
て
い
る
仏
・
菩
薩
や
神
々
の
名
称
は
一
見
、
見
慣
れ
な
い
も
の
が
並
ぶ
も

の
の
、
実
際
に
は
中
国
の
仏
教
・
道
教
の
仏
・
菩
薩
や
神
々
の
名
称
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
［
馬
書
田 

一
九
九
四
］［
馬
書
田 

一
九
九
六
］。

ま
と
め

以
上
、
白
族
の
民
間
芸
能
で
あ
る
大
本
曲
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
白
族
の
冥
界
を
中
心
と
す
る
他
界
観
や
、
仏
・
菩
薩
や
神
祇
の
名
称
か

ら
み
た
宗
教
的
世
界
観
を
概
観
し
た
。
以
上
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
民
間
芸
能
の
内
容
に
お
い
て
は
、
白
族
の
冥
界
を
中
心

と
し
た
他
界
観
・
宗
教
的
世
界
観
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
的
宗
教
的
世
界
観
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
、
実
際
の
彼
ら
の
民
間
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
宗
教
的
世
界
観
と
一
定
程
度
、
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
曲
本
内
に
登
場
す
る
仏
・
菩
薩
や
神
祇
も
、
白
族
地

域
の
民
間
や
宗
教
施
設
で
も
頻
繁
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
周
辺
の
漢
族
地
域
の
信
仰
と
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ

な
い
。
た
だ
し
、
白
族
の
宗
教
的
世
界
観
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
神
祇
の
個
別
的
特
徴
・
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註

（
1
）
民
家
曲 

以
民
家
語
爲
之
。
聲
調
不
一
。
音
韻
悠
然
動
人
。
亦
有
演
作
戲
劇
者
、
或
雜
以
漢
語
。
謂
之
漢
僰
楚
江
秋
。

（
2
）
波
羅
虎
也
、
毘
勇
馬
也
。
驃
信
昔
年
幸
此
、
曽
射
野
馬
并
虎

（
3
）
俚
柔
百
姓
也
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（
4
）
元
和
三
年
、
…
中
略
…
（
異
牟
尋
）
子
尋
閤
勸
立
、
或
謂
夢
湊
、
自
稱
「
驃
信
」、
夷
語
君
也

（
5
）
〔
李
〕
忙
霊
驚
駭
打
金
更
鼓
集
村
人

（
6
）�
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館H

P

の
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
、『
三
世
修
道
黄
氏
宝
巻
』
な
ど
、「
黄
氏
女
対
金
剛
経
」
に
関
連

す
る
内
容
を
も
つ
宝
巻
の
原
本
画
像
が
数
点
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（http://w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/furyobunko/index.
htm

l
）（
二
〇
一
六
年
二
月
十
五
日
閲
覧
）
ま
た
こ
れ
ら
宝
巻
の
解
題
に
つ
い
て
は
、［
澤
田 

一
九
六
三
］［
澤
田
校
注 

一
九
七
二
］
参
照
。

参
考
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〇
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・
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九
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志
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九
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『
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〇
〇
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inship, Personality, and Social M
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―, California:
         Stanford U

niversity Press, 1971. （
初
出
は
、
一
九
四
九
年
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表 1 新白文（大理方言）と IPAとの対応表

声母 韻母
新白文 IPA 新白文 IPA

ｂ p 単純母音 i ※  i,  
ｐ ph ei e
ｍ m a a
ｆ f o o
ｖ v u u
ｄ t e 
ｔ th v 
ｎ n er e
ｌ l 複合母音 iei † ie 
ｇ k ia ia
ｋ kh iao iau
ng  io io
h x iou iou
hh  ie i
j  ui ui
q h uei † ue 
ni  ua ua
x  uo uo
y j ao au
z  ou ou
c h ier ie
s s uer ue
ss z

声調＊
新白文 声調 緊喉 濁音化

ｘ 33 ○
ｐ 42 ○
ｔ 31 ○
ｌ 55
ｆ 35

記号なし 44 ○
ｚ 32
ｄ 21 ○

※�新白文「z、 c、 s、 ss」に接続す
る韻母「i」は、 ［］と発音される。

†漢語の借用語に多くみられる。

＊新白文の声調は韻母の後ろに付
す。

中国の研究者の論著には、独自
の IPA の用法がみられ、また研
究者によって音韻の分類方法は異
なる。本書では［徐琳等編著
1984： 116-127・113-136］［ 楊 応
新等編写 1995：7-24］［王鋒編
著 2014：21-35］をもとに作成。
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は
じ
め
に

『
古
事
記
』
で
「
葬
送
の
神
話
」
と
呼
べ
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、天
若
日
子
の
葬
儀
の
場
面
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、取
り
よ
う
に
よ
っ

て
は
、
伊
耶
那
美
命
の
神
避
り
の
場
面
に
お
け
る
伊
耶
那
岐
命
の
所
作
は
、
葬
送
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
極
端
に
言
え
ば
、
天
石

屋
戸
隠
り
に
お
け
る
神
々
の
振
る
舞
い
も
、「
葬
送
の
神
話
」
に
含
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
本
報
告
で
は
、『
古
事
記
』
の
生
と
死
と
を

め
ぐ
る
世
界
構
造
の
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
把
握
す
る
そ
の
端
緒
と
し
て
、
黄
泉
国
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
黄
泉

国
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
ち
、
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
考
察
し
て
行
き

た
い
。

一

『
古
事
記
』
の
「
神
の
死
」
と
「
人
の
死
」

『
古
事
記
』
神
話
で
は
し
ば
し
ば
「
神
の
死
」
が
話
題
と
な
る
。『
古
事
記
』
の
上
巻
で
神
の
死
が
描
か
れ
る
の
は
、次
の
①
～
⑥
の
神
々

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
死
を
窺
わ
せ
る
表
現
と
あ
わ
せ
て
挙
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る（

（
（

。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
三

『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
黄
泉
国
」
の
位
置
づ
け

谷
口

雅
博
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①
伊
耶
那
美
命

遂
神
避
坐
也
→
葬
出
雲
国
与
伯
伎
国
堺
比
婆
之
山
也
。

②
迦
具
土
神

斬
其
子
―
之
頚
～
所
殺
―

③
天
服
織
女

於
梭
衝
陰
上
而
死
。

④
大
気
都
比
売
神

殺
其
―
～
故
、
所
殺
神
～

⑤
大
穴
牟
遅
神

於
其
石
所
焼
著
而
死
。
／
打
離
其
氷
目
矢
而
拷
殺
也
。

⑥
天
若
日
子

中
天
若
日
子
寝
朝
床
之
高
胸
坂
以
死
。

①
の
場
合
は
、
伊
耶
那
美
命
が
「
神
避
」
っ
て
後
、
伊
耶
那
岐
命
に
よ
っ
て
出
雲
国
と
伯
伎
国
の
境
の
比
婆
山
に
「
葬
」
ら
れ
る
が
、

そ
の
後
伊
耶
那
岐
命
は
「
黄
泉
国
」
に
伊
耶
那
美
命
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
展
開
と
な
る
。
②
で
は
伊
耶
那
美
命
の
「
神
避
」
の
原
因
と

な
っ
た
迦
具
土
神
が
伊
耶
那
岐
命
に
斬
ら
れ
殺
さ
れ
る
が
、
そ
の
死
体
か
ら
八
柱
の
山
の
神
が
出
現
す
る
。
③
は
、
須
佐
之
男
の
暴
虐
に

よ
っ
て
天
照
大
御
神
と
と
も
に
忌
服
屋
に
い
た
天
服
織
女
が
梭
で
女
陰
を
衝
い
て
死
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
照
大
御
神
が
石
屋
戸
に
隠
る

と
い
う
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
高
天
原
で
唯
一
死
が
描
か
れ
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
死
が
天
照
大
御
神
の
石
屋
戸
隠
り
と
復
活

再
生
（
と
い
う
よ
り
も
新
た
な
る
誕
生
）
に
繋
が
る
点
に
意
味
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
④
は
食
物
を
用
意
す
る
大
気
都
比
売
神
の
そ

の
供
出
方
法
を
汚
ら
わ
し
い
と
み
た
須
佐
之
男
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
が
、
そ
の
死
体
か
ら
蚕
及
び
穀
物
の
種
が
生
じ
る
。
⑤
に
つ
い
て
は
、

兄
八
十
神
の
怨
み
を
買
っ
た
大
穴
牟
遅
神
が
二
度
に
亙
っ
て
殺
さ
れ
る
が
、
御
祖
神
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
二
度
と
も
復
活
再
生
す
る
。
⑥

は
天
神
の
「
命
以
」
に
背
い
て
自
ら
が
葦
原
中
国
の
王
に
な
ろ
う
と
し
た
天
若
日
子
が
、
高
木
神
の
放
っ
た
矢
に
当
た
っ
て
死
ぬ
場
面
で

あ
る
。
こ
の
⑥
で
は
、
唯
一
葬
送
の
場
面
ら
し
き
も
の
が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
鳥
に
よ
る
葬
儀
の
神
話
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
を
担
っ
て
登
場
し
て
い
る
の
は
、
何
ら
か
の
葬
儀
の
実
習
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
鳥
が
霊
魂
を
運
ぶ
物
で
あ
る
と

      



139 『古事記』における「黄泉国」の位置づけ

い
う
観
念
が
絡
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
、
八
日
八
夜
「
遊
ぶ
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
が
単
な
る
葬
儀
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
死

者
の
復
活
を
待
つ
期
間
に
行
わ
れ
る
「
殯
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
現
に
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
九
段
一
書
一
で
は
「
殯
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。「
遊
」
の
場
合
は
鎮
魂
の
遊
び
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。『
古
事
記
』
で
は
こ
の
葬
送
は
地
上
を
舞
台
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

ゆ
え
、
あ
る
意
味
で
は
地
上
世
界
に
お
け
る
死
者
弔
い
の
起
源
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
③
の
場
合
は
高
天
原
世
界
で
描
か
れ
る
最
初

で
唯
一
の
神
の
死
の
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
天
服
織
女
の
葬
儀
は
描
か
れ
な
い
。
天
照
大
御
神
が
石
屋
に
隠
っ
て
真
っ
暗
闇
に
な
る
と

い
う
展
開
上
、天
服
織
女
の
死
に
関
わ
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、全
く
問
題
と
さ
れ
な
い
の
は
、理
解
し
難
い
。

こ
こ
は
や
は
り
天
服
織
女
は
天
照
大
御
神
の
分
身
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
天
照
大
御
神
の
復
活
そ
の
も
の
が
天
服
織
女
の
復
活
で
も
あ

る
と
考
え
た
い
。
そ
の
た
め
の
神
々
の
行
為
は
、
宮
廷
鎮
魂
祭
と
繋
が
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
儀

式
が
行
わ
れ
る
と
い
う
点
で
は
天
若
日
子
の
葬
儀
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
石
屋
戸
神
話
の
場
合
に
は「
楽
」と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
る
。

「
楽
」
は
「
遊
」
と
は
異
な
る
が
、
歌
舞
音
曲
の
意
で
や
は
り
「
あ
そ
ぶ
」
と
も
訓
ま
れ
る
。「
楽
」
の
方
に
鎮
魂
の
意
味
合
い
を
取
る
こ

と
が
出
来
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
神
話
の
展
開
と
し
て
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
③
で
は
天
上
界
の
死
→
鎮
魂

祭
儀
→
再
生
を
描
き
、
⑥
で
地
上
界
の
死
→
鎮
魂
祭
儀
（
→
再
生
？
）
を
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑥
が
阿
遅
志
貴
高
日
子

根
神
の
登
場
に
よ
っ
て
天
若
日
子
の
再
生
を
描
い
て
い
る
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
。
そ
こ
は
や
は
り
天
上
界
と
地
上
界
と
の

相
違
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

②
と
④
に
つ
い
て
は
、
死
体
化
生
を
死
と
再
生
と
見
れ
ば
一
応
神
の
死
に
は
完
全
な
死
は
無
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

⑤
の
場
合
は
二
度
の
再
生
が
描
か
れ
、
死
は
決
定
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
同
じ
く
神
の
死
と
は
い
う
も
の
の
、
①
の
伊
耶
那
美
命
の
場
合
は
他
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
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え
る
。
死
に
よ
っ
て
世
界
を
移
動
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
他
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
伊
耶
那
美
命
の
み
が
、
人
の
死
と
共
通
す

る
よ
う
な
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
伊
耶
那
美
命
の
黄
泉
行
き
は
、
人
々
の
死
後

の
行
き
場
を
提
示
す
る
意
味
を
担
う
神
話
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
神
々
は
決
し
て
死
し
て
黄
泉
国
に
行
っ
た
り
は
し
な
い
。
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
伊
耶
那
美
命
の
み
の
場
所
で
あ
る
。

死
で
は
な
い
が
、『
古
事
記
』
神
話
の
中
に
は
神
が
隠
れ
た
り
異
界
へ
移
動
し
た
る
す
る
場
合
を
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
冒
頭
七
柱
神

隠
身
也
。

・
水
蛭
子

入
葦
船
而
流
去
。

・
八
十
神

毎
坂
御
尾
追
伏
、
毎
河
瀬
追
撥
而
、

・
少

古
那
神

度
于
常
世
国
成
。

・
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神

忿
而
飛
去
之
時
、

・
事
代
主
神

天
逆
手
矣
、
青
柴
垣
打
成
而
隠
也
。

・
大
国
主
神

於
百
不
足
八
十

手
隠
而
侍
。

・
御
毛
沼
命

渡
坐
于
常
世
国
、

・
稲
泳
命

為
妣
国
而
、
入
坐
海
原
也
。

他
の
神
々
が
異
世
界
へ
移
動
す
る
場
合
は
、
例
え
ば
常
世
国
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
は
ど
こ
と
も
知
れ
な
い
場
所
に
「
隠
」
れ
た
り
す
る

の
で
あ
っ
て
、
黄
泉
国
に
行
く
こ
と
は
な
い
。
須
佐
之
男
は
根
の
堅
州
国
へ
行
く
が
、
そ
こ
は
死
に
纏
わ
る
場
所
で
は
な
い
と
い
う
点
で

は
常
世
国
や
海
神
宮
な
ど
と
共
通
性
を
持
つ
。
黄
泉
国
の
み
は
や
は
り
異
質
な
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
は
常
世
国
や
海
神
宮
と
は
異
な
っ
て
、
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人
が
行
く
場
所
だ
か
ら
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
は
、
人
の
死
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

⑦
上
巻
、
黄
泉
国
神
話

宇
都
志
伎
青
人
草
の
死

⑧
中
巻
、
崇
神
記

此
天
皇
之
御
世
、

病
多
起
、
人
民
為
尽
。

『
古
事
記
』
で
は
上
中
下
三
巻
を
通
じ
て
も
「
人
」「
人
民
」
が
話
題
と
な
る
こ
と
は
少
な
い
が
、⑦
で
は
唯
一
「
人
」（
神
の
世
界
に
あ
っ

て
は
宇
都
志
伎
青
人
草
）
が
神
話
に
お
い
て
話
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
死
と
誕
生
に
纏
わ
る
個
所
で
あ
る
。
伊
耶
那
岐
命
と

伊
耶
那
美
命
が
青
人
草
の
死
と
生
を
司
る
こ
と
の
起
源
譚
と
な
っ
て
い
る
。
黄
泉
国
は
人
が
死
後
に
行
く
世
界
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の

は
、
こ
の
描
写
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
中
巻
以
降
で
は
、
崇
神
記
・
仁
徳
記
・
清
寧
記
な
ど
に
「
人
民
」
の
語
が
見
え
る
が
、
最
初

に
話
題
と
な
る
の
が
⑧
の
個
所
で
あ
り
、神
の
祟
り
に
よ
っ
て
人
民
が
尽
き
よ
う
と
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
描
写
は
、以
下
の『
日

本
書
紀
』
の
表
現
と
似
通
っ
て
い
る
。

⑨
故
、
国
内
の
人
民
を
し
て
、
多
に
以
て
夭
折
な
し
む
。�

〔『
日
本
書
紀
』
神
代
上
五
段
本
書
〕

⑩
国
民
多
に
死
ぬ
。�

 〔
同
一
書
二
〕

⑨
⑩
と
も
に
素
戔
嗚
尊
の
涕
泣
に
よ
っ
て
多
く
の
人
民
が
死
ぬ
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
記
す
。
以
上
に
よ
っ
て
言
え
る
こ
と
は
、
人
の

生
と
死
に
は
、
神
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
天
皇
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

⑪
上
巻
、
木
花
之
佐
久
夜

売

故
、
是
以
至
于
今
、
天
皇
命
等
之
御
命
不
長
也
。

⑫
中
巻
、
仲
哀
記

其
神
忿
詔
「
～
汝
者
向
一
道
」。・
・
即
挙
火
見
者
、
既
崩
訖
。

⑬
下
巻
、
安
康
記

打
斬
其
天
皇
之
頚
、・
・
・「
人
取
天
皇
。
～
」。
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⑪
は
、
迩
迩
芸
命
が
石
長
比
売
を
娶
ら
ず
に
帰
し
た
が
た
め
に
、
天
皇
の
長
命
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
起
源
を
語
っ
て
い
る
。

⑫
は
神
の
言
葉
を
信
じ
な
か
っ
た
仲
哀
天
皇
が
、
神
罰
が
下
っ
た
か
の
よ
う
に
崩
御
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
神
託
の
言
葉
と
し
て

発
せ
ら
れ
る
「
一
道
に
向
か
え
」
と
い
う
表
現
は
他
に
見
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
意
味
は
明
確
で
は
な
い
。
人
が
死
後
ど
こ
に
向
か
う
の

か
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
『
古
事
記
』
神
話
を
見
る
限
り
そ
れ
は
「
黄
泉
国
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
天
皇
に
つ
い
て
は
、
別

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
⑫
の
「
一
道
」
が
本
居
宣
長
が
言
う
よ
う
に
「
黄
泉
国
」
を
指
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば（

（
（

、
仲
哀
天

皇
に
関
し
て
は
神
の
怒
り
を
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
他
の
天
皇
と
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
⑬
は
、
こ
れ

も
『
古
事
記
』
で
は
唯
一
天
皇
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
個
所
で
あ
る
。
后
の
長
田
大
郎
女
の
連
れ
子
で
あ
っ
た
目
弱
王
に
、
実
父
大
日
下

王
の
仇
と
し
て
殺
害
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
の
大
長
谷
皇
子
（
雄
略
天
皇
）
の
科
白
に
お
い
て
、
殊
更
に
「
人
」
が
天
皇
の
命
を
取
っ
た
と

言
わ
せ
て
い
る
の
は
、「
人
」
は
本
来
天
皇
の
命
に
関
わ
る
存
在
で
は
な
い
と
い
う
認
識
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く

る
と
、「
人
」
と
「
天
皇
」
の
生
死
に
は
神
が
関
与
す
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、「
人
」「
人
民
」
の
死
に

つ
い
て
は
、
大
物
主
神
や
素
戔
嗚
尊
が
関
与
す
る
の
に
対
し
、
⑫
で
神
罰
を
下
す
託
宣
神
の
中
に
天
照
大
神
の
名
が
見
え
る
と
こ
ろ
が
注

意
さ
れ
る
。
天
皇
の
命
に
関
わ
り
得
る
の
は
や
は
り
皇
祖
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

神
、そ
し
て
天
皇
は
、基
本
的
に
「
黄
泉
国
」
に
行
く
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
人
の
死
に
は
神
が
関
わ
り
、そ
し
て
人
は
「
黄
泉
国
」

に
行
く
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
で
は
そ
の
「
黄
泉
国
」
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
良
い
の
か
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
を
基
に
し
て
考

え
て
み
た
い
。
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二

「
葬
」
か
ら
異
界
へ
と
い
う
展
開

『
古
事
記
』
で
は
、
伊
耶
那
美
命
が
神
避
っ
た
後
の
描
写
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

⑭�

故
爾
く
し
て
、
伊
耶
那
岐
命
の
詔
は
く
、「
愛
し
き
我
が
な
に
妹
の
命
や
、
子
の
一
つ
木
に
易
ら
む
と
謂
ふ
や
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、

乃
ち
御
枕
方
に
匍
匐
ひ
、
御
足
方
に
匍
匐
ひ
て
哭
き
し
時
に
、
御
涙
に
成
れ
る
神
は
、
香
山
の
畝
尾
の
木
本
に
坐
す
、
名
は
泣
沢
女

神
ぞ
。
故
、
其
の
神
避
れ
る
伊
耶
那
美
神
は
、
出
雲
国
と
伯
伎
国
と
の
堺
の
比
婆
之
山
に
葬
り
き
。

先
に
、
神
の
死
の
用
例
⑥
に
つ
い
て
、
葬
送
儀
礼
の
様
子
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
こ
こ
に
見
え
る
伊
耶
那
岐
命

の
所
作
も
、
何
ら
か
の
儀
礼
的
な
所
作
が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
取
る
見
方
が
あ
る
。
例
え
ば
中
西
進
は
、
御
枕
方
と
御
足
方
の
匍
匐
に
つ

い
て
は
匍
匐
礼
の
反
映
で
あ
る
と
し
、
哭
く
の
は
御
哭
献
る
儀
礼
で
あ
る
と
言
い
、
泣
沢
女
神
の
存
在
と
併
せ
て
死
者
復
活
の
儀
礼
で
あ

る
と
説
く（

（
（

。「
泣
沢
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
萬
葉
歌
と
の
関
係
が
良
く
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑮
泣
沢
の

神
社
に
神
酒
据
ゑ

祈
れ
ど
も

我
が
大
君
は

髙
日
知
ら
さ
ぬ�

〔『
万
葉
集
』
２
―
二
〇
二
〕

高
市
皇
子
挽
歌
の
反
歌
と
し
て
記
さ
れ
た
こ
の
歌
で
は
、
我
が
大
君
（
高
市
皇
子
）
の
復
活
を
願
っ
て
泣
沢
の
神
に
祈
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
甲
斐
が
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
つ
ま
り
は
泣
沢
の
神
は
死
者
復
活
を
祈
る
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
古
代
に
復
活
儀
礼
と
し
て
の
匍
匐
礼
や
御
哭
献
る
儀
礼
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
明
確
で
は
な
い
が
、
比
婆
山
へ
の
「
葬
」
の
前

に
こ
の
よ
う
な
描
写
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
復
活
を
願
う
儀
礼
→
葬
送
へ
と
い
う
流
れ
が
そ
の
背
後
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

お
お
ま
か
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
と
似
た
展
開
を
持
つ
も
の
に
、
倭
建
命
の
葬
送
の
場
面
が
あ
る
。

⑯�

是
に
倭
に
坐
し
し
后
等
と
御
子
等
と
、
諸
下
り
到
り
て
、
御
陵
を
作
り
て
、
即
ち
其
地
の
な
づ
き
田
を
匍
匐
ひ
廻
り
て
哭
き
、
歌
為
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て
曰
は
く
、

な
づ
き
の
田
の

稲
幹
に

稲
幹
に

匍
ひ
廻
ろ
ふ

野
老
蔓
（
記
34
歌
）

�
是
に
、八
尋
の
白
ち
鳥
と
化
り
、天
に
翔
り
て
、浜
に
向
ひ
て
飛
び
行
き
き
。
爾
く
し
て
、其
の
后
と
御
子
等
と
、其
の
小
竹
の
刈
杙
に
、

足
を
き
り
破
れ
ど
も
、
其
の
痛
み
を
忘
れ
て
、
哭
き
追
ひ
き
。
此
の
時
に
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

浅
小
竹
原

腰
泥
む

空
は
行
か
ず

足
よ
行
く
な
（
記
35
歌
）

又
、
其
の
海
塩
に
入
り
て
、
な
づ
み
行
き
し
時
に
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

海
処
行
け
ば

腰
泥
む

大
河
原
の

植
ゑ
草

海
処
は

い
さ
よ
ふ
（
記
36
歌
）

又
、
飛
び
て
其
の
礒
に
居
し
時
に
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

浜
つ
千
鳥

浜
よ
は
行
か
ず

磯
伝
ふ
（
記
37
歌
）

�

是
の
四
つ
の
歌
は
、
皆
其
の
御
葬
に
歌
ひ
き
。
故
、
今
に
至
る
ま
で
其
の
歌
は
、
天
皇
の
大
御
葬
に
歌
ふ
ぞ
。
故
、
其
の
国
よ
り
飛

び
翔
り
行
き
て
、
河
内
国
の
志
幾
に
留
ま
り
き
。
故
、
其
地
に
御
陵
を
作
り
て
鎮
め
坐
せ
き
。
即
ち
其
の
御
陵
を
号
け
て
白
鳥
の
御

陵
と
謂
ふ
。
然
れ
ど
も
、
亦
、
其
地
よ
り
更
に
天
に
翔
り
て
飛
び
行
き
き
。�

〔
中
巻
・
景
行
記
〕

こ
の
場
面
で
は
、
は
じ
め
に
后
等
御
子
等
の
匍
匐
と
哭
が
描
か
れ
、
そ
の
後
、
倭
建
命
が
八
尋
の
白
ち
鳥
と
な
っ
て
天
に
翔
る
と
い
う

展
開
と
な
る
。
四
首
の
歌
が
記
載
さ
れ
た
後
に
、「
是
の
四
つ
の
歌
は
、
皆
そ
の
御
葬
に
歌
ひ
き
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
が

葬
送
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
展
開
と
し
て
は
、
は
じ
め
に
近
親
の
者
達
が
死
者
に
纏
い
付
き
嘆
き
悲
し
み
、
後
に
生
者
の
も

と
か
ら
他
界
へ
行
こ
う
と
す
る
死
者
と
、
そ
れ
を
追
う
生
者
の
姿
と
が
描
か
れ
、
や
が
て
死
者
と
生
者
と
の
別
離
が
訪
れ
る
と
い
う
展
開

を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
は
じ
め
の
匍
匐
・
哭
に
復
活
再
生
を
願
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
果
た
さ
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れ
ず
に
葬
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
展
開
に
お
い
て
、伊
耶
那
美
命
の
神
避
り
と
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、伊
耶
那
美
命
の
場
合
は
、

伊
耶
那
岐
命
に
葬
ら
れ
る
の
に
対
し
、倭
建
命
の
場
合
は
、自
ら
飛
び
立
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
。
さ
て
、倭
建
命
は
最
終
的
に「
天
」

に
向
か
っ
て
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
わ
け
だ
が
、
倭
建
命
が
向
か
っ
た
先
は
何
処
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
か
ら
、
こ
れ
を
高
天
原
と
す
る
見
解

が
あ
り（

（
（

、
稿
者
も
そ
れ
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
高
天
原
へ
の
昇
天
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
歌
が
、
倭
建
命
の
東
征
物
語
の
中

に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
尾
張
国
造
の
祖
、
美
夜
受
比
売
と
の
歌
問
答
の
場
面
に
あ
る
。
東
征
の
は
じ
ま
り
の
際
、
尾
張
に

立
ち
寄
っ
た
時
に
結
婚
の
約
束
を
交
わ
し
た
美
夜
受
比
売
の
も
と
に
、
東
征
を
終
え
て
訪
れ
た
倭
建
命
で
あ
っ
た
が
、
婚
を
な
そ
う
と
し

た
際
に
美
夜
受
比
売
の
衣
に
月
の
障
り
（
月
経
）
が
付
い
て
い
る
の
を
知
っ
た
倭
建
命
が
詠
ん
だ
の
が
、
次
の
歌
で
あ
っ
た
。

⑰�

ひ
さ
か
た
の

天
の
香
具
山

鋭
喧
に

さ
渡
る
鵠

弱
細

撓
や
腕
を

枕
か
む
と
は

吾
は
す
れ
ど

さ
寝
む
と
は

吾
は
思

へ
ど

汝
が
着
せ
る

襲
衣
の
襴
に

月
立
ち
に
け
り
（
記
27
歌
）

こ
の
歌
の
冒
頭
に
何
故
「
天
の
香
具
山
」
が
歌
わ
れ
る
の
か
。「
鵠
」
は
白
鳥
の
古
語
と
さ
れ
る
。
こ
の
詞
章
は
、
次
の
「
ひ
は
細

手
弱
腕
を
」
に
か
か
る
序
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
諸
注
一
致
し
て
い
る
。「
ひ
は
細

手
弱
腕
」
は
美
夜
受
比
売
の
細
く
し
な
や
か
な

腕
を
示
す
故
に
、「
ひ
さ
か
た
の

天
の
香
具
山

と
か
ま
に

さ
渡
る
鵠
」
も
美
夜
受
比
売
に
関
わ
る
描
写
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
だ
が
、
な
か
に
は
こ
の
か
か
り
方
を
疑
問
視
し
、
錯
乱
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
る
も
の
も
あ
る（

（
（

。
或
い
は
「
ひ
さ
か
た

の

天
の
香
具
山

と
か
ま
に

さ
渡
る
鵠
」
が
、
倭
建
命
自
身
を
指
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
八
千
矛
神
の
神

語
（
記
２
～
５
歌
）
や
応
神
天
皇
の
角
鹿
の
蟹
の
歌
（
記
42
歌
）
の
よ
う
に
、
自
ら
を
第
三
者
と
し
て
歌
い
出
し
て
「
我
」
へ
と
転
換
す

る
歌
が
あ
り
、特
に
自
ら
を
「
百
伝
う
角
鹿
の
蟹
」
に
擬
え
る
歌
（
記
42
歌
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
と
か
ま
に

さ
渡
る
鵠
」
が
、

倭
建
命
自
身
を
指
し
て
い
る
と
取
る
こ
と
も
、あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い（

（
（

。
仮
に
そ
う
考
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、こ
の
詞
章
は
、
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後
に
天
翔
る
倭
建
命
自
身
の
姿
（
八
尋
白
智
鳥
）
を
先
取
り
し
て
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
の
香
具
山
は
ヤ
マ
ト
に

あ
る
山
の
名
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
の
中
で
「
天
の
香
具
山
」
は
高
天
原
に
あ
る
山
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
伊
耶
那
美
命
の
神
避
り
に
話
を
戻
し
た
い
。
倭
建
命
の
物
語
の
中
に
見
え
る
「
天
の
香
具
山
」
に
拘
っ
た
の
は
、
そ
の
「
香

具
山
（
香
山
）」
が
伊
耶
那
美
命
の
神
避
り
の
場
面
（
⑭
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
、『
日
本
書
紀
』
の
方
に
は

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑱�

焦
か
れ
て
化
去
り
ま
し
ぬ
。
時
に
、
伊
弉
諾
尊
、
恨
み
て
曰
は
く
、「
唯
、
一
児
を
以
て
、
我
が
愛
し
き
妹
に
替
へ
つ
る
か
な
」
と

の
た
ま
ひ
て
、
則
ち
枕
辺
に
匍
匐
ひ
、
脚
辺
に
匍
匐
ひ
て
、 

哭
き
泣
ち
流
涕
び
た
ま
ふ
。
其
の
涙
堕
ち
て
神
と
為
る
。
是
即
ち
畝
丘

の
樹
下
に
所
居
す
神
な
り
。
啼
沢
女
命
と
号
く
。�

〔
同
一
書
六
〕

右
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
方
に
は
「
香
山
」
の
記
載
は
見
え
ず
、「
畝
丘
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。『
古
事
記
』
で
は
伊
耶
那
美

命
の
神
避
り
以
前
、
国
生
み
神
話
に
お
い
て
地
上
世
界
の
各
国
々
の
名
や
島
々
の
名
が
記
載
さ
れ
て
き
た
が
、
島
や
国
の
中
の
特
定
の
地

を
指
す
例
は
、
⑭
の
「
香
山
の
畝
尾
の
木
本
」
が
最
初
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
神
話
世
界
に
お
い
て
は
、「
天
の
香
具

山
」
は
高
天
原
に
存
在
す
る
山
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
天
の
石
屋
戸
神
話
に
お
い
て
は
何
度
も
そ
の
名
称
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
場
面
で

は
「
天
」
の
付
か
な
い
単
な
る
「
香
山
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
地
上
世
界
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
香
山
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
し
か
し
、
高
天
原
と
地
上
世
界
と
で
共
通
す
る
山
の
名
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
香
山
」
が
、
天
上
世
界
と
繋

が
る
世
界
の
中
心
に
位
置
す
る
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
『
古
事
記
』
で
は
こ
の
直
後
に
「
出
雲
国
と
伯

伎
国
と
の
堺
の
比
婆
山
」
に
葬
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
に
香
山
と
比
婆
山
と
の
対
応
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に

青
木
周
平
に
指
摘
が
あ
る
。
青
木
は
、
比
婆
山
が
「
都
か
ら
見
た
国
の
果
て
る
と
こ
ろ
、
い
わ
ば
極
辺
の
象
徴
的
表
現
」
で
あ
る
と
す
る
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中
村
啓
信
の
説（

（
（

を
引
き
、「
そ
れ
に
対
す
る
香
山
は
、「
お
そ
ら
く
国
の
中
心
と
し
て
選
ば
れ
た
地
」
で
あ
る
と
し
、「「
香
山
」
と
「
比
婆
山
」

は
、
後
に
展
開
す
る
「
葦
原
中
国
」
と
「
黄
泉
国
」
の
対
立
と
い
う
図
式
の
前
提
と
し
て
、
伊
耶
那
岐
・
美
二
神
の
世
界
の
分
離
を
根
拠

付
け
る
べ
く
用
意
さ
れ
た
地
名
で
あ
る
と
考
え
る
。」
と
説
く（

（
（

。

三

黄
泉
国
の
位
置
づ
け

そ
れ
で
は
黄
泉
国
は
ど
う
い
う
場
所
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
以
下
の
「
ヨ
モ
ツ

ヒ
ラ
サ
カ
」
の
場
面
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

⑲�

黄
泉
ひ
ら
坂
の
坂
本
に
到
り
し
時
に
、
其
の
坂
本
に
在
る
桃
子
を
三
箇
取
り
て
待
ち
撃
ち
し
か
ば
、
悉
く
坂
を
返
り
き
。
爾
く
し
て
、

伊
耶
那
岐
命
、
桃
子
に
告
ら
さ
く
、「
汝
、
吾
を
助
け
し
が
如
く
、
葦
原
中
国
に
所
有
る
、
う
つ
し
き
青
人
草
の
、
苦
し
き
瀬
に
落

ち
て
患
へ
惣
む
時
に
、
助
く
べ
し
」
と
、
告
ら
し
、
名
を
賜
ひ
て
意
冨
加
牟
豆
美
命
と
号
け
き
。

（

中

略

）

�

最
も
後
に
、
其
の
妹
伊
耶
那
美
命
、
身
自
ら
追
ひ
来
つ
。
爾
く
し
て
、
千
引
の
石
を
其
の
黄
泉
ひ
ら
坂
に
引
き
塞
ぎ
、
其
の
石
を

中
に
置
き
、
各
対
き
立
ち
て
、
事
戸
を
度
す
時
に
、
伊
耶
那
美
命
言
ひ
し
く
、「
愛
し
き
我
が
な
せ
の
命
、
如
此
為
ば
、
汝
が
国
の

人
草
を
、一
日
に
千
頭
絞
り
殺
さ
む
」
と
い
ひ
き
。
爾
く
し
て
、伊
耶
那
岐
命
の
詔
ひ
し
く
、「
愛
し
き
我
が
な
に
妹
の
命
、汝
然
為
ば
、

吾
一
日
に
千
五
百
の
産
屋
を
立
て
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
是
を
以
て
、
一
日
に
必
ず
千
人
死
に
、
一
日
に
必
ず
千
五
百
人
生
る
る

ぞ
。
故
、
其
の
伊
耶
那
美
神
命
を
号
け
て
黄
泉
津
大
神
と
謂
ふ
。
亦
云
は
く
、
其
の
追
ひ
し
き
し
を
以
て
、
道
敷
大
神
と
号
く
。
亦
、

其
の
黄
泉
坂
を
塞
げ
る
石
は
、
道
反
之
大
神
と
号
く
。
亦
、
塞
り
坐
す
黄
泉
戸
大
神
と
謂
ふ
。
故
、
其
の
所
謂
る
黄
泉
比
良
坂
は
、
今
、
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出
雲
国
の
伊
賦
夜
坂
と
謂
ふ
。

黄
泉
国
の
在
り
処
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
坂
本
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
と
、「
悉
く
坂
を
返
り
き
」
の
一
文
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。「
悉
く
坂
を
返
り
き
」
は
、卜
部
系
の
諸
本
に
従
っ
た
場
合
の
理
解
で
あ
る
が
、こ
の
文
中
の
「
坂
」
に
つ
い
て
は
、真
福
寺
本
に
「
攻
」

と
あ
り
、
伊
勢
系
諸
本
に
は
「
逃
」
と
あ
っ
て
、
一
定
し
な
い
。
卜
部
系
の
「
坂
を
返
り
き
」
で
理
解
す
る
場
合
、「
坂
本
」
と
い
う
表

現
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
坂
を
下
っ
て
追
い
か
け
て
き
た
黄
泉
軍
が
、
坂
を
上
っ
て
返
っ
た
と
い
う
位
置
関
係
と
な
る
。
つ
ま

り
、
黄
泉
国
は
坂
の
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ヨ
モ
ツ
ヒ
ラ
サ
カ
を
下
り
き
っ
た
坂
本
か
ら
返
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ヨ
モ
ツ
ヒ

ラ
サ
カ
自
体
は
黄
泉
国
側
に
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
坂
の
名
称
と
し
て
も
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
卜
部
系
諸
本
で
は
「
坂
よ
り
返
る
」

と
い
う
訓
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、「
坂
の
あ
る
場
所
か
ら
返
っ
た
」
と
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、「
坂
本
」
は
こ
れ
か
ら
上
る
場
所
に

位
置
す
る
場
合
に
使
用
す
る
語
で
あ
る
と
い
う
指
摘（

（
（

も
あ
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
こ
の
部
分
の
み
を
取
り
上
げ
て
黄
泉
国
の
位
置
づ
け
を

論
じ
る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

『
古
事
記
』
に
対
し
て
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
ヨ
モ
ツ
ヒ
ラ
サ
カ
」
の
記
載
が
見
え
る
と
こ
ろ
、
若
し
く
は
『
古
事
記
』
の
ヨ
モ

ツ
ヒ
ラ
サ
カ
の
場
面
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑳�

後
に
則
ち
伊
弉
冉
尊
、
亦
自
ら
来
追
で
ま
す
。
是
の
時
に
、
伊
弉
諾
尊
、
已
に
泉
津
平
坂
に
到
り
ま
す
。
一
に
云
は
く
、
伊
弉
諾

尊
、
乃
ち
大
樹
に
向
ひ
て
放
尿
ま
る
。
此
即
ち
巨
川
と
化
成
る
。
泉
津
日
狭
女
、
其
の
水
を
渡
ら
む
と
す
る
間
に
、
伊
弉
諾
尊
、
已

に
泉
津
平
坂
に
至
し
ま
し
ぬ
と
い
ふ
。
故
便
ち
千
人
所
引
の
磐
石
を
以
て
、
其
の
坂
路
に
塞
ひ
て
、
伊
弉
冉
尊
と
相
向
き
て
立
ち
て
、

遂
に
絶
妻
之
誓
建
す
。
時
に
、
伊
弉
冉
尊
の
曰
は
く
、「
愛
し
き
吾
が
夫
君
し
、
如
此
言
は
ば
、
吾
は
当
に
汝
が
治
す
国
民
、
日
に

千
頭
縊
り
殺
さ
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
伊
弉
諾
尊
、
乃
ち
報
へ
て
曰
は
く
、「
愛
し
き
吾
が
妹
し
、
如
此
言
は
ば
、
吾
は
当
に
日
に
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千
五
百
頭
産
ま
し
め
む
」
と
の
た
ま
ふ
。�

〔『
日
本
書
紀
』
神
代
上
五
段
一
書
六
〕

��
伊
弉
諾
尊
、
其
の
妹
を
見
ま
さ
む
と
欲
し
て
、
乃
ち
殯
斂
の
処
に
到
す
。・
・
・
時
に
、
道
の
辺
に
大
き
な
る
桃
の
樹
有
り
。
故
、

伊
弉
諾
尊
、
其
の
樹
の
下
に
隠
れ
て
、
因
り
て
其
の
実
を
採
り
て
、
雷
に
擲
げ
し
か
ば
、
雷
等
、
皆
退
走
き
ぬ
。�

〔
同
一
書
九
〕

��

其
の
妹
と
泉
平
坂
に
相
闘
ふ
に
及
り
て
、
伊
弉
諾
尊
の
曰
は
く
、・
・
・
時
に
泉
守
道
者
白
し
て
云
さ
く
、・
・
・�

〔
同
一
書
十
〕

『
日
本
書
紀
』
に
は
「
坂
本
」
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
⑳
の
一
書
六
で
は
、
坂
路
に
石
を
塞
ぐ
と
い
う
記
述
は
あ
る
も
の
の
、

坂
の
上
下
に
つ
い
て
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。「
一
云
」
の
、
大
樹
に
向
か
っ
て
放
尿
し
、
そ
れ
が
川
と
な
る
と
い
う
描
写
な
ど
か
ら

見
る
と
、
広
々
と
し
た
地
を
逃
走
し
て
い
る
観
が
あ
る
。
ま
た
、
�
の
一
書
九
で
は
「
道
の
辺
」
に
あ
っ
た
桃
の
樹
の
実
を
投
げ
つ
け
る

と
い
う
記
述
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
坂
の
上
下
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
古
事
記
』
の
場
合
、
先
述
の
通
り
、「
坂
本
」
と
い

う
表
現
が
あ
る
た
め
に
、
伊
耶
那
岐
命
は
そ
の
坂
を
上
っ
て
葦
原
中
国
に
還
る
の
か
、
そ
れ
と
も
下
っ
て
還
る
の
か
、
ま
た
黄
泉
軍
は
坂

を
上
っ
て
逃
げ
帰
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
下
っ
て
逃
げ
帰
っ
た
の
か
が
問
題
と
さ
れ
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
黄
泉
国
が
下
方
の
世
界
で
あ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
上
方
＝
山
の
世
界
で
あ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
は
ヨ
ミ
の
語
源
と
も
関
わ
っ
て
、
未
だ
定
説
を

見
な
い
状
況
で
あ
る
の
だ
が
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
坂
の
上
か
下
か
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
問
題
に
な
る
こ
と
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ミ
・
ヨ
モ
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
漢
語
「
黄
泉
」
と
、
和
語
「
ヨ
ミ
・
ヨ
モ
」
と
の
せ
め
ぎ
合
い
を
通

し
て
様
々
に
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
漢
語
「
黄
泉
」
を
重
視
す
る
場
合
、
そ
の
方
向
性
は
地
下
に
向
か
い
、
和
語
の
ヨ
ミ
・
ヨ
モ
の
語

源
が
山
で
あ
る
と
す
る
見
方
、
加
え
て
古
代
の
山
中
他
界
観
な
ど
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、
こ
れ
を
山
と
す
る
意
見
が
取
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、中
村
啓
信
が
論
じ
た
よ
う
に
漢
籍
に
見
る
「
黄
泉
」
は
単
な
る
地
下
で
は
な
く
、「
泰
山
」
と
繋
が
り（

（1
（

、土
屋
昌
明
も
論
じ
た
如
く
、

中
国
の
洞
天
世
界
と
も
関
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
っ
て（

（1
（

、
決
し
て
「
黄
泉
」
＝
地
下
世
界
と
い
っ
た
よ
う
な
、
単
純
な
も
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の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

『
古
事
記
』
神
話
の
世
界
観
を
考
え
る
た
め
に
は
、
地
理
的
環
境
も
視
野
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
鍵
と
な
る
の
が
、
神
話

の
中
に
含
ま
れ
る
地
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
も
触
れ
た
こ
と
だ
が
、
中
村
啓
信
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
五
段
一
書
五
に

お
い
て
が
伊
弉
冉
尊
が
「
熊
野
の
有
馬
村
」
に
葬
ら
れ
た
と
す
る
の
と
併
せ
て
「
比
婆
山
」
を
「
都
か
ら
見
た
国
の
果
て
る
と
こ
ろ
、
い

わ
ば
極
辺
の
象
徴
的
表
現
で
あ
る
」
と
し
、
こ
れ
を
黄
泉
国
へ
の
入
口
と
し
て
捉
え
た
上
で
、「
出
雲
と
黄
泉
は
重
ね
合
わ
せ
の
世
界
で

あ
り
、
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
」
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
出
雲
と
黄
泉
国
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
益
田
勝
実
が
次
の
よ
う
に
説
い
て

い
る（

（1
（

。

�

古
代
出
雲
で
は
、
中
心
部
か
ら
は
、
東
・
東
南
・
東
北
あ
る
い
は
西
北
な
ど
の
周
縁
に
あ
た
る
地
域
の
地
下
を
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
・
ヨ
ミ

と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
現
に
生
き
て
い
る
人
た
ち
の
地
上
世
界
を
と
り
ま
い
て
、周
縁
地
域
の
地
下
に
、中
心
か
ら
は
「
四

方
つ
国
」
と
呼
ば
れ
る
死
者
た
ち
の
霊
が
住
む
世
界
が
観
念
上
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
中
心
と
周
縁
の
同
心
円
的
世
界
観
は
、

い
っ
て
み
れ
ば
、
生
者
の
中
華
思
想
だ
ろ
う
が
、
ど
う
も
そ
う
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
く
て
は
、
黄
泉
が
な
ぜ
日
本
語

で
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
な
の
か
が
解
け
な
い
。「
黄
泉
国
」
の
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
も
、
四
方
つ
国
の
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
も
、「
モ
」
は
同
じ
く
乙
類
の
仮

名
で
表
わ
さ
れ
る
「
モ
」
で
あ
る
か
ら
、
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
の
語
源
を
「
四
面
つ
国
」
へ
遡
っ
て
い
く
こ
と
は
、
支
障
あ
る
ま
い
。

益
田
は
、
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
を
四
方
ツ
国
と
し
て
捉
え
、
そ
も
そ
も
が
出
雲
世
界
に
お
い
て
周
縁
を
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
と
し
て
捉
え
る
観
念
を
有

し
て
い
た
と
こ
ろ
に
そ
の
元
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
そ
の
周
縁
の
一
つ
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
記
事
が
あ
る
。

��

即
ち
、
北
の
海
浜
に
礒
あ
り
。
脳
の
礒
と
名
づ
く
。
高
さ
一
丈
ば
か
り
な
り
。
上
に
松
生
ひ
、
芸
り
て
礒
に
至
る
。
里
人
の
朝
夕
に

往
来
へ
る
が
如
く
、又
、木
の
枝
は
人
の
攀
ぢ
引
け
る
が
如
し
。
礒
よ
り
西
の
方
に
窟
戸
あ
り
。
高
さ
と
広
さ
と
各
六
尺
ば
か
り
な
り
。
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窟
の
内
に
穴
あ
り
。
人
、入
る
こ
と
を
得
ず
。
深
き
浅
き
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
夢
に
此
の
礒
の
窟
の
辺
に
至
れ
ば
必
ず
死
ぬ
。
故
、俗
人
、

古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
黄
泉
の
坂
・
黄
泉
の
穴
と
号
く
。�

〔『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
宇
賀
郷
〕

右
の
例
は
黄
泉
国
地
下
世
界
説
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
を
出
雲
世
界
に
お
け
る
周
縁
に
位
置
す
る
場
所
と
し

て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
地
下
で
あ
る
の
か
、
山
上
で
あ
る
の
か
は
あ
ま
り
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
益
田
は
ヨ
モ
ツ
ヒ
ラ
サ
カ
に
つ
い

て
論
じ
る
中
で
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る（

（1
（

。

�

ヨ
モ
ツ
ヒ
ラ
サ
カ
は
、
当
時
の
観
念
と
し
て
は
、
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
が
高
く
、
人
間
界
が
低
い
関
係
で
、
山
中
の
地
下
か
ら
地
上
へ
下
っ

て
く
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。

「
山
中
の
地
下
」
と
い
う
表
現
は
良
く
黄
泉
国
の
位
置
づ
け
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
黄
泉
＝
ヨ
ミ
・
ヨ
モ
は
そ
れ
自
体
が
山

中
か
地
下
か
と
い
っ
た
こ
と
を
限
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
の
住
む
世
界
か
ら
離
れ
た
、
異
界
へ
と
通
じ
る
辺
境
の
地
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
先
の
黄
泉
坂
・
黄
泉
穴
は
、
そ
れ
が
「
海
辺
の
地
下
」
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
山
折
哲
雄
は
、
益
田

勝
実
の
説
を
受
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る（

（1
（

。

�

さ
き
に
益
田
勝
実
の
説
を
引
い
て
、
古
代
出
雲
に
お
け
る
黄
泉
国
が
す
な
わ
ち
「
四
方
つ
国
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
注
目
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
大
和
の
地
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
構
図
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
あ
る
。
し
か

も
そ
の
「
四
方
つ
国
」
が
中
心
の
平
野
部
よ
り
高
く
隆
起
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、益
田
の
い
う
よ
う
に
「
山
中
の
地
下
か
ら
、

地
上
へ
下
っ
て
く
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
成
立
す
る
の
も
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
モ
＝
四
方
と
い
う
語
源
説
が
認
め
ら
れ
得
る
か
否
か
、
今
回
は
そ
れ
を
検
証
す
る
に
は
到
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
四
方
説
が
認

め
ら
れ
れ
ば
と
い
う
限
定
付
き
で
は
あ
る
の
だ
が
、
山
折
哲
雄
の
い
う
よ
う
に
、
大
和
の
四
方
、
出
雲
の
四
方
は
い
ず
れ
も
黄
泉
国
と
し
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て
観
念
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、『
古
事
記
』
の
神
話
世
界
は
、大
和
を
中
心
地
と
し
て
葦
原
中
国
を
定
位
す
る
。

そ
し
て
大
和
の
香
山
を
中
心
と
す
る
地
か
ら
見
て
大
き
く
周
縁
の
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
出
雲
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
出
雲
自
体
が
大
和
と
同
じ
く
、
周
縁
に
黄
泉
世
界
を
持
つ
地
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か（

（1
（

。

お
わ
り
に

『
古
事
記
』
は
、
神
・
天
皇
・
人
の
生
と
死
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
今
回
は
そ
の
ほ
ん
の
一
部
を
、

し
か
も
大
ま
か
に
捉
え
て
み
た
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
天
皇
に
つ
い
て
は
、「
崩
」
の
訓
義
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
昇
天

と
歴
代
天
皇
の
「
崩
」
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
な
ど
、
考
え
る
べ
き
点
は
多
分
に
あ
る
。

ま
た
、『
古
事
記
』
の
世
界
構
造
は
現
実
の
地
名
を
神
話
世
界
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
。
今
回

は
そ
の
一
端
を
黄
泉
国
神
話
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
今
後
更
に
検
討
を
重
ね
て
行
き
た
い
。

註

（
１
）�

以
下
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』「
風
土
記
」
の
本
文
・
訓
読
文
の
引
用
は
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

（
2
）�

「
古
事
記
伝
三
十
之
巻
」『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
三
月
。

（
3
）�

中
西
進
『
古
事
記
を
読
む
１
天
つ
神
の
世
界
』
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
十
一
月
。

（
4
）�

砂
入
恒
夫
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
の
成
立
に
関
す
る
試
論
―「
言
向
和
平
」
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
の
研
究
』
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近
代
文
藝
社
、
一
九
八
三
年
二
月
。
尾
畑
喜
一
郎
「
原
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
物
語
を
め
ぐ
っ
て
―
民
俗
と
歴
史
の
視
点
か
ら
―
」『
上
代
文
学
』

五
十
六
号
、
一
九
八
六
年
四
月
な
ど
。

（
5
）�
山
路
平
四
郎
『
記
紀
歌
謡
評
釈
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
九
月
。

（
6
）�
青
木
周
平
は
、「「
天
の
香
具
山
」
は
天
皇
家
に
と
っ
て
重
要
な
山
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
倭
建
命
が
そ
の
代
表
と
し
て
自
ら
名
告
り
を

あ
げ
た
表
現
と
し
て
う
け
と
る
こ
と
も
出
来
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
但
し
「
さ
渡
る
鵠
」
に
つ
い
て
は
、
美
夜
受
比
売
を
暗
示
し
て
い
る
と

説
く
（「〈
日
の
御
子
〉
像
と
歌
、
倭
建
命
」『
古
代
文
学
の
歌
と
説
話
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）。

（
7
）�

中
村
啓
信
『
新
・
古
事
記
物
語
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
七
年
九
月
。

（
8
）�

青
木
周
平
「
伊
耶
那
美
命
化
成
の
表
現
」『
古
事
記
研
究
―
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
―
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
四
年
十
二
月
。

（
9
）�

吉
野
政
治
「「
黄
泉
比
良
坂
の
坂
本
」―
黄
泉
国
の
在
所
に
つ
い
て
―
」『
古
事
記
年
報
』
四
十
一
号
、
一
九
九
九
年
一
月
。

（
10
）�

「
坂
返
り
き
」
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
學
』
第
二
号
、「
古
事
記
注
釈
（
十
一
）
黄
泉
国
②
」
の
参
照
を
乞
う
。
な
お
、
そ
こ
で
は
中
村

啓
信
『
新
版
古
事
記
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
の
「

）
き
返
し
き
」
の
本
文
・
訓
を
採
用
し
た
。

（
11
）�

中
村
啓
信
「「
黄
泉
」
に
つ
い
て
」『
古
事
記
年
報
』
三
十
六
号
、
一
九
九
三
年
一
月
。
後
、『
古
事
記
の
本
性
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年

一
月
所
収
。

（
12
）�

土
屋
昌
明
「
黄
泉
国
と
道
教
の
洞
天
思
想
」『
古
事
記
年
報
』
五
十
八
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
。

（
13
）�

益
田
勝
実

古
典
を
読
む
『
古
事
記
』
一
九
八
四
年
一
月
、
岩
波
書
店
。

（
14
）�

注
（
13
）
益
田
勝
実
前
掲
書
。

（
15
）�

山
折
哲
雄
「
神
話
に
現
れ
た
世
界
像
」『
死
の
民
俗
学
―
日
本
人
の
死
生
観
と
葬
送
儀
礼
―
』
一
九
九
〇
年
五
月
、
岩
波
書
店
。

（
16
）�

『
古
事
記
』
神
話
に
お
い
て
実
際
に
ヤ
マ
ト
の
地
が
舞
台
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
ヤ
マ
ト
を
中
心
と
し
て
捉
え
る
点
に
は
異

論
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
国
主
神
の
国
作
り
が
ヤ
マ
ト
の
神
を
祀
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
と
い
う
展
開
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
舞
台

と
は
な
ら
な
く
と
も
、
中
心
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
。
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平
成
二
十
八
年
一
月
二
三
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
盤
松
ホ
ー
ル
に
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
葬
送
の
神
話
―
東
ア
ジ
ア
の
他
界
観
と
『
古
事
記
』」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
は
じ
め
に
鮑
江
氏
（
中
国
社

会
科
学
院
社
会
学
研
究
所
研
究
員
）
に
よ
る
基
調
講
演
「
俄
亜
ナ
シ
族
の
宇
宙
観
と
ト
ン
バ
教
儀
式
『
開
路
』」、
お
よ
び
同
氏
の
撮
影
に

な
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
『
開
路
』
の
上
映
が
行
わ
れ
た
。
鮑
江
氏
は
、
中
国
西
南
部
に
居
住
す
る
ナ
シ
族
（
納
西
族
）
の
宗
教
・

文
化
を
対
象
と
し
て
人
類
学
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
研
究
者
で
あ
り
、
自
身
も
雲
南
省
麗
江
市
出
身
の
ナ
シ
族
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
か

ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
、
鮑
江
氏
は
四
川
省
凉
山
イ
族
自
治
州
木
里
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
県
俄
亜
ナ
シ
族
郷
に
お
い
て
長
期
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ
の
後
も
ナ
シ
族
の
宗
教
文
化
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
俄
亜
ナ
シ
族
郷
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

と
し
て
有
名
な
麗
江
旧
市
街
か
ら
遠
く
離
れ
、
現
在
で
も
交
通
が
極
め
て
不
便
な
土
地
で
、
一
般
の
ナ
シ
族
に
も
そ
の
実
態
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
俄
亜
の
ナ
シ
族
に
は
、
麗
江
の
ナ
シ
族
に
は
も
は
や
見
ら
れ
な
い
、
ナ
シ
族
の
神
話
や
独
特
の
世
界
観
を
含
む
ト
ン
バ

教
の
伝
統
が
、
現
在
で
も
保
持
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
映
像
人
類
学
者
で
も
あ
る
鮑
江
氏
は
、
こ
れ
ら
当
地
の
貴
重
な
映
像
を
撮
影
し

て
き
た
。

鮑
江
氏
の
講
演
と
映
像
上
映
の
後
、
立
石
謙
次
氏
（
東
海
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
、
白
族
研
究
）、
谷
口
雅
博
氏
（
本
学
文
学
部
日
本

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
四

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
討
議
総
括

黒
澤

直
道
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文
学
科
、上
代
文
学
研
究
）
に
よ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
報
告
が
行
わ
れ
、さ
ら
に
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
古
事
記
を
と
り
ま
く
東
ア
ジ
ア
の
他
界
観
、

自
然
観
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
討
議
が
行
わ
れ
た
。
討
議
の
司
会
は
黒
澤
直
道
（
本
学
文
学
部
外
国
語
文
化
学
科
、
ナ
シ
族
研
究
）
が
行
い
、

通
訳
は
曹
咏
梅
氏
（
本
学
文
学
部
兼
任
講
師
、
上
代
文
学
研
究
）
が
担
当
し
た
。
以
下
に
討
議
の
内
容
を
概
述
す
る
。

討
議
に
お
い
て
最
初
に
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
、
鮑
江
氏
の
示
し
た
ナ
シ
族
の
垂
直
的
な
宇
宙
観
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
古
事
記
に

お
け
る
「
黄
泉
の
国
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
も
対
比
さ
れ
よ
う
。
ま
ず
、
司
会
者
よ
り
鮑
江
氏
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

ナ
シ
族
の
学
者
な
ど
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
き
た
「
祖
先
の
土
地
は
北
方
に
あ
り
、
死
者
の
魂
は
北
方
の
故
地
に
帰
る
」
と
い
う
水
平
的

な
他
界
観
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
鮑
江
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
ナ
シ
族
の
住
ん
で
い
る
中
国
の
西
南
部
に
は
多
数
の
民
族
が
居
住
し
、
か
つ
古
く
か
ら

そ
れ
ら
が
東
西
南
北
に
移
住
を
繰
り
返
し
て
き
た
た
め
、
周
辺
民
族
と
の
相
互
の
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
の
中
で
、
俄
亜
の
ナ
シ
族

に
ト
ン
バ
教
の
伝
統
が
良
く
保
持
さ
れ
て
き
た
の
は
か
な
り
特
殊
な
状
況
で
あ
る
。
ト
ン
バ
教
の
経
典
に
見
ら
れ
る
神
話
や
宇
宙
観
と
、

現
実
の
地
理
空
間
は
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
一
部
の
学
者
は
、
ナ
シ
族
の
神
話
や
経
典
に
見
ら
れ
る
移
住
の
経
路
と
現
実

の
地
理
空
間
を
結
び
つ
け
る
考
察
を
行
っ
て
き
た
が
、
個
人
的
に
は
こ
う
し
た
方
法
に
は
あ
ま
り
賛
同
で
き
な
い
。
こ
こ
に
示
し
た
垂
直

的
な
宇
宙
観
は
、
俄
亜
ナ
シ
族
の
ト
ン
バ
教
の
儀
式
を
通
し
て
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
俄
亜
の
ナ
シ
族
が
、
ナ
シ
族
全
て
を

代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
麗
江
市
の
南
に
位
置
す
る
大
理
市
を
中
心
と
し
て
居
住
す
る
ペ
ー
族
（
白
族
）
を
研
究
す
る
立
石
謙
次
氏
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
ペ
ー
族
の
場
合
、
世
界
観
と
し
て
は
中
国
の
も
の
が
使
わ
れ
る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
形
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
漢

民
族
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ペ
ー
族
の
祖
先
は
イ
ン
ド
か
ら
来
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ペ
ー
族
の
先
祖
が
漢
字
を
持
ち
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始
め
る
過
程
で
、
漢
民
族
の
文
化
で
あ
る
漢
字
を
用
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
漢
民
族
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
出
て

き
た
言
説
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
の
文
化
理
解
は
か
な
り
中
国
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
、「
ペ
ー
族
」
と
い
う
概
念

自
体
が
で
き
た
の
が
一
九
四
九
年
の
建
国
以
降
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
「
民
家
」（
民
間
の
人
た
ち
と
い
う
意
味
）
と
呼
ば
れ
、

自
ら
を
漢
民
族
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
建
国
以
降
の
民
族
識
別
に
お
い
て
否
定
さ
れ
、
漢
民
族
と
は
異
な
る
「
ペ
ー
族
ら
し
さ
」
と

い
う
も
の
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
谷
口
雅
博
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
ナ
シ
族
の
世
界
観
と
古
事
記
の
比
較
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
総
合

的
な
考
察
を
必
要
と
す
る
。
垂
直
的
・
水
平
的
な
世
界
観
と
い
う
点
で
は
、
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、
海
の
彼
方
に
異
界
が
あ

る
と
い
う
水
平
的
な
世
界
観
が
生
ま
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
南
洋
諸
島
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
南
方
系
の

神
話
に
は
、
水
平
的
な
考
え
方
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
逆
に
北
方
系
、
特
に
朝
鮮
半
島
の
神
話
に
は
降
臨
思
想
が
あ
り
、
垂
直
的
な
要
素

が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
日
本
は
こ
の
よ
う
な
様
々
な
要
素
が
複
合
的
に
融
合
し
て
、
古
事
記
の
神
話
な
ど
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
鮑
江
氏
よ
り
神
話
・
経
典
の
宇
宙
観
と
現
実
空
間
の
世
界
観
は
異
な
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
古
事
記
と
い
う
の
は
ま

さ
に
書
か
れ
た
神
話
の
世
界
で
あ
り
、
現
実
世
界
の
宇
宙
観
・
世
界
観
と
イ
コ
ー
ル
で
な
い
の
は
間
違
い
な
い
。
現
実
空
間
の
世
界
で
は

海
の
彼
方
に
あ
っ
た
り
、
山
の
中
に
あ
っ
た
り
す
る
も
の
が
、
こ
れ
を
文
字
で
書
き
表
し
て
ゆ
く
と
、「
黄
泉
」
と
い
う
文
字
を
当
て
は

め
て
ゆ
く
こ
と
で
、世
界
観
が
変
質
し
て
ゆ
く
。
漢
語
の
「
黄
泉
」
の
意
味
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、地
下
世
界
的
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ
き
、

単
な
る
地
下
で
も
な
く
、
単
な
る
山
で
も
な
い
、
複
合
的
な
世
界
観
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
仏
教

思
想
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
地
獄
と
も
結
び
つ
い
て
、
日
本
的
な
観
念
が
出
来
上
が
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。

次
に
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
、
ナ
シ
族
に
お
け
る
自
然
界
の
主
宰
者
「
シ
（sheeq
）」
で
あ
る
。
鮑
江
氏
の
示
し
た
ナ
シ
族
の
宇
宙
観
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に
お
い
て
、「
シ
」
は
人
間
と
同
じ
中
間
界
に
属
し
、
文
化
／
自
然
の
対
立
に
お
い
て
人
間
と
対
置
し
て
お
り
、
さ
ら
に
人
間
の
住
む
文

化
世
界
を
包
括
す
る
中
間
界
の
主
宰
者
と
し
て
の
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
シ
族
の
ト
ン
バ
教
に
お
け
る
「
シ
」
の
儀

礼
は
か
な
り
発
達
し
て
い
る
。
司
会
者
よ
り
鮑
江
氏
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
シ
」
の
存
在
は
、
中
国
の
諸
民
族
の
中
で
は
特
殊
な
も

の
な
の
か
、
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
鮑
江
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
確
か
に
ト
ン
バ
教
に
お
け
る
「
シ
」
の
概
念
は
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
他
の
文
化

体
系
に
お
い
て
こ
れ
に
相
当
す
る
言
葉
が
見
い
だ
せ
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
ナ
シ
語
の
「
シ
」（
も
し
く
は
他
の
ナ
シ
語
の
方
言
に
お
け

る
「
シ
ュ
」）
と
い
う
名
称
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
き
た
。「
シ
」
と
中
国
の
龍
や
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ガ
と
の
関
連
を
考
え
る
学
者
も
い
る
が
、

こ
う
し
た
方
法
は
、も
と
も
と
そ
れ
が
存
在
す
る
文
化
体
系
か
ら
、そ
れ
だ
け
を
取
り
出
し
て
行
っ
た
表
面
的
な
比
較
に
過
ぎ
な
い
。「
シ
」

を
理
解
す
る
に
は
、
ト
ン
バ
教
の
儀
礼
の
体
系
の
中
で
、
そ
の
意
味
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
言
え
ば
、「
シ
」
は

や
は
り
独
特
の
存
在
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ナ
シ
族
の
隣
人
と
言
え
る
チ
ベ
ッ
ト
族
、
特
に
四
川
・
雲
南
（
チ
ベ
ッ
ト
人
の
観
念
に
お
け
る

カ
ム
地
域
＝
東
チ
ベ
ッ
ト
）
の
チ
ベ
ッ
ト
族
に
お
い
て
は
、
仏
教
信
仰
の
他
に
、
神
山
へ
の
信
仰
も
根
強
い
。
し
か
し
ナ
シ
族
の
ト
ン
バ

教
で
は
「
シ
」
は
総
合
的
な
概
念
で
あ
り
、
山
の
主
宰
者
で
あ
る
と
同
時
に
水
の
主
宰
者
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
点
は
異
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、司
会
者
よ
り
立
石
氏
に
対
し
て
、ペ
ー
族
の「
本
主
信
仰
」で
は
、本
来
人
間
で
あ
っ
た
英
雄
な
ど
が
祭
ら
れ
て
お
り
、

あ
ま
り
異
界
と
は
関
連
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
点
、ナ
シ
族
と
は
か
な
り
対
照
的
で
は
な
い
か
、と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

立
石
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

ペ
ー
族
の
「
本
主
信
仰
」
に
お
い
て
は
、
確
か
に
時
に
山
を
信
仰
し
た
り
、
湖
を
神
様
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
ペ
ー
族
は
そ

れ
ほ
ど
独
自
に
世
界
全
体
の
構
成
原
理
を
考
え
た
り
、
あ
る
い
は
言
語
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
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れ
を
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
そ
こ
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
中
国
の
道
教
的
世
界
観
や
、
儒
教
の
理
気
二
元
論
な
ど
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
こ
の
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
信
仰
の
中
で
最
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
の
は
歴
史
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
大
理
の
人
々
は
な
ぜ
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
時
に
は
、
唐
の

時
代
、
五
台
山
か
ら
降
り
て
き
て
、
西
か
ら
来
た
観
音
様
が
そ
こ
に
い
た
鬼
を
や
っ
つ
け
て
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
土
地
を
作
っ
て
く
れ

た
、
と
考
え
る
。
そ
こ
で
は
唐
の
時
代
と
い
う
風
に
、
時
代
を
は
っ
き
り
と
区
切
っ
て
い
て
、
か
な
り
歴
史
的
な
考
え
方
を
と
る
。
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
が
何
を
し
た
か
、
と
い
う
の
を
は
っ
き
り
と
伝
説
と
し
て
書
く
。
現
地
で
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
こ
こ
で
は
観
音
様
が
下
り

て
き
た
、こ
こ
で
は
こ
の
神
様
が
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
、と
い
う
の
が
必
ず
村
の
中
に
実
感
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

個
別
的
な
神
様
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
世
界
全
体
の
構
成
原
理
や
、
究
極
的
な
存
在
と
し
て
の
神
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
ペ
ー
族
の

中
で
言
語
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。

ナ
シ
族
の
「
シ
」
の
信
仰
に
関
連
し
て
、
谷
口
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
シ
」
は
、
日
本
神
話
的
に
言
え
ば
、
地
上
の
神
の
よ

う
な
感
じ
が
す
る
。
日
本
神
話
で
の
地
上
の
神
と
人
と
の
関
係
は
、
ま
さ
に
ナ
シ
族
に
お
け
る
「
シ
」
と
人
の
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

依
存
・
共
存
、
緊
張
関
係
に
近
い
感
じ
が
す
る
。
日
本
神
話
の
中
で
は
、
確
か
に
自
然
に
は
こ
と
ご
と
く
神
が
宿
る
と
い
う
ふ
う
に
は
な
っ

て
い
る
が
、
神
と
し
て
表
す
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
に
名
前
を
付
け
て
、
例
え
ば
蛇
に
ヤ
ト
ノ
カ
ミ
と
い
う
名
前
を
付
け
た
り
し
て
、
新
田

開
発
の
時
に
妨
害
に
訪
れ
る
ヤ
ト
ノ
カ
ミ
を
退
治
し
、
人
と
神
の
境
界
線
を
定
め
て
、
そ
こ
に
杖
を
立
て
る
、
な
ど
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
神
と
人
と
の
関
係
と
、「
シ
」
と
人
の
関
係
は
近
い
よ
う
な
気
も
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
シ
」
の
よ
う
な
体
系

的
な
も
の
は
、
や
は
り
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
二
つ
の
テ
ー
マ
を
巡
る
討
議
の
後
、
会
場
か
ら
は
、
日
本
の
神
話
や
信
仰
の
世
界
で
は
、
人
間
世
界
と
神
あ
る
い
は
死
者
の
世
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界
は
往
来
が
可
能
で
あ
り
、
隔
絶
し
た
世
界
と
し
て
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ナ
シ
族
の
場
合
は
ど
う
な
の
か
、
ま
た
、
火
葬
以
外
に

土
葬
な
ど
は
あ
っ
た
の
か
、
火
葬
し
た
後
の
遺
骨
は
ど
う
す
る
の
か
、
な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。

鮑
江
氏
は
こ
れ
に
対
し
、
ナ
シ
族
の
異
界
に
つ
い
て
も
頻
繁
な
往
来
の
観
念
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
現
在
、
俄
亜
の
ナ
シ
族
で
は
、
火

葬
の
後
の
遺
灰
は
持
ち
帰
っ
て
人
の
目
に
付
か
な
い
場
所
に
隠
し
て
お
く
が
、
か
つ
て
葬
礼
は
二
度
あ
り
、
二
度
目
の
葬
礼
の
時
に
は
、

遺
灰
を
高
い
山
の
中
の
洞
窟
な
ど
に
し
ま
っ
て
い
た
、
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
麗
江
の
ナ
シ
族
は
か
つ
て
漢
民
族
の
影
響
に
よ
り
、
火
葬

が
土
葬
に
変
え
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
、
と
も
述
べ
た
。

以
上
の
内
容
を
以
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
討
議
を
終
了
し
た
。
古
事
記
を
含
む
神
話
の
国
際
的
な
比
較
に
は
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

り
得
る
が
、
神
話
の
構
成
要
素
や
モ
チ
ー
フ
な
ど
に
つ
い
て
広
い
地
域
を
対
象
と
し
て
比
較
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
神
話
を
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
信
仰
体
系
の
中
で
捉
え
た
上
で
、
そ
の
世
界
観
・
宇
宙
観
を
他
の
地
域
と
比
較
す
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

自
身
も
ナ
シ
族
で
あ
り
、
か
つ
ト
ン
バ
教
の
信
仰
が
極
め
て
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
俄
亜
ナ
シ
族
郷
に
お
い
て
長
期
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
っ
て
き
た
鮑
江
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
ナ
シ
族
の
宇
宙
観
を
、
古
事
記
の
世
界
観
と
比
較
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
、
ナ
シ
族
の
極
め
て
近
く
に
居
住
し
な
が
ら
、
漢
民
族
の
影
響
を
深
く
受
け
た
ペ
ー
族
の
事
例
は
、
も
う
一

つ
の
参
照
点
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

      





162『古事記』における「海原」の意義

※
１�

厳
密
に
は
本
書
の「
日
神
」は「
大
日
孁
貴
」と
い
う
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、他
に「
一
書
に
云
は
く
」と
し
て「
天
照
大
神
」「
天
照
大
日
孁
尊
」

の
名
称
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
は「
固
有
名
が『
天
照
大
神
』に
定
着
し
て
い
な
い
状
態
」を
示
し
て
い
る
と
い
う（
西
條
勉「
ア

マ
テ
ラ
ス
大
神
と
皇
祖
神
の
誕
生
」『
古
事
記
と
王
家
の
系
譜
学
』
笠
間
書
院
、
平
17
・
11
）。
日
神
か
ら
天
照
大
御
神
へ
と
変
遷
す
る
過
渡

的
な
様
相
を
示
す
名
称
・
注
記
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

※
２�

本
文
は
「
其そ

の
父ち

ち

母は
は

二
ふ
た
は
し
ら
の

神か
み

、
素
戔
嗚
尊
に
勅

み
こ
と
の
り

し
た
ま
は
く
、『
汝な

れ

甚は
な
は

だ
無あ

づ

道き
な

し
。
以
ち
て
宇あ

め
の

宙し
た

に
君き

臨み

た
る
べ
か
ら
ず
。
固も

と

当よ
り

遠と
ほ

く
根ね

の

国く
に

に
適ま

か

れ
』
と
の
り
た
ま
ひ
、
遂つ

ひ

に
逐や

ら

ひ
た
ま
ふ
。」
と
あ
る
。「
根
国
」
が
現
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
統
治
領
域
と
は
読
み
取
り
が
た

い
た
め
「
な
し
」
と
し
た
。

右
表
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
天
照
系
は
伊
耶
那
岐
神
一
柱
に
よ
る
子
生
み
が
な
さ
れ
、
日
神
系
は
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
神
二
柱

に
よ
っ
て
子
生
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
火
神
生
み
に
端
を
発
す
る
伊
耶
那
美
神
の
死
・
黄
泉
国
訪
問
譚
の
有
無
と
い
う
大
き

な
展
開
上
の
相
違
と
重
な
っ
て
お
り
、
神
名
表
記
に
よ
る
区
分
が
ま
さ
に
「
―
系
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
貴
子
が
統
治
を
命
じ
ら
れ
る
三
つ
の
領
域
に
注
目
す
る
と
、
天
照
系
と
日
神
系
で
は
次
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
。

（1）
「
高
天
原
（
高
天
之
原
）」
は
天
照
系
に
の
み
見
ら
れ
る
。

（2）
「
海
原
（
滄
海
原
・
滄
海
之
原
）」
は
天
照
系
に
の
み
見
ら
れ
る
。

（3）
「
根
国
」
は
日
神
系
に
の
み
見
ら
れ
る（

（
（

。

（1）
に
は
中
村
啓
信
氏（

（
（

の
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
高
天
原
は
一
書
に
の
み
見
ら
れ
る
用
例
で
あ
り
、
神
話
世

界
と
し
て
の
確
立
は
『
古
事
記
』
独
自
の
要
素
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
青
木
周
平
氏（

（
（

は
、
同
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で

（2）
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
。
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�「

高
天
原
」
世
界
観
の
確
立
が
『
古
事
記
』
に
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、『
日
本
書
紀
』
の
天
照
系
諸
伝
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
て
言
い

得
る
こ
と
は
、「
高
天
原
」
を
中
心
と
し
た
神
話
秩
序
の
確
立
の
中
で
、「
海
原
」
は
統
治
空
間
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

二
系
統
を
区
分
す
る
指
標
と
な
る
天
照
大
御
神
と
い
う
神
格
が
、
日
神
→
大
日
孁
尊
→
天
照
大
御
神
と
い
う
変
遷
を
経
て
い
る
こ
と
は

多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
変
遷
が
神
話
体
系
の
整
序
過
程
と
対
応
す
る
と
す
れ
ば
、「
海
原
」
も
ま
た
、
な

ぜ
天
照
系
に
お
い
て
統
治
領
域
と
し
て
現
れ
て
く
る
の
か
を
さ
ら
に
問
う
余
地
が
あ
ろ
う
。
以
下
本
稿
で
は
『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
に

焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
意
義
と
統
治
領
域
と
し
て
の
確
立
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

二

「
海
原
」
の
用
例
と
先
行
説
の
検
討

「
海
原
」
に
考
察
を
加
え
る
に
あ
た
っ
て
、
問
題
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ま
ず
西
郷
信
綱
氏
の
指
摘
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
西

郷
氏
は
『
古
事
記
注
釈
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

�

そ
れ
に
し
て
も
、こ
こ
に
「
海
」
で
は
な
く
「
海
原
」
を
治
め
よ
と
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
海
に
は
す
で
に
海
神
ワ
タ
ツ
ミ
が
い
る
。（
中

略
）
古
事
記
に
つ
い
て
い
え
ば
、高
天
の
原0

と
来
た
か
ら
海
原0

と
応
じ
た
ま
で
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
な
い
も
っ

と
深
い
意
味
が
こ
こ
に
は
あ
り
そ
う
だ
。

西
郷
氏
は
右
の
問
い
に
対
し
て
、
大
祓
祝
詞
の
「
大
海
原
」
と
の
対
応
を
説
い
て
い
る
。
罪
を
放
ち
や
る
領
域
と
し
て
の
「
海
原
」
と

い
う
理
解
は
、
須
佐
之
男
命
を
「
罪
の
化
身
」
と
捉
え
る
解
釈
へ
と
展
開
し
て
お
り
、「
海
原
」
の
理
解
が
須
佐
之
男
命
の
神
格
の
規
定

に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て
示
唆
的
な
指
摘
で
あ
る
が
、
大
祓
祝
詞
と
の
関
連
づ
け
は
い
ま
少
し
検
討
を
要
す
る
と
思
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わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
右
の
意
味
づ
け
は
、『
古
事
記
』
に
他
に
四
例
見
ら
れ
る
「
海
原
」
の
検
討
を
経
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
古

事
記
』
に
お
け
る
「
海
原
」
の
用
例
を
次
に
挙
げ
る
。

１
．
次
に
、
建た

け

速は
や

須す

佐さ

之の

男を
の

命み
こ
と

に
詔

の
り
た
ま

ひ
し
く
、「
汝な

が
命み

こ
と

は
、
海う

な

原は
ら

を
知
ら
せ
」
と
、
事こ

と

依よ

し
き
。�

（
上
巻
・
三
貴
子
の
分
治
）

２�

．
是こ

こ

に
、
海う

み

の
神
の
女む

す
め

豊と
よ

玉た
ま

毘び

売め
の

命み
こ
と

、
自み

づ
か

ら
参ま

ゐ
出い

で
て
白ま

を

し
し
く
、「
妾あ

れ

は
、
已す

で

に
妊は

身ら

み
ぬ
。
今
、
産う

む
時
に
臨の

ぞ

み
て
、

此こ
れ

を
念お

も

ふ
に
、
天あ

ま

つ
神か

み

の
御み

子こ

は
、
海う

な

原は
ら

に
生
む
べ
く
あ
ら
ず
。
故
、
参ま

ゐ
出い

で
到い

た

れ
り
」
と
ま
を
し
き
。

�

（
上
巻
・
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
誕
生
）

３�

．
故か

れ

、
御み

毛け

沼ぬ
の

命み
こ
と

は
、
浪な

み

の
穂ほ

を
跳ふ

み
て
常と

こ

世よ
の

国く
に

に
渡わ

た

り
坐ま

し
、
稲い

な

氷ひ
の

命み
こ
と

は
、
妣は

は

の
国
と
為し

て
、
海う

な

原は
ら

に
入い

り
坐ま

し
き
。

�

（
上
巻
・
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
系
譜
）

４�

．
爾し

か

く
し
て
、
其
の
御
子
、
一ひ

と

宿よ

、
肥ひ

長な
が

比ひ

売め

に
婚あ

ひ
き
。
故か

れ

、
窃ひ

そ

か
に
其
の
美を

と
め人

を
伺う

か
か

へ
ば
、
蛇へ

み

な
り
。
即す

な
は

ち
、
見み

畏か
し
こ

み
て

遁に逃
げ
き
。
爾
く
し
て
、其
の
肥
長
比
売
、患う

れ

へ
て
、海う

な

原は
ら

を
光て

ら

し
て
船
よ
り
追
ひ
来き

つ
。
故
、
益ま

す
ま

す
見み

畏か
し
こ

み
て
、山
の
た
わ
よ
り
、

御み

船ふ
ね

を
引ひ

き
越こ

し
て
、
逃
げ
上の

ぼ

り
行ゆ

き
き
。�

（
垂
仁
記
）

５�

．
故か

れ

、
備つ

ぶ

さ
に
教を

し

へ
覚さ

と

し
し
が
如ご

と

く
、
軍い

く
さ

を
整と

と
の

へ
船ふ

ね

を
双な

ら

べ
て
、
度わ

た

り
幸い

で
ま

し
し
時
に
、
海う

な

原は
ら

の
魚う

を

、
大お

ほ

き
小ち

ひ
さ

さ
き
を
問
は
ず
、

悉
こ
と
ご
と

く
御み

船ふ
ね

を
負お

ひ
て
渡わ

た

り
き
。�

（
仲
哀
記
）

右
が
『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
の
全
用
例
で
あ
る
。「
海
」
と
比
べ
て
明
ら
か
に
少
数
で
あ
り
、
西
郷
氏
が
説
く
よ
う
に
「
海
原4

」
と

あ
る
点
に
は
「
海
」
と
は
異
な
る
意
味
が
存
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
海
原
」
に
対
す
る
理
解
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
従
来
の
「
海
原
」
の
理
解
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
考
え

方
が
と
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
原
」
を
語
構
成
に
持
つ
点
に
注
目
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
主
に
諸
注
釈
書
が
こ
の
立
場
か
ら
「
海
原
」
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の
語
義
を
論
じ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
文
脈
の
検
討
か
ら
「
海
原
」
の
意
味
を
考
察
す
る
方
法
で
あ
り
、
管
見
で
は
次
の
四
つ
の
論
考
が

こ
の
立
場
か
ら
「
海
原
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

○�
日
向
三
代
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
「
海
原
」
統
治
に
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、「
海
原
」
を
「『
現
し
国
』
に
豊
饒
を
も
た
ら
す
根
源
的
世
界
」

「
山
海
を
越
え
た
、
神
秘
で
豊
か
な
異
郷
」
と
捉
え
る
阿
部
寛
子
氏
の
説（

（
（

。

○�

須
佐
之
男
命
の
「
海
原
」
不
統
治
に
注
目
し
、「
天
皇
で
さ
え
も
そ
の
権
威
を
発
揮
で
き
な
い
世
界
、
つ
ま
り
は
統
治
さ
れ
な
か
っ

た
世
界
」
で
あ
る
と
論
じ
る
田
中
智
樹
氏
の
説（

（
（

。

○�「
海
原
」
は
豊
玉
毘
売
を
通
じ
て
海
神
の
力
を
葦
原
中
国
へ
も
た
ら
し
て
お
り
、
葦
原
中
国
と
共
生
関
係
に
あ
る
異
郷
で
あ
る
と
論

じ
る
村
上
桃
子
氏
の
説（

（
（

。

○
前
後
の
文
脈
の
検
討
か
ら
「
海
原
」
を
「
天
皇
に
と
っ
て
不
自
由
な
領
域
」
と
捉
え
る
吉
澤
友
紀
氏
の
説（

（
（

。

さ
ら
に
、
や
や
立
場
は
異
な
る
も
の
の
、
三
貴
子
分
治
条
に
見
え
る
三
領
域
は
い
ず
れ
も
聖
な
る
空
間
と
し
て
上
代
人
に
意
識
さ
れ
て

い
た
と
論
じ
る
井
手
至
氏（

（1
（

の
説
、
ま
た
本
文
３
を
対
象
に
、「
常
世
国
」
と
の
関
わ
り
か
ら
「
海
原
」
は
「
豊
饒
を
も
た
ら
す
神
々
の
国

で
あ
り
、
生
と
死
の
融
合
す
る
祖
霊
の
国
」
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
和
田
嘉
寿
男
氏（

（1
（

の
説
を
右
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
従
来
の
説
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
海
原
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
場
合
、
語
構
成
的
理
解
・
文
脈
上
の
理
解
の
両

方
を
視
野
に
入
れ
た
考
察
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
語
構
成
的
理
解
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

諸
注
釈
書
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、言
及
の
あ
る
箇
所
が
一
定
し
な
い
も
の
の
、「
海
原
」に
対
す
る
理
解
は
次
の
敷
田
年
治『
古
事
記
標
注
』

の
解
釈
を
基
点
に
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

�（
３
に
つ
い
て
）
入
坐
海
原
ハ
、
御
母
の
國
へ
徃イ

デ

ま
す
也
、
扨
海
原
と
ハ
、
野
原
河
原
の
例
に
て
、
海
面
を
云フ

、
是
を
強
て
海
底
な
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り
と
せ
バ
、
野
原
ハ
野
の
地
中
に
當ル

べ
し
、（
傍
線
筆
者
）

右
の
指
摘
は
『
古
事
記
伝
』
の
「
入イ

リ
二

坐マ
シ
キ

海ウ
ナ

原ハ
ラ
ニ

一
也
と
は
、
海ノ

底
に
沈シ

ヅ
ミ

入イ
リ

坐マ
ス

を
云
な
り
」
と
い
う
解
釈
に
対
す
る
反
駁
と
し
て
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
海
原
」
と
同
じ
く
「
原
」
を
語
構
成
に
持
つ
例
を
も
と
に
解
釈
を
く
だ
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
理

解
は
１
に
つ
い
て
「『
原
』
は
腹
と
同
義
で
、
す
べ
て
廣
い
所
を
指
す
語
で
あ
る
」
と
述
べ
る
次
田
潤
『
古
事
記
新
講
』
の
説
、
ま
た
２

に
つ
い
て
「
豊
玉
毘
売
は
自
ら
の
世
界
を
『
海
原
』
と
示
す
。
海
の
広
が
り
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
海
の
彼
方
に
あ
る
こ
と
を
再
確

認
さ
せ
る
」
と
い
う
小
学
館
新
編
全
集
の
指
摘
へ
通
じ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
原
」
は
、
空
間
的
な
広
が
り
を
示
す

語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
は
辻
田
昌
三
氏（

（1
（

の
異
論
も
あ
る
点
を
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

辻
田
氏
は
「
原
」
の
語
義
を
論
じ
る
際
に
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
『
和
名
抄
』
の
「
原

毛
詩
云
高
平
曰
原
音
源

和
名

八
良

」（
元
和
古

活
字
本
）
と
い
う
例
を
挙
げ
、「
書
物
の
性
格
と
し
て
、
典
拠
を
多
く
漢
籍
に
求
め
て
い
る
こ
と
や
、
平
安
期
に
入
っ
て
、『
ノ
』
と
『
ハ
ラ
』

の
分
別
が
明
確
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
時
期
の
著
作
で
あ
る
こ
と
な
ど
考
勘
す
れ
ば
、
上
代
日
本
語
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
、「
原
」
を
語
構
成
に
持
つ
例
を
調
査
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

ａ

植
生
に
関
す
る
「
ハ
ラ
」。

ｂ

天
、
海
、
河
な
ど
に
関
す
る
「
ハ
ラ
」。

ｃ

神
話
、
天
皇
、
陵
墓
な
ど
に
関
す
る
「
ハ
ラ
」。

そ
し
て
辻
田
氏
は
、「
原
」
に
単
独
の
使
用
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
植
生
や
皇
居
・
陵
墓
な
ど
が
あ
る
「
特
定
の
空
間
」

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、「
原
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、「
ノ
」
や
「
ハ
ラ
」
は
、
本
来
的
に
は
必
ず
し
も
地
形
地
勢
を
指
す
語
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
地
の
属

性
を
認
識
し
て
言
う
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
ノ
」
が
生
活
の
場
、
あ
る
い
は
そ
の
延
長
と
し
て
の
、
日
常
の
生
活
感
覚
か

ら
は
親
近
感
を
持
つ
地
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
ハ
ラ
」
は
、
生
活
域
に
組
み
込
ま
れ
な
い
、
実
生
活
上
の
感
覚
と
し
て
は
何
か
遠

い
地
を
指
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
り
古
い
時
代
か
ら
の
認
識
と
し
て
は
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
意
味
で
の
畏
れ
の

あ
る
、
近
づ
き
難
い
地
で
あ
ろ
う
。
居
住
の
場
と
し
て
の
「
イ
ヘ
」、
祭
祀
や
作
業
の
場
と
し
て
の
「
ニ
ハ
」
の
延
長
に
、
生
産
、

遊
び
の
場
と
し
て
の
「
ノ
」
を
置
く
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
組
み
込
ま
れ
な
い
、
疎
外
感
を
覚
え
さ
せ
る
地
が
、「
ハ
ラ
」
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。（
傍
線
筆
者
）

改
め
て
辻
田
氏
の
所
説
を
ま
と
め
れ
ば
、
そ
の
要
点
は
、

①
「
原
」
と
は
、
あ
る
共
通
の
属
性
に
よ
っ
て
ま
と
め
得
る
特
定
の
空
間
で
あ
る
。

②
「
原
」
と
称
さ
れ
る
地
は
、
生
活
圏
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
疎
外
感
を
覚
え
さ
せ
る
地
で
あ
る
。

と
い
う
二
点
に
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
指
摘
を
承
け
て
さ
ら
に
考
え
る
べ
き
問
題
は
、
幅
広
く
「
原
」
を
語
構
成
に
持
つ
用
例
の

検
討
か
ら
導
か
れ
た
右
の
結
論
が
、『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
に
即
し
て
ど
こ
ま
で
具
体
的
に
お
さ
え
ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
以
下
節
を
改
め
て
、
１
～
５
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

三

「
海
原
」
と
「
海
」
の
相
違
（
一
）

辻
田
氏
の
指
摘
を
念
頭
に
置
き
、
改
め
て
先
に
挙
げ
た
１
～
５
を
見
て
み
る
。
そ
の
際
、
用
例
全
て
に
通
じ
る
要
素
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
、
い
ず
れ
も
神
と
の
関
わ
り
が
見
出
せ
る
点
で
あ
る
。
神
代
に
属
す
る
上
巻
の
三
例
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
中
巻
に
記
さ
れ
る
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４
の
肥
長
比
売
も
蛇
体
を
持
つ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
神
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
神
性
を
帯
び
た
存
在
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
５
は
、
新
羅
親
征
の
際
に
「
海
原
の
魚
」
が
船
を
背
負
っ
て
渡
海
し
た
こ
と
を
記
す
例
で
あ
る
。
こ
の
用
例
は
直

前
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。

６�

．
今
寔ま

こ
と

に
其
の
国
を
求も

と

め
む
と
思
は
ば
、
天あ

ま
つ

神か
み

・
地く

に
つ

祇か
み

と
、
亦ま

た

、
山
の
神
と
河か

は
・
海う

み

の
諸

も
ろ
も
ろ

の
神
と
に
、
悉

こ
と
ご
と

く
幣み

て

帛ぐ
ら

を
奉ま

つ

り
、

我わ

が
御み

魂た
ま

を
船ふ

ね

の
上う

へ

に
坐い

ま

せ
て
、
真ま

木き

の
灰は

ひ

を
瓠ひ

さ
こ

に
納い

れ
、
亦ま

た

、
箸は

し

と
ひ
ら
で
と
を
多あ

ま

た
作
り
て
、
皆み

な

々み
な

大お
ほ

き
海う

み

に
散ち

ら

し
浮う

け
て
、

度わ
た

る
べ
し
。�

（
仲
哀
記
）

６
は
新
羅
親
征
を
呼
び
掛
け
る
神
託
の
一
部
で
あ
る
。
天
照
大
御
神
の
御
心
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
右
の
神
託
で
は
、
海
で
の
神
祭
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
神
功
皇
后
が
渡
航
す
る
「
海
」
は
単
な
る
自
然
領
域
で
は
な
く
、
祭
祀
空
間
と
し
て
の
意
味
合
い
を
帯
び
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。「
大
き
海
」
か
ら
「
海
原
」
へ
の
表
現
の
変
化
に
は
、
自
然
領
域
と
し
て
の
「
海
」
か
ら
、
神
の
加
護
が
働
く
特
殊

な
空
間
へ
と
い
う
意
味
の
変
化
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
５
の
「
海
原
」
も
ま
た
神
と
の
関
わ
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
に
見
出
せ
る
共
通
の
属
性
と
は
、
神
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
海
」
と
の
相
違
を
考
え
た
場
合
、
神
の
有
無
だ
け
が
「
海
」
と
「
海
原
」
と
の
相
違
点
に
な
る
と
は
言

え
そ
う
に
な
い
。
な
ぜ
な
ら
『
古
事
記
』
の
「
海
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

７�

．
是こ

こ

に
、
大
国
主
神
の
愁う

れ

へ
て
告の

ら
し
し
く
、「
吾あ

れ

独ひ
と

り
し
て
何い

か

に
か
能よ

く
此
の
国
を
作
る
こ
と
得
む
。
孰い

づ

れ
の
神
か
吾あ

れ

と
能よ

く
此

の
国
を
相あ

ひ

作
ら
む
」と
の
ら
し
き
。
是こ

の
時
に
、海
を
光て

ら

し
て
依よ

り
来く

る
神
有あ

り
。
其
の
神
の
言
ひ
し
く
、「
能よ

く
我あ

が
前ま

へ

を
治を

さ

め
ば
、

吾あ
れ

、
能よ

く
共と

与も

に
相あ

ひ

作
り
成な

さ
む
。
若も

し
然し

か

ら
ず
は
、
国
、
成な

る
こ
と
難か

た

け
む
」
と
い
ひ
き
。�

（
上
巻
・
大
国
主
神
の
国
作
り
）
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右
は
大
物
主
神
の
登
場
を
記
し
た
場
面
で
あ
る
。
神
が
海
を
照
ら
し
な
が
ら
や
っ
て
来
る
こ
と
を
記
す
点
で
、
４
と
類
似
し
た
内
容
を

持
っ
て
い
る
。「
海
」
に
諸
写
本
間
の
異
同
は
な
く
、
本
文
校
訂
上
も
右
の
よ
う
に
解
す
る
他
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
神
の
有
無
と
い
う

視
点
だ
け
で
は
７
が
「
海
」
と
記
さ
れ
て
い
る
理
由
を
説
明
し
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
問
題
は
、
次
の
二
例
に
も
あ
て
は
ま
る
。

８�

．
此こ

の
速
秋
津
日
子
・
速
秋
津
比
売
の
二
は
し
ら
の
神
の
、河
・
海
に
因よ

り
て
持
ち
別
け
て
、生
み
し
神
の
名
は
、沫あ

わ

那な

芸ぎ
の

神か
み

。
次
に
、

沫あ
わ

那な

美み
の

神か
み

。�

（
上
巻
・
国
生
み
神
生
み
）

９�

．
其そ

こ

よ
り
入い

り
幸い

で
ま

し
て
、
走は

し
り

水み
づ
の

海う
み

を
渡
り
し
時
に
、
其
の
渡わ

た
り

の
神
、
浪な

み

を
興お

こ

し
、
船
を
廻め

ぐ
ら

せ
ば
、
進
み
渡
る
こ
と
得
ず
。
爾し

か

く
し
て
、
其
の
后き

さ
き

、
名
は
弟お

と

橘
た
ち
ば
な

比ひ

売め
の

命み
こ
と

、
白ま

を

し
し
く
、「
妾あ

れ

、
御み

子こ

に
易か

は

り
て
、
海う

み

の
中な

か

に
入い

ら
む
。
御
子
は
、
遣つ

か
は

さ
え
し

政
ま
つ
り
ご
と

を
遂と

げ
、
覆

か
へ
り
こ
と

奏ま
を

す
べ
し
」
と
ま
を
し
き
。
海
に
入
ら
む
と
す
る
時
に
、
菅す

が

畳た
た
み

八や

重へ

・
皮か

は

畳た
た
み

八
重
・
絁き

ぬ

畳た
た
み

八
重
を
以
て
、

波
の
上
に
敷
き
て
、
其
の
上う

へ

に
下お

り
坐ま

し
き
。�

（
景
行
記
）

８
は
上
巻
の
神
生
み
段
、
９
は
景
行
記
に
お
け
る
弟
橘
比
売
命
の
入
水
の
場
面
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
神
が
活
動
す
る
場
と
し
て
の
「
海
」

が
記
さ
れ
て
お
り
、
神
の
有
無
が
「
海
」
と
「
海
原
」
と
を
分
け
る
基
準
に
な
る
と
は
読
み
取
り
が
た
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
、
ど
う

考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
視
点
を
変
え
て
、
他
文
献
に
お
け
る
「
海
原
」
の
用
例
に
注
目
し
て
み
た
い
。
辻
田
氏
の
広
汎
な
調
査
の
後
で
は
蛇
足
の
感
を

免
れ
な
い
が
、
特
に
用
例
が
集
中
し
て
見
出
せ
る
『
万
葉
集
』
に
焦
点
を
あ
て
て
み
る
と
23
例
が
見
出
せ
る
（「
青
海
原
」「
海う

の

原は
ら

」
を
一

例
ず
つ
含
む
）。
こ
れ
ら
の
例
は
す
で
に
神
野
富
一
氏（

（1
（

が
舒
明
天
皇
国
見
歌
（
巻
１
・
二
）
を
検
討
す
る
な
か
で
考
察
を
加
え
て
お
り
、

「
舒
明
歌
の
例
を
除
け
ば
、
す
べ
て
現
在
の
海
と
解
す
べ
き
も
の
、
ま
た
は
そ
う
解
し
て
自
然
な
も
の
」
で
あ
り
、「
海
」
と
比
べ
て
「
広

大
感
を
と
も
な
う
語
と
し
て
文
脈
に
生
き
て
い
る
」
と
い
う
。
首
肯
す
べ
き
解
釈
の
方
向
性
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
指
摘
は
二
番
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歌
の
「
海
原
」
を
埴
安
池
と
見
る
説
へ
の
反
駁
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
文
字
通
り
海
と
解
す
る
立
場
」
に
立
つ
こ
と
を
主
張

す
る
際
の
指
摘
で
あ
る
点
に
留
意
し
た
い
。
二
番
歌
の
例
は
後
述
す
る
が
、「
海
」
と
「
海
原
」
を
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
違
い
は
「
広

大
感
」
と
い
う
空
間
的
な
広
が
り
の
み
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
海
原
」
を
含
む
歌
に
は
明
確
な
歌
意
の
傾
向

が
あ
り
、
用
例
の
半
数
（
14
例
）
が
官
命
を
帯
び
た
船
旅
に
つ
い
て
歌
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
該
当
例
を
次
に
挙
げ
る
（
片
仮
名
付
訓

箇
所
は
漢
字
本
文
の
表
記
）。

10�
．
宇ウ

奈ナ

波ハ

良ラ

能ノ

沖
行ゆ

く
船
を

帰
れ
と
か

領
巾
振
ら
し
け
む

松
浦
佐
用
姫�

（
５
・
八
七
四
）

11�
．
…
唐

も
ろ
こ
し

の

遠
き
境さ

か
ひ

に

遣つ
か
は

は
さ
れ

罷ま
か

り
い
ま
せ

宇ウ

奈ナ

原ハ
ラ

能ノ

辺へ

に
も
沖
に
も

神か
む

留づ

ま
り

う
し
は
き
い
ま
す

諸
も
ろ
も
ろ

の

大お
ほ

御み

神か
み

た
ち

船ふ
な

舳の
へ

に
〈
反
し
て
、
ふ
な
の
へ
に
と
云い

ふ
〉

導み
ち
び

き
ま
を
し
…�

（
５
・
八
九
四
）

12�

．
大お

ほ

き
海う

み

に

島
も
あ
ら
な
く
に

海ウ
ナ

原ハ
ラ
ノ

た
ゆ
た
ふ
波
に

立
て
る
白
雲�

（
７
・
一
〇
八
九
）

13�

．
海ウ

ナ

原ハ
ラ

尓ニ

浮う

き
寝ね

せ
む
夜よ

は

沖
つ
風

い
た
く
な
吹
き
そ

妹
も
あ
ら
な
く
に�

（
15
・
三
五
九
二
）

14�

．
海ウ

ナ

原ハ
ラ

乎ヲ

八や

十そ

島し
ま

隠が
く

り

来き

ぬ
れ
ど
も

奈
良
の
都
は

忘
れ
か
ね
つ
も�

（
15
・
三
六
一
三
）

15�

．
宇ウ

奈ナ

波ハ

良ラ

能ノ

沖お
き

辺へ

に
灯と

も

し

い
ざ
る
火
は

明あ

か
し
て
灯
せ

大や
ま
と和

島し
ま

見
む�

（
15
・
三
六
四
八
）

16�

．
ぬ
ば
た
ま
の

夜よ

渡
る
月
は

は
や
も
出い

で
ぬ
か
も

宇ウ

奈ナ

波ハ

良ラ

能ノ

八や

十そ

島し
ま

の
上う

へ

ゆ

妹
が
あ
た
り
見
む
〈
旋せ

頭ど
う

歌か

な
り
〉

（
15
・
三
六
五
一
）

17
．
家
島
は

名
に
こ
そ
あ
り
け
れ

宇ウ

奈ナ

波ハ

良ラ

乎ヲ

我あ

が
恋こ

ひ
来き

つ
る

妹
も
あ
ら
な
く
に�

（
15
・
三
七
一
八
）

18�

．
大お

ほ

君き
み

の

命み
こ
と

恐か
し
こ

み

磯い
そ

に
触ふ

り

宇ウ

乃ノ

波ハ

良ラ

和ワ

多タ

流ル

父ち
ち

母は
は

を
置
き
て�

（
20
・
四
三
二
八
）

19
．
海ウ

ナ

原ハ
ラ

乎ヲ

遠
く
渡
り
て

年
経ふ

と
も

児こ

ら
が
結
べ
る

紐ひ
も

解と

く
な
ゆ
め�

（
20
・
四
三
三
四
）
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20�
．
今
替か

は
る

新に
ひ

防さ
き

人も
り

が

船ふ
な

出で

す
る

宇ウ

奈ナ

波ハ

良ラ

乃ノ

宇ウ

倍ヘ

尓ニ

波
な
咲
き
そ
ね�

（
20
・
四
三
三
五
）

21�
．
宇ウ

奈ナ

波ハ

良ラ

尓ニ

霞
た
な
び
き

鶴た
づ

が
音ね

の

悲
し
き
夕よ

ひ

は

国く
に

辺へ

し
思
ほ
ゆ�

（
20
・
四
三
九
九
）

22�
．
…
大
君
の

命み
こ
と

恐か
し
こ

み
…･

う
つ
せ
み
の

世
の
人
な
れ
ば

た
ま
き
は
る

命い
の
ち

も
知
ら
ず

海ウ
ナ

原ハ
ラ

乃ノ

恐か
し
こ

き
道
を

島し
ま

伝づ
た

ひ

い
漕こ

ぎ
渡
り
て

あ
り
巡め

ぐ

り

我わ

が
来く

る
ま
で
に

平た
ひ
ら

け
く

親お
や

は
い
ま
さ
ね
…�

（
20
・
四
四
〇
八
）

23�

．
阿ア

乎ヲ

宇ウ

奈ナ

波ハ

良ラ

風か
ぜ

波な
み

な
び
き

行ゆ

く
さ
来く

さ

つ
つ
む
こ
と
な
く

船
は
早
け
む�

（
20
・
四
五
一
四
）

右
の
用
例
は
、
朝
鮮
半
島
へ
の
渡
航
に
つ
い
て
歌
っ
た
例
（
10
、
13
～
17
）、
中
国
大
陸
へ
の
渡
航
に
つ
い
て
歌
っ
た
例
（
11
、
23
）、

伊
勢
従
駕
の
際
に
歌
っ
た
例
（
12
）、
防
人
歌
（
18
～
22
、
う
ち
19
～
22
は
大
伴
家
持
作
）
と
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
詠
雲
」
の
分

類
に
属
し
、
叙
景
的
な
要
素
の
強
い
12
の
み
同
列
に
扱
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
不
明
確
な
点
が
あ
る
も
の
の（

（1
（

、
他
は
い
ず
れ
も
官
命
に
よ
っ

て
別
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
（
の
た
め
）
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
な
か
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、「
奈
良
の
都
」
や
「
大
和
島
」「
妹
が
あ
た
り
」「
国
辺
」
な
ど
、
故
郷
を
引
き
合
い
に
出

し
な
が
ら
「
海
原
」
で
の
孤
独
感
や
望
郷
の
念
が
歌
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
海
原
」
に
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
地
と
の
隔
絶

感
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
辻
田
氏
の
説
く
「
疎
外
感
を
覚
え
さ
せ
る
地
」
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
隔
絶
感
を
軸
に
し
た
表
現
は
、「
妹
」
の
不
在
を
嘆
く
13
や
17
、
親
と
の
別
れ
を
歌
う
18
や
22
、
さ
ら
に
は
残
さ
れ
た
人
々

の
視
点
か
ら
歌
わ
れ
た
10
・
11
・
19
・
20
・
23
に
も
通
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
海
原
」
と
い
う
表
現
が
物
理
的
な
距
離
の
隔
た
り
を

要
す
る
こ
と
は
、

24�

．
海ウ

ナ

原ハ
ラ

之ノ

遠と
ほ

き
渡
り
を

み
や
び
を
の

遊
び
を
見
む
と

な
づ
さ
ひ
そ
来こ

し�

（
６
・
一
〇
一
六
）

25�

．
海ウ

ナ

原ハ
ラ

之ノ

道
遠と

ほ

み
か
も

月つ
く

読よ
み

の

光
少す

く

な
き

夜よ

は
更
け
に
つ
つ�

（
７
・
一
〇
七
五
）
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と
い
う
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
用
例
の
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
物
理
的
な
距
離
の
隔
た
り
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
な
疎

隔
が
重
要
な
要
素
を
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
「
海
原
」
を
恋
の
難
渋
す
る
様
に
用
い
た
り
、

自
分
以
外
の
女
性
の
比
喩
に
用
い
た
り
す
る
例
が
あ
る
理
由
も
、
理
解
し
や
す
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

26�

．
海ウ

ナ

原ハ
ラ

乃ノ

路み
ち

に
乗
り
て
や

我あ

が
恋こ

ひ
居を

ら
む

大お
ほ

船ぶ
ね

の

ゆ
た
に
あ
る
ら
む

人
の
児こ

故ゆ
ゑ

に�

（
11
・
二
三
六
七
）

27�

．
海ウ

ナ

原ハ
ラ

之ノ

沖お
き

つ
縄な

は

の
り

う
ち
な
び
く

心
も
し
の
に

思お
も

ほ
ゆ
る
か
も�

（
11
・
二
七
七
九
）

28�

．
宇ウ

奈ナ

波ハ

良ラ

乃ノ

根ね

柔や
は

ら
小こ

菅す
げ

あ
ま
た
あ
れ
ば

君
は
忘
ら
す

我わ
れ

忘
る
れ
や�

（
14
・
三
四
九
八
）

一
方
、「
海
」
の
用
例
は
『
万
葉
集
』
に
126
例
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
は
普
通
名
詞
だ
け
で
な
く
、「
伊
勢
の
海
」
の
よ
う
に
地
名
を
冠
し
た
例
、

「
海
路
」「
海
辺
」
の
よ
う
に
複
合
語
に
な
っ
て
い
る
例
を
合
わ
せ
た
数
で
あ
る
が
、
半
数
は
地
名
を
冠
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
〈
地
名

＋
海
〉
の
例
は
歌
の
場
の
標
示
以
上
の
意
味
を
見
出
し
に
く
い
も
の
が
多
く
、
比
較
対
象
と
し
て
あ
ま
り
有
効
で
は
な
い
。
普
通
名
詞
と

複
合
語
に
検
討
対
象
を
絞
っ
て
み
て
も
、
そ
の
用
例
は
多
様
な
表
現
性
を
帯
び
て
お
り
、
明
確
な
歌
意
の
傾
向
を
見
出
し
が
た
い
。
辛

う
じ
て
、「
海
原
」
と
同
じ
く
物
理
的
な
隔
た
り
と
心
理
的
な
疎
隔
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
思
し
き
例
と
し
て
次
の
二
例
が
見
出
せ
る
が
、

ど
ち
ら
も
「
海
山4

」
と
対
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
海
」
単
独
で
同
様
の
意
味
を
持
つ
と
は
読
み
取
り
が
た
い
。

29�

．
海ウ

ミ

山ヤ
マ

毛モ

隔
た
ら
な
く
に

な
に
し
か
も

目め

言こ
と

を
だ
に
も

こ
こ
だ
乏と

も

し
き�

（
４
・
六
八
九
）

30�

．
雲く

も

居ゐ

な
る

海ウ
ミ

山ヤ
マ

超コ
エ

而テ

い
行ゆ

き
な
ば

我あ
れ

は
恋こ

ひ
む
な

後の
ち

は
相あ

ひ

寝ぬ

と
も�

（
12
・
三
一
九
〇
）

ま
た
右
の
よ
う
な
恋
の
障
害
と
し
て
の
「
海
」
に
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
乗
り
越
え
る
こ
と
で
む
し
ろ
相
手
へ
の
思
い
の
強
さ
を
示

す
例
も
あ
り
、「
海
原
」
の
よ
う
な
隔
絶
感
・
孤
独
感
は
見
出
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

31�
．
風
吹
き
て

海ウ
ミ
ハ

荒
ア
ル
ト
モ

明あ

日す

と
言
は
ば

久
し
く
あ
る
べ
し

君
が
ま
に
ま
に�

（
７
・
一
三
〇
九
）
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32�

．
海わ

た

の
底そ

こ

沈し
づ

く
白し

ら

玉た
ま

風
吹
き
て

海ウ
ミ

者ハ

雖ア
ル

レ
荒ト

モ

取
ら
ず
は
止や

ま
じ�

（
７
・
一
三
一
七
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
海
」
と
「
海
原
」
の
持
つ
意
味
の
相
違
は
、
物
理
的
な
距
離
の
隔
た
り
と
、
そ
れ
に
伴
う
心
理
的
な
疎

隔
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
改
め
て
『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

四

「
海
」
と
「
海
原
」
の
相
違
（
二
）

前
節
で
述
べ
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
再
度
４
と
７
を
比
較
し
て
み
る
。
そ
の
際
注
目
さ
れ
る
の
は
、
７
の
大
物
主
神
は
国
作
り
に
不
可

欠
な
役
割
を
果
た
す
た
め
「
海
」
を
渡
っ
て
き
て
い
る
の
に
対
し
て
、
４
の
肥
長
比
売
は
本
牟
智
和
気
を
追
っ
て
「
海
原
」
を
渡
っ
て
い

る
点
で
あ
る
。
特
に
肥
長
比
売
は
、本
牟
智
和
気
か
ら
忌
避
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
類
似
し
た
内
容
を
持
ち
な
が
ら
、４
で
「
海
」

で
は
な
く
「
海
原
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
本
牟
智
和
気
か
ら
忌
避
さ
れ
る
肥
長
比
売
の
疎
外
感
を
表
し
て
い
る
た
め
だ
と
言
え
な

い
か
。
本
牟
智
和
気
と
の
物
理
的
・
心
理
的
な
距
離
が
、「
海
原
」
と
い
う
表
現
を
導
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
同
様
の
見
方
は
、
２
に
も
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
２
の
「
天
つ
神
の
御
子
は
、
海
原
に
生
む
べ
く
あ
ら
ず
」
と
い
う
発
言
は
、

尾
崎
知
光
氏
に
よ
れ
ば「
天
津
神
の
子
は
葦
原
中
国
に
生
ま
れ
そ
こ
を
統
治
す
べ
き
も
の
と
い
う
思
想
に
よ
っ
て
い
る
」（『
全
注
古
事
記
』）

と
い
う
。
天
皇
へ
連
な
る
御
子
と
葦
原
中
国
と
の
一
体
感
を
重
視
し
た
発
言
と
解
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
本
稿
で
は
「
海
原
」
が
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

33�

．
爾し

か

く
し
て
、
方ま

さ

に
産う

ま
む
と
す
る
時
に
、
其
の
日ひ

子こ

に
白ま

を

し
て
言
ひ
し
く
、「
凡お

ほ
よ

そ
他あ

た

し
国く

に

の
人
は
、
産
む
時
に
臨の

ぞ

み
て
、
本も

と

つ
国く

に

の
形か

た
ち

を
以も

ち

て
産う生
む
ぞ
。
故か

れ

、
妾あ

れ

、
今い

ま

本
の
身
を
以
て
産
ま
む
と
為す

。
願ね

が

ふ
、
妾あ

れ

を
見
る
こ
と
勿な

か

れ
」
と
い
ひ
き
。

�

（
上
巻
・
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
誕
生
）
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右
で
は
豊
玉
毘
売
が
自
ら
の
や
っ
て
き
た
「
海
原
」
を
指
し
て
、「
他
し
国
」
と
呼
ん
で
い
る
。
松
村
武
雄
氏（

（1
（

の
「
谷
一
つ
越
え
て
も
、

川
一
つ
渡
つ
て
も
、
お
の
が
住
土
で
な
い
地
域
は
、
異
な
つ
た
外ヨ

ソ

者モ
ノ

と
異
な
つ
た
外ヨ

ソ

神ガ
ミ

と
か
ら
形
づ
く
ら
れ
て
ゐ
る
別
個
の
世
界
で
あ
る
」

と
い
う
指
摘
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
他
界
と
し
て
の
認
識
は
、「
海
原
」
に
対
す
る
物
理
的
・
心
理
的
な
疎
隔
を
土
台
に
し
て

い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
解
釈
は
、
２
と
一
連
の
文
脈
を
な
す
３
に
お
い
て
「
海
原
」
が
「
妣
の
国
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

点
に
も
敷
衍
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
他
界
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
で
言
え
ば
、
新
羅
国
へ
の
渡
海
を
記
す
５
も
同
様
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
５
の

「
海
原
」
が
「
大
き
海
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
が
、「
大
き
海
」
の
用
例
は
『
古
事
記
』
の
な
か
で
も
特
に
新
羅
親
征
の

際
に
し
か
現
れ
な
い
。
文
脈
上
、
心
理
的
な
疎
隔
ま
で
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
こ
の
表
現
が
日
本
と
新

羅
国
と
の
距
離
の
隔
た
り
を
表
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
と
は
、「
海
」
と
い
う
自
然
領
域
に
対
し
て
〈
神
と
の
関
わ
り
〉
と
〈
物
理
的
・

心
理
的
な
隔
た
り
〉
と
い
う
二
つ
の
条
件
が
重
な
っ
た
と
き
に
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
、
前

節
で
挙
げ
た
７
・
８
・
９
で「
海
」が
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
も
説
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、７
・
８
・
９
は〈
神
と
の
関
わ
り
〉

と
い
う
要
素
を
持
っ
て
は
い
て
も
、〈
物
理
的
・
心
理
的
な
隔
た
り
〉
と
い
う
要
素
を
欠
く
た
め
に
「
海
原
」
と
は
記
さ
れ
な
い
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
見
通
し
は
、
次
の
用
例
の
検
討
を
通
し
て
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

34�

．
爾し

か

く
し
て
、
天す

め
ら

皇み
こ
と

、
吉き

備び

の
海あ

ま

部べ
の

直あ
た
ひ

が
女む

す
め

、
名
は
黒く

ろ

日ひ

売め

、
其
の
容か

た
ち姿

端き
ら

正ぎ
ら

し
と
聞き

こ
し
看め

し
て
、
喚め

し
上あ

げ
て
使
ひ
き
。

然し
か

れ
ど
も
、
其
の
大
后
の
嫉ね

た

む
を
畏か

し
こ

み
て
、
本も

と

つ
国く

に

に
逃に

げ
下く

だ

り
き
。
天
皇
、
高
き
台う

て
な

に
坐い

ま

し
て
、
其
の
黒
日
売
が
船
の
出い

で

て
海
に
浮う

か

べ
る
を
望の

ぞ

み
瞻み

て
、
…�

（
仁
徳
記
）
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右
は
仁
徳
記
に
お
い
て
、
仁
徳
天
皇
と
黒
比
売
の
別
離
を
記
し
た
箇
所
で
あ
る
。
吉
備
国
へ
と
帰
っ
て
い
く
黒
比
売
を
仁
徳
天
皇
が
高

台
か
ら
望
む
と
い
う
右
の
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
海
」
で
あ
っ
て
「
海
原
」
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
34
が
〈
物
理
的
・

心
理
的
な
隔
た
り
〉
と
い
う
要
素
を
持
っ
て
は
い
て
も
、〈
神
と
の
関
わ
り
〉
と
い
う
要
素
を
欠
く
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
７
・
８
・
９

に
し
ろ
、
34
に
し
ろ
、
ど
ち
ら
か
の
要
素
を
欠
く
場
合
に
は
「
海
原
」
と
は
記
さ
れ
な
い
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
点
を

踏
ま
え
、
改
め
て
『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

「
海
」
＋
〈
神
と
の
関
わ
り
〉
＋
〈
物
理
的
・
心
理
的
な
隔
た
り
〉
＝
「
海
原
」

以
上
、「
海
」
と
の
相
違
を
中
心
に
『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
右
の
よ
う
に
ま
と
め
た
う
え
で
さ
ら

に
考
え
る
べ
き
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
「
海
原
」
の
観
念
が
、
一
体
ど
こ
に
起
源
を
持
つ
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
特
に
〈
神
と
の
関

わ
り
〉
は
「
原
」
の
語
義
と
の
兼
ね
合
い
を
考
え
て
も
必
須
の
要
素
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く（

（1
（

、『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
が
特
殊
な
背

景
を
持
つ
用
語
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
の
点
は
１
の「
海
原
」の
検
討
を
通
じ
て
、さ
ら
に
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
、

節
を
改
め
て
天
照
系
諸
伝
へ
と
視
野
を
広
げ
、
統
治
領
域
と
し
て
の
「
海
原
」
の
確
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

五

「
海
原
」
の
確
立
過
程

前
節
ま
で
に
論
じ
た
内
容
を
踏
ま
え
、
な
ぜ
天
照
系
諸
伝
に
「
海
原
」
が
現
れ
て
く
る
の
か
を
考
え
て
み
る
。
改
め
て
天
照
系
諸
伝
の

分
治
領
域
と
、
統
治
を
委
任
さ
れ
る
神
名
を
ま
と
め
て
次
に
示
す
。
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高
天
原
…
天
照
大
御
神

古
事
記

  

夜
之
食
国
…
月
読
命

海
原
…
須
佐
之
男
命

高
天
原
…
天
照
大
神

一
書
第
六  

滄
海
原
の
潮
の
八
百
重
…
月
読
尊

天
下
…
素
戔
嗚
尊

高
天
之
原
…
天
照
大
神

一
書
第
十
一  

日
に
配
べ
て
天
の
事
…
月
夜
見
尊

滄
海
之
原
…
素
戔
嗚
尊

右
に
考
察
を
加
え
る
う
え
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
明
確
な
統
治
領
域
の
鼎
立
を
読
み
取
り
が
た
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
例
え
ば
一
書
第
六
の
場
合
、
月
読
尊
の
統
治
領
域
と
し
て
「
滄
海
原
の
潮
の
八
百
重
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は

潮
流

3

3

と
し
か
読
み
取
れ
ず
、
特
定
の
空
間
を
指
す
表
現
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
仮
に
空
間
的
な
意
味
合
い
を
認
め
た
と
し
て
も
、
素

戔
嗚
尊
が
担
う
「
天
下
」
と
の
区
分
に
不
明
瞭
さ
が
残
る
点
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
「
天
下
」
と
い
う
大
き
な
広
が
り
の
な

か
に
は
、「
滄
海
原
の
潮
の
八
百
重
」
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
様
の
問
題
は
、
一
書
第
十
一
の
「
日
に
配
べ
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て
天
の
事
」
に
も
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
職
掌
内
容
で
あ
り
、
特
定
の
空
間
を
示
す
表
現
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
同
書
に
は
保
食
神

殺
害
を
め
ぐ
る
「
一
日
一
夜
、
隔
離
り
て
住
み
た
ま
ふ
」
と
い
う
昼
夜
交
替
の
起
源
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
視
野
を
広
げ
て

も
、
天
照
大
神
と
月
夜
見
尊
が
異
な
っ
た
空
間
を
治
め
た
と
は
読
み
取
り
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
日
本
書
紀
』
諸
伝
の
場
合
、
ど

ち
ら
も
形
の
う
え
で
三
分
観
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
実
は
天
の
側
・
天
下
の
側
そ
れ
ぞ
れ
に
重
な
り
合
う
領
域
を
含
ん
で
お

り
、
三
つ
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
諸
伝
の
在
り
方
は
、
生
成
論
的
な
観
点（

（1
（

か
ら
解
釈
を
加
え
た
場
合
、
天
―
天
下
と
い
う
対
応（

（1
（

を
基
軸
と
し

て
三
分
観
が
発
達
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
具
体
的
な
根
拠
を
挙
げ
る
な
ら
、
天
照
系
を
通
し
て
表

記
に
ほ
ぼ
揺
れ
の
な
い
「
高
天
原
」
が
、「
日
に
配
べ
て
天
の
事
」
を
持
つ
一
書
第
十
一
の
み
「
高
天
之
原
」
と
相
違
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
、

主
た
る
統
治
者
の
確
定
を
含
め
、
天
に
対
す
る
観
念
が
定
ま
っ
て
い
な
い
様
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
敷
衍
す
れ
ば
、
一
書
第
六

に
見
え
る
「
天
下
」
と
潮
流
4

4

と
い
う
奇
妙
な
区
分
も
、
天
下
に
対
す
る
観
念
の
揺
れ
の
顕
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
察
を
加
え
て
く
る
と
、
天
照
系
諸
伝
に
「
海
原
」
が
現
れ
て
く
る
背
景
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
海
原
」
と
は
、
天
下
と
い
う
概
念
に
対
し
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
過
程
で
現
れ
て
き
た
表
現
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
注
意
し
た
い
の
は
、「
天
下
」（
一
書
第
六
）
の
よ
う
な
直
接
的
な
表
現
が
あ
り
得
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

点
を
踏
ま
え
る
と
、
海
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
天
下
の
概
念
を
表
そ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
さ
ら
に
考
え
る
べ
き
問
題
が
潜
ん
で
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
点
注
目
し
た
い
の
は
、『
古
事
記
』
に
は
「
夜
之
食
国
」
と
い
う
領
域
が
あ
る
点
で
あ
る
。「
夜
之
食
国
」
は
近
年
、
山
㟢
か
お
り
氏（

（1
（

に
よ
っ
て
詳
細
な
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
山
㟢
氏
は
諸
注
釈
書
が
説
く
夜
の
世
界
と
い
う
理
解
に
対
し
て
、「
単
純
に
夜
の
世
界
と
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し
て
し
ま
う
と
、
月
読
命
以
外
の
三
貴
子
の
支
配
領
域
が
『
高
天
原
』
と
『
海
原
』
で
場
所
で
あ
る
の
に
対
し
、『
夜
之
食
国
』
が
時
間

で
あ
る
と
い
う
違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
広
く
上
代
文
献
に
見
え
る
「
食
国
」
の
検
討
を
も
と
に
「
現
実
的
な
支
配
と
結

び
つ
く
、
実
感
の
こ
も
っ
た
言
辞
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
夜
之
食
国
」
と
は
「
夜
の
地
上
（
特
に
現
実
的
な
支
配
の
行
わ

れ
る
国
）」
で
あ
り
、
月
読
命
は
「
天
照
大
御
神
か
ら
連
綿
と
続
く
子
孫
神
と
天
皇
を
補
佐
し
続
け
る
存
在
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

丹
念
な
諸
説
の
比
較
と
幅
広
い
用
例
の
検
討
か
ら
導
か
れ
た
山
㟢
氏
の
結
論
は
、「
夜
之
食
国
」
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重
要

な
指
針
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
夜
之
食
国
」
を
食
物
供
献
儀
礼（

（2
（

と
切
り
離
し
て
理
解
す
る
点
に
関
し
て
は
、
再
考
の
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
共
通
の
観
念
を
表
す
と
思
し
き
キ
コ
シ
ヲ
ス
と
い
う
表
現
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

35�

．
…
難な

に

波は

の
宮
は

伎キ

己コ

之シ

乎ヲ

須ス

四よ

方も

の
国
よ
り

奉
た
て
ま
つ

る

御み

調つ
き

の
舟
は

堀
江
よ
り

水み

脈を

引び

き
し
つ
つ

朝
な
ぎ
に

梶か
ぢ

引
き
上の

ぼ

り

夕ゆ
ふ

潮し
ほ

に

棹さ
を

さ
し
下く

だ

り

あ
ぢ
群む

ら

の

騒さ
わ

き
競き

ほ

ひ
て

浜
に
出い

で
て

海ウ
ナ

原ハ
ラ

見ミ

礼レ

婆バ

白
波
の

八や

重へ

折
る
が
上う

へ

に

海あ

人ま

小を

舟ぶ
ね

は
ら
ら
に
浮
き
て

大お
ほ

御み

食け

に

仕つ
か

へ
奉ま

つ

る
と

を
ち
こ
ち
に

い
ざ
り
釣
り
け
り

そ
き
だ
く
も

お
ぎ
ろ

な
き
か
も

こ
き
ば
く
も

ゆ
た
け
き
か
も

こ
こ
見
れ
ば

う
べ
し
神か

み

代よ

ゆ

始
め
け
ら
し
も�

（
万
20
・
四
三
六
〇
）

右
は
大
伴
家
持
の
「
陳
私
拙
懐
一
首
」
で
あ
る
。
こ
の
例
を
解
釈
す
る
う
え
で
注
目
し
た
い
の
は
、
奥
村
和
美
氏（

（2
（

が
「
四
方
の
国
」
以

下
の
展
開
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

�

ミ
ツ
キ
が
舟
で
の
搬
送
の
場
面
で
捉
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ミ
ケ
は
「
は
ら
ら
に
浮
き
て
…
…
い
ざ
り
釣
り
け
り
」
と
い
う
釣
魚
の

場
面
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
二
者
の
対
比
と
い
う
よ
り
、
漁
そ
し
て
搬
送
と
い
う
順
序
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

家
持
は
そ
れ
を
堀
江
か
ら
海
へ
と
視
線
を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
遡
行
す
る
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。（
中
略
）
つ
ま
り
、
堀
江
に
搬
送

さ
れ
て
く
る
諸
国
の
ミ
ツ
キ
を
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ミ
ケ
の
た
め
の
海
人
の
漁
撈
が
原
型
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
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が
で
き
る
。

奥
村
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、
家
持
は
四
方
の
国
か
ら
貢
献
さ
れ
る
御
調
を
、
海
人
が
「
海
原
」
で
採
る
贄
と
理
解
し
て
い
る
と
解
釈
で

き
よ
う
。
食
物
貢
献
を
媒
介
と
し
た
天
皇
統
治
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
例
で
あ
る
。
大
津
透
氏（

（2
（

に
よ
れ
ば
、
調
制
は
「
畿
外
の
在
地

首
長
層
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
貢
納
制
」
を
背
景
と
し
た
租
税
体
系
で
あ
り
、「
律
令
国
家
の
地
方
支
配
の
骨
組
と
な
っ
て
い
る
」
と
い

う
が
、
右
の
家
持
の
認
識
は
、
ま
さ
に
大
津
氏
が
説
く
よ
う
な
調
制
の
側
面
を
歌
い
上
げ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら

に
35
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
調
制
の
始
発
が
「
神
代
」
に
あ
る
と
歌
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
観
念
は
ま
さ
に
「
夜
之

食
国
」
と
「
海
原
」
の
対
応
を
持
つ
『
古
事
記
』
の
三
貴
子
分
治
条
へ
と
つ
な
が
る
認
識
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
天
照
系
諸
伝
に
「
海
原
」
が
現
れ
て
く
る
背
景
に
つ
い
て
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
し
た
道
筋
を
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
「
海
原
」
と
は
、
天
下
に
対
し
て
、
食
物
貢
献
を
媒
介
と
し
た
天
皇
の
統
治
が
成
り
立
つ
領

域
＝
食
国
と
い
う
観
念
が
結
び
つ
い
て
く
る
な
か
で
生
ま
れ
た
統
治
領
域
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
35
に
見
る
よ
う
な
、
贄
を
産
出
す
る

領
域
と
し
て
の
役
割
を
志
向
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
が
「
海
原
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
推
測
は
、『
古
事
記
』
に
も
う
一

例
見
ら
れ
る
「
食
国
」
の
用
例
が
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
持
つ
点
か
ら
も
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

応
神
記

応
神
紀

山
海
の
政
…
大
山
守
命

山
川
林
野
…
大
山
守
命

食
国
の
政
…
大
雀
命

国
事
…
大
鷦
鷯
尊

天
津
日
継
…
宇
遅
能
和
紀
郎
子

嗣
…
菟
道
稚
郎
子
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右
は
応
神
天
皇
条
の
三
皇
子
分
掌
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
食
国
の
政
」
を
持
つ
『
古
事
記
』
は

「
山
海4

の
政
」
が
対
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
国
事
」
と
記
す
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
山
川
林
野
」
が
対
に
な
っ
て
い
て
、
海
の
要

素
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。「
海
原
」
の
例
で
は
な
い
だ
け
に
傍
証
に
留
ま
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、「
食
国
」
と
「
海
」
と

が
相
互
補
完
的
に
天
皇
の
統
治
領
域
を
構
成
し
て
い
る
様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
担
う
職

掌
が
、『
古
事
記
』
で
は
「
天3

津
日
継
」、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
嗣
」
で
あ
る
と
い
う
表
現
の
相
違
に
注
目
す
れ
ば
、「
食
国
の
政
」
と
「
山

海
の
政
」
は
、
神
野
志
隆
光
氏（

（2
（

が
説
く
よ
う
に
「
天
の
下
の
政
」
と
し
て
の
意
味
合
い
を
帯
び
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
下

に
対
し
て
「
食
国
」
の
観
念
の
定
着
を
想
定
す
る
先
の
推
測
を
、
補
う
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
察
し
て
く
る
な
ら
、
天
照
系
諸
伝
に
見
え
る
三
貴
子
分
治
条
の
統
治
領
域
は
、
天
皇
統
治
の
神
話
的
根
拠
た
る
べ
く

整
え
ら
れ
て
き
た
と
見
定
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
の
天
下
に
ま
つ
わ
る
観
念
の
発
達
は
、
次
の
例
と
も
関
わ
り
を
持
つ
と

思
わ
れ
る
。

36�

．
大や

ま
と和

に
は

群む
ら

山や
ま

あ
れ
ど

と
り
よ
ろ
ふ

天あ
め

の
香
具
山

登
り
立
ち

国く
に

見み

を
す
れ
ば

国く
に

原は
ら

は

煙け
ぶ
り

立
ち
立
つ

海ウ
ナ

原ハ
ラ

波ハ

か
ま
め
立
ち
立
つ

う
ま
し
国
そ

あ
き
づ
島

大
和
の
国
は�

（
万
１
・
二
）

右
に
挙
げ
た
舒
明
天
皇
の
国
見
歌
は
、「
天4

の
香
具
山
」
と
い
う
国
見
の
場
に
注
目
し
た
川
口
勝
康
氏（

（2
（

に
よ
っ
て
「
き
わ
め
て
政
治
的

な
『
国
見
』
の
意
味
（
天
→
国
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
の
表
出
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
青
木
周
平
氏（

（2
（

は
、「
国
原
」「
海
原
」
と

い
う
対
句
表
現
に
つ
い
て
、
冒
頭
の
「
大
和
」
と
い
う
地
名
を
末
尾
に
お
け
る
「
あ
き
づ
島

大
和
の
国
」
と
い
う
神
話
領
域（

（2
（

へ
と
変
質

さ
せ
る
〈
豊
饒
性
〉〈
原
初
性
〉
を
帯
び
た
神
話
的
表
現
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。「
国
原
」「
海
原
」
の
対
応
が
青
木
氏
の
説
く
よ
う
に
、

37�

．
保
食
神
乃す

な
は

ち
首か

う
べ

を
廻め

ぐ

ら
し
、
国
に
嚮む

か

へ
ば
口く

ち

よ
り
飯い

ひ

出い

で
、
又
海
に
嚮
へ
ば
鰭は

た
の

広
ひ
ろ
も
の

・
鰭は

た
の

狭さ
も
の

も
口
よ
り
出
で
、
又
山
に
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嚮
へ
ば
毛け

の

麁
あ
ら
も
の

・
毛け

の

柔
に
こ
も
の

も
口
よ
り
出
づ
。
夫そ

の
品

く
さ
ぐ
さ
の

物も
の

悉
こ
と
ご
と
く

に
備そ

な

へ
、
百

も
も
と
り
の

机つ
く
え

に
貯つ

み
て
饗あ

へ
た
て
ま
つ
る
。

�

（
神
代
紀
上
・
第
五
段
一
書
第
十
一
）

と
い
う
例
と
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、
36
の
背
後
に
は
、
天
照
系
諸
伝
に
お
け
る
「
食
国
」―「
海
原
」
の
対
応
の
確
立
と
軌
を
一
に
し
た
、

天
皇
統
治
の
神
話
的
表
現
の
模
索
を
は
っ
き
り
と
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
36
で
注
目
し
た
い
の
は
、
神
野
富
一
氏（

（2
（

が
「
国
原
」「
海
原
」
に
つ
い
て
、「
大
野
の
原
」「
青
海
の
原
」
の
対
句
表
現
を
持
つ
祈
年
祭
祝
詞
の
検
討
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
成

立
過
程
を
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

�

天
皇
権
が
刻
々
と
確
立
し
て
い
く
状
況
を
背
景
に
宮
廷
内
部
で
熟
成
し
て
き
た
天
皇
の
支
配
領
域
の
一
つ
の
表
現
方
法
―「
国
―
海
」

の
対
句
表
現
―
が
、
一
方
で
は
祝
詞
と
い
う
呪
詞
に
、
他
方
で
は
国
見
歌
と
い
う
呪
歌
に
現
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

神
野
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
右
で
見
て
き
た
神
話
的
表
現
の
展
開
は
、
祝
詞
の
成
立
ま
で
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
同
じ
く
神
野
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
祝
詞
の
成
立
年
代
に
は
不
確
か
な
点
が
多
い
。
天
下
に
対
す
る
「
食
国
」

の
定
着
に
焦
点
を
絞
る
な
ら
、
注
目
さ
れ
る
の
は
『
続
日
本
紀
』
宣
命
に
見
え
る
36
例
の
「
食
国
」
の
用
例
の
う
ち
、
25
例
が
「
食
国
天3

下3

」
と
い
う
形
を
持
つ
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
の
固
定
性
は
、ま
さ
に
定
着
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。『
古
事
記
』
の
「
夜
之
食
国
」

と
い
う
表
現
は
、
そ
の
観
念
が
い
ま
だ
明
確
な
形
を
持
つ
に
至
ら
ず
、
一
書
第
十
一
の
よ
う
な
昼
夜
交
替
の
起
源
譚
と
し
て
の
面
影
を
帯

び
て
い
る
過
渡
的
な
姿
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、「
夜
之
」
と
い
う
特
異
な
表
現
を
冠
し
て
い
る
と
は
い
え
、
天
皇
統
治
の
神
話
的

根
拠
と
し
て
の
三
貴
子
分
治
領
域
の
鼎
立
は
、「
食
国
」
と
「
海
原
」
の
対
応
を
持
つ
に
至
っ
た
『
古
事
記
』
で
果
た
さ
れ
た
構
想
で
あ
っ

た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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六

お
わ
り
に

以
上
、
前
節
で
は
『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
の
検
討
を
中
心
に
、
統
治
領
域
と
し
て
の
「
海
原
」
の
確
立
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
最
後
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
四
節
で
論
じ
た
〈
神
と
の
関
わ
り
〉
と
〈
物
理
的
・
心
理
的
な

隔
た
り
〉
と
い
う
意
味
と
の
対
応
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
う
え
で
改
め
て
注
目
し
た
い
の
は
、『
続
日
本
紀
』
宣
命
の
「
食
国
天
下
」

と
い
う
表
現
で
あ
る
。
先
に
「
食
国
」
の
観
念
の
定
着
が
こ
の
表
現
に
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、
森
田
喜
久
男
氏（

（2
（

は
、
そ
こ
に
「
山
海
」

と
い
う
要
素
が
欠
け
て
い
る
点
に
注
目
し
、「
食
国
天
下
」
の
成
立
過
程
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

�

か
つ
て
「
食
国
」
の
周
囲
に
同
心
円
状
に
存
在
し
た
「
山
海
」
は
、「
食
国
」
の
拡
大
に
よ
り
「
食
国
」
の
中
に
吸
収
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、

「
食
国
天
下
」
と
い
う
言
葉
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

着
目
点
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、「
食
国
」
の
意
味
の
拡
大
は
食
物
供
献
儀
礼
と
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
た
岡
田
精
司
氏（

（3
（

に
よ
っ
て
も

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
両
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、「
海
原
」
は
「
食
国
」
の
観
念
が
練
り
上
げ
ら
れ
、
次
第
に
抽
象
化
し
て
い
く
な
か
で
、

そ
の
輪
郭
を
失
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
三
貴
子
分
治
条
の
「
食
国
」
が
「
夜
之
」
と
い
う
表
現
を
冠
し
て
い
る
点
を

鑑
み
て
も
、「
食
国
」
と
「
海
原
」
と
の
対
応
に
よ
っ
て
天
下
の
概
念
を
示
す
表
現
は
、
現
実
の
土
地
感
覚
に
根
差
し
た
自
然
神
話
的
な

要
素
を
多
分
に
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
に
見
出
せ
る
先
の
意
味
合
い
は
、「
海
原
」
が
い
ま
だ

神
話
世
界
の
構
築
に
寄
与
し
、「
食
国
」
の
周
縁
で
天
の
果
て
ま
で
届
く
領
域
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
段
階
の
語
義
を
留
め
て
い

る
こ
と
を
示
す
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
『
古
事
記
』
の
「
海
原
」
は
、
天
皇
統
治
を
表
す
表
現
が
練
り
上
げ
ら
れ
る
過
渡

期
に
生
ま
れ
た
、
天
涯
地
角
を
示
す
神
話
的
表
現
に
起
源
を
持
つ
用
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
も
っ
て
本
稿
の
ま

と
め
と
す
る
。
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�

註

（
１
）�
北
川
和
秀
「
古
事
記
上
巻
と
日
本
書
紀
神
代
巻
と
の
関
係
」（『
文
学
』
48
巻
５
号
、
昭
55
・
５
）。

（
2
）�
「
根
の
国
」
に
関
し
て
は
、
西
澤
一
光
「『
日
本
書
紀
』
に
と
っ
て
『
根
の
国
』
と
は
何
か
」（『
論
集
『
日
本
書
紀
』「
神
代
」』
和
泉
書
院
、

平
５
・
12
）
参
照
。

（
3
）�

中
村
啓
信
「
高
天
の
原
に
つ
い
て
」（『
古
事
記
の
本
性
』
お
う
ふ
う
、
平
12
・
１
）。

（
4
）�

青
木
周
平
「
大
地
の
起
源
」（『
青
木
周
平
著
作
集
』
上
巻
、
お
う
ふ
う
、
平
27
・
３
）。

（
5
）�

筑
紫
申
真
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
14
・
５
）
な
ど
。

（
6
）�

阿
部
寛
子
「
日
向
三
代
の
神
話
―
そ
の
（
一
）―
海
原
支
配
の
物
語
―
」（『
調
布
日
本
文
化
』
12
号
、
平
14
・
３
）。

（
7
）�

田
中
智
樹
「『
古
事
記
』
に
於
け
る
『
海
原
』」（『
中
京
大
学
上
代
文
学
論
究
』
10
号
、
平
14
・
３
）。

（
8
）�

村
上
桃
子
「
葦
原
中
国
と
海
原
―『
塞
二
海
坂
一
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
古
事
記
年
報
』
49
号
、
平
19
・
１
）。

（
9
）�

吉
澤
友
紀
「『
古
事
記
』
に
お
け
る
『
海
原
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
文
学
論
究
』
69
冊
、
平
22
・
３
）。

（
10
）�

井
手
至
「
聖
な
る
時
空
―
三
貴
神
分
治
の
世
界
―
」（『
萬
葉
』
177
号
、
平
13
・
５
）。

（
11
）�

和
田
嘉
寿
男
「
常
世
と
海
原
―
御
毛
沼
命
と
稲
氷
命
に
よ
せ
て
―
」（『
武
庫
川
国
文
』
62
号
、
平
15
・
11
）。

（
12
）�

辻
田
昌
三
「『
野
』
と
『
原
』」（『
古
代
語
の
意
味
領
域
』
和
泉
書
院
、
平
１
・
７
）。
な
お
、
同
様
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
論
考
と
し
て
、
柳

田
国
男
「
地
名
の
話
」（『
柳
田
國
男
全
集
』
第
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
平
10
・
11
）、
池
田
末
則
「『
野
』『
原
』
考
」（『
古
代
地
名
発
掘
』
新

人
物
往
来
社
、
昭
53
・
12
）、
吉
田
茂
樹
「
古
代
の
地
名
か
ら
み
た
野の

と
原は

ら

」（『
地
名
の
由
来
』
新
人
物
往
来
社
、
昭
54
・
２
）、
糸
井
通
浩

「『
原は

ら

』『
野の

』
語
誌
考
・
続
貂
」（『
愛
文
』
15
号
、
昭
54
・
７
）、
白
井
清
子
「
上
代
人
の
空
間
意
識
―
サ
ト
（
里
）・
ノ
（
野
）・
ヤ
マ
（
山
）・

ハ
ラ
（
原
）・
ヲ
カ
（
丘
）
に
つ
い
て
」（『
学
習
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
35
号
、
平
９
・
３
）
が
あ
る
。

（
13
）�

神
野
富
一
「
舒
明
天
皇
国
見
歌
攷
」（『
甲
南
国
文
』
29
号
、
昭
57
・
３
）。

（
14
）�

井
手
至
「
巻
七
訓
詁
私
按
」（
五
味
智
英
・
小
島
憲
之
編
『
万
葉
集
研
究
』
第
七
集
、
塙
書
房
、
昭
53
・
９
）
は
「『
白
雲
』―
上
代
の
『
雲
』

は
一
般
に
目
の
前
に
居
な
い
人
を
偲
ば
せ
る
よ
す
が
と
な
る
物
で
あ
っ
た
」
と
説
き
、
当
該
歌
の
白
雲
に
対
し
て
「
従
駕
の
人
た
ち
は
、
家
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に
残
し
て
来
た
妻
の
面
影
を
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
井
手
氏
の
解
釈
に
従
え
ば
、
当
該
例
の
「
海
原
」
も
ま
た

後
述
す
る
隔
絶
感
を
読
み
取
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）�
松
村
武
雄
「
地
堺
に
於
け
る
宗
敎
文
化
」（『
民
俗
學
論
考
』
大
岡
山
書
店
、
昭
５
・
10
）。

（
16
）�
注
12
に
挙
げ
た
糸
井
通
浩
氏
の
論
で
は
「
地
霊
の
充
実
（
ハ
ル
）
し
た
結
果
・
状
態
が
、
原
（
ハ
ラ
）
で
あ
っ
た
」
と
、
ハ
ラ
の
語
義
そ

の
も
の
に
霊
的
活
動
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。『
古
事
記
』
に
限
定
し
た
範
囲
に
お
い
て
支
持
し
た
い
。

（
17
）�

こ
こ
で
言
う
「
生
成
論
的
な
観
点
」
と
は
、「
古
事
記
な
ら
古
事
記
を
出
来
上
が
っ
た
作
品
と
し
て
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
描
き

出
さ
れ
て
い
る
世
界
の
意
味
を
、
そ
れ
が
文
字
言
語
の
表
現
（
テ
ク
ス
ト
＝
書
き
物
）
と
し
て
ま
さ
に
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
局
面
に
お
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て0

読
み
取
る
こ
と
で
あ
る
」（
傍
点
マ
マ
）
と
い
う
西
條
勉
氏
の
定
義
に
拠
っ
て
い
る
。
同
氏
『
古
事
記
と
王
家
の
系
譜
学
』
笠
間
書
院
、
平

17
・
11
）
の
序
言
を
参
照
。

（
18
）�

こ
の
ま
と
め
方
は
、
神
野
志
隆
光
「
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
物
語
」（『
古
代
天
皇
神
話
論
』
若
草
書
房
、
平
11
・
12
）
の
指
摘
を
参

考
に
し
た
。

（
19
）�

山
㟢
か
お
り
「
月
読
命
と
夜
之
食
国
」（『
國
學
院
雜
誌
』
115
巻
10
号
、
平
26
・
10
）。

（
20
）�

岡
田
精
司
「
大
化
前
代
の
服
属
儀
礼
と
新
嘗
―
食
国
（
ヲ
ス
ク
ニ
）
の
背
景
―
」（『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙
書
房
、昭
45
・
４
）
参
照
。

な
お
、
村
上
麻
佑
子
「
古
代
日
本
に
お
け
る
『
食
国
』
の
思
想
」（『
日
本
思
想
史
学
』
44
号
、
平
成
24
・
9
）
は
「
食
国
」
を
「
君
主
に
よ
っ

て
委
任
さ
れ
た
土
地
で
、
臣
下
が
統
治
を
行
う
」
意
を
持
つ
漢
語
に
由
来
す
る
表
現
で
あ
る
と
述
べ
、
食
物
供
献
儀
礼
と
の
関
わ
り
を
見
直

す
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、「
夜
之
食
国
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、「『
高
天
原
』
と
比
較
し
て
部
分
的
な
夜
の
統
治
に
過
ぎ
な
い
」
点

が
な
ぜ
漢
語
表
現
の
「
食
国
」
と
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
点
に
ど
う
し
て
も
筆
者
の
理
解
が
届
か
ず
、
所
論
に
従
う
べ
き
か
否
か
、
判
断
を

保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ご
批
正
を
賜
り
た
い
。

（
21
）�

奥
村
和
美
「
家
持
の
難
波
宮
讃
歌
（
下
）―『
陳
二
私
拙
懐
一
一
首
』
の
讃
美
の
方
法
と
表
現
―
」（『
美
夫
君
志
』
76
号
、
平
20
・
３
）。

（
22
）�

大
津
透
「
食
国
天
下
の
政
と
服
属
儀
礼
」（『
古
代
の
天
皇
制
』
岩
波
書
店
、
平
11
・
12
）。

（
23
）�

注
21
同
論
で「
家
持
が
難
波
の
浜
か
ら
見
た
の
は
、聖
な
る
島
々
に
替
わ
っ
て
、神
話
の
始
原
か
ら
続
く
海
人
の
漁
撈
の
姿
で
あ
り
、そ
れ
は
、

い
ま
堀
江
に
陸
続
と
集
ま
っ
て
き
て
い
る
諸
国
の
貢
の
、
そ
の
背
後
に
あ
る
民
草
の
勤
労
を
象
徴
す
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）�

神
野
志
隆
光
「
応
神
天
皇
の
物
語
―
天
皇
の
世
界
の
秩
序
の
確
立
―
」（『
古
事
記
の
天
皇
』
古
事
記
研
究
大
系
６
、高
科
書
店
、平
６
・
８
）。
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（
25
）�

川
口
勝
康
「
舒
明
御
製
と
国
見
歌
の
源
流
」（
伊
藤
博
・
稲
岡
耕
二
編
『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
一
集
、
有
斐
閣
、
昭
52
・
12
）。

（
26
）�

青
木
周
平
「
舒
明
天
皇
国
見
歌
」（『
青
木
周
平
著
作
集
』
中
巻
、
お
う
ふ
う
、
平
27
・
11
）。
な
お
同
論
は
三
貴
子
分
治
条
の
考
察
に
つ
い

て
本
稿
と
大
き
く
関
わ
る
点
を
持
つ
。
併
読
を
請
う
。

（
27
）�
秋
本
吉
徳
「〈
枕
詞
〉
攷

（一）
―
地
名
「
ヤ
マ
ト
」
に
か
か
る
も
の
を
中
心
に
―
」（『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
27
号
、
昭
54･

12
）
お
よ
び
注

25
論
文
参
照
。

（
28
）�

注
13
に
同
じ
。

（
29
）�

森
田
喜
久
男
「『
食
国
之
政
』
に
包
摂
さ
れ
た
『
山
海
之
政
』」（『
日
本
古
代
の
王
権
と
山さ

ん

野や

河か

海か
い

』
吉
川
弘
文
館
、
平
21
・
２
）。

（
30
）�

注
20
に
同
じ
。

〔
付
記
〕『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
の
書
き
下
し
文
は
、
い
ず
れ
も
小
学
館
新
編
全
集
本
に
よ
っ
た
。
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論
考
二明

治
期
の
『
古
事
記
』
研
究
と
神
宮
教
化

武
田

幸
也

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
近
代
の
神
道
教
化
・
神
宮
教
化
を
切
り
口
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。

近
代
の
神
道
教
化
、
中
で
も
神
宮
を
中
心
と
す
る
教
化
活
動
を
展
開
し
た
の
が
神
宮
教
院
・
神
宮
教
・
神
宮
奉
斎
会
で
あ
る
。
神
宮
教

院
は
、
明
治
五
年
に
神
宮
が
大
教
宣
布
運
動
を
推
進
す
る
た
め
の
人
材
養
成
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
、
全
国
に
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
神

宮
教
会
や
神
風
講
社
の
中
核
と
し
て
明
治
九
年
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
か
か
る
神
宮
教
院
は
、
祭
神
論
争
を
経
て
明
治
十
五
年
の
神
官
教

導
職
分
離
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、
神
宮
と
切
り
離
さ
れ
、
神
宮
教
と
な
る
。
そ
し
て
神
宮
教
が
明
治
三
十
二
年
に
財
団
法
人
へ
と
非
宗

教
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
神
宮
奉
斎
会
が
設
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
後
に
神
宮
奉
斎
会
は
、
大
日
本
神
祇
会
・
皇
典
講
究
所
と
発
展
的
解

消
を
遂
げ
、
神
社
本
庁
へ
と
連
続
し
て
い
く
こ
と
と
な
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
神
宮
教
院
以
来
の
活
動
は
、
近
代
の
神
宮

を
中
心
と
す
る
神
道
教
化
を
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

他
方
で
、
既
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

と
お
り
、
や
や
も
す
る
と
近
代
の
『
古
事
記
』
研
究
の
概
観（

（
（

は
、
文
学
的
研
究
に
お
け
る
先
行

研
究
と
し
て
の
評
価
が
多
く
、
近
代
の
『
古
事
記
』
研
究
を
取
り
巻
く
社
会
的
状
況
や
環
境
と
の
関
わ
り
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
さ
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ほ
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
と
い
え
よ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
、
神
宮
教
化
を
担
っ
た
組
織
に
関
る
『
古
事
記
』
研
究
や
発
信
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
教
化
と
い
う
課
題
に

対
峙
し
た
人
物
達
が
『
古
事
記
』
を
ど
の
よ
う
に
研
究
、
あ
る
い
は
波
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
を
示
し
、
近
代
に
お
け
る
『
古
事
記
』

研
究
や
発
信
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
明
治
期
に
限
定
す
る
の
は
、
神
宮
教
院
・
神
宮
教
・
神
宮
奉
斎
会
の
活
動
が

最
も
活
発
に
展
開
さ
れ
た
の
が
明
治
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一

田
中
頼
庸
と
神
宮
教
院
に
お
け
る
「
古
典
」
研
究
の
意
義

近
代
、
と
り
わ
け
明
治
期
の
『
古
事
記
』
研
究
史
に
お
い
て
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
田
中
頼
庸
『
校

訂
古
事
記
』（
神
宮
教
院
蔵
版
、
明
治
二
十
年
八
月
）
で
あ
る
。
明
治
期
の
『
古
事
記
』
研
究
は
、
近
世
以
来
の
国
学
者
が
そ
の
担
い
手

と
な
っ
て
お
り
、「
古
事
記
の
国
学
的
研
究
は
、
明
治
も
三
十
年
代
ま
で
続
け
ら
れ
」、「
そ
の
研
究
は
概
し
て
近
世
の
最
も
す
ぐ
れ
た
業

績
で
あ
る
本
居
宣
長
の
古
事
記
伝
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
と
言
つ
て
よ
い
が
、
そ
の
間
に
見
る
べ
き
も
の
は
本
文
校
勘
及
び
訓
読
を
主
と

し
、
あ
と
は
註
釈
に
多
少
「
古
事
記
伝
」
か
ら
更
に
一
歩
前
進
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（
（

。
こ
の
内
、
本
文
の
校
勘
・
校
訂
・
訓
読
に
意
義
あ
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
『
校
訂
古
事
記
』
で
あ
っ
た
。

本
書
が
高
く
評
価
さ
れ
る
理
由
は
、
本
文
を
本
居
宣
長
の
『
古
訓
古
事
記
』
に
拠
ら
ず
、
真
福
寺
本
や
そ
の
他
の
二
十
本
近
く
の
諸
本
を

用
い
て
校
合
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
史
料
等
も
用
い
な
が
ら
一
々
書
名
を
あ
げ
て
異
同
を
記
し
な
が
ら
校
訂
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
校
訂
古
事
記
』
は
、「
従
来
知
ら
れ
な
か
つ
た
多
く
の
諸
本
を
博
捜
し
、
宣
長
の
主
観
的
な
改
訂
の
態
度
を
難
じ
、

諸
本
に
依
拠
し
て
忠
実
に
校
訂
し
よ
う
と
し
た
点
、
本
文
校
勘
の
上
で
は
最
初
の
本
格
的
業
績
と
言
ひ
得
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
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訓
読
に
お
い
て
も
「
本
文
の
訓
は
記
伝
の
訓
と
は
異
な
り
、
敬
語
、
助
詞
、
助
動
詞
、
の
類
を
読
み
添
へ
る
こ
と
を
尠
く
し
て
、
で
き
る

限
り
本
文
の
漢
字
に
即
し
て
訓
を
附
け
よ
う
と
し
て
」
い
る
な
ど
、
宣
長
説
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
も
の
と
し
て
文
学
的
研
究
に
お
い
て

高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

以
上
の
よ
う
な
研
究
史
上
の
評
価
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
な
に
ゆ
え
に
田
中
頼
庸
が
『
古
事
記
』
の
校

訂
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
か
で
あ
る
。

田
中
頼
庸
は
、
天
保
七
年
五
月
二
十
一
日
、
薩
摩
藩
士
田
中
四
郎
左
衛
門
の
子
と
し
て
鹿
児
島
城
下
稲
荷
町
に
出
ま
れ
、
通
称
を
藤
八
、

号
を
雲
岫
と
い
い
、
明
治
維
新
後
に
は
藩
校
造
士
館
の
国
学
局
に
出
仕
し
て
神
社
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
四
年
に
は
神
代
三
陵

取
調
に
任
じ
ら
れ
、
高
屋
山
陵
の
所
在
地
の
考
証
を
行
っ
た
。
同
年
に
は
、
神
祇
省
十
一
等
出
仕
、
同
五
年
に
は
教
部
省
の
設
置
に
伴
い

教
部
省
八
等
出
仕
・
教
部
大
録
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
七
年
に
神
宮
大
宮
司
へ
就
任
し
て
い
る
。
以
降
は
、
同
十
年
に
神
宮
宮
司
（
官
制

改
革
に
よ
る
）、
同
十
五
年
の
神
官
教
導
職
分
離
に
よ
っ
て
神
道
神
宮
派
（
後
の
神
宮
教
）
管
長
と
な
り
、
同
二
十
六
年
に
神
宮
教
管
長

を
辞
任
し
た（

（
（

。

以
上
の
よ
う
な
履
歴
を
見
て
も
田
中
頼
庸
が
、
近
代
の
神
道
教
化
・
神
宮
教
化
運
動
に
深
く
関
わ
る
国
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て

指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
特
に
田
中
の
教
化
に
関
す
る
問
題
意
識
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
明
治
四
年
十
一
月
に
山
之
内

時
習
と
の
連
名
で
提
出
さ
れ
た
建
白
書
が
あ
る（

（
（

。
本
建
白
は
、
田
中
が
鹿
児
島
県
に
配
流
さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
化
に
当
た
っ
た

経
験
を
踏
ま
え
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
と
死
後
観
に
依
拠
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
天
皇
を
相
対
化
し
、
天
皇
の
「
命
令
ニ
ハ
背
ク
ト
云
ト
モ
造
物
主
ノ
道
ニ
背
サ
ル
故
ニ
如
何
ナ
ル
厳
刑
ニ
遭
フ
ト
モ
後
生
ノ
恵
福

ヲ
蒙
ル
ニ
疑
ナ
シ
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
治
初
年
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対
立
は
、
死
後
の
問
題
を
含
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む
教
義
や
世
界
観
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
宗
教
的
世
界
観
の
前
提
と
な
る
教
義
や
「
古
典
」
の
相

違
と
い
う
問
題
に
帰
結
す
る
と
い
え
よ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
田
中
頼
庸
は
、
後
に
『
神
徳
論
』
を
刊
行
し
て
、
国
史
に
あ
ら
わ
れ
た
「
神
祇
霊
徳
ノ
一
班
」
を
記
し
、「
神
典
国
史
ノ

一
毫
モ
疑
フ
ベ
カ
ラ
サ
ル
証
跡
ノ
ミ
ヲ
挙
ゲ
」
た（

（
（

。
そ
の
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（
（

。

�

生
ヲ
此
ノ
世
ニ
禀
ケ
神
恩
ノ
中
ニ
生
息
ス
ル
者
ハ
必
ズ
神
祇
霊
徳
ノ
貴
ブ
ベ
ク
恐
ル
ベ
キ
ヲ
知
リ
且
暮
ニ
神
祇
ヲ
礼
拝
シ
各
自
其
ノ

職
ヲ
勉
励
シ
上
ハ
国
家
ノ
隆
盛
ヲ
願
ヒ
下
ハ
一
家
ノ
幸
福
ヲ
祈
リ
無
量
ノ
神
恩
ニ
報
答
シ
奉
ラ
ズ
ハ
有
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ

と
。
即
ち
、
田
中
は
『
神
徳
論
』
に
お
い
て
人
々
が
神
々
の
「
神
徳
」
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
に
「
報
答
」
す

る
必
要
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
田
中
が
「
神
徳
」
を
語
る
上
で
用
い
た
も
の
が
、「
古
典
」
で
あ
り
、
そ
こ

に
示
さ
れ
た
歴
史
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
次
に
引
く
田
中
の
「
神
宮
教
会
祭
神
大
意（

（1
（

」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

�

天
神
に
造
化
と
被
造
化
の
別
あ
り
造
化
は
謂
ゆ
る
天
地
神
人
万
物
を
化
生
す
る
天
祖
天
御
中
主
神
是
な
り
被
造
化
は
謂
ゆ
る
天
祖
に

因
て
化
生
せ
る
神
可
美
葦
牙
彦
舅
神
以
下
八
百
万
神
是
な
り
而
し
て
被
造
化
の
神
に
尊
卑
大
小
あ
り
と
雖
各
其
造
化
の
神
功
を
賛
け

て
分
掌
の
妙
用
を
尽
さ
ゞ
る
は
な
し
殊
に
天
照
大
御
神
は
八
百
万
に
帝
と
し
て
其
徳
六
合
に
照
徹
し
天
地
万
物
尽
く
其
煦
育
を
蒙
ら

さ
る
者
な
し
宝
祚
無
窮
の
誓
天
壌
と
共
に
変
ら
さ
る
は
云
も
更
な
り
天
祖
の
神
徳
と
雖
此
皇
大
御
神
を
待
て
始
て
朝
廷
に
伝
れ
り
即

ち
紀
記
の
古
典
昭
々
た
る
明
証
に
し
て
古
今
崇
敬
の
礼
百
神
に
冠
た
る
所
以
な
り
然
る
に
吾
教
会
は
従
前
四
神
を
祭
り
来
れ
と
も
今

よ
り
勅
裁
の
例
に
準
じ
天
照
大
御
神
一
柱
を
表
名
し
造
化
三
柱
神
の
如
き
は
尚
旧
に
依
て
鎮
祭
し
本
教
の
大
旨
を
立
る
を
要
す
蓋
古

典
を
攷
る
に
天
地
開
闢
よ
り
起
て
造
化
の
神
徳
を
明
に
し
天
照
大
御
神
の
皇
孫
を
降
し
給
ひ
し
天
宗
の
原
始
に
及
べ
り
惟
神
の
本
教

宇
宙
の
大
道
自
ら
其
中
に
存
す
古
典
の
古
典
た
る
は
是
が
為
な
り
海
外
人
造
の
教
と
雖
亦
各
自
其
原
に
依
ら
さ
る
者
な
し
易
の
大
極
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老
家
の
遺
墨
家
の
真
主
宰
の
太
一
釈
氏
の
過
去
仏
耶
蘇
の
耶
華
和
に
於
る
類
一
に
し
て
足
ら
ず
是
他
な
し
天
地
の
公
道
に
於
て
本
を

棄
て
ゝ
末
を
取
る
へ
き
理
な
け
れ
は
な
り
況
や
玄
妙
の
神
理
古
典
に
徴
し
て
最
も
顕
然
た
る
を
や
固
よ
り
彼
が
臆
造
に
比
し
て
語
る

べ
き
に
あ
ら
す
是
以
我
祭
神
は
天
照
大
御
神
を
表
名
す
と
雖
造
化
の
三
神
は
其
始
を
改
め
ず
本
教
の
大
旨
を
明
に
し
他
の
天
神
地
祇

と
異
な
る
所
以
を
表
す
べ
し
誠
に
此
の
如
く
な
ら
ば
本
教
の
原
旨
国
体
の
基
礎
両
な
か
ら
其
全
を
得
る
に
庶
幾
し
第
一
神
宮
は
百
神

の
冠
首
弘
道
の
標
準
な
れ
ば
添
加
万
世
を
遠
く
慮
て
教
旨
を
立
さ
る
を
得
ず
是
今
祭
神
を
定
む
る
大
意
也

右
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
よ
う
に
田
中
頼
庸
は
、
造
化
三
神
と
天
照
大
神
の
神
徳
が
「
古
典
」
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
な
が
ら
、

そ
の
「
古
典
」
に
「
惟
神
本
教
宇
宙
の
大
道
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
日
本
の
「
古
典
」
を
世
界
に
お
け
る
「
古
典
の
古
典
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
少
な
く
と
も
田
中
に
と
っ
て
明
治
初
年
の
大
教
宣
布
運
動
は
、「
古
典
」
に
依
拠
し
、
そ
の
「
古
典
」
に
示
さ
れ

た
事
実
を
広
く
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
こ
そ
主
眼
が
置
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
田
中
が
学
術
的
に
よ
り

保
証
さ
れ
た
「
古
典
」
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

他
方
、『
校
訂
古
事
記
』
を
刊
行
し
た
神
宮
教
院
で
は
、大
教
宣
布
運
動
の
展
開
に
従
っ
て
多
く
の
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
大
半
は
、

神
道
に
関
わ
る
教
義
を
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
浦
田
長
民
『
神
典
採
要
』
と
山
口
起
業
『
神
典
採
要

通
解
』
で
あ
る
。『
神
典
採
要
』
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
古
語
拾
遺
』『
祝
詞
式
』
を
基
に
異
伝
の
多
い
神
代
史
を
一
つ
に
再
編
し
、

「
在
下
明
二
建
国
之
基
一、
而
示
中

皇
統
之
源
上
」
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た（

（1
（

。
さ
ら
に
神
宮
祭
主
近
衛
忠
房
は
、

�

彼
に
つ
た
へ
、
是
に
記
し
来
れ
る
ま
ゝ
、
細
な
る
す
ち
は
、
同
し
こ
と
の
二
か
た
に
お
も
は
る
ゝ
は
た
、
あ
と
さ
き
の
ま
か
へ
る
あ

り
て
、
深
く
考
へ
見
さ
る
き
は
ゝ
、
採
撰
ふ
す
ち
に
迷
ひ
ぬ
へ
し
、
故
其
大
綱
の
正
し
く
条
理
の
紛
れ
あ
ら
さ
る
を
採
て
、
国
体
の

尊
く
厳
な
る
、
且
事
物
皆
神
の
御
所
業
に
出
る
の
旨
を
、
し
ら
し
む
る
に
あ
ら
さ
れ
は
、
普
く
教
を
し
き
、
方
嚮
を
さ
と
す
に
、
便
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な
ら
ざ
る
勢
あ
り
、
是
則
神
典
採
要
の
な
れ
る
所
以
な
り
、
学
生
は
広
く
伝
説
を
捜
索
り
て
、
知
識
を
弘
む
へ
し
、
此
書
の
専
ら
と

す
る
所
に
あ
ら
す
、
速
く
神
の
御
徳
を
し
り
、
人
の
道
を
明
ら
め
、
大
君
の
御
恵
に
報
い
奉
ら
む
事
を
勤
む
る
も
の
は
、
此
書
に
由

ら
さ
る
へ
か
ら
す
、
こ
れ
此
書
の
本
旨
と
す
る
所
な
り
、
世
に
あ
り
と
有
も
の
、
皆
要
あ
ら
さ
る
は
な
し
、
し
か
し
て
古
史
の
要
な

る
も
の
は
、
此
書
に
な
む
有
け
る

と
記
し
て
い
る（

（1
（

。
即
ち
、
本
書
の
目
的
は
神
代
史
の
異
説
に
惑
わ
ず
、「
事
物
皆
神
の
御
所
業
に
出
る
の
旨
を
、
し
ら
し
」
め
て
「
普
く

教
を
し
き
、
方
嚮
を
さ
と
す
」
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
『
神
典
採
要
』
は
、
当
初
『
古
史
採
要
』
と
題
し
、

後
に
『
神
史
』
と
改
め
、『
神
典
採
要
』
に
再
度
名
称
を
変
更
し
、刊
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
名
称
の
変
遷
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
よ
う
に
『
神

典
採
要
』
の
編
纂
方
針
は
、
平
田
篤
胤
の
『
古
史
成
文
』
に
倣
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う（

（1
（

。

た
だ
し
、『
神
典
採
要
』
に
傍
訓
を
施
し
て
出
典
を
明
示
し
、
和
文
の
解
説
を
附
し
た
『
神
典
採
要
通
解
』
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
出

典
の
表
記
は
「
紀
記
拾
遺
に
由
る
」
や
「
紀
記
拾
遺
を
参
取
す
」、「
紀
記
の
意
を
採
る
」
と
い
っ
た
厳
密
に
本
文
を
確
定
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
古
語
拾
遺
』『
祝
詞
式
』
を
折
衷
し
な
が
ら
、
神
代
史
の
大
意
を
平
易
に
説
こ
う
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
中
で
も
『
神
典
採
要
通
解
』
で
特
徴
的
な
の
は
、
天
孫
降
臨
を
め
ぐ
る
一
連
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

�

下
土
は
す
べ
て
弟
尊
の
治
む
べ
き
国
な
る
を
、
其
職
を
廃
し
て
根
国
に
入
り
其
後
其
胤
大
己
貴
神
能
く
祖
業
を
復
し
、
国
土
を
修
理

し
其
徳
至
る
と
雖
も
、
如
何
せ
む
天
神
勅
勘
の
神
の
血
胤
に
し
て
、
此
神
を
以
て
直
に
下
土
の
主
た
ら
し
む
べ
か
ら
ず
、
故
に
曩
に

誓
約
の
際
、
朕
が
物
種
に
よ
り
生
め
る
御
子
、
即
今
子
と
し
て
養
ふ
所
の
吾
勝
尊
を
降
し
て
、
葦
原
中
国
に
王
た
ら
し
む
る
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
天
道
条
理
全
か
ら
ず
、
国
土
長
く
平
定
す
べ
か
ら
ず
、
万
民
以
て
安
寧
を
得
べ
か
ら
ず

と
論
じ
ら
れ
、
そ
の
理
由
が
、
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�

抑
天
祖
の
神
慮
此
に
至
る
者
は
、
始
素
尊
下
土
に
君
主
と
し
て
、
其
位
を
天
津
神
に
受
け
、
国
土
を
治
め
玉
ふ
べ
き
な
り
、
然
る
に

成
長
の
後
妖
邪
の
気
に
感
ぜ
ら
れ
て
、
其
行
ひ
暴
悍
な
る
故
に
、
父
神
の
勅
勘
に
由
り
て
、
根
国
に
放
逐
せ
ら
れ
玉
へ
る
は
、
乃
其

職
を
奉
ぜ
ざ
る
を
以
て
、
天
神
之
を
遐
棄
す
る
の
神
律
の
起
る
所
に
し
て
條
理
の
厳
な
る
復
如
何
と
も
為
べ
か
ら
ず
、
蓋
天
祖
素
尊

を
哀
愍
し
玉
ふ
の
叡
心
深
き
よ
り
、
彼
妖
気
を
払
ひ
て
正
心
を
発
動
し
、
且
其
遺
業
を
空
し
か
ら
ざ
ら
し
め
む
為
、
永
訣
の
昇
天
を

時
と
し
て
、
武
威
を
示
し
戒
懼
の
念
を
発
し
誓
約
を
設
け
御
物
を
付
し
、
其
を
物
種
と
し
て
子
を
生
ぜ
し
め
、
名
義
を
正
明
し
、
其

御
子
を
養
育
鍾
愛
し
て
、
終
に
下
土
に
君
臨
せ
し
め
む
と
し
玉
ふ
の
叡
慮
よ
り
出
て
、
此
に
至
れ
る
な
り

と
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
即
ち
、天
神
に
「
勅
勘
」
さ
れ
た
素
戔
嗚
尊
の
血
胤
で
あ
る
大
国
主
神
に
は
「
下
土
」
の
君
主
と
し
て
の
資
格
が
無
く
、

「
下
土
」
の
君
主
た
る
べ
き
「
素
尊
」
の
遺
業
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、「
其
御
子
を
養
育
鍾
愛
し
て
、
終
に
下
土
に
君
臨
」
さ
せ
よ
う
と
し

た
天
照
大
神
の
「
哀
愍
し
玉
ふ
の
叡
心
」
に
、
天
孫
降
臨
の
淵
源
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
宮
教
院
は
、
独
自
の

神
道
教
説
を
説
く
上
で
「
古
典
」
や
歴
史
を
根
拠
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
教
説
に
沿
う
形
で
「
古
典
」
が
解
釈
さ
れ
る
側
面
も
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
「
古
典
」
解
釈
の
態
度
は
、
一
方
で
「
古
典
」
解
釈
を
め
ぐ
る
対
立
や
神
観
の
相
違
を

惹
起
す
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う（

（1
（

。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
田
中
頼
庸
や
神
宮
教
院
は
、
明
治
初
年
の
国
民
教
化
と
い
う
課
題
に
対
し
、
神
道
教
説
を
説
く
上
で
、
そ

の
根
拠
を
「
古
典
」
に
求
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
何
も
田
中
や
神
宮
教
院
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
神
道
教
導
職
全
て

の
問
題
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
古
典
」
の
解
釈
に
関
わ
る
相
違
が
明
治
十
年
代
の
神
道
界
を
二
分
す
る
祭
神
論
争
へ
繋
が
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。

祭
神
論
争
は
、
神
道
教
導
職
の
中
核
で
あ
る
神
道
事
務
局
神
殿
に
祀
ら
れ
る
祭
神
を
め
ぐ
っ
て
明
治
十
二
年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
問
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題
化
し
て
い
く（

（1
（

。
本
論
争
は
、
従
来
か
ら
神
殿
に
祀
ら
れ
て
い
た
造
化
三
神
と
天
照
大
神
で
充
分
と
す
る
伊
勢
派
と
、
そ
れ
に
加
え
て
大

国
主
神
を
加
え
る
こ
と
を
主
張
し
た
出
雲
派
に
大
き
く
二
分
さ
れ
る
が
、
伊
勢
派
・
出
雲
派
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
そ
の
主
張
は
一
枚
岩
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
論
争
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
伊
勢
派
の
領
袖
と
さ
れ
る
田
中
頼
庸
は
、
出
雲
派

の
領
袖
た
る
千
家
尊
福
に
対
し
、「
大
国
主
神
ハ
、
国
土
経
営
ノ
功
徳
ア
リ
テ
幽
冥
ノ
主
宰
ト
坐
セ
ハ
、
大
体
上
ヲ
以
テ
表
名
合
祀
ス
ル

ハ
神
典
ニ
確
証
ア
リ
、
余
、
固
ヨ
リ
同
意
賛
成
ス
ト
雖
ト
モ
、
若
シ
大
地
官
ト
云
フ
論
ニ
及
フ
ト
キ
ハ
、
恐
ラ
ク
ハ
多
少
ノ
紛
議
ヲ
生
セ

ン
」
と
述
べ
、
大
国
主
神
が
「
幽
冥
ノ
主
宰
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
の
、
大
国
主
神
を
「
大
地
官
」
と
す
る
解
釈
を
問
題
と
し
て

い
た（

（1
（

。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
千
家
尊
福
の
解
釈
と
は
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
天
孫
降
臨
章
第
二
の
一
書
に
記
さ
れ
た
「
汝
所
治
顕
露

之
事
、
宜
是
吾
孫
治
之
。
汝
則
可
以
治
神
事
」、
垂
仁
天
皇
二
十
五
年
の
条
の
大
国
主
神
の
荒
魂
「
倭
大
神
」
の
「
大
初
之
時
期
曰
、
天

照
大
神
悉
治
高
天
原
。
皇
御
孫
尊
専
治
葦
原
中
国
之
八
十
魂
神
、
我
親
治
大
地
官
」
と
す
る
神
託
、
の
二
つ
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
前
提
に
千
家
は
、「
果
シ
テ
然
ラ
バ
我
人
ハ
其
経
営
統
治
シ
玉
フ
大
地
ニ
生
息
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
筋
骨
毛
髪
血
肉
等
一
切
地

気
ヲ
以
テ
成
ラ
ザ
ル
無
ク
、
之
ヲ
養
フ
モ
亦
地
気
ニ
因
テ
生
ズ
ル
物
ニ
ア
ラ
ザ
ル
無
ク
、
死
後
、
又
、
身
体
ノ
斯
土
ニ
化
ス
ル
等
ヲ
以
テ
、

地
気
ハ
我
身
ヲ
成
ス
ノ
本
ナ
ル
ハ
明
カ
ナ
リ
。
況
ヤ
霊
魂
ハ
其
恩
徳
ニ
因
テ
救
済
セ
ラ
ル
ヽ
者
ナ
レ
バ
、
此
土
ニ
生
息
ス
ル
者
ニ
シ
テ

大
国
主
大
神
ヲ
信
奉
崇
敬
ス
ベ
キ
ハ
、
猶
国
民
ノ

皇
上
ヲ
奉
戴
ス
ル
ト
異
ナ
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ
。」
と
指
摘
し
、
大
国
主
神
を
信
仰
す

る
必
要
を
説
い
て
い
る（

（1
（

。
要
す
る
に
千
家
の
解
釈
は
、
大
国
主
神
と
大
国
魂
神
を
同
神
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
祭
神
論
争
に
お
い
て
千
家
を
批
判
し
た
常
世
長
胤
は
、「
大
国
主
神
ヲ
以
テ
地
球
幽
政
ノ
大
主
宰
ト
シ
テ
大
地
官
ヲ
知

食
ス
神
ナ
レ
ハ
、
天
下
ニ
所
在
人
民
死
後
ノ
霊
魂
ニ
至
迄
、
幽
冥
ニ
係
ル
事
ハ
、
悉
ク
此
神
ノ
御
治
ニ
従
フ
」
と
す
る
理
解
が
「
一
家
ノ
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考
ニ
出
タ
ル
所
ノ
私
言
ナ
レ
ハ
、
未
古
典
ニ
明
証
」
が
な
い
と
指
摘
し
、「
大
地
官
ヲ
総
領
ス
ル
ト
云
モ
、
荒
魂
倭
大
国
魂
神
ノ
神
徳
ナ
リ
、

又
、
八
十
万
神
ヲ
率
テ
皇
御
孫
命
ヲ
守
奉
ル
ト
云
フ
モ
、
和
魂
大
物
主
神
ノ
神
徳
」
と
解
釈
し
て
、「
大
国
主
神
全
体
ノ
御
所
為
ニ
非
ス
」

と
反
論
し
て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
常
世
は
『
小
汀
之
論
』
で
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
天
孫
降
臨
章
第
二
の
一
書
に
お
け
る
「
則
可
以
治
神
事
」

を
『
旧
事
本
紀
』
の
記
述
を
基
に
し
て
「
汝
則
可
以
治
幽
神
之
事
」
と
改
め
た
上
で
、
大
国
主
神
の
掌
る
「
幽
神
之
事
」
を
「
天
上
の
日

隅
宮
に
到
り
坐
し
て
、
幽
世
に
在
り
な
が
ら
、
幽
世
の
神
等
を
斎
き
祀
る
」
こ
と
に
あ
る
と
し
た（

（2
（

。
そ
し
て
大
物
主
神
に
つ
い
て
は
天
皇

の
守
護
神
と
位
置
づ
け（

（2
（

、大
国
魂
神
は
「
大
地
主
神
」
と
解
釈
し
て
「
大
八
嶋
の
国
々
嶋
々
に
、在
り
と
あ
ら
ゆ
る
、国
魂
神
則
地
主
神
を
、

悉
く
主
宰
し
給
ふ
」
と
す
る（

（2
（

。
そ
の
上
で
、
大
国
主
神
・
大
物
主
神
・
大
国
魂
神
の
関
係
を
「
其
始
は
、
彼
大
己
貴
命
よ
り
別
れ
給
へ
る
」

神
と
し
つ
つ
も
、「
其
御
所
為
に
至
り
て
は
、
却
て
全
体
の
か
た
よ
り
は
遙
に
勝
」
る
と
解
釈
し
て
い
た（

（2
（

。
こ
れ
ら
常
世
の
批
判
は
、「
古
典
」

の
改
変
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
も
の
の
、
根
本
的
に
は
神
理
解
や
世
界
観
の
相
違
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

即
ち
、
明
治
初
年
の
「
古
典
」
解
釈
は
、
全
体
の
枠
組
み
は
と
も
か
く
と
し
て
、
部
分
的
な
神
理
解
や
世
界
観
に
つ
い
て
は
か
な
り
多

様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
附
言
す
る
と
、
神
宮
教
院
に
は
後
の
神
宮
皇
學
館
へ
と
連
な
る
神
宮
教
院
本
教
館
が
あ
り
、
神
道
事
務
局
に
は

皇
典
講
究
所
へ
発
展
し
て
い
く
神
道
事
務
局
生
徒
寮
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
、
近
代
の
神
職
・
教
導
職
養
成
機
関
で
あ
る
と
と
も

に
国
学
的
な
教
育
機
関
で
も
あ
り
、「
古
典
」
の
教
育
を
重
視
し
て
い
た（

（2
（

。
こ
う
し
た
点
に
鑑
み
る
と
、
当
時
、
様
々
な
学
説
・
教
義
や

信
仰
の
相
違
を
克
服
し
、
統
一
的
な
教
化
活
動
を
志
向
し
て
い
く
上
で
、
何
よ
り
も
学
術
的
に
保
証
さ
れ
た
「
古
典
」
が
必
要
と
さ
れ
て

い
た
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
よ
う
。
か
か
る
社
会
的
・
学
術
的
環
境
に
こ
そ
、
田
中
頼
庸
や
神
宮
教
院
が
『
古
事
記
』
の
校
訂

を
必
要
と
す
る
理
由
が
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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二

神
宮
教
と
『
古
事
記
』
研
究
を
め
ぐ
る
明
治
の
国
学
者

『
校
訂
古
事
記
』
は
、
明
治
十
四
年
三
月
に
版
権
免
許
が
降
り
、
同
二
十
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
の
は
、『
校
訂
古
事
記
』
刊
行
以
前
に
『
校
訂
日
本
紀
』（
神
宮
教
院
、
明
治
十
四
年
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
田
中
に
と
っ
て
は
『
古
事
記
』
だ
け
で
は
な
く
『
日
本
書
紀
』
も
校
訂
さ
れ
る
べ
き
文
献
だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

『
校
訂
日
本
紀
』
は
、『
日
本
書
紀
』
の
み
な
ら
ず
夥
し
い
文
献
・
史
料
を
博
捜
し
て
校
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
神
宮
教
広
島
本
部
長
や

神
宮
教
の
教
育
機
関
た
る
神
宮
教
々
校
の
校
長
を
務
め
た
藤
井
稜
威
の
年
譜（

（2
（

に
は
、
明
治
十
三
年
二
月
の
項
目
に
「
神
宮
教
院
育
材
課
出

兼
寮
監
を
命
ぜ
ら
る
六
月
副
教
授
と
な
る
。」、「
育
材
課
勤
務
の
傍
田
中
大マ

マ

宮
司
菫
督
の
下
に
日
本
紀
を
校
訂
す
、
異
本
百
十
五
種
を
校

讎
す
、学
者
拠
る
所
と
す
。」
と
あ
り
、三
輪
田
高
房
が
「
明
治
十
三
年
夏
伊
勢
に
田
中
校
訂
の
日
本
紀
を
校
訂
せ
ら
れ
し
こ
と
を
偲
び
て
」

詠
ん
だ
次
の
よ
う
な
哀
悼
の
歌
二
首
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

君
と
我
田
中
の
日
本
紀
校
べ
た
る
昔
偲
び
て
涙
こ
ぼ
る
ゝ

我
国
の
書
よ
む
中
に
君
は
又
皇
胤
の
事
を
能
し
ら
べ
て
き

以
上
の
よ
う
に
田
中
頼
庸
の
『
校
訂
日
本
紀
』
編
纂
は
、
田
中
独
自
で
は
な
く
、
藤
井
稜
威
や
三
輪
田
高
房
の
協
力
に
よ
る
も
の
で�

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
校
訂
作
業
の
在
り
方
は
、『
古
事
記
』
の
校
訂
に
際
し
て
も
引
き
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、『
校
訂
古
事
記
』

の
「
例
言
」
に
は
、「
井
上
頼
國
、
飯
田
武
郷
、
並
與
有
レ
力
、
二
子
之
功
、
不
レ
可
二
泯
没
一、
故
記
二
其
顛
末
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
校

訂
日
本
紀
』
以
上
に
有
力
な
国
学
者
が
校
訂
に
尽
力
し
て
い
た
。

ま
た
「
例
言
」
に
は
、
本
書
の
校
訂
開
始
が
明
治
十
三
年
の
春
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
日
本
書
紀
』
の
校
訂
と
同
時
期
に
着
手
さ
れ
た
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と
考
え
ら
れ
よ
う
。
校
訂
自
体
は
、
同
十
三
年
の
秋
に
終
了
し
、
同
十
四
年
三
月
に
版
権
免
許
を
得
た
が
、
刊
行
は
同
二
十
年
八
月
ま
で

延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
祭
神
論
争
と
そ
れ
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
神

官
教
導
職
分
離
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、
同
十
四
年
一
月
に
祭
神
論
争
が
決
着
、
同
十
五
年
一
月
に
は
神
官
教
導
職
が
分
離

さ
れ
神
宮
司
庁
と
神
宮
教
院
が
分
離
し
て
神
宮
教
が
成
立
、
同
十
七
年
八
月
に
は
教
導
職
制
度
廃
止
に
よ
り
各
教
団
規
則
の
制
定
が
求
め

ら
れ
「
神
宮
教
々
規
」
が
同
十
九
年
に
成
立
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
神
宮
教
の
教
団
組
織
が
一
応
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
間
、
神
宮
教
で
は
管
長
選
出
の
方
法
や
神
宮
教
院
へ
移
譲
さ
れ
た
土
地
を
田
中
頼
庸
の
個
人
名
義
と
し
た
こ

と
等
を
め
ぐ
っ
て
紛
擾
を
起
し
て
お
り
、
明
治
十
七
年
三
月
二
十
八
日
に
田
中
が
海
江
田
信
義
や
丸
山
作
楽
の
仲
介
に
よ
っ
て
神
田
息
胤

や
常
世
長
胤
、
落
合
直
亮
、
松
平
晋
之
丞
と
和
解
す
る
ま
で
続
け
ら
れ
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
成
立
当
初
の
神
宮
教
に
は
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
問
題
が
あ
る
程
度
片
付
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
校
訂
古
事
記
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、『
校
訂
古
事
記
』
の
刊
行
以
前
の
明
治
十
八
年
か
ら
神
宮
教
院
に
お
い
て
『
古
事
記
』
の
解
釈
に
つ
い
て
検
討
が

加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
神
宮
教
の
機
関
誌
『
教
報
』
第
一
号（

（2
（

に
は
、「
古
事
記
解
釈
」
と
し
て
「
三
貴
子
の
誕
生
」
に
つ
い
て

の
註
釈
を
示
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

�

此
日
の
会
員
ハ
三
輪
田
高
房
宮
地
巌
夫
七
星
正
泰
岡
吉
胤
塚
田
菅
彦
緒
方
萬
藤
岡
好
古
飯
田
武
卿マ

マ

宇
陀
太
郎
及
ひ
議
長
田
中
頼
庸
の
諸

氏
等
也
右
ハ
神
宮
教
院
に
於
て
有
志
諸
氏
か
古
事
記
の
正
解
を
為
さ
ん
と
て
明
治
十
八
年
来
合
議
す
る
所
な
り
其
以
前
に
解
釈
を
下
し

た
る
の
分
ハ
冗
長
に
渉
る
を
以
て
之
を
用
ゐ
す
以
下
之
に
倣
ふ
又
本
日
ハ
紙
幅
の
都
合
に
依
て
解
釈
文
甚
少
し
次
号
に
之
を
補
ふ
。

右
か
ら
神
宮
教
院
に
お
い
て
明
治
十
八
年
以
来
、『
古
事
記
』
の
「
正
解
」
に
つ
い
て
田
中
頼
庸
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
国
学
者
や
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神
宮
教
の
関
係
者
が
合
議
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
よ
う
。
こ
の
「
古
事
記
解
釈
」
は
、
管
見
の
限
り
『
教
報
』
に
お
い
て
断
続
的
に

掲
載
さ
れ
た
が
、『
古
事
記
』
の
一
部
の
註
釈
に
止
ま
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
「
古
事
記
解
釈
」
の
特
徴
と
し
て
は
、「
大イ

タ

は
イ
タ
の
活
語
に
て
イ
ト
と
も
転
し
い
か
き
勢
ひ
あ
る
意
な
り
歓ヨ

ロ
コ
ブ喜

の
ヨ
ロ
は

玉
依
飯
依
な
ど
の
ヨ
リ
に
て
万
葉
に
ヨ
リ
て
仕
る
天
地
も
ヨ
リ
て
あ
れ
こ
そ
と
有
に
同
じ
く
転
て
宜
し
き
具
ひ
万
つ
な
と
の
よ
ろ
の
意
と

な
り
コ
ビ
は
天
菩
比
命
が
大
國
主
神
に
媚
附
て
と
あ
る
か
如
く
に
て
熟
裏
即
厚
重
の
義
な
り
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
音
義
を
中
心
と
し
た

解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
神
宮
教
院
に
お
い
て
『
古
事
記
』
解
釈
が
検
討
さ
れ
る
一
方
で
、
明
治
二
十
六
年
七
月
以
前
に
田
中
頼
庸
独
自
の
『
古
事

記
』
註
釈
と
し
て
『
古
事
記
新
釈
』
も
執
筆
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
松
本
直
樹
は
『
古
事
記
新
釈
』
を
「『
古
事
記
』
の
校
訂
に

関
す
る
記
述
だ
け
で
は
な
く
、『
古
事
記
』
の
成
立
、
構
成
に
つ
い
て
の
頼
庸
の
考
え
方
や
、
語
や
文
意
の
解
釈
、
つ
ま
り
『
校
訂
古
事
記
』

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。『
校
訂
古
事
記
』
の
草
稿
で
も
、
抄
録
本
で
も
な
い
。
そ
の
点
で
よ
り
希
少
価
値

の
あ
る
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。」
と
評
価
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
う
し
た
田
中
の
『
古
事
記
新
釈
』
は
、
神
宮
教
の
機
関
誌
『
教
林（

（3
（

』
に
「
神

典
講
義
◎
古
事
記
新
釈
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
以
後
も
連
載
が
続
け
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
神
宮
教
や
田
中
頼
庸
の
『
古
事
記
』
研
究
・
発
信
は
、
神
宮
教
の
主
た
る
活
動
に
神
宮
教
の
教
師
に
よ
る
説
教
活
動
が

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
神
宮
教
の
教
師
が
説
教
に
よ
る
教
化
活
動
を
展
開
す
る
上
で
、『
古
事
記
』

の
解
釈
や
教
化
の
た
め
の
文
献
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。

さ
て
、
明
治
期
の
『
古
事
記
』
研
究
は
、
国
学
的
な
研
究
を
基
盤
と
す
る
校
訂
・
訓
読
を
中
心
と
し
た
地
味
だ
が
堅
実
な
研
究
が
進
展

す
る
一
方
で
、
明
治
十
五
年
のBasil H

all Cham
berlain

（
以
下
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
）
の
“Records of A

ncient M
atters

”（
以
下
、
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『
英
訳
古
事
記
』）
刊
行
を
画
期
と
し
て
近
代
の
神
話
学
的
研
究
が
明
治
三
十
年
代
以
降
に
勃
興
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
か
か
る
動
向
を

青
木
周
平
は
、「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ア
ス
ト
ン
を
含
め
て
、
西
洋
神
話
学
や
文
献
学
に
基
づ
く
外
国
人
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
研
究

が
あ
っ
て
こ
そ
、
明
治
期
の
比
較
神
話
学
研
究
は
花
開
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
明
治
十
五
年
代
の
基
礎
的
研
究
と
、
明
治
三
十
二
年
代
の

新
し
い
神
話
研
究
と
は
、
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
な
動
向
に
お
い
て
、
明
治
の
国
学
的
研

究
と
神
話
学
的
研
究
の
結
節
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、明
治
二
十
一
年
四
月
に『
英
訳
古
事
記
』の
総
論
を
抄
訳
し
小
中
村
清
矩
、

木
村
正
辞
、
田
中
頼
庸
、
飯
田
武
鄕
、
黒
川
真
頼
、
栗
田
寛
と
い
っ
た
明
治
の
国
学
者
が
頭
註
を
加
え
た
『
日
本
上
古
史
評
論
』
で
あ
る
。

本
書
の
和
訳
を
行
っ
た
の
は
飯
田
永
夫
、
発
行
所
は
史
学
協
会
出
版
局
、
発
行
人
は
矢
野
萬
太
郎
で
あ
っ
た（

（3
（

。
さ
ら
に
明
治
三
十
三
年
十

月
に
国
語
伝
習
所
か
ら
も
本
書
が
再
版
さ
れ
て
い
る
。

当
初
、『
日
本
上
古
史
評
論
』
の
刊
行
を
行
っ
た
史
学
協
会
は
、
明
治
十
六
年
六
月
十
日
に
結
成
さ
れ
た
学
術
結
社
で
あ
り
、
会
長
を

副
島
種
臣
、
副
会
長
を
谷
干
城
、
取
締
を
丸
山
作
楽
が
務
め
て
い
た
。
史
学
協
会
の
設
立
趣
意
に
つ
い
て
丸
山
は
、「
多
年
本
邦
ノ
歴
史

ヲ
渉
猟
シ
之
レ
ヲ
考
覈
ス
ル
ニ
真
誠
歴
史
ノ
体
裁
ヲ
得
タ
ル
者
尠
ク
之
レ
ヲ
繙
ク
ニ
当
リ
遺
憾
ノ
情
禁
シ
難
シ
是
レ
蓋
シ
会
員
諸
君
ト

其
ノ
感
想
ヲ
同
ク
ス
ル
所
ニ
シ
テ
史
学
協
会
ノ
今
日
ニ
在
リ
テ
設
ケ
ザ
ル
可
ラ
サ
ル
所
以
ナ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
前
提
に
は
、

「
是
レ
迄
歴
朝
ヲ
一
貫
シ
国
語
ヲ
以
テ
史
乗
ヲ
編
成
ス
ル
者
無
ク
数
千
年
ノ
今
日
ニ
至
レ
ル
ハ
実
ニ
万
世
ノ
闕
典
ト
謂
ハ
サ
ル
可
ケ
ム
ヤ
」

と
い
う
状
況
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
史
学
協
会
は
、「
本
会
々
員
諸
君
ニ
倦
怠
ア
ル
可
ル
キ
ニ
非
ス
ト
雖
モ
之
レ
ヲ

万
一
ニ
恐
レ
為
ニ
擬
議
弁
説
シ
テ
知
識
ヲ
磨
シ
見
聞
ヲ
広
メ
又
天
下
ノ
同
感
者
ヲ
喚
起
シ
テ
本
業
ノ
賛
成
ヲ
請
ハ
ム
ト
シ
隔
週
ニ
請
説
会

ヲ
開
キ
諸
賢
大
家
ニ
懇
請
シ
欧
州
漢
土
ヲ
比
較
シ
テ
歴
史
ヲ
講
明
ス
其
ノ
筆
記
ハ
小
冊
子
ト
為
シ
テ
普
ク
会
員
諸
員
ニ
頒
ク
ム
ト
ス
其
ノ

功
益
敢
テ
少
キ
ニ
非
ス
ト
信
ス
本
日
講
説
第
一
回
ヲ
開
ク
ニ
当
リ
会
長
副
会
長
諸
先
生
各
位
ニ
謝
シ
并
セ
テ
会
員
諸
君
ニ
告
ル
コ
ト
爾
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リ
」
と
い
っ
た
活
動
を
目
的
と
し
て
い
た（

（3
（

。
か
か
る
史
学
協
会
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
丸
山
正
彦
は
「
史
学
協
会
は
国
体
を
講
明
せ
む
が

為
に
起
し
ゝ
な
り
、
大
に
国
史
の
重
要
な
る
を
説
き
雑
誌
を
発
刊
し
斯
学
を
奨
励
せ
り
、
為
に
史
学
界
に
一
の
光
明
を
発
し
国
史
の
講
究

年
を
追
ひ
て
盛
に
今
や
國
学
院
大
八
洲
会
等
其
緒
を
継
ぎ
世
人
が
光
輝
あ
る
国
体
を
識
認
す
る
に
至
れ
る
は
豈
多
少
の
功
労
な
し
と
せ
む

や
。」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
國
學
院
大
學
や
大
八
洲
学
会
に
引
き
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
野
口
武
司
に
よ
る
と
、
飯
田

武
郷
は
「
明
治
十
六
年
に
井
上
頼

と
計
り
鈴
木
弘
恭
・
久
米
幹
文
・
小
杉
榲
邨
ら
を
加
え
て
史
学
協
会
を
設
立
し
、
同
十
九
年
に
当
協

会
の
後
身
と
も
い
う
べ
き
大
八
洲
学
会
に
加
わ
り
、
中
途
よ
り
主
任
と
し
て
同
会
の
運
営
に
当
た
り
、
凡
そ
二
十
年
間
、
国
学
の
普
及
に

尽
瘁
し
た
。
人
も
知
る
如
く
同
学
会
発
行
の
機
関
誌
『
大
八
洲
学
会
雑
誌
』
は
国
史
・
国
文
・
詠
歌
・
習
字
（
仮
名
）
等
に
関
す
る
論
説
・

漫
録
・
彙
報
・
そ
の
他
、
学
会
記
事
の
類
を
掲
載
し
、
学
界
に
貢
献
す
る
処
甚
大
で
あ
っ
た
。」
と
さ
れ
る（

（3
（

。
こ
う
し
た
点
か
ら
明
治
十

年
代
か
ら
二
十
年
代
の
国
学
界
に
お
け
る
飯
田
武
郷
の
重
要
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

国
語
伝
習
所
は
明
治
二
十
二
年
に
飯
田
永
夫
、
杉
浦
鋼
太
郎
、
落
合
直
文
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
国
語
国
文
の
普
及
を
企
図
し
た
民
間

団
体
で
あ
っ
た（

（3
（

。
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
飯
田
永
夫
は
、

�

こ
の
伝
習
所
を
設
立
し
た
の
は
、
実
に
明
治
二
十
二
年
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
の
頃
は
国
語
国
文
の
学
問
は
、
ま
だ
少
し
も
普
通
に

知
ら
れ
な
ん
だ
。
そ
の
時
分
は
此
学
問
の
価
値
は
認
め
ら
れ
な
ん
だ
。
諸
学
科
の
う
ち
で
、
外
国
で
す
ら
国
語
教
育
と
い
つ
て
、
一

番
重
き
を
お
く
此
学
科
が
、
特
に
国
体
を
重
ん
ず
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
帝
国
の
国
民
の
眼
中
に
少
し
も
入
ら
な
ん
だ
。
こ
ん
な
こ
と

で
は
残
念
千
万
だ
と
思
う
て
、
ど
う
か
浅
学
不
才
な
が
ら
、
皇
国
の
た
め
に
、
こ
の
学
問
を
発
達
せ
し
め
た
い
と
思
ひ
込
ん
で
、
杉

浦
氏
と
小
生
と
が
、
国
語
伝
習
所
と
い
ふ
も
の
を
設
立
す
る
の
必
要
と
い
ふ
主
意
書
を
認
め
て
、
先
以
て
小
中
村
清
矩
翁
や
、
黒
川

真
頼
翁
に
か
た
ら
う
た
。
と
こ
ろ
が
大
賛
成
で
、
と
も
に
尽
力
し
て
や
ら
う
と
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
ま
た
思
ふ
に
、
こ
の
や
う
に
国
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語
国
文
に
目
も
く
れ
ぬ
や
う
な
世
の
中
だ
か
ら
、
所
詮
従
来
の
や
う
な
、
迂
遠
な
教
授
法
で
は
徒
目
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
実
用
を
主

と
し
て
、
新
式
に
教
ふ
る
方
針
を
と
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
そ
れ
に
は
落
合
君
が
ま
こ
と
に
適
任
で
あ
ら
う
。
君
は
十
分
な
才
学
と
、

膽
力
と
、
義
侠
心
と
に
富
む
人
で
あ
る
。
よ
し
よ
し
、
此
君
が
よ
ら
う
と
い
ふ
訳
で
、
主
任
教
師
た
る
こ
と
を
乞
う
た
。
す
る
と
、

早
速
快
諾
せ
ら
れ
た
。
よ
つ
て
、
い
よ
い
よ
此
の
国
語
伝
習
所
を
開
く
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。

と
設
立
当
時
の
状
況
を
回
顧
し
て
い
る（

（3
（

。
右
の
よ
う
に
国
語
伝
習
所
は
、
小
中
村
清
矩
や
黒
川
真
頼
の
後
援
の
下
、
落
合
直
文
を
主
任
教

師
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
石
井
研
堂
の
『
明
治
事
物
起
原
』
に
は
、「
国
語
伝
習
所
は
、
日
曜
日
ご
と
に
、
国
語
国

文
を
研
究
す
る
を
目
的
と
し
、
大
成
中
学
校
内
に
あ
り
。
明
治
二
十
二
年
十
月
の
創
立
な
り（

（4
（

。」
と
あ
り
、
大
成
中
学
校
の
創
立
者
で
あ

る
杉
浦
鋼
太
郎
は
「
大
成
学
館
設
立
の
翌
年
に
其
当
時
の
国
学
者
を
殆
ど
網
羅
し
て
、
国
語
伝
習
所
を
設
立
し
た
。
之
れ
は
当
時
欧
化
熱

が
盛
ん
で
あ
つ
た
の
で
国
粋
主
義
を
発
揮
せ
ん
が
為
め
に
設
け
た
。
其
説
時
は
国
語
、
国
文
な
ど
は
、
外
に
一
ヶ
所
も
授
業
す
る
所
は
無

か
つ
た
の
で
、
幸
ひ
に
追
々
隆
盛
に
な
つ
て
、
男
女
の
中
等
教
員
、
又
女
流
記
者
等
が
輩
出
し
た
。
そ
し
て
大
凡
三
、四
十
年
間
は
隆
盛

で
あ
つ
た
が
、
今
日
で
は
国
語
国
文
が
到
る
所
に
普
及
し
て
来
て
、
茲
に
国
語
伝
習
所
設
立
の
大
目
的
を
達
成
し
た
訳
で
あ
る
。」
と
回

顧
し（

（4
（

、
落
合
直
文
は
「（
国
語
伝
習
所
）
こ
は
昨
年
十
一
月
の
創
立
な
り
、
速
成
を
主
と
し
て
国
語
を
伝
習
す
る
と
こ
ろ
な
り
、
入
学
生

二
百
二
十
四
名
、
校
外
生
四
百
八
十
名
、
講
義
録
も
出
て
た
り
。」
と
述
べ
る（

（4
（

よ
う
に
、
明
治
期
の
国
学
的
教
育
機
関
と
し
て
活
発
な
活

動
を
展
開
し
て
い
た
。

ま
た
国
語
伝
習
所
か
ら
は
、
服
部
元
彦
が
『
古
事
記
講
義
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
本
書
の
目
的
は
、「
今
、
こ
の
書
を
講
義
す
る
目
的
は
、

古
き
文
辞
を
、
本
文
な
ま
ゝ
に
、
一
わ
た
り
解
釈
し
、
人
を
し
て
、
古
き
国
文
の
、
一
斑
を
知
し
め
ん
と
な
り
。」
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
し
て
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
此
の
書
を
解
釈
せ
る
書
、
数
種
あ
れ
ど
も
、
本
居
翁
の
古
事
記
伝
、
専
ら
世
に
行
は
る
、
今
は
、
大
か
た
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そ
の
説
に
拠
れ
り
。」
と
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
上
で
、「
近
頃
英
人
チ
ャ
ン
バ
ー
レ
ー
ン
、
本
書
を
英

訳
し
、
其
の
総
論
に
於
て
、
こ
の
書
に
就
き
て
の
、
意
見
を
述
べ
た
り
、
其
の
論
、
次
に
見
る
べ
き
も
の
あ
り
」
と
述
べ
、

�
日
本
に
書
籍
と
云
ふ
も
の
出
来
て
よ
り
以
来
殆

ト
千
二
百
年
間
、
数
多
の
書
世
に
出
で
た
れ
と
、
最
も
大
切
な
る
も
の
は
、
古
事
記

な
り
。
云
々
、
そ
は
、
日
本
の
、
神
道
、
風
俗
、
言
語
、
及
び
伝
説
を
載
せ
た
る
事
、
他
書
よ
り
、
誠
実
な
れ
ば
な
り
。
云
々
、
日

本
純
粋
の
事
実
を
講
究
せ
ん
と
な
ら
は
宜
し
く
、
先
づ
古
事
記
を
第
一
と
し
、
其
の
他
、
万
葉
集
、
祝
詞
等
の
二
三
の
書
を
見
る
べ

き
な
り
。

と
記
し
て
い
る（

（4
（

。
右
の
引
用
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
多
く
の
日
本
の
文
献
の
中
で
『
古
事
記
』
を
最
も
評
価
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
が
、
翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
外
国
人
が
日
本
人
以
上
に
『
古
事
記
』
の
重
要
性
を
認
め
た
と
い
う
こ
と
を
言
外
に
主
張
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

史
学
協
会
や
国
語
伝
習
所
に
よ
っ
て
『
日
本
上
古
史
評
論
』
や
『
古
事
記
講
義
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
顧
み
れ
ば
、
明
治
十
年
代
か

ら
二
十
年
代
に
か
け
て
の
『
古
事
記
』
研
究
に
お
け
る
国
学
的
学
術
結
社
や
教
育
機
関
を
中
心
と
す
る
国
学
者
の
交
友
の
重
要
性
が
指
摘

で
き
よ
う（

（4
（

。
と
り
わ
け
『
日
本
書
紀
通
釈
』（
明
治
三
十
二
年
に
完
成
）
の
著
者
と
し
て
著
名
な
飯
田
武
郷
は
、
明
治
期
の
『
古
事
記
』

研
究
を
考
え
る
上
で
重
要
な
人
物
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
神
宮
教
の
教
育
機
関
で
あ
る
神
宮
教
々
校
の
教
授
も
務
め
る
な
ど
、
神

宮
教
と
強
い
関
わ
り
を
持
つ
国
学
者
で
あ
っ
た
。

飯
田
武
郷
が
教
授
を
務
め
た
神
宮
教
々
校
は
、
明
治
二
十
六
年
十
月
一
日
に
開
校
さ
れ
た
教
派
神
道
の
教
育
機
関
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
神
宮
教
々
校
の
講
師
陣
は
、「
校
長
に
は
藤
井
稜
威
氏
、
文
科
教
授
に
本
居
豊
頴
氏
、
史
科
教
授
に
久
米
幹
文
飯
田
武
郷
二
氏
、
語

科
に
平
田
盛
胤
氏
等
に
て
、
本
科
即
ち
教
典
学
は
、
藤
井
校
長
之
ヲ
兼
ね
、
田
中
成
一
郎
氏
は
幹
事
兼
助
教
、
久
米
鷲
雄
氏
は
書
記
を
命
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ぜ
ら
れ
、
今
二
三
の
助
教
も
お
か
る
ゝ
由
な
り
」
と
さ
れ
、
飯
田
以
外
に
も
本
居
豊
頴
、
久
米
幹
文
、
平
田
盛
胤
と
い
っ
た
明
治
の
国
学

者
で
、
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
と
も
深
い
関
わ
り
を
有
す
る
人
物
達
が
い
た（

（4
（

。
ま
た
教
育
の
「
要
書
」
に
は
「
第
一
学
年
は
古
事
記
日
本

紀
の
神
代
巻
教
則
神
誡
大
意
立
教
大
意
祭
神
大
意
直
日
霊
を
は
じ
め
帝
国
憲
法
皇
室
典
範
お
よ
び
神
皇
正
統
記
万
葉
集
、
古
今
集
等
に
て
、

高
等
普
通
の
授
業
あ
り
、
但
し
説
教
専
門
科
の
外
は
説
教
の
講
習
と
作
業
の
二
科
を
畧
き
、
一
周
三
十
六
時
間
と
も
教
員
の
講
義
と
講
読

に
充
ら
る
ゝ
結
構
な
り（

（4
（

」
と
あ
り
、
教
義
に
関
る
「
教
則
神
誡
大
意
立
教
大
意
祭
神
大
意
」
以
外
に
「
古
事
記
日
本
紀
の
神
代
巻
」
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
「
古
典
」
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
神
宮
教
々
校
に
お
い
て
教
義
的
な
教
育
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
国
学

を
基
盤
と
す
る
「
古
典
」
に
関
す
る
教
育
も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
も
神
宮
教
は
、
当
時
財
政
難
に
あ
っ
た
皇
典
講
究
所
と
校
地
校
舎
の
買
収
並
び
に
神
宮
教
々
校
と
國
學
院
と
の
併
置
に
つ
い
て
契

約
を
取
り
交
わ
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
國
學
院
と
教
校
の
両
機
関
は
、「
有
用
ナ
ル
部
分
ヲ
共
用
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
、
教
校
の
生

徒
は
「
前
項
ノ
共
用
ニ
付
テ
ノ
管
理
・
学
科
・
課
業
ノ
程
度
、
入
学
々
年
・
学
期
等
ニ
関
ス
ル
試
験
、
其
他
総
テ
國
學
院
生
徒
同
様
ニ
、

國
學
院
規
則
ニ
拠
テ
取
扱
フ
ヘ
キ
事
」
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
神
宮
教
々
校
の
卒
業
生
に
は
、
任
意
で
は
あ
る
も
の
の
「
卒
業
試
験
ノ

成
迹
ニ
応
シ
テ
相
当
ノ
学
階
ヲ
授
与
ス
ヘ
キ
事
」
と
皇
典
講
究
所
の
学
階
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
と
考
え
る
の
は
、
明
治
十
五
年
の
神
官
教
導
職
分
離
に
よ
り
、
教
派
神
道
へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
神
宮
教
の
教
師
養
成
機

関
が
國
學
院
と
併
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
卒
業
生
に
は
皇
典
講
究
所
の
学
階
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
事
実
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
神
宮
教
が
活
動
す
る
上
に
お
い
て
「
古
典
」
に
関
す
る
国
学
的
な
教
養
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
即
ち
、
神
宮
教
の

教
義
や
教
化
活
動
の
根
底
を
支
え
る
も
の
が
『
古
事
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
古
典
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
教
義
や

教
化
活
動
を
支
え
る
の
が
「
古
典
」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
大
教
宣
布
運
動
以
来
、
明
治
十
五
年
の
神
官
教
導
職
分
離
を
経
て
以
降
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も
変
化
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
点
に
神
宮
教
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
や
出
版
活
動
の
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
神
宮
教
の
教
義
や
活
動
は
「
古
典
」
に
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
古
典
」
の
研
究
そ
の
も
の
は
国
学
的
な
教
育
機
関
や

学
術
結
社
に
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三

神
宮
奉
斎
会
の
『
古
事
記
』
観

明
治
十
五
年
の
神
官
教
導
職
分
離
に
よ
り
成
立
し
た
神
宮
教
は
、同
三
十
二
年
に
大
き
な
変
化
を
迎
え
、教
派
神
道
を
脱
し
て
「
非
宗
教
」

的
な
財
団
法
人
神
宮
奉
斎
会
へ
と
改
組
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
奉
斎
会
の
目
的
は
、「
第
一
条

本
会
の
目
的
は
神
宮
の
尊

厳
を
欽
仰
し
、
皇
祖
の
彝
訓
、
皇
上
の
聖
勅
を
奉
戴
し
、
国
典
を
攻
究
し
、
国
体
を
講
明
し
国
礼
（
宗
教
に
亘
る
儀
式
を
含
ま
ず
以
下
同
し
）

修
行
、
神
宮
大
麻
及
暦
頒
布
の
事
に
従
ふ
に
あ
り
」
と
「
神
宮
奉
斎
会
寄
附
行
為
」
に
明
記
さ
れ
る
に
至
っ
た（

（4
（

。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
奉
斎
会
が
「
国
典
」
の
「
攻
究
」
と
「
国
礼
」
の
執
行
を
具
体
的
な
活
動
と
し
て
掲
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

「
国
典
」
と
は
、「
古
事
記
、
六
国
史
、
万
葉
集
及
律
令
格
式
其
ノ
他
明
治
祭
式
・
神
社
祭
式
ノ
類
総
テ
古
今
ノ
歴
史
祭
典
儀
式
ニ
関
ス

ル
書
籍
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
国
礼
」
は
、「
古
今
公
私
ノ
祭
儀
一
切
ノ
儀
式
ヲ
国
典
ニ
準
拠
シ
テ
行
フ
モ
ノ
」
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
古

今
ノ
歴
史
祭
典
儀
式
ニ
関
ス
ル
書
籍
」
で
あ
る
「
国
典
」
に
依
拠
す
る
儀
式
は
、「
宗
教
に
亘
る
儀
式
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
こ

う
し
た
変
化
に
と
も
な
っ
て
神
宮
奉
斎
会
は
、
講
演
活
動
に
対
す
る
通
達
を
行
い
、
明
治
初
年
以
来
の
「
三
条
教
憲
及
神
誡
ノ
捧
読
神
拝

ノ
詞
祓
詞
等
ヲ
授
ク
ル
」
こ
と
を
廃
止
し
、「
宗
教
」
と
混
同
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
「
死
後
ノ
安
心
立
命
或
ハ
苦
楽
等
ノ
説
」
を
避
け
、「
皇

祖
ノ
懿
訓
皇
上
ノ
勅
語
勅
諭
」
を
基
礎
と
す
る
「
古
典
歴
史
」
に
つ
い
て
講
演
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
た（

（4
（

。

こ
の
よ
う
に
神
宮
奉
斎
会
は
、「
国
典
」
や
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
「
古
典
歴
史
」
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
宗
教
」
と
距
離
を
置
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こ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
奉
斎
会
は
、
神
宮
教
の
信
徒
を
奉
斎
会
の
「
趣
旨
に
基
き
、
神
宮
を
奉
拝
し
、
徳
義
を
重
ん
じ
、
奉
公
の

事
を
行
う
を
以
つ
て
義
務
」
と
す
る
賛
成
員
と
し
て
再
定
位
し
、
賛
成
員
の
入
会
に
あ
た
っ
て
承
認
状
・
章
標
・
略
章
な
ど
と
一
緒
に
「
神

勅
・
勅
語
の
摺
物
」
を
授
与
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

か
か
る
神
宮
奉
斎
会
の
活
動
や
講
演
の
変
容
は
、
神
宮
教
時
代
の
「
教
典
学
」
と
い
っ
た
教
義
・
教
説
的
な
側
面
を
排
除
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
奉
斎
会
で
は
、
當
山
亮
道
『
神
勅
勅
語
解
義
』（
攷
古
社
、
明
治
三
十
四
年
）
を
刊
行
し
、「
神
勅
勅
語
」

に
つ
い
て
の
解
釈
を
示
し
た
。
當
山
亮
道
は
、
慶
応
三
年
に
生
ま
れ
、
神
宮
教
新
潟
本
部
長
を
務
め
た
神
田
息
胤
（
後
に
神
宮
奉
斎
会
会

長
）
に
師
事
し
、
明
治
二
十
九
年
か
ら
神
宮
教
院
理
事
、
同
三
十
三
年
六
月
に
新
潟
本
部
長
心
得
と
な
り
、
当
時
奉
斎
会
の
講
師
を
勤
め
、

明
治
三
十
年
代
の
神
宮
奉
斎
会
の
教
説
面
を
支
え
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た（

（5
（

。
ち
な
み
に
本
書
の
題
字
は
神
田
息
胤
、
序
文
は
井
上
頼
囶
、

校
閲
は
内
藤
存
守
と
い
っ
た
人
物
が
行
っ
て
い
る
。
本
書
刊
行
の
目
的
を
當
山
は
、
日
本
が
「
外
国
々
の
如
く
人
に
よ
り
て
立
ち
た
る
国

体
に
あ
ら
ず
、
人
の
こ
ぞ
り
て
立
て
た
る
君
位
に
あ
ら
ず
、
畏
く
も

天
照
坐
皇
大
御
神
の
遠
く
深
く
は
か
り
給
ひ
定
め
給
ひ
し
に
よ
」

る
国
体
で
あ
り
、「
其
し
る
し
は
日
本
紀
古
事
記
な
ど
に
の
せ
ら
れ
た
る
大
御
詔
」
に
あ
る
こ
と
を
、「
神
宮
奉
斎
会
の
成
立
と
共
に
其
神

勅
を
集
め
て
国
民
に
知
ら
し
め
ん
と
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
と
説
明
し
て
い
る（

（5
（

。
ま
た
、
内
容
と
し
て
は
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」「
宝

鏡
奉
斎
の
神
勅
」「
神
籬
磐
境
の
神
勅
」
を
解
説
し
た
「
神
勅
解
義
」
と
「
教
育
勅
語
」
の
註
釈
で
あ
る
「
教
育
勅
語
解
義
」
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
當
山
亮
道
が
『
古
事
記
通
解
』（
明
治
三
十
二
年
、
攷
古
社
）
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の

刊
行
意
図
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
緒
言
」
に

�

此
書
は
古
言
を
専
ら
と
し
た
る
者
な
る
故
に
当
時
は
普
通
の
言
語
な
り
し
な
ら
む
も
今
日
に
於
い
て
は
解
し
が
た
き
事
と
も
多
か
り
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き
、
さ
る
を
本
居
翁
の
古
事
記
伝
世
に
出
て
始
て
氷
解
す
る
処
あ
る
も
其
書
は
大
部
の
著
書
な
れ
は
な
か

〵
初
学
の
者
の
一
読
す

る
も
容
易
に
あ
ら
ず
、
且
つ
は
又
百
余
年
前
の
事
な
れ
ば
今
日
の
道
理
に
合
は
ざ
る
処
な
し
と
も
云
ひ
難
し
、
明
治
十
一
年
の
頃
敷

田
年
治
主
古
事
記
標
注
を
も
の
せ
ら
れ
明
治
十
八
年
の
頃
吉
岡
徳
明
主
記
伝
を
略
し
て
古
事
記
伝
略
と
し
て
出
さ
れ
、
近
来
又
文
物

の
進
化
と
と
も
に
此
記
の
解
釈
類
い
で
来
り
し
は
寔
に
よ
ろ
こ
ば
し
き
限
り
な
り
、
然
れ
と
も
標
注
伝
略
の
外
は
多
く
完
結
し
た
る

も
の
な
く
或
は
略
に
過
て
惑
を
起
さ
し
む
る
こ
と
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
不
肖
亮
道
拙
き
劣
な
き
身
に
は
あ
れ
ど
此
等
学
者
の
憾
な

か
ら
し
め
併
せ
て
我
古
伝
の
愛
く
貴
き
を
世
人
に
普
く
知
ら
し
め
む
と
思
ひ
起
し
て
多
く
の
年
月
諸
書
を
考
へ
合
せ
書
大
家
の
説
を

聞
き
其
宜
し
き
に
従
ひ
書
も
て
ゆ
く
に
意
の
ま
ゝ
に
な
さ
む
は
い
と
長
く
な
り
て
煩
し
く
、
短
く
な
さ
む
は
意
た
ら
ず
却
て
惑
を
起

さ
し
む
る
が
如
く
幾
度
か
思
止
む
と
せ
し
が
幸
い
に
飯
田
武
郷
翁
内
藤
存
守
大
人
飯
田
武
夫
主
の
輔
佐
を
得
て
福
羽
美
静
翁
の
賛
助

を
辱
ふ
し
、
此
た
び
世
に
出
す
こ
と
ゝ
な
し
ぬ

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
古
事
記
通
解
』
は
、
本
居
宣
長
以
来
の
『
古
事
記
』
研
究
の
展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
、
敷
田
年
治
や
吉
岡

徳
明
の
研
究
以
外
に
完
結
し
た
も
の
が
多
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、『
古
事
記
』
を
一
般
に
広
く
波
及
さ
せ
る
こ
と
で
「
我
古
伝

の
愛
く
貴
き
」
を
知
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
書
の
刊
行
に
飯
田
武
郷
や
内
藤
存
守
、
飯
田
武
夫（

（5
（

、

福
羽
美
静
と
い
っ
た
人
物
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
初
年
以
来
の
国
学
者
の
交
友
が
背
景
に
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
緒
言
」
の
冒
頭
に
、

�

大
日
本
帝
国
に
生
れ
て
其
国
の
歴
史
を
知
ら
さ
る
は
大
に
恥
へ
き
の
極
み
な
り
、
殊
に
我
国
は
世
界
に
比
類
な
き
建
国
の
体
を
成
す
の

国
な
り
、
其
の
因
て
来
る
処
遠
し
、
之
を
知
ら
む
と
欲
せ
ば
上
古
の
歴
史
な
る
古
事
記
に
し
く
は
な
し
、
抑
も
古
事
記
は
天
地
開
闢
よ

り
起
り
て
推
古
天
皇
の
御
世
（

今
明
治
三
十
二
年
を
去
る

凡
そ
千
二
百
七
十
年
前

）
ま
で
の
事
を
記
せ
る
我
皇
国
の
歴
史
に
し
て
、
元
明
天
皇
和
銅
五
年
（

今
明
治
三
十
二
年
を
去
る

凡
そ
千
二
百
七
十
年
前

）
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に
太
朝
臣
安
麻
呂
勅
を
奉
し
て
撰
録
し
奉
り
た
る
者
に
て
歴
史
勅
撰
の
始
め
な
り

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
當
山
に
と
っ
て
『
古
事
記
』
の
記
述
は
歴
史
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
は
勅
撰
の
歴
史
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
点
に
「
国
典
」
に
依
拠
す
る
こ
と
を
「
非
宗
教
」
の
根
拠
と
す
る
神
宮
奉
斎
会
の
考
え
方
と
同
様
の
認
識
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
奉
斎
会
の
活
動
が
宗
教
性
を
避
け
て
い
く
過
程
で
、「
古
典
」
に
示
さ
れ
た
「
歴
史
」
と
し
て
の
「
神
勅
勅
語
」

を
根
拠
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
と
関
連
し
、『
古
事
記
』
を
歴
史
と
し
て
見
る
主
張
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
よ
う
な
『
古
事
記
』
の
理
解
は
、
必
ず
し
も
神
宮
奉
斎
会
特
有
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
同
時
期
の
明
治
三
十
一
年
に
刊

行
さ
れ
た
神
宮
皇
學
館
教
授
の
井
上
頼
文
『
校
註
古
事
記
読
本（

（5
（

』
で
は
、
神
職
高
等
試
験
書
記
の
吉
岡
徳
明
が
題
字
を
、
國
學
院
講
師
の

逸
見
仲
三
郎
が
「
序
文
」
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
逸
見
は
、

�

然
れ
ば
か
の
古
事
記
伝
に
も
、
意
と
事
と
言
と
は
、
皆
あ
ひ
か
な
ひ
た
る
も
の
に
し
て
、
上
代
は
意
も
事
も
言
も
上
代
、
後
代
は
意

も
事
も
言
も
後
代
、
漢
国
は
意
も
事
も
言
も
漢
国
な
る
を
、
書
紀
は
後
代
の
意
を
も
て
上
代
の
事
を
記
し
、
漢
国
の
言
を
以
て
皇
国

の
意
を
記
さ
れ
た
る
故
に
、
あ
ひ
か
な
は
ざ
る
こ
と
多
か
る
を
、
此
記
は
聊
も
さ
る
さ
か
し
ら
を
加
へ
ず
て
、
古
よ
り
い
ひ
伝
へ
た

る
ま
ゝ
に
記
さ
れ
た
れ
ば
、
そ
の
意
も
事
も
言
も
あ
ひ
か
な
ひ
て
、
皆
上
代
の
実
な
り
。
こ
れ
も
は
ら
古
の
言
語
を
主
と
し
た
る
が

故
ぞ
か
し
。
す
べ
て
意
も
事
も
、
言
も
て
伝
ふ
る
も
の
な
れ
ば
、
書
は
そ
の
記
せ
る
言
辞
ぞ
主
な
り
け
る
と
あ
る
、
こ
の
旨
を
、
こ

の
読
本
は
専
と
せ
ら
れ
し
故
に
、
読
者
の
予
想
し
が
た
き
所
に
、
深
く
注
意
せ
ら
れ
た
る
な
り
。

と
『
古
事
記
伝
』
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、『
古
事
記
』
の
内
容
を
「
皆
上
代
の
実
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
逸
見
仲
三
郎
に
と
っ

て
『
古
事
記
』
に
記
さ
れ
た
事
は
上
代
の
歴
史
的
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
自
ら
の
師
で
あ
る
権
田
直
助
の
理
解
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

次
の
よ
う
に
も
記
し
て
い
る
。
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�

予
が
師
の
（
権
田
直
助
）
翁
も
、
古
事
記
の
文
は
、
い
づ
れ
も
其
御
世
々
々
の
言
語
の
さ
ま
見
え
て
、
い
と

〵
美
し
く
愛
き
が
中

に
、
下
巻
よ
り
は
中
巻
や
ゝ
こ
れ
に
勝
り
、
中
巻
よ
り
は
上
巻
殊
に
勝
れ
た
る
は
、
其
時
々
の
沿
革
も
よ
く
知
ら
れ
、
お
の
づ
か
ら
、

其
儘
を
録
せ
る
あ
と
さ
へ
見
ゆ
と
、
称
賛
せ
ら
れ
て
り
。
こ
れ
予
が
国
史
国
文
の
祖
書
と
も
本
書
と
も
云
ふ
謂
に
し
て
、
校
註
者
が

此
書
を
も
の
し
て
、
世
に
広
く
見
し
め
む
と
す
る
所
以
な
り
。

こ
の
よ
う
に
『
古
事
記
』
は
、
そ
の
時
代
ご
と
の
言
葉
に
よ
り
記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
「
其
時
々
の
沿
革
も
よ
く
知
ら
れ
、お
の
づ
か
ら
、

其
儘
を
録
せ
る
あ
と
さ
へ
」
み
る
こ
と
の
で
き
る
「
国
史
国
文
の
祖
書
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
『
古
事
記
』
の
記
述
を
歴
史
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
は
、
明
治
四
十
年
代
以
降
、
徐
々
に
後
退
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
後
の
大
正
十
年
五
月
に
神
宮
奉
斎
会
の
会
長
と
な
る
今
泉
定
助
と
池
辺
義
象
と
い
う
東
京
大
学
古
典
講
習
科
出
身
の

国
学
者
が
編
纂
し
、明
治
四
十
四
年
に
刊
行
し
た
『
古
事
記
通
釈（

（5
（

』
の
「
緒
言
」
に
は
、「
古
事
記
三
巻
、こ
れ
我
が
国
の
最
も
古
き
書
な
り
、

我
が
国
家
の
由
来
、
我
が
皇
室
の
淵
源
、
こ
れ
に
依
て
始
め
て
知
る
こ
と
を
得
る
べ
し
、
た
ゞ
に
そ
れ
の
み
な
ら
ず
政
治
、
道
徳
、
宗
教
、

教
育
、
文
学
、
美
術
及
び
法
律
の
思
想
も
こ
れ
に
依
て
求
め
得
ら
る
べ
し
」
と
『
古
事
記
』
を
位
置
づ
け
た
上
で
、

�

我
が
皇
祖
皇
宗
の
東
奔
西
走
、
日
も
足
ら
ず
し
て
国
土
を
経
営
せ
ら
れ
し
状
、
慈
愛
を
以
て
下
民
に
臨
み
た
ま
ひ
し
こ
と
を
始
と
し
て
、

我
が
国
民
の
清
潔
を
尚
び
進
取
の
気
に
富
み
、
穏
健
、
快
活
、
忠
直
の
性
、
清
廉
、
優
美
の
風
、
悉
く
本
書
に
あ
ら
は
れ
ざ
る
は
な
し
、

本
書
の
ご
と
き
は
我
が
日
本
国
人
を
研
究
す
る
唯
一
の
宝
典
た
り
、
彼
の
天
に
上
り
地
に
入
り
、
或
は
草
木
禽
獣
と
問
答
し
、
或
は
剣

璽
を
噛
み
潮
を
潜
い
で
予
を
産
ま
れ
た
る
が
ご
と
き
、
一
向
の
神
話
と
し
て
見
る
も
、
亦
以
て
珍
重
す
る
に
足
る
、
こ
と
に
そ
の
用
語

の
奇
抜
奇
警
に
し
て
、
往
々
吾
人
を
魅
せ
し
む
る
が
ご
と
き
、
泛
々
た
る
後
世
文
学
の
徒
の
企
及
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り

と
論
じ
、『
古
事
記
』
が
天
皇
の
事
跡
や
国
民
性
を
研
究
す
る
「
唯
一
の
宝
典
」
で
あ
る
と
と
も
に
神
話
や
文
学
と
し
て
も
尊
重
さ
れ
る
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こ
と
を
説
い
て
い
る
。
だ
が
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
先
に
触
れ
た
當
山
亮
道
や
逸
見
仲
三
郎
の
よ
う
に
『
古
事
記
』
の
記
述
を
歴

史
そ
の
も
の
と
し
て
み
な
す
視
点
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
神
宮
奉
斎
会
や
そ
こ
に
関
わ
る
国
学
者

に
と
っ
て
は
、
明
治
三
十
年
頃
に
歴
史
と
し
て
の
『
古
事
記
』
と
い
う
位
置
づ
け
が
前
景
化
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
う
し
た
視
点
が
徐
々

に
後
景
へ
退
く
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

明
治
初
年
の
大
教
宣
布
運
動
を
契
機
と
し
て
設
立
さ
れ
た
神
宮
教
院
以
来
、
神
宮
教
・
神
宮
奉
斎
会
に
お
い
て
神
道
教
化
・
神
宮
教
化

運
動
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、「
古
典
」
に
依
拠
し
た
教
義
や
教
説
の
構
築
が
希
求
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
明
治
を
一
貫
し
て
神
宮

教
化
に
携
わ
っ
た
人
物
や
組
織
が
『
古
事
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
古
典
」
の
研
究
・
発
信
を
必
要
と
し
た
理
由
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
う
し
た
中
、明
治
初
年
に
お
い
て
は
、多
様
な
教
義
や
教
説
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、祭
神
論
争
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
古
典
」

解
釈
の
相
違
を
め
ぐ
る
対
立
が
惹
起
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
対
立
を
克
服
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
も
「
古
典
」
の
根
幹
と
し
て�

『
古
事
記
』
の
学
術
的
な
研
究
・
発
信
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
「
古
典
」
に
依
拠
し
た
神
道
教
化
・

神
宮
教
化
は
、
明
治
十
五
年
以
降
も
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
も
の
の
、『
古
事
記
』
研
究
の
担
い
手
は
神
官
教
導
職
分
離
と
い
う

制
度
的
な
変
容
の
中
で
、
神
社
や
教
派
と
も
分
離
し
、
近
代
人
文
学
へ
と
連
な
っ
て
い
く
明
治
の
国
学
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
国
学
的

教
育
機
関
や
学
術
結
社
へ
徐
々
に
変
遷
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
国
学
的
な
研
究
・
解
釈
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
明
治
二
十
年
代

の
『
古
事
記
』
研
究
は
、『
古
事
記
』
の
記
述
を
歴
史
と
み
な
す
明
治
三
十
年
代
の
『
古
事
記
』
観
へ
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、

そ
の
後『
古
事
記
』の
学
術
的
研
究
が
進
展
す
る
に
従
っ
て
、『
古
事
記
』を
歴
史
と
み
な
す
視
点
は
明
治
四
十
年
代
に
後
景
へ
退
い
て
い
く
。
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し
か
も
、
大
正
期
に
は
、
津
田
左
右
吉
の
登
場
や
「
神
話
は
其
国
民
の
理
想
、
精
神
と
し
て
最
も
尊
重
す
べ
し
、
只
そ
れ
尊
重
す
べ
き
の
み
、

之
を
根
拠
と
し
我
国
体
の
尊
厳
を
説
か
ん
と
欲
す
る
は
危
し
」
と
説
く
『
国
体
論
史
』
の
刊
行
等
に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』
の
記
述
を
歴

史
と
み
な
す
理
解
は
限
界
を
迎
え
た（

（5
（

。

し
か
し
、
神
宮
奉
斎
会
の
活
動
を
支
え
る
「
古
典
」
と
し
て
の
『
古
事
記
』
の
地
位
は
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
大
正

か
ら
昭
和
前
期
の
奉
斎
会
を
支
え
た
今
泉
定
助
が
『
古
事
記
』
を
「
古
典
の
中
に
於
て
最
も
古
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
内
容
が
勅
語
そ

の
も
の
で
あ
る
。」
と
位
置
づ
け
、
日
本
の
「
古
典
が
古
典
と
し
て
尊
ば
れ
る
の
は
、
単
に
古
い
書
で
あ
る
と
い
ふ
の
み
で
な
く
、
そ
の

垂
示
す
る
真
理
が
宇
宙
万
有
を
貫
流
す
る
生
成
化
育
の
大
道
に
し
て
、
歴
史
を
一
貫
し
無
窮
に
躍
動
し
て
ゐ
る
」
と
主
張
し
た
こ
と
か
ら

も
窺
い
知
れ
よ
う（

（5
（

。

た
だ
し
、注
意
さ
れ
る
の
は
、今
泉
の
『
古
事
記
』
理
解
を
支
え
た
の
が
「
我
が
神
典
は
言
語
文
章
よ
り
も
、活
き
た
る
神
霊
神
体
を
以
て
、

無
限
の
教
訓
を
垂
示
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、其
の
神
霊
神
体
を
体
察
体
験
せ
ん
と
す
れ
ば
、先
づ
こ
ゝ
に
祓
を
為
し
、禊
を
為
し
、

全
身
鎮
魂
し
て
、
神
と
道
交
感
応
し
、
神
と
共
に
念
ひ
、
我
と
神
と
観
照
し
、
我
と
神
と
同
霊
同
体
た
る
こ
と
を
自
覚
し
、
体
得
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。」
と
い
う
「
古
典
」
研
究
の
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（

（5
（

。
こ
の
よ
う
な
今
泉
の
「
古
典
」
研
究
の
方
法
は
、
明
治
以
降
の
国

学
が
あ
え
て
抑
制
し
て
き
た
信
仰
を
前
提
と
す
る
「
古
典
」
解
釈
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

明
治
期
の
実
証
的
な
国
学
者
と
し
て
の
今
泉
定
助
の
思
想
的
転
機
が
川
面
凡
児
と
の
邂
逅
に
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
正
と
い

う
時
代
は
、『
古
事
記
』
の
学
術
的
な
研
究
が
発
展
し
て
い
く
一
方
で
、
近
代
学
術
の
洗
礼
を
受
け
つ
つ
も
信
仰
と
い
う
、
む
し
ろ
宗
教

性
に
立
脚
し
た
『
古
事
記
』
解
釈
の
出
現
を
用
意
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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註

（
1
）�
神
宮
教
院
に
関
す
る
研
究
は
、
岡
田
米
夫
編
『
東
京
大
神
宮
沿
革
史
』（
東
京
大
神
宮
、
昭
和
三
十
五
年
）、
河
野
省
三
『
宮
川
随
筆
』（
神

宮
文
庫
、
昭
和
三
十
七
年
）、
阪
本
健
一
「
明
治
初
期
に
お
け
る
神
宮
の
教
化
活
動
」、「
神
宮
の
御
改
革
と
大
教
宣
布
運
動
」（
と
も
に
『
明

治
神
道
史
の
研
究
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
八
年
）、
久
保
田
収
「
神
宮
教
院
と
神
宮
奉
斎
会
」（『
明
治
維
新
神
道
百
年
史
』
第
四

巻
所
収
、
神
道
文
化
会
、
昭
和
四
十
三
年
）、
三
木
正
太
郎
「
―
浦
田
長
民
を
中
心
と
す
る
―
神
宮
祠
官
の
活
動
」（『
明
治
維
新
神
道
百
年
史
』

第
五
巻
所
収
、
神
道
文
化
会
、
昭
和
四
十
三
年
）、
阪
本
是
丸
『
東
京
大
神
宮
百
年
の
歩
み
』（
東
京
大
神
宮
、
昭
和
五
十
五
年
）、
西
川
順
土

『
近
代
の
神
宮
』（
神
宮
司
庁
、
昭
和
六
十
三
年
）、
拙
稿
「
明
治
初
年
の
神
宮
教
院
・
神
宮
教
会
と
神
風
講
社
」（
長
谷
部
八
朗
編
著
『
講
研

究
の
可
能
性
Ⅱ
』
所
収
、
慶
友
社
、
二
〇
一
四
年
）、「
神
宮
教
の
組
織
と
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
四
号
、平
成
二
十
四
年
）、「
明
治
後
期
に
お
け
る
神
宮
奉
斎
会
と
皇
典
講
究
所
―
「
祭
祀
」
と
「
宗
教
」
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
國
學
院
大
學

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
第
六
号
、
平
成
二
十
六
年
）、「
神
宮
教
院
の
神
道
教
説
史
」（『
神
道
宗
教
』
第
二
三
五
号
、

平
成
二
十
六
年
）、「
神
宮
奉
斎
会
か
ら
神
社
本
庁
へ
」（『
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
〇
号
、
平
成
二
十
七
年
）、「
今
泉
定
助
の
思

想
と
皇
道
発
揚
運
動
」（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
阪
本
是
丸
責
任
編
集
『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』
所
収
、
弘
文
堂
、

平
成
二
十
八
年
）、「
神
宮
教
・
神
宮
奉
斎
会
に
お
け
る
神
道
教
説
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
十
号
、
平
成

二
十
八
年
）
等
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）�

拙
稿
「
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
神
職
養
成
に
お
け
る
『
古
事
記
』」（『
國
學
院
大
學

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
』
第
七
号
、
平

成
二
十
七
年
）。

（
3
）�

大
久
保
正
「
近
代
の
古
事
記
研
究
」（
久
松
潜
一
編
『
古
事
記
大
成
１
』
研
究
史
篇
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
五
六
年
）、
徳
光
久
也
『
古
事

記
研
究
史
』（
笠
間
書
院
、
昭
和
五
十
二
年
）、
青
木
周
平
「
谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究
」（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
創
立
百
周
年

記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
『

維
新
前
後

に
於
け
る

国
学
の
諸
問
題
』
所
収
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
、
昭
和
五
十
八
年
）、「
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
類

の
研
究
史
（
明
治
初
期
）」「
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
類
の
研
究
史
（
明
治
中
期
）」（
い
ず
れ
も
青
木
『
古
事
記
―
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
―
』

所
収
、
お
う
ふ
う
、
平
成
六
年
）、「
明
治
期
の
『
古
事
記
』
研
究
―
明
治
十
五
年
と
明
治
三
十
二
年
を
軸
と
し
て
―
」（
青
木
周
平
著
作
集
下
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巻
『
古
代
文
献
の
受
容
史
研
究
』
所
収
、
平
成
二
十
八
年
）、
斎
藤
静
隆
「
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
古
事
記
研
究
」（『『
古
事
記
の
研
究

史
（
古
事
記
研
究
大
系
２
）』
所
収
、
高
科
書
店
、
一
九
九
九
年
）。

（
4
）�
前
掲
大
久
保
「
近
代
の
古
事
記
研
究
」
一
二
四
頁
。

（
5
）�
前
掲
同
、
一
二
六
頁
。

（
6
）�
二
宮
岳
南
『
田
中
頼
庸
先
生
』（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
）、
井
上
順
孝
編
『
近
代
日
本
の
宗
教
家
一
〇
一
』（
新
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）

一
二
二
―
一
二
三
頁
、
戸
浪
裕
之
「
田
中
頼
庸
の
神
道
観
―『
三
条
演
義
』（
河
野
博
士
記
念
室
所
蔵
）
を
中
心
に
―
」（『
國
學
院
大
學
伝
統

文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
号
、
平
成
二
十
一
年
）、「
神
官
教
導
職
と
「
三
条
教
則
」―
明
治
五
・
六
年
の
衍
義
書
と
そ
の
特

色
―
」（『
明
治
初
期
の
教
化
と
神
道
』、
弘
文
堂
、
平
成
二
十
五
年
）。

（
7
）�

「
神
道
ヲ
興
シ
耶
蘇
教
ヲ
防
止
ス
ル
ノ
議
」（『
明
治
建
白
書
集
成
』
第
二
巻
所
収
、筑
摩
書
房
、一
九
九
〇
年
）
三
四
七
―
三
五
〇
頁
を
参
照
。

（
8
）�

田
中
頼
庸
『
神
徳
論
』（
大
教
院
、
明
治
七
年
）「
凡
例
」
八
丁
ウ
。

（
9
）�

前
掲
同
、
四
十
七
丁
ウ
。

（
10
）�

藤
井
稜
威
『
神
宮
教
会
要
旨
』（
明
治
十
七
年
、
国
会
図
書
館
所
蔵
）
首
巻
二
―
三
頁
。

（
11
）�

神
宮
教
院
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
前
掲
久
保
田
「
神
宮
教
院
と
神
宮
奉
斎
会
」、
神
宮
教
院
の
神
道
教
説
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
神
宮

教
院
の
神
道
教
説
史
」
等
を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）�

浦
田
長
民
「
例
言
五
則
」（『
神
典
採
要
』、
明
治
六
年
十
一
月
）
一
丁
ウ
。

（
13
）�

近
衛
忠
房
「
跋
文
」（
前
掲
同
）
一
丁
オ
―
二
丁
ウ
。

（
14
）�

「
解
題
」、
増
補
大
神
宮
叢
書
十
九
『
神
宮
教
院
大
成
』
所
収
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
四
年
）
三
九
頁
。

（
15
）�

山
口
起
業
『
神
典
採
要
通
解
』（
明
治
八
年
十
月
）
巻
之
三
、
二
十
一
丁
ウ
―
二
十
二
丁
オ
。
巻
二
、
三
十
四
丁
ウ
―
三
十
五
丁
ウ
。

（
16
）�

『
神
典
採
要
』
や
『
神
典
採
要
通
解
』
の
「
古
典
」
理
解
を
踏
ま
え
た
教
説
書
に
浦
田
長
民
『
大
道
本
義
』（
神
宮
教
院
、明
治
十
年
）
が
あ
り
、

佐
々
木
幸
見
は
「
浦
田
長
民
著
『
大
道
本
義
』
批
判
」（『
開
知
新
聞
』
第
一
三
一
号
所
収
、
明
治
十
年
八
月
二
十
七
日
付
）
で
本
書
の
理
解

を
批
判
し
て
い
る
。

（
17
）�

祭
神
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は
藤
井
貞
文
『
明
治
国
学
発
生
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
二
年
）
を
、
祭
神
論
争
の
教
説
的
な

対
立
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
祭
神
論
争
に
お
け
る
伊
勢
と
出
雲
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第
七
号
、
平
成
二
十
七
年
）
を
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参
照
の
こ
と
。

（
18
）�

前
掲
藤
井
『
明
治
国
学
発
生
史
の
研
究
』
五
七
頁
。

（
19
）�
千
家
尊
福
「
教
信
徒
へ
の
示
諭
書
」（
明
治
十
三
年
十
二
月
）。
前
掲
同
、
四
六
三
頁
。

（
20
）�
前
掲
藤
井
『
明
治
国
学
発
生
史
の
研
究
』
六
四
―
六
五
頁
。

（
21
）�
常
世
長
胤
『
小
汀
之
論
』（
明
治
十
四
年
四
月
）
三
丁
ウ
―
四
丁
ウ
。

（
22
）�

前
掲
同
、
四
十
三
丁
ウ
―
四
十
四
丁
オ
。

（
23
）�

前
掲
同
、
五
十
二
丁
ウ
―
五
十
三
丁
オ
。

（
24
）�

前
掲
同
、
六
十
丁
ウ
―
六
十
一
丁
オ
。

（
25
）�

神
宮
教
院
本
教
館
に
つ
い
て
は
、
西
川
順
土
「
神
宮
教
院
の
教
育
」（
前
掲
『
近
代
の
神
宮
』
所
収
）、
皇
學
館
館
史
編
纂
委
員
会
編
『
皇

學
館
大
學
百
三
十
年
史
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
平
成
二
十
四
年
）。
神
道
事
務
局
生
徒
寮
に
つ
い
て
は
戸
浪
裕
之
『
明
治
初
期
の
教
化
と

神
道
』（
弘
文
堂
、
平
成
二
十
五
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
26
）�

ち
な
み
に
そ
の
後
『
校
訂
古
事
記
』
は
、
大
正
九
年
九
月
に
版
権
が
布
袋
屋
書
店
に
買
い
取
ら
れ
、
大
正
十
年
二
月
に
再
版
が
行
わ
れ
た
。

他
に
、
詳
細
は
不
明
な
も
の
の
会
通
社
か
ら
も
覆
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）�

『
藤
井
稜
威
大
人
十
年
祭
歌
集
』（
神
宮
奉
斎
会
広
島
本
部
、
明
治
四
十
二
年
）。

（
28
）�

常
世
長
胤
『
神
教
組
織
物
語
』
下
之
巻
（
安
丸
良
夫
・
宮
地
正
人
校
注
、
日
本
近
代
思
想
大
系
五
『
宗
教
と
国
家
』
所
収
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
八
年
）、
黒
田
宗
篤
『
宮
地
嚴
夫
研
究
一
―
そ
の
半
生
に
つ
い
て
―
』（
玉
廼
舎
塾
、
平
成
二
十
三
年
）
一
二
〇
―
一
二
六
頁
。

（
29
）�

『
教
報
』
第
一
号
（
明
治
十
九
年
十
一
月
一
日
、
神
宮
教
院
内
報
道
局
）
は
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
制

史
料
セ
ン
タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
（
以
下
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）
所
蔵
の
も
の
を
参
照
し
た
。

（
30
）�

松
本
直
樹
「《
資
料
紹
介
》
田
中
頼
庸
『
古
事
記
新
釈
』（
稿
本
）
翻
刻
と
分
析
（
一
）」（『
早
稲
田
大
学
日
本
古
典
籍
研
究
所
年
報
』
第
五
号
、

二
〇
一
二
年
）。

（
31
）�

明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
、『
教
林
』
第
一
号
（
神
宮
教
院
内
教
林
社
、
明
治
二
十
六
年
）。

（
32
）�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
竹
内
拙
三
編
『
神
道
教
規
大
全
（
改
正
）』（
報
行
社
、
明
治
二
十
九
年
）
に
所
収
さ
れ
た
「
神
宮
教
教
規
」
の
第

二
十
九
条
で
は
、
教
師
任
命
の
資
格
に
つ
い
て
「
教
師
ハ
左
ニ
掲
ル
科
目
ニ
依
リ
宣
教
志
望
ノ
者
ニ
ツ
キ
随
時
ニ
合
格
試
験
ヲ
行
ヒ
管
長
之
ヲ
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命
ス
」
と
し
、「
十
五
級
ニ
登
用
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
立
教
大
意
講
義
」、「
十
四
級
十
三
級
ハ
祝
詞
作
文
」、「
十
二
級
十
一
級
ハ
古
語
拾
遺
講
義
作
文
」

「
十
級
九
級
ハ
古
事
記
上
巻
講
義
作
文
」、「
八
級
七
級
ハ
日
本
紀
神
代
巻
講
義
作
文
」、「
六
級
五
級
四
級
三
級
ハ
古
事
記
日
本
紀
講
義
作
文
」
と

規
定
し
て
い
る
。
以
上
の
試
験
科
目
を
み
れ
ば
、教
義
的
な
科
目
以
上
に
「
古
典
」
に
関
す
る
知
識
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

（
33
）�
前
掲
青
木
「
明
治
期
の
『
古
事
記
』
研
究
」
一
二
二
頁
。

（
34
）�
ち
な
み
に
飯
田
永
夫
は
飯
田
武
郷
の
次
男
で
安
政
元
年
に
生
ま
れ
、「
高
島
藩
貢
進
生
と
な
り
大
学
南
校
に
入
り
、
初
め
英
文
科
を
修
め
、

後
に
国
学
を
修
め
皇
道
を
唱
ふ
、
覇
気
満
々
た
る
の
人
」
で
あ
っ
た
（
坂
本
辰
之
助
『

維
新
の
烈
士

国
学
の
泰
斗

飯
田
武
郷
翁
伝
』
明
文
社
、
昭
和
十
九
年
）。

ま
た
矢
野
萬
太
郎
は
「
神
官
、
嘉
永
六
年
広
島
藩
に
生
る
。
明
治
十
六
年
皇
典
講
究
所
文
学
部
助
教
兼
副
舎
長
、
十
九
年
同
助
教
兼
寮
監
等

を
経
、
北
海
道
、
福
岡
県
尋
常
師
範
学
校
教
諭
と
な
り
、
三
十
年
神
宮
権
禰
宜
拝
命
高
等
館
八
等
に
叙
せ
ら
れ
、
神
宮
皇
學
館
教
授
を
兼
務
、

三
十
三
年
神
宮
禰
宜
に
進
み
、
三
十
六
年
再
び
皇
學
館
教
授
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
大
正
元
年
叙
正
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
け
ら
」
れ
た
人
物

で
あ
る
（『
神
道
人
名
辞
典
』
神
社
新
報
社
、
昭
和
三
十
年
）。

（
35
）�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
丸
山
作
楽
述
「
史
学
協
会
創
立
ノ
主
旨
」（『
史
学
協
会
雑
誌
』
第
一
号
、
福
田
半
、
明
治
十
六
年
）。

（
36
）�

丸
山
正
彦
『
丸
山
作
楽
伝
』（
忠
愛
社
、
明
治
三
十
二
年
）
二
四
四
―
二
四
五
頁
。

（
37
）�

野
口
武
司
「
飯
田
武
郷
」（『
國
學
院
黎
明
期
の
群
像
』
所
収
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
、
平
成
十
年
）
一
九
八
頁
。

（
38
）�

矢
吹
弘
史
『
落
合
直
文
』（
同
文
館
、
昭
和
十
八
年
）
二
〇
二
―
二
〇
三
頁
。

（
39
）�

飯
田
永
夫
「
談
話
」（『
萩
の
家
主
人
追
悼
録
』
所
収
、
国
文
学
雑
誌
社
、
明
治
三
十
七
年
）
五
二
―
五
三
頁
。

（
40
）�

石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
原
』（『
明
治
文
化
全
集
』
別
巻
所
収
、
日
本
評
論
社
、
昭
和
四
十
四
年
）
四
九
一
頁
。

（
41
）�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、「
若
き
友
に
呈
す
」（『

大
成
中
学
校
創
立

四
十
周
年
記
念

杉
浦
先
生
講
演
集
』
大
成
中
学
校
々
友
会
、
昭
和
十
二
年
）。

（
42
）�

「
国
文
学
現
今
の
景
况
及
勢
力
」（
落
合
秀
男
編
『
落
合
直
文
著
作
集
Ⅰ
』
所
収
、
明
治
書
院
、
平
成
三
年
）、
な
お
、
国
語
伝
習
所
が
最
終

的
に
ど
う
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
43
）�

服
部
元
彦
『
古
事
記
講
義
』
上
巻
（
国
語
伝
習
所
、
明
治
二
十
八
年
）
一
―
二
頁
。
ち
な
み
に
服
部
元
彦
は
、
飯
田
武
郷
の
四
男
で
文
久

三
年
に
生
ま
れ
、「
服
部
元
済
の
家
を
相
続
、
大
学
古
典
科
卒
業
、
中
学
校
国
漢
学
教
師
」
を
務
め
た
（
前
掲
坂
本
『
飯
田
武
郷
翁
伝
』）。

（
44
）�

明
治
期
の
国
学
的
学
術
結
社
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
齊
藤
智
朗
・
藤
田
大
誠
「
近
代
人
文
学
の
形
成
と
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
―
國
學
院

の
学
術
資
産
に
見
る
伝
統
文
化
研
究
発
信
の
現
代
的
意
義
―
」（
文
部
科
学
省
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
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セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
成
果
論
集『
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
智
恵
と
実
践
』國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、

平
成
二
十
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
45
）�
こ
れ
ら
の
国
学
者
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
前
掲
『
國
學
院
黎
明
期
の
群
像
』
や
『
國
學
院
大
學
百
年
史
』（
國
學
院
大
學
、
平
成
六
年
）

等
を
参
照
の
こ
と
。

（
46
）�
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
、『
教
林
』
第
三
号
（
明
治
二
十
六
年
九
月
）。

（
47
）�

前
掲
岡
田
『
東
京
大
神
宮
沿
革
史
』
九
八
―
一
〇
一
頁
。

（
48
）�

前
掲
同
、
一
〇
二
頁
。

（
49
）�

「
神
宮
奉
斎
会
記
事
摘
要
」（『
祖
国
』
第
一
号
附
録
、
明
治
三
十
二
年
九
月
）。

（
50
）�

「
神
宮
奉
斎
会
賛
成
員
募
集
心
得
」（『
祖
国
』
第
九
号
附
録
、
明
治
三
十
三
年
五
月
）。

（
51
）�

當
山
亮
道
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、「
官
幣
大
社
平
安
神
宮
宮
司
當
山
亮
道
氏
逝
く
」（
神
社
本
庁
所
蔵
、『
皇
国
時
報
』
第
五
八
九
号
、
昭
和

十
一
年
二
月
）。
ま
た
、
神
宮
教
か
ら
神
宮
奉
斎
会
の
神
道
教
説
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
神
宮
教
・
神
宮
奉
斎
会
に
お
け
る
神
道
教
説
」

を
参
照
の
こ
と
。

（
52
）�

當
山
亮
道
『
神
勅
勅
語
解
義
』（
攷
古
社
、
明
治
三
十
四
年
）「
例
言
」
一
頁
。

（
53
）�

飯
田
武
夫
は
、
飯
田
武
郷
の
長
男
で
あ
り
、
嘉
永
四
年
に
生
ま
れ
、「
諸
神
社
の
宮
司
を
勤
め
、
明
治
三
十
二
年
歿
」
し
た
（
前
掲
坂
本
『
飯

田
武
郷
翁
伝
』）。

（
54
）�

井
上
頼
文
『
校
註
古
事
記
読
本
』（
小
川
尚
栄
堂
、明
治
三
十
一
年
）。
ち
な
み
に
本
書
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
標
註
は
、贈
正
四
位
、岡
部
、

本
居
、
平
田
三
大
人
の
御
説
を
経
と
し
て
、
諸
家
、
及
び
、
家
翁

頼

の
説
を
緯
と
し
、
其
の
要
点
を
折
衷
し
て
、
最
も
簡
易
に
、
最
も
平
易
な

る
註
解
を
ほ
ど
こ
せ
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
55
）�

池
辺
義
象
編
『
古
事
記
通
釈
』（
啓
成
社
、
明
治
四
十
四
年
）、
本
書
の
「
緒
言
」
に
は
、「
同
学
の
士
今
泉
定
介
氏
と
相
謀
り
て
、
こ
の
簡

易
な
る
古
事
記
通
釈
を
試
み
た
り
」
と
あ
る
。

（
56
）�

『
国
体
論
史
』（
内
務
省
神
社
局
、
大
正
十
年
）
三
七
三
頁
。

（
57
）�

今
泉
定
助
『
皇
道
論
叢
』（『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
二
所
収
、
日
本
大
学
今
泉
研
究
所
、
昭
和
四
十
四
年
）
一
九
、
二
三
頁
。

（
58
）�

今
泉
定
助
「
古
典
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
」（『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
三
所
収
、日
本
大
学
今
泉
研
究
所
、昭
和
四
十
五
年
）
四
八
〇
頁
。
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は
じ
め
に

近
年
の
「
神
社
ブ
ー
ム
」「
聖
地
巡
礼
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
と
も
相
俟
っ
て
、
様
々
な
神
社
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
書
籍
な
ど
が

数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
書
籍
等
に
記
さ
れ
た
全
国
の
各
著
名
神
社
の
紹
介
な
ど
の
頁
を
見
る
際
に
、
時
折
、
そ
れ
ぞ
れ
の

神
社
に
と
っ
て
最
も
大
切
に
さ
れ
る
べ
き
御
祭
神
の
神
名
表
記
が
神
社
で
実
際
に
使
っ
て
い
る
表
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
無
論
、
神

道
古
典
に
お
け
る
神
名
に
つ
い
て
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
で
神
名
表
記
が
異
な
る
こ
と
は
一
般
的
に
知
ら
れ
て
お
り（

（
（

、
表
記
が

一
部
異
な
っ
て
い
て
も
同
一
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
神
や
、
そ
も
そ
も
神
名
自
体
が
複
数
あ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
各
神
社
で
は
、
様
々

な
御
祭
神
の
呼
称
を
併
用
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
る（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
神
名
表
記
は
、
現
在
、
各
神
社
に
と
っ
て
神
道
教
化
に
か

か
わ
る
も
の
で
も
あ
り
、「
一
社
の
神
学
」
を
形
づ
く
る
も
の
と
し
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
各
々
の
社
が
そ

の
神
名
表
記
を
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
用
し
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
採
用
し
た
の
か
と
い
う
点
を
様
々
な
角
度
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
現
代
に
お
け
る
神
社
・
神
道
を
考
え
る
上
で
、
あ
る
い
は
「
古
事
記
学
の
構
築
」
の
周
縁
部
に
か
か

る
研
究
と
し
て
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
神
名
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
神
社
お
よ
び
地
域
社
会
に
い
か
に
受
容

論
考
三

『
古
事
記
』
神
名
表
記
の
社
会
的
受
容
と
神
社
考
証
に
お
け
る
現
代
的
課
題

藤
本

頼
生
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さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
点
を
探
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
神
社
と
祭
神
表
記
の
問
題
に
つ
い
て
、
平
成
の
御
大
典
記
念
事
業
と
し
て
神
社
本
庁
が
平
成
三
年
か
ら
七
年
に

か
け
て
行
っ
た
「
全
国
神
社
祭
祀
祭
礼
総
合
調
査
」
な
ど
の
成
果
を
活
用
し
つ
つ
、
社
会
的
、
歴
史
的
な
神
名
表
記
の
受
容
や
神
社
考
証

に
お
け
る
課
題
と
い
う
点
に
も
触
れ
つ
つ
、
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。

な
お
、
筆
者
自
身
、
上
代
研
究
、『
古
事
記
』
の
解
釈
研
究
を
主
た
る
研
究
分
野
と
し
て
行
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
神
名
表
記
に

か
か
る
分
析
は
研
究
の
途
上
に
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
種
々
思
慮
不
足
の
点
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
何
卒
ご
海
容
戴

け
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
神
名
表
記
に
つ
い
て
、
神
社
に
お
け
る
表
記
を
示
す
関
係
上
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る

神
名
表
記
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
ど
う
し
て
も
一
部
混
在
し
て
し
ま
う
箇
所
が
あ
る
た
め
、
表
記
の
統
一
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
点
に
つ

い
て
も
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
戴
き
た
い
。

一

神
名
表
記
の
多
さ
と
神
社
祭
神
名
の
受
容
に
つ
い
て

一
般
的
に
「
名
は
体
を
表
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
で
あ
っ
て
も
神
社
で
あ
っ
て
も
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
付
け
ら
れ
た

名
前
（
名
称
）
は
、
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
自
己
を
決
定
づ
け
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る（

（
（

。
そ
れ
故
に
神
社
に
お
け
る
祭
神
表
記
の
問
題
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
社
名
表
記
と
と
も
に
深
く
考
え
れ
ば
神
道
神
学
、
神
道
教
学
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

西
川
順
土
が
説
く
よ
う
に
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
表
記
の
末
字
に
つ
い
て
は
、
あ
る
と
き
は
「
神
」
や
「
尊
」、「
大
神
」
と
い
う
表
記

が
み
ら
れ
る
な
ど
、「
古
事
記
自
体
に
神
へ
の
思
考
に
浮
動
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
西
川
は

「
神
々
の
御
名
の
用
字
、
称
号
、
神
名
の
変
更
な
ど
に
は
そ
れ
ほ
ど
注
意
し
て
い
な
い
一
面
」
が
あ
り
、
い
わ
ば
混
乱
と
い
う
事
実
を
そ
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れ
自
体
矛
盾
で
は
な
く
「
古
事
記
な
る
が
故
に
意
味
が
あ
」
り
、「
古
事
記
独
自
の
部
分
に
文
献
と
し
て
の
新
し
さ
が
顕
わ
に
な
っ
て
い
る（

（
（

」

と
い
う
考
え
方
も
示
し
て
い
る
。
本
居
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
に
て
神
々
に
故
あ
る
場
合
に
呼
称
が
変
わ
る
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
が（

（
（

、

西
川
は
、
こ
う
し
た
神
名
表
記
の
定
ま
ら
な
い
例
を
「
神
々
の
世
界
の
構
成
に
多
少
と
も
現
実
に
あ
る
社
会
が
反
影
し
て
い
る
と
す
る

な
ら
ば
呼
称
の
乱
れ
は
あ
り
得
な
い（

（
（

」
と
も
述
べ
て
い
る
。

各
々
の
神
社
に
お
い
て
は
、
神
名
そ
の
も
の
が
神
社
に
と
っ
て
一
番
大
事
に
祀
っ
て
い
る
神
々
に
か
か
わ
る
問
題
だ
け
に（

（
（

、
一
般
配
布

用
の
神
社
の
略
誌
や
由
緒
書
（
由
緒
掲
示
）
へ
の
記
載
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
そ
の
表
記
に
あ
た
っ
て
は
誤
記
の
許
さ
れ
な
い
慎
重
を
期

す
べ
き
も
の
で
も
あ
り
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
神
名
の
表
記
で
あ
る
が
ゆ
え
、「
一
社
の
神

学（
（
（

」
と
い
う
観
点
か
ら
、
神
社
に
お
い
て
新
た
な
神
道
教
化
活
動
な
ど
が
考
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
各
地
に
鎮
座
す
る
神
明

社
の
よ
う
に
、
同
じ
系
列
の
神
社
で
あ
っ
て
も
天
照
大
神
、
天
照
皇
大
神
、
天
照
大
御
神
、
天
照
皇
太
神
な
ど
、
祀
ら
れ
て
い
る
神
名
の

表
記
が
異
な
る
こ
と
も
多
い
が
、
現
在
、
実
際
に
各
社
が
宗
教
法
人
と
し
て
文
化
庁
や
各
都
道
府
県
に
認
証
さ
れ
た
神
社
規
則
に
記
載
し

た
神
名
表
記（

（
（

や
由
緒
板
の
神
名
表
記
、
あ
る
い
は
、
神
社
が
広
報
の
た
め
に
公
開
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け

る
神
名
表
記
な
ど
と
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
事
象
も
あ
る（

（1
（

。
そ
う
し
た
事
象
が
起
こ
る
事
由
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
大
国
主
大
神
の
よ

う
に
同
一
神
で
多
く
の
異
称
を
も
つ
、
そ
も
そ
も
の
理
由
が
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』、『
古
語
拾
遺
』
等
、
神
道
古
典
と
さ
れ
て

い
る
古
代
、
中
世
の
神
道
文
献
に
記
載
さ
れ
た
神
名
表
記
が
多
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年

に
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
媒
体
形
式
で
パ
ソ
コ
ン
に
て
容
易
に
検
索
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
報
告
書
が
出
さ
れ
た
「
全
国
神
社
祭
祀
祭

礼
総
合
調
査（

（1
（

」（
以
下
「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
と
表
記
）
の
調
査
に
て
使
用
さ
れ
た
「
祭
神
コ
ー
ド
一
覧
表
（
本
調
査
用
）」
に
お
い
て

も
窺
う
こ
と
が
で
き
、
同
一
神
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
含
め
、
約
一
万
近
く
の
祭
神
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
神
と
考
え
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ら
れ
る
も
の
で
も
表
記
が
異
な
る
神
名
に
て
祀
ら
れ
る
神
社
が
各
地
に
所
在
す
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
の
検
索
結
果
と
各
都
道
府
県
神
社
庁
に
て
発
行
さ
れ
て
い
る
神
社
名
簿
と
を
照
合
し
な
が
ら
、

分
析
の
手
段
と
し
て
主
に
用
い
て
述
べ
て
い
く
が
、
同
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
、
か
つ
て
国
文
学
の
立
場
か
ら
西
角
井
正
慶
が
「
祭
祀
圏
の

問
題
」（『
古
代
祭
祀
と
文
学
』
所
収
）
の
中
で
指
摘
し
た
よ
う
な
神
社
の
信
仰
分
布
の
検
証（

（1
（

、
つ
ま
り
学
術
的
な
活
用
と
し
て
、
主
に
神

社
名
を
主
体
と
し
た
歴
史
的
、
宗
教
的
、
地
理
的
な
信
仰
分
布
（
氷
川
、
香
取
、
久
伊
豆
、
神
明
、
八
幡
、
諏
訪
、
白
山
、
天
満
、
住
吉

な
ど
）
を
窺
い
知
る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る（

（1
（

。
祭
神
名
に
つ
い
て
も
茂
木
貞
純
、
佐
野
和
史
ら
に
よ
っ
て
本
デ
ー
タ
の
分

析
結
果
を
用
い
て
一
部
検
討
を
試
み
て
い
る
も
の
の（

（1
（

、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
全
国
で
集
中
的
に
実
施
さ
れ
た
神
社
整
理
の

影
響
で
、
神
社
の
祭
神
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
理
的
分
布
、
信
仰
分
布
に
関
し
て
は
、
西
角
井
も
人
文
地
理
学
の
研
究

成
果
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
前
出
の
「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
の
検
索
結
果
を
用
い
た
検
討
が
神
社
名
に
基
づ

く
分
析
以
上
に
行
い
に
く
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
と
は
い
え
ど
も
「
全
国
神
社
祭
祀
祭
礼
総
合
調
査
」
自
体
は
、
二
十
年
前
の
調
査
で

あ
っ
て
も
「
平
成
の
神
名
帳（

（1
（

」
と
題
し
て
神
社
本
庁
包
括
下
の
各
神
社
と
協
力
者
と
な
っ
た
各
神
職
ら
の
多
大
な
る
尽
力
の
も
と
に
、
作

成
さ
れ
た
も
の
だ
け
に
、そ
の
調
査
結
果
を
神
社
名
以
外
の
違
っ
た
事
柄
で
学
術
的
に
活
用
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、収
録
神
社
、祭
神
名
、

祭
礼
名
な
ど
か
ら
み
て
も
非
常
に
勿
体
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

神
名
表
記
の
多
さ
を
示
す
一
例
と
し
て
は
、表
１
に
記
し
た
よ
う
に
「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
の
検
索
結
果
に
お
け
る
神
名
一
覧
に
て
「
あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
」を
示
す
神
名
は
、四
八
種
類
あ
る
。
同
様
に
し
て
、豊
受
大
神
は
二
二
種
類
あ
る
。
両
神
は
、太
一
信
仰（
太
一
神
）

と
の
関
係
も
あ
り
、「
太
」
の
文
字
が
入
る
も
の
も
あ
り
、
こ
の
他
に
例
え
ば
、
廣
田
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る
天
照
大
御
神
之
荒
御
魂
＝

撞
賢
木
厳
之
御
魂
天
疎
向
津
媛
命
（
つ
き
さ
か
き
い
つ
の
み
た
ま
あ
ま
さ
か
る
む
か
つ
ひ
め
の
み
こ
と
）、
天
照
大
神
の
和
魂
と
い
う
考
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え
方
も
あ
る
生
田
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る
稚
日
女
尊
（
わ
か
ひ
る
め
の
み
こ

と
）
な
ど（

（1
（

、
祭
神
そ
の
も
の
の
荒
御
魂
、
和
御
魂
な
ど
を
神
名
と
し
て
加
え

て
考
え
る
と
さ
ら
に
そ
の
数
は
増
加
す
る
。

そ
の
他
の
例
と
し
て
、
宗
像
三
女
神
の
一
神
で
あ
る
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
ノ

カ
ミ
（
ミ
コ
ト
）
は
三
四
種
類
、
稲
荷
神
で
あ
る
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ
（
ミ

コ
ト
）
四
六
種
類
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
（
ミ
コ
ト
）
は
七
八
種
類
、
ス

サ
ノ
オ
ノ
カ
ミ
（
ミ
コ
ト
）
七
九
種
類
、
イ
カ
ヅ
チ
ノ
カ
ミ
が
四
六
種
類
が

挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
祭
神
名
称
の
異
称
が
少
な
い
も
の
の
例
と
し
て
、
ア
メ
ノ

タ
ジ
カ
ラ
オ
ノ
カ
ミ
が
五
種
類
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
の
八
種
類
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
複
雑
な
も
の
と
し
て
は
、
住
吉
神
の
よ
う
に
、
三
神

一
体
の
も
の
が
十
一
種
類
あ
り
、
表
筒
男
神
、
中
筒
男
神
、
底
筒
男
神
で
合

計
四
〇
種
類
あ
る
。
ま
た
、
大
国
魂
神
の
よ
う
に
、
単
な
る
「
大
国
魂
」
の

神
の
み
で
な
く
、「
大
国
魂
」
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
国
名
を
冠
し
た
も
の
が

二
二
種
類
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
表
２
・
表
３
に
記
し
た
よ
う
に
、
い
ざ
な
ぎ

の
か
み
（
み
こ
と
）
は
二
六
種
類
、
い
ざ
な
み
の
か
み
（
み
こ
と
）
は
二
七

種
類
が
あ
り
、
一
例
と
し
て
は
「
伊
邪
那
岐
命
」
も
し
く
は
「
伊
邪
那
美
命
」

表 1 「あまてらすおおかみ」の神名表記

1 天照大神 11 天照大日孁尊 21 大日靈貴 31 向匱男聞襲大歴
五御魂速狭騰尊 41 天照皇大御神

2 天照大御神 12 天照日女之命 22 大日靈貴尊 32 天照大神高座神 42 大日靈命

3 天照太神 13 天照孁貴 23 日女之命 33 意富比神 43 大日孁命

4 天照太御神 14 大比瑠女神 24 皇大御神 34 日神 44 大日孁神

5 天照皇太神 15 大日尊 25 皇大神 35 日神尊 45 大日孁貴命

6 天照皇大神 16 大日留女尊 26 伊勢天照御祖神 36 日前 46 大日靈女貴尊

7 天照坐太神 17 大日靈尊 27 伊勢大神 37 日前神 47 大日留姫命

8 天照坐皇太神 18 大日孁尊 28 天祖天照大神 38 天照坐皇大御神 48 皇祖天照大神

9 天照坐皇大神 19 大日孁之命 29 撞賢木嚴之御魂
天疎向津媛命 39 天照大日孁命

10 天照意保比流賣命 20 大日孁貴 30 撞榊嚴魂天疎向
津姫命 40 天照大日靈尊
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の
神
名
で
祀
る
社
は
、「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
の
検
索
で
は
、全
国
で
二
、七
一
〇
社
あ
り
、「
伊

弉
諾
尊
」「
伊
弉
諾
命
」「
伊
弉
諾
神
」
の
神
名
で
祀
る
社
は
、
二
、四
五
五
社
あ
る
。
こ
の
他
、

「
伊
耶
那
岐
」「
伊
耶
那
美
」
の
神
名
で
祀
る
社
も
三
六
社
あ
る
が
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
両

神
の
神
名
に
お
け
る
「
神
」「
命
」
の
差
異
は
『
古
事
記
』
注
釈
で
も
よ
く
論
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』に
お
け
る
神
名
表
記
に
お
け
る「
命
」と「
尊
」、「
姫
」・「
媛
」

の
文
字
の
使
い
方
の
相
違
の
問
題
も
神
社
に
お
け
る
祭
神
名
の
受
容
と
い
う
点
で
は
、
そ
も
そ

も
表
記
が
異
な
る
も
の
を
同
神
と
考
え
る
か
ど
う
か
の
問
題
も
あ
り（

（1
（

、
本
質
的
な
問
題
と
し
て
、

神
名
表
記
の
問
題
は
神
学
的
、
教
学
的
に
も
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
神
名
表
記
の
問
題
を
い
か
に
考
え
る
か
と
い
う
点
で
は
、
そ
も
そ
も
『
古
事
記
』、

『
日
本
書
紀
』
の
記
載
自
体
の
問
題
や
写
本
系
統
の
問
題
、
あ
る
い
は
表
記
が
異
な
る
も
の
で

も
同
一
神
と
し
て
比
定
し
て
き
た
と
い
う
校
注
に
か
か
る
歴
史
的
な
経
緯
も
あ
る
。
前
出
の
佐

野
和
史
は
、
神
道
教
化
史
の
時
代
区
分
の
指
摘
の
中
で
、
神
社
の
地
理
的
分
布
は
「
か
た
り
べ

の
時
代
」「
御
師
の
時
代
」
と
い
う
時
代
区
分
を
提
唱
し
、
と
く
に
「
御
師
の
時
代
」
が
全
国

的
に
分
布
す
る
神
社
の
分
布
形
成
で
あ
る
と
述
べ
て
、
こ
れ
を
社
名
の
分
布
状
況
か
ら
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
筆
者
と
し
て
は
、
佐
野
の
指
摘
し
た
点
を
さ
ら
に
神
名
表
記
の
社
会
的
受
容
と

い
う
観
点
を
含
め
、
現
代
的
な
受
容
と
い
う
点
も
相
俟
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
い
え

表２ 「いざなぎのみこと」の神名表記

1 伊佐奈伎 11 伊弉諾神 21 神伊佐奈岐神
2 伊佐奈岐 12 伊弉諾尊 22 伊邪奈岐神
3 伊射奈岐 13 伊佐奈伎命 23 伊邪奈岐命
4 伊弉奈枳 14 伊佐奈岐命 24 伊弉那岐命
5 伊邪那岐大神 15 伊弉奈枳命 25 伊弉諾大神
6 伊佐奈岐神 16 伊佐那岐尊 26 伊弉那岐尊
7 伊射奈伎神 17 伊邪那岐命
8 伊射奈岐神 18 伊弉諾命
9 伊邪那岐神 19 伊射奈藝命

10 伊耶那岐神 20 神伊佐奈伎命

表３「いざなみのみこと」の神名表記

1 伊佐奈彌 11 伊弉並尊 21 伊弉册神
2 伊佐奈美神 12 伊弉那禰命 22 伊弉那美尊
3 伊射奈美神 13 伊佐奈美尊 23 伊弉那美命
4 伊弉冉神 14 伊佐奈美乃命 24 伊弉那美命
5 伊佐奈彌神 15 伊邪那美命 25 伊佐那美尊
6 伊佐那美神 16 熊野夫須美大神 26 伊邪奈美尊
7 伊耶那美神 17 熊野夫須美神 27 伊邪那美尊
8 伊弉册命 18 伊弉冉大神
9 伊弉冉尊 19 伊邪那美大神

10 伊弉冉命 20 伊弉册尊
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ば
、
実
際
に
神
社
の
法
的
事
項
に
あ
た
っ
て
の
問
題
（
本
質
的
受
容
）
と
し
て
、
先
に
述
べ
た
法
人
の
登
記
事
項
に
も
か
か
わ
る
も
の
と

し
て
神
社
規
則
に
示
す
祭
神
記
載
の
問
題
や
、戦
前
期
の
明
治
十
二
年
～
昭
和
二
十
一
年
ま
で
に
国
家
の
公
簿
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
『
神

社
明
細
帳
』、
そ
の
後
の
昭
和
二
十
一
年
二
月
三
日
以
降
、
神
社
本
庁
に
お
い
て
承
認
事
務
を
行
う
際
に
公
式
に
使
用
さ
れ
て
い
る
『
神

社
明
細
書
』
な
ど
の
記
載
に
差
異
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
表
記
に
意
図
あ
っ
て
の
使
い
分
け
や
記

載
の
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
祭
神
表
記
の
問
題
は
、
先
に
述
べ
た
佐
野
の
指
摘
の
よ
う
に
、「
か
た
り
べ
の
時
代
」
の
影
響
に
て
個
々
の
地
域
独
特
の

信
仰
分
布
を
示
す
よ
う
な
社
の
場
合
と
、「
御
師
の
時
代
」
の
よ
う
に
、
中
世
以
降
の
神
社
勧
請
の
増
加
の
中
で
信
仰
分
布
が
展
開
さ
れ

る
社
の
場
合
も
あ
る
た
め（

（1
（

、
神
名
自
体
の
受
容
と
い
う
問
題
は
、
個
々
の
神
社
由
緒
や
地
域
伝
承
の
考
証
と
も
絡
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
も
の
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二

神
名
表
記
と
神
社
の
祭
神
考
証
に
お
け
る
課
題

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
個
々
の
神
社
由
緒
や
地
域
伝
承
の
問
題
を
神
社
考
証
、
祭
神
の
考
証
と
い
う
問
題
と
の
兼
ね
合
い
で
考
え
る
場

合
、
明
治
維
新
後
に
い
わ
ゆ
る
神
社
を
公
簿
上
に
登
録
し
、
い
わ
ゆ
る
国
家
の
営
造
物
法
人
と
し
て
の
神
社
、
つ
ま
り
公
認
さ
れ
た
神
社（

（1
（

に
確
定
す
る
作
業
と
し
て
、
明
治
十
二
年
に
国
家
の
公
簿
た
る
『
神
社
明
細
帳
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
神
社
明
細
帳
』
に
登

録
さ
れ
た
神
社
が
近
代
以
降
、
終
戦
期
ま
で
正
式
な
神
社
と
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
り
、『
神
社
明
細
帳
』
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、

明
治
初
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
全
国
各
地
で
一
斉
に
神
社
調
査
（
神
社
取
調
）
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
社
取
調
は
、
櫻
井
治
男

や
河
村
忠
伸
を
は
じ
め
、
拙
稿
で
も
指
摘
し
て
い
る
通
り（

（2
（

、
神
社
と
は
何
か
、
何
を
も
っ
て
し
て
神
社
と
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
取
調
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べ
項
目
に
よ
っ
て
確
定
し
て
い
く
作
業
で
も
あ
り
、
現
在
の
一
般
化
し
て
い
る
「
神
社
概
念
」
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
も
あ
る
。

な
お
、
こ
の
神
社
取
調
で
は
、
各
神
社
で
祀
ら
れ
る
祭
神
も
調
査
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
社
取
調
は
、
多
い
府
県
で

は
明
治
初
年
か
ら
明
治
十
二
年
ま
で
の
間
に
十
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
東
京
府
下
で
は
櫻
井
治
男
の
詳
細
な
分
析
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
維
新
後
ほ
ぼ
一
年
お
き
、
十
一
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
こ
の
神
社
取
調
を
も
と
に
し
て
明
治
四
年
の
社
格

制
定
の
折
に
官
國
幣
社
に
指
定
さ
れ
た
よ
う
な
比
較
的
規
模
の
大
き
い
神
社
で
は
、
従
来
伝
え
ら
れ
て
い
た
由
緒
と
は
関
係
な
く
、
神
社

の
祭
神
名
を
変
更
さ
れ
て
し
ま
う
事
例
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
府
県
社
以
上
の
神
社
の
由
緒
等
を
書
き
出
し
た
『
特
選
神
名
牒
』（
磯
部
甲
陽
堂
）
は
、
明
治
七
年
の
教
部
省
に
よ
る
神
社

取
調
を
も
と
に
し
て
教
部
省
編
、
内
務
省
蔵
版
と
い
う
表
記
に
て
大
正
十
四
年
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
拙
稿
で
も
か
つ
て
岡
山
県

の
美
作
地
域
に
残
さ
れ
た
「
神
社
取
調
書
上
帳
」
の
史
料
を
も
と
に
、
そ
の
点
を
明
確
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
『
特
選
神
名
牒
』

に
も
記
載
の
あ
る
、
中
山
神
社
（
岡
山
県
津
山
市
一
宮
に
鎮
座
・
旧
国
幣
中
社
）
は
、
現
在
、
主
祭
神
は
鏡
作
神
、
配
祀
神
に
石
凝
姥
命
、

天
糠
戸
神
（
石
凝
姥
命
の
親
神
）
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
社
で
は
、
明
治
維
新
当
初
の
神
社
取
調
に
て
、
鏡
作
神
を
主
神
と
し
、

相
殿
神
に
大
己
貴
命
、
瓊
瓊
杵
尊
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
鏡
作
神
は
、
社
伝
で
は
、
石
凝
姥
命
の
御
神
業
を
特
別
に
称
え
た
神
名

の
こ
と
と
さ
れ
、
鏡
作
連
の
祖
神
と
さ
れ
る
が
、
明
治
期
に
お
け
る
神
祇
官
、
神
祇
省
、
教
部
省
の
内
務
省
の
祭
神
考
証
の
過
程
で
、
鏡

作
神
を
岐
阜
県
の
南
宮
大
社
（
当
時
は
南
宮
神
社
）
の
御
祭
神
と
し
て
知
ら
れ
る
金
山
彦
命
へ
と
変
更
さ
せ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
無
論
、
鏡
作

神
と
金
山
彦
命
は
同
一
神
で
は
な
く
、
変
更
と
な
っ
た
大
き
な
事
由
と
し
て
は
、
大
正
十
二
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
国
幣
中
社
中
山
神
社
史

料
』
に
よ
る
と
、『
古
史
伝
』
の
平
田
篤
胤
の
説
を
も
と
に
、
平
田
派
国
学
者
の
考
証
の
結
果
で
変
更
さ
れ
た
と
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

同
じ
く
美
作
地
域
の
古
社
で
旧
美
作
国
の
二
宮
と
さ
れ
る
高
野
神
社
で
は
、
配
祀
神
に
一
宮
の
中
山
神
社
の
祭
神
で
あ
る
鏡
作
命
を
祀
っ
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て
お
り
、
同
社
の
方
は
明
治
初
期
か
ら
の
神
社
調
査
を
終
え
て
も
、『
神
社
明
細
帳
』
な
ど
で
の
祭
神
表
記
は
金
山
彦
命
に
変
更
さ
れ
て

い
な
い
。
神
社
で
は
、
そ
の
後
、
幾
度
も
内
務
省
へ
祭
神
名
の
変
更
を
求
め
た
が
、
許
可
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
戦
を
迎
え
、
終
戦
後
の
宗

教
法
人
へ
の
法
人
格
の
変
更
の
折
に
改
め
て
祭
神
名
を
鏡
作
神
と
復
称
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
祭
神
の
確
定
を
め
ぐ
る
考
証
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
か
つ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
残
存
す

る
史
資
料
を
ど
こ
ま
で
遡
っ
て
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
当
該
の
中
山
神
社
の
場
合
は
、
中
世
以
降
、
と
く
に
戦
国
時
代
に

あ
っ
て
は
、
尼
子
氏
や
山
名
氏
、
毛
利
氏
ら
の
中
国
地
方
の
各
国
を
治
め
た
武
将
ら
の
覇
権
争
い
の
戦
場
と
な
っ
た
関
係
も
あ
り
、
尼
子

氏
に
よ
っ
て
社
殿
を
焼
失
さ
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
社
誌
や
縁
起
な
ど
に
つ
い
て
は
、
美
土
路
家
文
書
や
中
島
家
文
書
な
ど
社
家
文
書
の

一
部
が
存
在
す
る
も
の
の
、
大
正
期
に
藤
巻
正
之
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
『
國
幣
中
社
中
山
神
社
史
料
』
以
外
に
、
江
戸
期
に
編
纂
さ
れ

た
地
誌
以
前
の
神
社
所
蔵
の
史
料
が
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
は
、
筆
者
も
か
つ
て
整
理
し
た
よ
う
に（

（2
（

、
同
社
の
鎮
座
す
る
美
作
地
域
に
お

い
て
は
、
江
戸
期
に
森
家
津
山
藩
の
藩
命
で
家
老
の
長
尾
勝
明
の
主
導
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
作
陽
誌
』
が
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年

で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
史
料
が
な
く
、
以
後
松
平
津
山
藩
の
藩
士
で
あ
っ
た
正
木
輝
雄
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
東
作
誌
』
の
地
誌

も
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
か
ら
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
の
編
で
あ
り
、
そ
の
後
、
中
山
神
社
の
神
職
も
務
め
た
国
学
者
の
矢
吹
正
則

に
よ
る
『
美
作
略
史
』
な
ど
も
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
ま
で
時
代
が
下
る
も
の
で
、
以
後
の
地
誌
も
明
治
期
に
入
っ
て
地
元
の
郷
土

史
家
や
神
職
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
献
考
証
の
上
で
は
、
あ
く
ま
で
地
域
伝
承
の
範
囲
で
し
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
祭
神
自
体
の
確
定
、
さ
ら
に
は
、「
鏡
作
神
」
か
「
鏡
作
命
」、「
鏡
作
尊
」
な
ど
と
い
っ
た
神
名
表
記
そ
の
も
の
の
確
定
と
い
う

面
で
は
、
決
定
打
と
な
る
よ
う
な
根
拠
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
地
方
史
（
郷
土
史
）
研
究
に
お
け
る
考
証
の

限
界
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う（

（2
（

。
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三

地
域
神
社
に
お
け
る
祭
神
表
記
の
社
会
的
受
容
を
考
え
る

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
各
地
域
神
社
に
お
い
て
明
確
に
こ
の
御
祭
神
を
こ
の
神
名
で
祀
る
と
い
う
意
識
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
前
か
ら
存
在

し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
と
、
か
つ
て
柳
田
國
男
が
「
現
在
は
村
々
の
神
社
は
神
代
巻
以
来
、
何
か
の
記
録
に
出
て
い
る
神

様
を
祀
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
は
卜
部
氏
の
活
躍
以
後
の
現
象
で
、
少
な
く
と
も
国
民
個
々
の
家
だ
け
は
、

先
祖
と
神
様
と
を
一
つ
に
視
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。（
中
略
）
か
り
に
神
職
家
の
持
ち
伝
え
た
記
録
か
ら
は
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
と
も
、
少
な
く
と
も
我
々
が
自
分
自
身
の
持
っ
て
い
る
感
覚
の
中
か
ら
、
行
く
行
く
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
る
望
み
は
あ
る
の
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
点
は（

（2
（

、
一
つ
の
参
考
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
柳
田
の
言
を
借
り
れ
ば
、
古
代
に
お
い
て
は
、
大
き
な

社
を
の
ぞ
き
、
個
々
の
社
で
祭
神
名
に
対
す
る
意
識
を
深
く
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、先
に
取
り
上
げ
た
佐
野
和
史
が
指
摘
し
た
よ
う
な
神
道
教
化
の
主
体
と
な
っ
た
者
、つ
ま
り
内
部
伝
道
的
な
観
点
か
ら
み
た
「
か

た
り
べ
の
時
代
」「
御
師
の
時
代
」「
神
職
の
時
代
」
と
い
う
神
道
教
化
史
に
お
け
る
時
代
区
分
の
も
と
に
祭
神
名
の
受
容
意
識
を
考
え
る

こ
と
も
で
き
よ
う（

（2
（

。
実
際
に
は
、
こ
の
点
は
個
々
の
神
社
由
緒
を
丹
念
に
調
べ
、
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
簡
単
に
明
確
化
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
神
社
の
由
緒
を
調
査
し
た
と
し
て
も
、
か
な
り
個
別
具
体
的
に
見
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
、
こ
れ
が
、
地

域
神
社
に
お
け
る
祭
神
表
記
の
社
会
的
受
容
と
い
う
面
で
の
研
究
を
難
し
く
し
て
き
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
に
述
べ
た
祭
神
表
記
の
社
会
的
受
容
を
窺
う
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ま
ず
東
京
都
を
対
象
地
域
と
し
て

都
内
に
お
け
る
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
の
祭
神
表
記
を
窺
っ
て
み
た
い
。
な
ぜ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
の
祭
神
表
記
な
の
か
、
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』
上
巻
に
み
ら
れ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
の
神
名
表
記
が
、「
天
照
大
御
神
」、『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
上
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巻
に
み
ら
れ
る
神
名
表
記
が
「
天
照
大
神
」「
大
日
孁
貴
」「
天
照
大
日
孁
尊
」
と
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述

と
し
て
は
「
天
照
大
神
」
が
神
代
紀
上
下
巻
以
下
神
武
、
崇
神
、
景
行
、
神
功
、
継
体
天
皇
紀
な
ど
『
日
本
書
紀
』
の
多
く
の
箇
所
に
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
ま
た
、
先
に
取
り
上
げ
た
「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
の
検
索
結
果
で
は
、「
天
照
」
の
名
が
付
く
祭
神
を
祀
る
社

は
、
全
国
で
九
、七
七
一
社
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
を
祀
る
社
の
名
称
と
し
て
特
徴
的
な
呼
称
で
あ
る
「
神
明
」
の
称
の
付
く
社
は
四
、

〇
七
三
社
あ
り
、
そ
の
範
囲
も
全
国
の
四
十
七
都
道
府
県
に
満
遍
な
く
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

つ
い
で
、
な
ぜ
東
京
を
対
象
地
域
の
例
に
す
る
の
か
と
い
う
点
は
、
対
象
地
域
の
東
京
都
内
は
、
旧
武
蔵
国
に
あ
た
り
、
旧
国
名
で
い

う
と
こ
ろ
の
一
国
内
に
対
象
領
域
が
全
て
収
ま
る
こ
と
や
、
中
世
以
降
、
神
宮
を
篤
く
崇
敬
し
た
源
頼
朝
の
関
係
に
て
、
飯
倉
御
厨
（
現

在
の
港
区
周
辺
）、
大
河
土
御
厨
（
多
く
が
埼
玉
県
域
だ
が
一
部
が
足
立
区
周
辺
）、
葛
西
御
厨
（
葛
飾
区
周
辺
）
な
ど
の
伊
勢
神
宮
の
御

厨
が
多
い
と
い
う
点
、
さ
ら
に
は
、「
天
祖
神
社
」
と
い
う
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
に
因
む
特
徴
的
な
社
名
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、「
天
祖
」

と
い
う
社
名
は
、
明
治
三
年
の
大
教
宣
布
の
詔
が
布
告
さ
れ
て
以
降
に
東
京
府
（
当
時
）
内
の
神
社
の
多
く
が
神
明
社
か
ら
「
天
祖
神
社
」

に
改
称（

（3
（

し
て
い
る
こ
と
や
、
神
明
宮
、
大
神
宮
（
芝
大
神
宮
の
よ
う
な
例
）
な
ど
の
社
名
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
神
明
社
と
天
祖
神

社
と
で
祭
神
名
に
違
い
は
あ
る
か
、否
か
な
ど
が
検
討
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、祭
神
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
と
し
て
、

先
に
述
べ
た
神
社
本
庁
の
『
全
国
神
社
祭
祀
祭
礼
総
合
調
査
報
告
書
（「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」）』
を
主
と
し
て
用
い
、
加
え
て
東
京
都

神
社
庁
の
『
東
京
都
神
社
名
鑑
』（
昭
和
六
十
一
年
）、『
東
京
都
神
社
／
神
職
名
簿
』（
平
成
二
十
八
年
版
）
な
ど
を
利
用
し
て
、
複
数
の

書
籍
等
か
ら
神
社
の
祭
神
名
の
検
証
を
行
っ
た
。

結
果
と
し
て
、例
え
ば
、「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
に
お
い
て
、東
京
（
地
域
）・
天
照
（
祭
神
）
で
検
索
し
た
中
で
は
、一
九
〇
社
が
該
当
し
、

そ
の
中
で
天
祖
神
社
は
六
一
社
が
見
ら
れ
た
（
実
際
に
は
、
天
祖
の
み
で
社
名
を
検
索
す
る
と
天
祖
神
社
は
六
八
社
が
該
当
）。
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そ
の
中
で
、
祭
神
表
記
を
み
る
と
、
表
４
―
Ａ
の
通
り
と
な
る
。

次
い
で
、
神
明
社
（
神
明
宮
・
神
明
神
社
）
に
つ
い
て
同
様
に
検
索
す
る
と
、
四
一
社
が
該
当
し
（
実
際
に
は
神
明
の
み
で
検
索
す
る

と
五
〇
社
）
で
あ
り
、
そ
の
中
で
祭
神
表
記
を
み
る
と
、
表
４
―
Ｂ
の
通
り
と
な
る
（
ち
な
み
に
、
伊
勢
の
神
宮
の
内
宮
（
皇
大
神
宮
）

の
祭
神
表
記
は
「
天
照
坐
皇
大
御
神
」
で
あ
る
）。

表
４
―
Ａ 

東
京
都
に
お
け
る
天
祖
神
社
の
祭
神
表
記

①
天
照
大
御
神
（
古
事
記
表
記
）

二
九
社

②
天
照
皇
大
神

一
三
社

③
天
照
大
神
（
日
本
書
紀
表
記
）

一
一
社

④
天
照
皇
大
御
神

七
社

⑤
天
照
皇
太
神

一
社

表
４
―
Ｂ 

東
京
都
に
お
け
る
神
明
社
の
祭
神
表
記

①
天
照
大
神
（
日
本
書
紀
表
記
）

一
六
社

②
天
照
皇
大
神

一
三
社

③
天
照
大
御
神
（
古
事
記
表
記
）

三
社

③
天
照
皇
大
御
神

三
社

⑤
天
照
皇
太
神

二
社

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
東
京
都
内
で
は
天
祖
神
社
に
祭
ら
れ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
の
祭
神
名
に
、「
天
照
大
御
神
」
が
多
く
、
は
っ

き
り
と
し
た
一
つ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
明
治
三
年
に
出
さ
れ
た
大
教
宣
布
の
詔
に
「
天
神
天
祖
、
立
極

垂
統
」
と
あ
っ
て
、
造
化
三
神
お
よ
び
天
照
大
御
神
の
四
神
を
天
神
天
祖
の
二
つ
の
名
を
以
て
代
表
せ
し
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り（

（3
（

、
こ
の
考
え
方
と
相
俟
っ
て
東
京
府
内
に
お
け
る
神
明
社
の
改
称
が
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
神
社
は

神
祇
省
の
管
轄
で
あ
る
が
、
明
治
三
年
頃
に
大
教
院
が
発
行
し
た
「
大
教
宣
布
詔
書
宣
命
解
」（
宣
教
使
編
）
に
は
、「
天
照
大
御
神
を
天

祖
と
し
、
造
化
三
神
を
惣
て
天
神
と
申
せ
る
な
り（

（3
（

」
と
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年
に
発
行
さ
れ
た
『
巣
鴨
天
祖
神
社
誌
』
に
も
、「
天
照
大
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御
神
は
天
津
御
祖
の
大
神
」
に
て
、「
天
照
大
御
神
が
天
祖
の
神
な
る
を
以
て
」、
明
治
六
年
に
「
天
祖
」
と
改
称
し
た
と
い
う
記
載
が
あ

る（
（3
（

。
古
典
研
究
の
観
点
か
ら
は
、「
天
祖
」
と
は
『
日
本
書
紀
』
巻
三
の
即
位
前
紀
に
登
場
す
る
二
例
の
表
記
で
あ
り
、「
瓊
瓊
杵
尊
」
と

考
え
ら
れ
て
い
る
一
方（

（3
（

、
神
道
学
の
立
場
か
ら
は
、
瓊
瓊
杵
尊
を
天
祖
と
す
る
が
ゆ
え
に
天
照
大
神
・
高
皇
産
霊
尊
・
国
常
立
尊
を
称
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、後
世
に
至
っ
て
専
ら
天
照
大
神
を
天
祖
と
申
し
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
る
見
解
も
あ
り（

（3
（

、そ
も
そ
も
「
天
祖
」、

あ
る
い
は
そ
れ
に
関
わ
る
高
皇
産
霊
尊
ら
「
皇
祖
」
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
考
え
る
か
と
い
う
神
学
的
な
問
題
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
稿
で
検
討
す
る
祭
神
名
の
受
容
と
い
う
問
題
で
考
え
る
と
、
東
京
都
内
の
天
祖
神
社
で
は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
ア
マ
テ

ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
の
表
記
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
天
照
大
御
神
」
が
祭
神
名
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
社
が
一
番
多
く
、『
日
本
書
紀
』

表
記
の
天
照
大
神
よ
り
も
多
い
と
い
う
結
果
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

次
い
で
、「
神
明
社
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
神
明
社
（
神
明
宮
含
む
）
自
体
、「
天
祖
神
社
」
を
戦
後
「
神
明
社
（
神
明
宮
）」
に
名

称
変
更
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
あ
る
程
度
祭
神
名
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
日

本
書
紀
』
表
記
に
多
い
「
天
照
大
神
」
表
記
の
社
が
一
六
社
で
一
番
多
く
、
天
祖
神
社
と
は
逆
に
、『
古
事
記
』
表
記
の
「
天
照
大
御
神
」

の
社
が
少
な
い
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、「
大
神
宮
」
と
い
う
社
名
を
持
つ
社
に
つ
い
て
は
、
芝
大
神
宮
、
東
京
大
神
宮
、

小
石
川
大
神
宮
の
三
社
が
天
照
皇
大
神
の
表
記
で
、
新
川
大
神
宮
の
み
天
照
大
御
神
と
い
う
結
果
と
な
る
。
芝
大
神
宮
に
つ
い
て
は
、
明

治
五
年
八
月
に
芝
神
明
宮
か
ら
芝
大
神
宮
へ
改
称
し
て
お
り
、
そ
の
折
に
御
祭
神
名
を
も
と
も
と
「
天
照
皇
大
神
」
で
あ
っ
た
と
い
う
謂

れ
を
以
て
「
天
照
大
神
」
か
ら
「
天
照
皇
大
神
」
へ
と
変
更
し
て
い
る
こ
と
が
公
文
書
な
ど
で
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。
ま
た
、
東
京

大
神
宮
に
つ
い
て
は
、
戦
前
期
は
、
明
治
初
期
の
神
宮
司
庁
東
京
出
張
所
皇
大
神
宮
遥
拝
殿
時
代
か
ら
明
治
三
十
一
年
ま
で
は
、
祭
神
名

が
「
天
照
大
御
神
」
の
表
記
を
と
っ
て
お
り
、
明
治
三
十
一
年
の
財
団
法
人
神
宮
奉
斎
會
の
神
殿
と
な
っ
て
以
後
は
、
天
照
皇
大
神
と
称
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し
て
い
る（

（3
（

。

こ
の
結
果
を
も
と
に
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
み
る
と
、
天
祖
、
神
明
、
大
神
宮
以
外
の
社
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
問

題
と
し
て
考
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
主
祭
神
が
複
数
の
合
祀
社
や
、
合
祭
社
な
ど
主
祭
神
以
外
に
祀
る
例
も
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

実
際
に
は
、名
称
が
神
明
社
か
ら
明
治
の
神
社
整
理
で
、地
名
を
社
名
に
用
い
て
「
神
明
」
の
名
称
を
社
名
か
ら
抜
い
た
例
も
あ
る
こ
と
や
、

本
来
の
神
社
名
か
ら
変
更
し
て
い
る
例
も
あ
る
た
め
、
よ
り
精
密
な
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

比
較
の
た
め
に
、
関
東
地
方
で
は
な
く
中
国
地
方
に
あ
た
る
岡
山
県
を
対
象
地
域
と
し
て
検
討
し
て
み
る
。
岡
山
県
に
つ
い
て
は
、
神

明
宮
な
ど
は
な
く
、
内
宮
、
伊
勢
神
社
な
ど
の
社
名
は
あ
る
が
、
そ
の
数
は
五
社
と
少
な
い
と
い
う
地
域
的
な
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、

比
較
的
関
西
に
も
近
い
た
め
、
由
緒
が
古
い
社
も
多
い
。
社
名
自
体
の
問
題
と
し
て
は
、
拙
稿
で
も
か
つ
て
述
べ
た
通
り
、
江
戸
期
よ
り

池
田
光
政
に
よ
っ
て
備
前
岡
山
藩
で
神
社
整
理
が
な
さ
れ
、
明
治
期
に
は
美
作
地
域
で
神
社
整
理
が
大
き
く
な
さ
れ
た
地
域
で
も
あ
り（

（3
（

、

多
く
の
神
社
が
合
祀
な
ど
に
伴
っ
て
消
滅
し
て
い
る
と
い
う
事
実
や
合
祀
に
伴
い
地
名
な
ど
が
神
社
名
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
多

い
。
そ
こ
で
例
え
ば
、「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
を
も
と
に
、
岡
山
（
地
域
）・
天
照
（
祭
神
）
で
検
索
す
る
と
一
〇
四
社
が
該
当
す
る（

（3
（

（
う

ち
一
社
は
「
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
」
の
神
名
で
は
な
い
た
め
、
対
象
か
ら
除
外
し
た
）。
そ
の
中
で
祭
神
表
記
を
み
る
と
、
表
５
の

よ
う
な
結
果
と
な
る
。

表
５
に
示
し
た
よ
う
に
、
明
ら
か
に
岡
山
県
を
対
象
域
と
し
て
「
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
」
の
祭
神
表
記
を
窺
っ
て
み
る
と
、
東
京
と

は
異
な
り
、「
天
照
大
神
」
の
神
名
表
記
が
明
ら
か
に
突
出
し
て
多
い
と
い
う
結
果
と
な
る
。
た
だ
し
、
神
社
の
祭
神
合
祀
に
伴
う
本
殿

奉
斎
の
主
祭
神
の
多
さ
や
、
配
祀
神
と
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
が
祀
ら
れ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
主
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
神
名

の
み
を
確
定
さ
せ
る
な
ら
ば
、「
天
照
大
神
」
表
記
の
神
社
数
が
若
干
減
少
す
る
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
、「
伊
勢
」
を
社
名
に
冠
す
る
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社
（
伊
勢
宮
、
伊
勢
神
社
）
や
「
内
宮
」
と
い
う
社
名
を
持
つ
社
な
ど
、
明
ら
か
に
伊
勢
神
宮
に
因
ん
だ
名
称
や
由
緒
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
る
社
、
あ
る
い
は
鎮
座
時
期
が
古
い
社
に
天
照
大
御
神
、
天
照
皇
大
神
の
祭
神
表
記
が
多
い
結
果
（
例
え
ば
、
土
地
に
よ
っ
て
「
あ
ら

き
だ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
社
も
あ
る
が
、
そ
の
社
の
場
合
は
天
照
大
神
）
と
な
っ
た
こ
と
は
、
祭
神
名
の
受
容
を
考
え
る
上
で
も
、
ま
た

今
後
別
の
地
域
と
の
比
較
検
討
を
し
て
い
く
上
で
考
慮
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
考
え
る
。

次
い
で
現
在
、
伊
勢
神
宮
の
神
札
と
し
て
全
国
で
約
八
六
〇
万
体
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
神
宮
大
麻
の
頒
布
率
が
、
全
国
の
都
道
府
県
別

に
て
一
番
高
い（

（4
（

、
北
陸
地
方
の
富
山
県
を
対
象
地
域
と
し
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
北
陸
地
区
、
と
く
に
石
川
や
富
山
、
新
潟
な
ど
は
真

宗
門
徒
の
多
い
地
域
で
も
あ
り
、
神
仏
へ
の
信
仰
心
の
篤
い
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
新
潟
、
富
山
、
石
川
の
三
県
を
含
む
、
北
陸
地

域
は
、
明
治
期
に
神
宮
の
教
化
布
教
の
た
め
、
新
潟
大
神
宮
や
金
沢
大
神
宮
、
富
山
大
神
宮
な
ど
の
大
神
宮
が
奉
祀
さ
れ
た
経
緯
や
神
宮

教
の
分
教
会
も
設
け
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
現
在
も
神
宮
大
麻
の
頒
布
率
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
神
明
信
仰
が
歴
史
的
に
も

極
め
て
盛
ん
な
地
域
と
も
い
え
る
。「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
の
検
索
結
果
を
も
と
に
す
る
と
、
富
山
県
で
は
「
天
照
」
の
名
が
付
く
祭
神

を
祀
る
社
は
、
一
、〇
〇
五
社
あ
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
を
祀
る
社
の
名
称
と
し
て
特
徴
的
な
呼
称
で
あ
る
「
神
明
」
の
称
と
「
天
照
」�

表
５

岡
山
県
に
お
け
る
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
を
祀
る
社
の
祭
神
表
記

①
天
照
大
神
（
日
本
書
紀
表
記
）

六
九
社

②
天
照
皇
大
神

一
九
社

③
天
照
大
御
神
（
古
事
記
表
記
）

一
一
社

④
天
照
大
日
孁
命

二
社

⑤
天
照
皇
大
御
神

二
社

表
６

富
山
県
に
お
け
る
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
を
祀
る
社
の
祭
神
表
記

①
天
照
大
神
（
日
本
書
紀
表
記
）

一
一
二
社

②
天
照
皇
大
神

四
九
三
社

③
天
照
大
御
神
（
古
事
記
表
記
）

一
七
社

④
天
照
皇
大
御
神

七
社
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の
名
が
付
く
祭
神
を
祀
る
社
は
六
二
九
社
あ
る
。
そ
の
中
で
祭
神
表
記
を
み
る
と
、
表
６
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

表
６
に
示
し
た
よ
う
に
、
明
ら
か
に
富
山
県
を
対
象
域
と
し
て
「
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
」
の
祭
神
表
記
を
窺
っ
て
み
る
と
、
東
京
、

岡
山
と
は
異
な
り
、「
天
照
皇
大
神
」
の
神
名
表
記
が
明
ら
か
に
突
出
し
て
多
い
と
い
う
結
果
と
な
る
。
次
い
で
多
い
の
が
、
前
出
の
岡

山
県
と
同
様
の
「
天
照
大
神
」
表
記
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
同
じ
北
陸
地
方
で
は
新
潟
県
、
福
井
県
で
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

石
川
県
で
は
、
現
在
、
神
明
社
を
名
乗
る
神
社
自
体
が
二
四
社
と
少
な
い
た
め
、
同
一
条
件
で
の
傾
向
と
確
定
す
る
こ
と
が
や
や
困
難
で

あ
る
。
た
だ
し
、同
県
で
は
神
明
社
の
表
記
を
除
い
て
分
析
を
行
う
と
、「
天
照
大
神
」
表
記
の
社
が
「
天
照
皇
大
神
」
の
表
記
よ
り
も
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
天
照
皇
大
神
」
の
表
記
を
考
え
て
み
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
京
大
神
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
「
ア
マ

テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
」
の
表
記
が
明
治
三
十
一
年
の
財
団
法
人
神
宮
奉
斎
会
の
神
殿
と
な
っ
て
以
後
、
天
照
皇
大
神
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
富
山
県
で
は
、
明
治
十
五
年
に
神
宮
奉
斎
会
の
富
山
支
部
が
設
け
ら
れ
、
中
教
院
の
分
教
会
所
が
設
け
ら
れ
て
、

伊
勢
の
神
宮
よ
り
そ
の
御
神
霊
が
奉
遷
さ
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
こ
と
か
ら（

（4
（

、
東
京
に
あ
っ
た
財
団
法
人
神
宮
奉
斎
会
本
部
の
神
殿
の

祭
神
表
記
な
ど
と
の
兼
ね
合
い
や
、
そ
の
神
宮
奉
斎
会
が
か
つ
て
頒
布
事
務
を
担
っ
て
い
た
時
期
の
あ
る
神
宮
大
麻
の
奉
斎
率
が
現
在
も

高
い
地
域
で
あ
る
と
い
う
点
を
も
深
く
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
石
川
県
の
当
該
の
神
名
表
記
や
先
の
岡
山

県
な
ど
の
表
記
を
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
も
と
も
と
は
「
天
照
大
神
」
表
記
が
多
か
っ
た
も
の
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
『
古
事
記
』
表
記
の
天
照
大
御
神
や
『
日
本
書
紀
』
表
記
の
天

照
大
神
よ
り
も
、
天
照
皇
大
神
の
表
記
が
突
出
し
て
多
い
と
い
う
点
が
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
神
明
社
の
神
名
表
記
の
一
つ
の
特
徴
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に
―
神
名
表
記
を
め
ぐ
る
現
代
的
課
題
と
の
な
か
で
の
『
古
事
記
』―

『
古
事
記
』
の
中
つ
巻
で
は
、
景
行
天
皇
の
御
子
で
あ
る
小
碓
命
の
活
躍
に
よ
り
、
西
国
の
熊
曾
建
を
征
伐
し
、
熊
曾
建
は
亡
く
な
る

寸
前
に
「
わ
れ
御
名
を
献
ら
む
」
と
述
べ
て
、
小
碓
命
に
自
分
の
名
を
譲
り
、
以
後
、
倭
建
命
と
称
す
る
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
こ
の
神

話
か
ら
見
て
も
、神
名
と
い
う
も
の
が
、ま
さ
に
そ
の
表
記
と
共
に
地
域
社
会
の
中
で
神
社
の
御
祭
神
と
し
て
、先
祖
か
ら
子
孫
へ
と
、代
々

受
け
継
い
で
き
た
も
の
で
も
あ
り
、そ
こ
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
は
、未
だ
分
析
の
途
上
に
あ
る
が
、あ
く
ま
で『
古
事
記
』

や
『
日
本
書
紀
』
の
周
縁
部
、
つ
ま
り
『
古
事
記
』
を
中
心
と
し
た
神
道
古
典
に
見
ら
れ
る
神
名
を
い
か
に
受
容
し
て
表
記
と
し
て
採
用

し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
、
神
社
の
地
理
的
分
布
と
の
関
連
ま
で
は
窺
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
表
記
と
し
て
特
に
ア
マ
テ
ラ

ス
オ
オ
カ
ミ
を
主
祭
神
と
し
て
祀
る
天
祖
神
社
の
社
名
が
多
く
鎮
座
す
る
東
京
都
に
お
い
て
一
定
の
傾
向
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
、
ど
こ
ま
で
遡
っ
て
本
当
の
祭
神
（
神
名
）
表
記
の
受
容
、
表
記
の
採
用
に
か
か
る
考
証
が
で

き
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
今
後
、
各
社
の
由
緒
な
ど
も
細
か
く
照
合
し
な
が
ら
詳
細
な
分
析
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

実
際
に
は
神
社
の
由
緒
が
不
詳
と
い
う
場
合
も
あ
る
た
め
、
各
社
伝
（
神
社
由
緒
）
だ
け
を
頼
り
に
丹
念
に
分
析
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
も
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
東
京
都
と
岡
山
県
、
富
山
県
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
地
域
差
が
東
日
本
と
西
日
本
と
で
異
な
る
の

か
ど
う
か
と
い
う
点
や
、「
天
祖
」
の
社
名
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い（

（4
（

東
京
以
外
の
地
域
神
社
の
分
析
事
例
を
さ
ら
に
比
較
・
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
、
不
活
動
神
社
（
不
活
動
法
人
）
の
解
消
問
題
や
、
少
子
高
齢
化
社
会
、
過
疎
化
が
進
む
地
域
社
会
の
中
で
、
神
社
の
合
併
や
合

祀
な
ど
の
神
社
の
整
理
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
実
際
に
神
社
の
合
併
や
合
祀
が
行
わ
れ
る
際
で
も
同
一
神
と
考
え
ら
れ
る
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神
で
あ
っ
て
も
、
神
名
の
漢
字
表
記
が
異
な
る
だ
け
で
別
の
神
と
し
て
捉
え
て
座
を
改
め
て
設
け
て
祀
る
場
合
や
、
座
は
同
じ
で
も
一
柱

と
し
て
数
え
祀
る
場
合
な
ど
、
神
社
の
合
併
、
合
祀
後
の
神
祭
り
に
か
か
る
具
体
的
、
技
術
的
な
問
題
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
祭

神
表
記
の
受
容
の
問
題
を
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
合
併
後
の
祀
ら
れ
る
神
の
神
名
表
記
を
い
か
に
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
奉
斎

の
具
体
的
な
あ
り
方
を
い
か
に
考
え
る
か
と
い
う
、神
学
的
、教
学
的
な
問
題
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
も
あ
る
。
本
稿
で
分
析
で
き
な
か
っ

た
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
、
さ
ら
な
る
検
討
を
試
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

註

（
１
）�

例
え
ば
、
神
社
新
報
社
が
平
成
六
年
に
刊
行
し
た
『
日
本
神
名
辞
典
』
に
お
い
て
は
、
凡
例
の
欄
に
て
各
神
名
表
記
に
つ
い
て
、
ま
ず
第

一
に
『
古
事
記
』
の
表
記
、第
二
に
『
日
本
書
紀
』
の
表
記
、第
三
に
そ
の
他
の
古
典
に
お
け
る
表
記
の
順
で
記
載
し
て
お
り
、『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』
の
神
名
表
記
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
記
述
を
行
っ
て
い
る
。

（
2
）�

前
出
の
『
日
本
神
名
辞
典
』
で
は
、基
本
的
に
『
古
事
記
』
の
神
名
表
記
に
て
統
一
し
て
い
る
が
、凡
例
欄
の
「
三
」
に
は
、各
神
社
に
て
様
々

な
御
祭
神
の
呼
称
を
併
用
し
て
い
る
事
実
か
ら
、
そ
の
事
実
を
尊
重
し
て
、『
古
事
記
』
記
載
の
御
神
名
以
外
の
呼
称
、
俗
称
な
ど
も
掲
載
し

て
い
る
。

（
3
）�

船
津
衛
『
自
我
の
社
会
学
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
～
八
九
頁
。

（
4
）�

西
川
順
土
「
古
事
記
の
神
―
古
事
記
成
立
の
側
面
」『
記
紀
・
神
道
論
攷
』
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
平
成
二
十
一
年
、
一
～
一
七
頁
。

（
5
）�

本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
巻
九
、（
筑
摩
版
本
居
宣
長
全
集
）
第
九
巻
、
二
六
〇
頁
。

（
6
）�

西
川
順
土
「
古
事
記
の
大
神
」
前
掲
『
記
紀
・
神
道
論
攷
』
一
八
～
三
三
頁
。
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（
7
）�

人
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
著
名
作
家
や
タ
レ
ン
ト
で
も
本
名
か
、
筆
名
、
芸
名
な
ど
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
作
家
や
タ
レ
ン
ト
自
身

を
い
か
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
自
身
と
の
社
会
的
な
関
わ
り
の
中
で
人
々
が
受
容
し
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
、「
北

野
武
」
と
「
ビ
ー
ト
た
け
し
」
の
よ
う
に
、
映
画
監
督
と
お
笑
い
芸
人
と
い
っ
た
形
で
本
人
自
身
が
意
識
的
に
名
前
を
使
い
分
け
す
る
場
合

も
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
神
社
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
れ
ば
、
例
え
ば
、
橿
原
神
宮
の
ご
祭
神
と
し
て
知
ら
れ
る
、
神
武
天
皇
に
つ
い
て
、
当

該
の
神
社
が
、
漢
風
諡
号
の
神
武
天
皇
と
し
て
い
る
か
、
国
風
諡
号
の
神
日
本
磐
余
彦
（
天
皇
）
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
諱
の
彦
火
火

出
見
と
し
て
い
る
か
で
も
異
な
る
。
神
武
天
皇
の
「
神
武
」
と
い
う
名
は
、
記
紀
成
立
時
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
神
社
と
し
て
ど
の
神
名
を

選
択
し
た
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
り
、
神
社
と
し
て
一
つ
の
教
学
、
神
学
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

（
8
）�

「
一
社
の
神
学
」
と
い
う
言
葉
は
、昭
和
四
十
年
代
以
降
、神
社
本
庁
で
神
道
教
学
の
確
立
の
問
題
と
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
言
葉
で
あ
り
、神
社
本
庁
の
定
め
る
神
道
教
化
に
関
す
る
学
科
目
の
教
科
書
で
あ
る
『
改
訂
・
神
道
教
化
概
説
』（
庄
本
光
政
・
澁
川
謙
一
著
、

七
五
頁
）
で
も
言
葉
と
し
て
登
場
す
る
他
、
昭
和
五
十
年
代
に
は
神
社
本
庁
の
機
関
誌
の
一
つ
で
あ
る
『
月
刊
若
木
』
な
ど
で
特
集
記
事
と

し
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）�

通
常
、
神
社
本
庁
の
示
す
「
神
社
規
則
（
準
則
）」
が
全
国
の
約
七
万
九
千
社
の
包
括
下
神
社
で
ほ
ぼ
同
様
の
様
式
で
神
社
規
則
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
神
社
規
則
準
則
で
は
、
第
二
条
に
お
い
て
神
社
名
、
第
三
条
に
て
祭
神
名
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
社
名
、

神
名
の
両
者
と
も
に
神
社
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
、
大
事
な
も
の
で
あ
る
。

（
10
）�

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
各
神
明
社
の
比
較
で
祭
神
名
の
表
記
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
一
社
で
あ
っ
て
も
、
業
者
任

せ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
担
当
者
も
そ
の
記
載
を
細
か
く
検
討
せ
ず
に
公
開
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
得
る
た
め
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合
は
、
漢
字
の
記
載
そ
の
も
の
に
異
体
字
、
旧
字
な
ど
の
関
係
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
漢

字
表
記
そ
の
も
の
が
困
難
な
場
合
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

（
11
）�

神
社
本
庁
の
平
成
の
御
大
典
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
。
通
称
「
平
成
『
祭
』
デ
ー
タ
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
12
）�

西
角
井
正
慶
『
古
代
祭
祀
と
文
学
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
一
年
、
一
三
二
～
一
四
〇
頁
。

（
13
）�

例
え
ば
、
國
學
院
大
學
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
研
究
さ
れ
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
『
現
代
・
神
社
の
信
仰
分
布
』
平
成
十
九
年
、

佐
野
和
史
「
関
東
地
方
の
神
社
信
仰
」『
神
道
宗
教
』
一
九
九
、二
〇
〇
号
、
平
成
十
七
年
、
加
瀬
直
弥
「
神
社
分
布
と
神
道
の
現
在
」
岡
田

莊
司
編
『
日
本
神
道
史
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
二
年
、
二
七
五
～
三
二
六
頁
。
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（
14
）�

茂
木
貞
純
「
素
戔
嗚
尊
信
仰
の
展
開
―
神
社
本
庁
『
平
成
「
祭
」
デ
ー
タ
』
の
分
析
を
中
心
に
―
」『
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
、

平
成
十
年
二
月
、
三
一
～
七
二
頁
。
佐
野
和
史
前
掲
論
文
。

（
15
）�
全
国
神
社
祭
祀
祭
礼
総
合
調
査
で
は
、
神
名
の
多
さ
か
ら
、
調
査
を
簡
便
化
す
る
た
め
に
祭
神
コ
ー
ド
表
の
作
成
が
行
わ
れ
た
が
、
収
録

神
社
数
は
七
八
、九
六
〇
社
（
一
部
単
立
神
社
あ
り
）
で
あ
り
、
当
時
の
神
社
本
庁
包
括
下
神
社
七
九
、二
〇
〇
社
の
全
て
で
は
な
い
も
の
の
、

収
録
祭
礼
名
は
約
二
七
万
余
、
約
一
万
以
上
の
神
名
表
記
が
収
録
さ
れ
る
と
い
う
点
で
も
ま
さ
に
神
社
界
挙
げ
て
作
成
さ
れ
た
「
平
成
の
神

名
帳
」
と
い
う
べ
き
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

（
16
）�

生
田
神
社
の
祭
神
に
つ
い
て
は
、
加
藤
隆
久
「
生
田
と
文
学
―
１
―
稚
日
女
尊
考
」『
甲
南
大
学
文
学
会
論
集
』
二
四
号
、
昭
和
三
十
九
年
、

な
ど
が
あ
る
。

（
17
）�

こ
の
点
、
戦
前
期
の
神
宮
皇
學
館
大
学
教
授
で
宗
教
学
の
立
場
か
ら
神
道
古
典
を
研
究
し
て
い
た
原
田
敏
明
は
「
こ
ゝ
に
古
代
人
は
何
か
、

皇
胤
、男
系
血
統
に
対
し
、違
っ
た
考
え
方
を
持
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
注
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
原
田
敏
明
『
八

原
昌
元
所
蔵

原
田
敏
明
講
義
ノ
ー
ト
―
神
道
学
・
神
道
史
―
』原
田
敏
明
講
義
ノ
ー
ト
刊
行
会
、平
成
二
十
年
、一
三
五
～
一
三
六
頁
。
な
お
、

同
書
で
原
田
は
神
武
天
皇
以
前
は
「
姫
」
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
18
）�

佐
野
前
掲
論
文
、
四
八
一
頁
。

（
19
）�

明
治
政
府
に
よ
っ
て
神
社
明
細
帳
に
登
録
さ
れ
た
神
社
の
こ
と
を
「
公
認
神
社
」
と
い
う
呼
称
で
示
す
考
え
方
も
近
年
、
河
村
忠
伸
を
は

じ
め
、
学
術
論
文
な
ど
で
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

（
20
）�

櫻
井
治
男
『
地
域
神
社
の
宗
教
学
』
弘
文
堂
、
平
成
二
十
二
年
、
二
二
～
九
四
頁
、
河
村
忠
伸
「
神
社
行
政
に
お
け
る
「
国
家
ノ
宗
祀
」」

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
阪
本
是
丸
責
任
編
集
『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
二
月
、
三
八
五
～

三
八
八
頁
。
藤
本
頼
生「「
無
格
社
整
理
と
神
祇
院
―「
国
家
ノ
宗
祀
」と
神
社
概
念
」『
國
學
院
雜
誌
』一
一
三
―
一
一
、平
成
二
十
四
年
十
一
月
、

六
七
～
八
六
頁
、「
近
代
の
神
社
法
令
の
整
備
過
程
と
関
係
法
令
概
説
書
に
み
ら
れ
る
「
神
社
」
概
念
―
神
社
・
氏
子
の
意
義
を
中
心
と
し
て
」

『
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
、
六
七
～
一
二
二
頁
。

（
21
）�

前
掲
櫻
井
『
地
域
神
社
の
宗
教
学
』
二
二
～
五
五
頁
。

（
22
）�

藤
本
頼
生
「
岡
山
県
に
お
け
る
神
社
整
理
の
基
礎
的
研
究
」『
皇
學
館
論
叢
』
三
一
―
一
、
平
成
十
年
二
月
、
三
三
～
五
四
頁
。

（
23
）�

国
幣
中
社
中
山
神
社
社
務
所
編
『
国
幣
中
社
中
山
神
社
史
料
』、
大
正
十
二
年
、
三
～
三
二
頁
。
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（
24
）�

前
掲
『
国
幣
中
社
中
山
神
社
史
料
』
三
～
三
二
頁
。

（
25
）�

藤
本
頼
生
「
小
盆
地
宇
宙
の
神
々
と
信
仰
―
郷
土
史
研
究
に
お
け
る
神
社
の
諸
伝
承
の
考
証
・
再
整
理
を
め
ぐ
っ
て
―
」
由
谷
裕
哉
編

『
郷
土
再
考
―
新
た
な
郷
土
研
究
を
目
指
し
て
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
六
～
二
二
二
頁
、
平
成
二
十
四
年
二
月
。

（
26
）�
同
様
の
問
題
は
、
二
宮
高
野
神
社
と
高
野
本
郷
高
野
神
社
の
式
内
社
比
定
の
問
題
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
筆
者
も
か
つ
て
「
美
作
国
式

内
社
考
証
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
地
域
研
究
に
お
け
る
「
神
社
」
の
鎮
座
地
比
定
に
関
連
し
て
―
」（『
式
内
社
の
し
お
り
』
第
七
〇
号
、
平
成

十
六
年
、
三
～
二
三
頁
）
で
も
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
式
内
社
の
論
社
考
証
に
も
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
。

（
27
）�

柳
田
國
男
『
日
本
の
祭
』
昭
和
十
七
年
。
本
稿
で
は
ち
く
ま
文
庫
版
の
『
柳
田
國
男
全
集
』
一
三
、二
三
七
頁
、
を
参
照
し
た
。

（
28
）�

佐
野
和
史
「
神
道
教
化
史
の
時
代
区
分
」『
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
、
平
成
十
六
年
三
月
、
一
～
二
二
頁
。

（
29
）�

西
宮
一
民
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成

古
事
記
』
新
潮
社
、
平
成
五
年
、
三
五
八
～
三
五
九
頁
。

（
30
）�

土
肥
誠
「
天
祖
神
社
」
白
井
永
二
、
土
岐
訓
編
『
神
社
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十
四
年
、
二
四
〇
～
二
四
一
頁
。
明
治
三
年
に
出

さ
れ
た
「
大
教
宣
布
の
詔
」
に
伴
い
、
東
京
府
内
の
神
社
は
、
大
教
院
発
行
の
「
大
教
宣
布
詔
書
宣
命
解
」（
宣
教
使
編
、
明
治
三
年
頃
の
発

行
、
久
保
季
茲
校
訂
、
七
頁
）
に
「
天
照
大
御
神
を
天
祖
と
し
、
造
化
三
神
を
惣
て
天
神
と
申
せ
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
神
明
社
に
祀
ら

れ
る
天
照
大
御
神
を
「
天
祖
」
と
す
る
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
「
天
祖
神
社
」
と
改
称
し
た
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
管

掌
し
て
い
た
東
京
府
が
布
告
を
出
し
て
改
称
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
や
、
あ
る
い
は
、
改
称
に
伴
い
、
祭
神
名
を
変
更
し
た
か
ど
う
か
は
、

現
在
調
査
の
途
上
で
あ
る
。

（
31
）�

岡
田
米
夫
『
東
京
大
神
宮
沿
革
史
』
昭
和
三
十
五
年
、
三
八
～
三
九
頁
。

（
32
）�

本
稿
で
は
、「
大
教
宣
布
詔
書
宣
命
解
」
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
東
京
大
学
文
学

部
宗
教
学
研
究
室
所
蔵
の
も
の
を
閲
覧
、
確
認
し
た
。

�http://base1.nijl.ac.jp/iview
/Fram

e.jsp?D
B_ID

=G0003917K
T
M

&
C_CO

D
E=0357-010006

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

閲
覧
。

（
33
）�

大
江
宗
傑
『
巣
鴨
天
祖
神
社
誌
』
天
祖
神
社
、
昭
和
二
十
九
年
、
一
～
二
頁
。

（
34
）�

小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２

日
本
書
紀
①
』
小
学
館
、

一
九
九
四
年
、
一
九
三
頁
。
青
木
周
平
「
天
祖
」『
神
道
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
六
年
、
七
〇
一
～
七
〇
二
頁
。
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（
35
）�

前
出
土
肥
「
天
祖
神
社
」、
二
四
〇
頁
。

（
36
）�

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
芝
神
明
宮
改
称
伺
」『
公
文
録
』
明
治
五
年
八
月
、「
東
京
府
下
芝
神
明
宮
改
称
」『
太
政
類
典
』
第
二
五
九
巻
、

（
教
法
十

神
社
）、
明
治
五
年
八
月
二
十
七
日
の
項
。

（
37
）�
前
掲
『
東
京
大
神
宮
沿
革
史
』
三
八
～
三
九
、九
四
、三
二
三
頁
。

（
38
）�
藤
本
頼
生
「
岡
山
県
に
お
け
る
神
社
整
理
の
基
礎
的
研
究
」『
皇
學
館
論
叢
』
三
十
一
巻
一
号
、
三
十
一
巻
二
号
、
平
成
十
年
二
月
、
四
月
、

三
三
～
五
四
頁
、
一
～
二
三
頁
、
参
照
。

（
39
）�

な
お
、
東
京
の
折
と
同
様
に
検
索
後
、
岡
山
県
神
社
庁
編
『
岡
山
県
神
社
誌
』（
昭
和
五
十
八
年
）
も
確
認
の
た
め
、
併
せ
て
参
照
し
た
。

（
40
）�

神
宮
大
麻
の
頒
布
率
は
、
神
社
新
報
紙
上
で
も
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
富
山
県
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
二
十
年
に
わ
た
り
、
頒
布

率
が
全
国
一
位
と
い
う
結
果
に
あ
る
（
国
勢
調
査
の
世
帯
数
に
対
す
る
頒
布
割
合
）。
頒
布
率
が
神
社
新
報
紙
上
で
公
表
さ
れ
て
い
る
平
成

十
七
年
度
で
は
、
富
山
県
は
五
八
・
五
一
％
で
あ
る
。
他
の
北
陸
三
県
も
同
年
に
新
潟
が
三
位
で
四
七
・
四
六
％
、
石
川
が
四
〇
・
一
九
％
で
五

位
、
福
井
が
頒
布
率
三
五
・
八
七
％
で
一
二
位
と
、
他
の
地
方
に
比
べ
上
位
に
あ
る
。

（
41
）�

「
神
宮
奉
斎
会
と
神
職
会
」『
富
山
縣
政
史
』
第
七
巻
、
富
山
県
、
昭
和
十
六
年
、
六
二
九
～
六
三
一
頁
。

（
42
）�

「
天
祖
」
が
付
く
社
名
は
、
東
京
都
内
に
ほ
と
ん
ど
が
分
布
し
て
い
る
が
、
埼
玉
県
、
福
岡
県
に
一
社
、
大
分
県
に
一
〇
社
あ
る
。
な
お
大

分
県
の
十
社
の
う
ち
九
社
は
天
御
中
主
神
も
し
く
は
高
皇
産
霊
尊
を
主
祭
神
と
し
て
祀
っ
た
も
の
で
天
照
大
神
は
祀
ら
れ
て
い
な
い
。
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凡
例

一
、�

敷
田
年
治
『
古
事
記
標
注
』
は
、
森
吉
兵
衛
出
版
（
明
治
十
一
年
六
月
刊
、
裏
表
紙
見
返
し
に
文
榮
堂
前
川
善
兵
衛
の
書
肆
名
あ
り
）

七
冊
を
底
本
と
し
た
。

一
、�

翻
刻
に
際
し
て
、
底
本
の
漢
字
（
特
に
異
体
字
等
）
は
内
容
理
解
を
妨
げ
な
い
た
め
に
、
な
る
べ
く
平
易
に
活
字
化
す
る
よ
う
努
め
た
。

ま
た
、
底
本
内
で
混
用
さ
れ
る
文
字
は
、
平
易
な
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、�

翻
刻
に
際
し
て
、
底
本
の
状
態
に
よ
っ
て
判
読
不
能
な
文
字
は
別
本
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
判
読
不
能
と
断
じ
た
場
合
は
■
に
よ
っ
て

示
し
た
。
誤
植
と
み
ら
れ
る
表
記
に
つ
い
て
も
、
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、�

翻
刻
に
際
し
て
、
底
本
の
小
書
双
行
注
は
〔

〕
で
括
り
、
大
字
で
示
し
た
。

一
、�

底
本
で
は
注
釈
の
区
切
り
を
示
す
○
印
が
す
べ
て
追
込
み
に
し
て
あ
る
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
○
印
ご
と
に
改
行
し
た
。

一
、�

翻
刻
本
文
は
二
段
組
み
で
示
し
、
下
段
に
『
古
事
記
標
注
』
の
本
文
、
上
段
に
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
の
説
を
抄
出
し
て
掲
げ
た
。

『
古
事
記
伝
』
は
大
野
晋
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
～
第
十
二
巻
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
七
月
～
昭
和
四
十
九
年
三
月
）

敷
田
年
治
『
古
事
記
標
注
』
の
翻
刻
と
研
究
（
二
）

井
上

隼
人

小
野

諒
巳
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を
用
い
た
。

一
、�『
古
事
記
標
注
』
の
本
文
と
訓
読
は
『
古
事
記
伝
』
と
校
合
を
行
い
、『
古
事
記
伝
』
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
上
段
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。

校
異
は
片
仮
名
を
付
し
て
示
し
、
異
訓
は
算
用
数
字
を
用
い
て
示
し
た
。

一
、�『
古
事
記
伝
』
の
注
釈
は
、『
古
事
記
標
注
』
と
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
抄
出
し
た
。

一
、�『
古
事
記
標
注
』
の
本
文
翻
刻
は
小
野
諒
巳
が
行
い
、『
古
事
記
伝
』
と
の
比
較
検
討
は
井
上
隼
人
が
行
っ
た
。
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１
マ
シ
シ

２
ア
ヒ
ラ
ヒ
メ
ヲ
シ
テ

３
バ
シ
ラ

○
小ヲ

椅バ
シ
ノ

君キ
ミ

は
、地ノ

名
に
依
れ
る
人ノ

名
な
り
、

【
阿
多
は
大
名
に
て
、
其
中
に
あ
る
小
椅
と

い
ふ
地ト

コ
ロ

な
る
べ
し
、
此ノ

地
物
に
見
え
ざ
れ

ど
も
、
必
然
る
べ
し
、（
略
）】

○（
多
藝
志
美
々
命
に
つ
い
て
）
若シ

は
倭
建ノ

命ノ

段
に
、
吾ア

ガ

足ア
シ

不ズ
二
得エ

歩ア
ユ
マ

一

成ナ
セ
リ

二
當タ

藝ギ

斯シ
ノ

形カ
タ
チ

一
と
あ
る
、
此ノ

物
に
因
れ
る
御
名
か
、

（
略
）
耳ミ

ミ

は
尊
稱
に
て
、
忍オ

シ

穗ホ

耳ミ
ミ
ノ

命
な
ど

の
耳ミ

ミ

と
同
じ
、

１
シ
カ
レ
ド
モ

２
マ
ギ
タ
マ
フ

３
カ
ミ
ノ
ミ
コ
ナ
リ
ト
マ
ヲ
ス
ヲ
ト
メ
ア
リ

４
ソ
ヲ

５
カ
ミ
ノ
ミ
コ
ナ
リ
ト

古
事
記
標
注
中
巻
之
上
（
神
武
大
后
選
定
～
開
化
天
皇
）

�

故カ
レ

坐
二
日ヒ

ム
カ
ニ向

一
時ト

キ

、
娶メ

シ
テ

二
阿ア

タ

ノ

ヲ

多
之
小
椅バ

シ
ノ

君キ
ミ
ノ

妹イ
モ

、
名ナ

ハ
２

阿ア

ヒ比
良ラ

ツ
ヒ比

賣メ
ヲ

一、〔
自
レ
阿
以
下

五
字
以
レ
音
〕
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

、
多タ

藝ギ

シ

ミ
志
美
美ミ

ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

岐キ

ス

ミ
須
美
美ミ

ノ

命ミ
コ
ト

、
二フ

タ
３

柱ハ
シ
ラ

坐マ
セ
リ

也

○
阿
多
之
小
椅
君
の
、阿
多
ハ
、薩
摩
国
の
郡
名
也
、神
代
紀
に
、火
闌
降
命
即

チ
吾ア

田タ
ノ君

、

小ヲ

橋バ
シ

等
之
、
本
祖
也
、
と
あ
れ
バ
、
小
椅
ハ
、
名
な
り

○
阿
比
良
比
賣
、
紀
に
吾ア

田タ
ノ邑

、
吾ア

平ヒ
ラ

津ツ

媛
、
と
あ
り
、
和
名
抄
に
、
薩
摩
国
、
日
置
郡
に
、

合ア
ヒ

良ラ

鄕
あ
り
、阿
多
と
、日
置
は
、地
を
接

ヘ
た
り
、然

ル
に
、大
隅
国
郡
名
に
、姶ア

ヒ
ラ羅

あ
り
、

同
国
大
隅
郡
に
も
、
姶ア

ヒ

臈ラ

郷
あ
る
を
見
て
、
此コ

ヽ

の
地
名
を
、
大
隅
な
ら
む
と
思
ふ
め
る

ハ
非
也
、
彼
国
に
、
阿
多
て
ふ
地
名
の
、
あ
る
事
を
、
聞
か
ざ
れ
バ
也

○
多
藝
志
美
々
命
、
紀
に
、
手タ

研ギ
シ

耳ミ
ヽ

命
に
作
れ
り
、
名
義
、
考
な
し

○
岐
須
美
々
命
、
紀
に
洩
た
り
、
記
傳
に
、
御
兄
の
御
名
の
、
少

カ
異コ

ト

な
り
し
が
混

ヒ
て
、

二
柱
に
傳

ヘ
し
に
や
と
云

ヘ
り

�

然
サ
レ
ド
モ

更サ
ラ
ニ

、
求

マ
キ
玉
フ

下
為
二

大オ
ホ
ギ
サ
キ
ト后

一
之
美ヲ

ト
メ
ヲ人

上

時ト
キ
ニ

、
大オ

ホ

久ク

米メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ノ

曰
マ
ヲ
サ
ク

、
此コ

ヽ

間ニ
３

有ア
リ

二
媛ヲ

ト
メ
 女

一、�

是コ
ヲ

謂マ
ヲ
ス

二

神カ
ミ
ノ

御ミ

子コ
ト

一、４
其ソ

レ

所ユ
三
以ヱ

謂マ
ヲ
ス

二
５

神カ
ミ
ノ

御ミ

子コ
ト

一
者ハ

、
三ミ

嶋シ
マ
ノ

湟ミ
ゾ

咋ク
ヒ

之ノ

女ム
ス
メ

名ナ
ハ

勢セ

夜ヤ

陀ダ

多タ

２

１

１
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良ラ

比ヒ

賣メ

、
其ソ

レ

容カ

姿ホ

麗ヨ
カ
リ

美ケ
レ

故バ

、
美ミ

ワ

ノ
和
之
大オ

ホ
モ
ノ物

主ヌ
シ
ノ

神カ
ミ

、
見ミ

感メ
デ

而テ

、
其ソ

ノ

美ヲ
ト

人メ
ノ

６
為マ

ル
二
大ク

ソ便
一
之

時ト
キ
ニ
ナ
リ
テ化

二
７

丹ニ

塗ヌ
リ
ノ

矢ヤ
ニ

一
自ヨ

リ
下
其ソ

ノ
８

為マ
ル

二
大ク

ソ便
一
之
溝ミ

ゾ
流
下
上

突
ツ
キ
玉
ヒ
キ

二
其ソ

ノ

美ヲ
ト
メ人

之ノ

富ホ

登ト
ヲ

一
〔
此
二

字
以
レ
音
下
效
レ
此
〕

◯
神
御
子
ハ
、
神
の
御
霊
の
、
人
に
現
れ
て
、
女
に
御
合
て
、
生
坐
る
御
子
を
云

フ

◯
三
嶋
ハ
、
摂
津
国

ノ
郡
名
に
て
、
雄
略
紀
に
、
既ハ

ヤ
ク

三
嶋
郡
、
と
あ
る
を
、
後
に
上
下
に
、

分
置

ス

◯
湟
咋
、
式
に
嶋
下
郡
、
溝
咋
神
社
あ
り
、
今
溝
杭

ノ
荘
と
も
、
云

ヘ
れ
バ
、
人
名
の
地

名
と
な
り
た
る
也

◯
勢
夜
陀
多
良
比
賣
の
、
勢
夜
ハ
、
大
和
志
平
群
郡
に
勢セ

ヤ夜
村
あ
り
、
太
子
傳
暦
に
、
勢

夜
ノ

里
と
あ
る
も
、此
地
な
る
べ
し
、
字
鏡
に
、莘
字
を
、
太
々
良
女
、と
注
せ
り
、
内
膳
式
、

坏
菜

ノ
中
に
、
多
々
良
比
賣
花
搗
三
斗
、
と
あ
り
、
是
ら
此コ

ヽ

に
、
由
あ
る
名
に
や

◯
美
和
ハ
、
大
和
国
、
城
上
郡
の
地
名
也

◯
大
物
主
神
は
、
式
に
同
郡
、
大
神
大
物
主
神
社
、
と
あ
り
て
、
大
穴
牟
遅
命
の
、
和

魂
を
祭
れ
り
、
物
と
ハ
、
上
の
物
部

ノ
下
に
、
注イ

ヘ

る
か
如
し

◯
大
便
ハ
、
縣
居
翁
の
訓
め
る
に
從
ふ
、
是
を
、
カ
ハ
ヤ
ニ
、
イ
ル
と
訓
ミ
て
は
、
此

記
の
例
に
違
へ
り
、
景
行

ノ
段
に
、
入
レ

厠
カ
ハ
ヤ
ニ

之
時ト

キ

と
あ
る
を
見

ル
べ
し

６
カ
ハ
ヤ
ニ
イ
レ
ル

７
ニ
ヌ
リ
ヤ

８
カ
ハ
ヤ
ノ
シ
タ
ヨ
リ

○
爲
大
便
は
、
加カ

波ハ

夜ヤ

爾ニ

伊イ

禮レ

流ル

と
訓
べ

し
、
日
代ノ

宮ノ

段
に
、
朝

ア
シ
タ
ニ

入イ
ル

レ

厠
カ
ハ
ヤ
ニ

之
時ト

キ
ニ

云
々

、
と
云
例
も
あ
れ
ば
な
り
、【
此レ

を
師
は
、

久ク

曾ソ

麻マ

流ル

と
訓
れ
き
、
そ
は
上
卷
に
屎ク

ソ

麻マ

理リ

、
書
紀
神
代ノ

卷
に
、
送
糞
此ヲ

云
二
倶ク

蘇ソ

摩マ

屢ル
ト

一
な
ど
あ
れ
ば
、
然サ

も
あ
る
こ
と
な
れ
ど

も
、
彼レ

は
そ
の
糞ク

ソ

を
主ム

ネ

と
し
て
云
る
處
な

る
を
、
此コ

コ

は
同ジ

事
な
が
ら
、
糞ク

ソ

の
事
を
云

る
處
に
非
れ
ば
、
然シ

カ

訓ム

は
わ
ろ
し
、（
略
）】

○
爲
大
便
之
溝
流
下
、
此ノ

七
字
を
訶カ

波ハ

夜ヤ

能ノ

斯シ

多タ

と
訓
べ
し
、
古ヘ

厠カ
ハ
ヤ

は
、
溝ミ

流ゾ

の
上ウ

ヘ

に
造リ

て
、
ま
り
た
る
屎ク

ソ

は
、
や
が
て
其
水

に
流ナ

ガ
レ

失ウ
ス

る
如
く
構カ

マ
ヘ

た
る
故
に
、【
今ノ

世
に

も
如カ

此ク

構カ
マ
ヘ

た
る
も
あ
る
な
り
、】
河カ

ハ

屋ヤ

と

は
云
な
り
、
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◯
丹
塗
矢
ハ
、
丹
以
て
彩イ

ロ
ト

れ
る
、
矢
な
る
べ
し
、
山
城
風
土
記
に
も
、
見
え
た
り

◯
溝
流
下
は
、
ミ
ゾ
と
訓
べ
し
、
溝
ハ
水
の
流
下
る
処
な
れ
バ
、
義
を
以
て
書
け
り

◯
富
登
ハ
、
陰
門
に
て
、
上
に
注

ヘ
り

�

尓カ
レ
ソ
ノ其

美ヲ
ト
メ人

、
驚

オ
ド
ロ
キ

而テ

立タ
チ

走ハ
シ
リ

、
伊イ

ス

ス

ギ

キ

須
須
岐
伎
〔
此
五
字
以
レ
音
〕
乃カ

ク
テ

将モ
チ

二
來キ

テ
ソ
ノ
ヤ
ヲ

其
矢
一、

置
オ
キ
シ
カ
バ

二
於
床ト

コ
ノ

邊ベ
ニ

一、

忽
タ
チ
マ
チ
ニ

成ナ
リ
テ

二

麗
ウ
ル
ハ
シ
キ

壯ヲ
ト
コ
ニ夫

一、
即

ス
ナ
ハ
チ
ミ
ア
ヒ
テ

娶
二
其ソ

ノ
ヲ
ト
メ
ニ

美
人
一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

名ナ
ハ

、

謂マ
ヲ
シ

二
富ホ

ト

タ

タ

ラ

登
多
多
良
、
伊イ

ス

ス

ギ

ヒ

須
須
岐
比
賣メ

ノ

命
ミ
コ
ト
ヽ

一、
亦マ

タ
ノ

名ナ
ハ

、
謂マ

ヲ
ス

二
比ヒ

メ

タ

タ

ラ

賣
多
多
良
、
伊イ

ス

ケ
須
氣
余ヨ

理リ

比ヒ

賣メ
ト

一、〔
是コ

ハ者
、
悪

ニ
ク
ミ
テ

二
其ソ

ノ

富ホ

登ト
ヽ

云イ
フ

事コ
ト
ヲ

一、
後ノ

チ
ニ

改
カ
ヘ
ツ
ル

名ミ
ナ

者ヽ
リ

也
〕
故カ

レ

是コ
ヽ
ヲ

以モ
テ

、
謂マ

ヲ
ス

二

神カ
ミ
ノ

御ミ

子コ
ト
ハ

一
１

也ナ
リ

◯
伊
須
須
岐
、
大
殿
祭
詞
に
夜ヨ

メ

ノ

イ

ス

ヽ

ギ

女
能
伊
須
々
伎
、
と
も
有

リ
驚
て
立
走
る
状
也
と
、
記
傳

に
云

ヘ
り

◯
富
登
多
々
良
、
伊
須
々
岐
比
賣
の
、
富
登
ハ
、
陰ホ

ト門
也
、
多
々
良
ハ
、
御
母
の
御
名
を
、

継
キ
給
へ
り
、
伊
須
々
岐
ハ
、
此コ

ヽ

の
趣
を
、
と
れ
り

◯
伊
須
氣
余
理
比
賣
の
、
伊
須
氣
ハ
、
伊
須
々
岐
の
、
略
轉
也
、
余
理
ハ
、
親
む
詞
に
て
、

依ヨ
リ

頼ヨ
リ

に
、
お
な
し
、
紀
に
、
媛ヒ

メ

蹈タ
ヽ
ラ

五イ十
鈴ス

ヾ

媛ヒ
メ

に
作

レ
り

１
ナ
リ
ト
マ
ヲ
シ
キ
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�

於ニ
レ
是コ

ヽ
ナ七ヽ

媛ヲ
ト
メ女

、
遊ア

ソ
二
行ベ

ル

於
高タ

カ

佐サ

士ジ

野ヌ
ニ

一、〔
佐
士
二
字
以
レ
音
〕
伊イ

ス

ケ

ヨ

リ

ヒ

メ

須
氣
余
理
比
賣
、
在ア

リ
キ

二�

其ソ
ノ

中ナ
カ
ニ

一、
１

尓コ
ヽ
ニ

大オ
ホ

久ク

米メ
ノ

命ミ
コ
ト

、
見ミ
二
其ソ

ノ

伊イ

ス

ケ

ヨ

リ

ヒ

須
氣
余
理
比
賣メ

ヲ
一、
而テ

以モ
テ

レ
歌ウ

タ

、
白

マ
ヲ
シ
テ

二
於
天

ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
ニ

皇
一�

曰
マ
ヲ
サ
ク

、
夜ヤ

マ

ト

ノ

麻
登
能
、
多タ

カ

サ

ジ

ヌ

ヲ

加
佐
士
怒
袁
、
那ナ

ナ

ユ

ク

那
由
久
、
袁ヲ

ト

メ

ド

モ

登
賣
杼
母
、
多タ

レ

ヲ

シ

禮
袁
志
、
摩マ

加カ

牟ム

、
尓コ

ヽ
ニ

伊イ

須ス

氣ケ

余ヨ

理リ

比ヒ

賣メ

者ハ

、
立

タ
テ
リ
キ

二
其ソ

ノ

媛ヲ
ト
メ女

等ド
モ

之ノ

前サ
キ
ニ

一、
乃

ス
ナ
ハ
チ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

見
ミ
ソ
ナ
ハ
シ

二�

其ソ
ノ

媛ヲ
ト
メ女

等ド
モ
ヲ

一
而テ

、
御ミ

心
コ
ヽ
ロ
ニ

、
知

シ
リ
玉
ヒ
テ

三
伊イ

ス

ケ
須
氣
余ヨ

リ

ヒ
理
比
賣メ

ノ

立
タ
テ
ル
コ
ト
ヲ

二
於
最イ

ヤ

前サ
キ
ニ

一、
以モ

テ
レ

歌ミ
ウ
タ

答コ
タ
ヘ

曰
タ
マ
ハ
ク

、
加カ

ツ

ガ

ツ

モ

都
賀
都
母
、
伊イ

ヤ

サ

キ

ダ

テ

ル

夜
佐
岐
陀
弖
流
、
延エ

ヲ

シ

マ

カ

ム

袁
斯
麻
加
牟
、
尓コ

ヽ
ニ

大オ
ホ

久ク

米メ
ノ

命ミ
コ
ト

、

以ヲ
二
天オ

ホ

皇キ
ミ

之ノ

命ミ
コ
ト

一、
詔ノ

レ
ル

二
其ソ

ノ

伊イ

ス

ケ

ヨ

リ

ヒ

須
氣
余
理
比
賣メ

ニ
一
之
時ト

キ
ニ

、
見ミ
二
其ソ

ノ
オ
ホ
ク
ノ

大
久
米メ

ノ

命
ミ
コ
ト
ノ

、
黥サ

ケ
ル

利ト

目メ
ヲ

一
而テ

、
思

オ
モ
ヒ
テ

レ

竒
ア
ヤ
シ
ト

、
４

歌ウ
タ
ヒ
ケ
ラ
ク曰

、
阿ア

米メ

都ツ

都ツ
５

知ト

、
杼テ

リ

マ

シ

ト

ト

理
麻
斯
登
登
、
那ナ

ド杼
佐サ

ケ

ル
祁
流
、

斗ト

米メ

、
６

尓コ
ヽ
ニ

大オ
ホ

久ク

米メ
ノ

命ミ
コ
ト

、
７

答カ
ヘ
シ

、
歌ウ

タ
ヒ
ケ
ラ
ク曰

、
袁ヲ

ト

メ

ニ

登
賣
尓
、
多タ

ダ

ニ
陀
尓
、
阿ア

ハ

ム

ト

波
牟
登
、
和ワ

加ガ

佐サ

ケ

ル
祁
流
斗ト

メ米

○
高
佐
士
野
ハ
、
大
和
志
に
、
十
市
郡
、
南
浦
村
に
在

リ
と
云

ヘ
り

○
夜
麻
登
能
ハ
、
大
和
之
な
り

○
那
々
由
久
ハ
、
七
行
に
て
、
七
媛
女
を
云

フ

○
多
礼
袁
志
、
摩
加
牟
ハ
、
誰
を
将
レ
覓
に
て
志
ハ
助
辞
な
り
、
扨
覓マ

ク

は
総
て
清
音
に
、

よ
む
べ
し
、
此
余
猶
例
お
ほ
し

○
加
都
賀
都
母
ハ
、
雅
俗
に
も
通
ひ
て
、
常
云

フ
語
也

１「
爾
」
施
訓
な
し

２（
白
・
・
・
曰
ま

と
め
て
）
マ
ヲ
シ
ケ
ラ
ク

３「
乃
」
施
訓

な
し

４（
歌
謡
の
あ
と
に
読
み
添
え
て
）

ウ
タ
ヒ
ケ
レ
バ

５（「
知
杼
理
」
三
字
）

チ
ド
リ

６「
爾
」
施
訓
な
し

７（「
答
歌

曰
」
を
歌
謡
の
あ
と
に
読
み
添
え
て
）
ト

ウ
タ
ヒ
テ
ゾ
コ
タ
ヘ
ケ
ル

○
高タ

カ

佐サ

士ジ

野ヌ

は
、
歌
に
夜ヤ

麻マ

登ト

能ノ

と
は
あ

れ
ど
も
、
何

イ
ヅ
レ
ノ

郡
な
ら
む
詳サ

ダ
カ

な
ら
ず
、【
大

和
志
に
、
十
市ノ

郡
南
浦
村
に
あ
り
と
云
る

は
、
何
の
據

ヨ
リ
ド
コ
ロ

あ
る
に
か
、
例
の
お
ぼ
つ

か
な
し
、（
略
）】

○
加カ

都ツ

賀ガ

都ツ

母モ

は
且カ

ツ

々ガ
ツ

も
な
り
、
こ
は
事

の
未ダ

慥タ
シ
カ

な
ら
ず
、
は
つ

な
る
を
云
辭

な
り
、

２
３

      



245 敷田年治『古事記標注』の翻刻と研究（二）

○
伊
夜
、
佐
岐
陀
氐
流
ハ
、
最
先
立
有
也

○
延
袁
斯
、
麻
加
牟
ハ
、
善エ

を
将
レ
覓
に
て
、
斯
ハ
助
辞
也
、
扨
善エ

と
ハ
、
愛

ウ
ル
ハ
シ

き
少
女

を
云

フ

○
黥
利
目
ハ
、
目
の
裂サ

ケ

た
る
状
に
、
見
え
し
な
る
べ
し
、
利
目
ハ
、
字
の
如
し

○
阿
米
都
々
知
杼
理
云
々
、
是
は
甚イ

ト

解
が
た
け
れ
ど
、
己
が
考

ヘ
は
次
に
云
べ
し
、
記
傳
に
、

阿
米
ハ
胡ア

マ
ド
リ子

也
、是
を
阿
米
と
も
云

ヘ
る
也
都
々
は
、鶺ツ

鴒ヽ
、知
杼
理
ハ
千
鳥
麻
斯
登
々
は
、

真マ

巫シ

鳥ト
ヽ

也
、
と
云

ヒ
て
、
鳥
名
四

ツ
な
ら
べ
て
解
け
り
、
阿
米
ハ
、
本
草

ノ
訓
注
に
、
鷫

を
、

よ
め
れ
バ
、何

レ
も
鳥

ノ
名
と
し
て
、聞キ

か
ば
、聞
え
も
す
べ
け
れ
ど
、次

ノ
句
に
、續
け
ざ
れ
バ
、

無イ
タ
ツ
ラ
ゴ
ト

用
語
と
云

フ
べ
し
、
又
上
の
四
鳥
等ド

モ

の
、
目
の
裂
た
る
状
に
も
、
見
え
ざ
れ
バ
、
左ト

に
も

右カ
ク

に
も
、
記
傳
の
説
ハ
、
採

リ
が
た
し
、
年
治
云

フ
、
神
代
紀
に
、
底
土

ノ
命
を
、
底ソ

コ

筒ツ
ヽ

と
も

通
は
し
云

ヘ
れ
バ
、阿
米
ハ
天ア

メ

、都
々
は
、地ツ

チ

に
て
、知
は
ト
の
、古
音
な
る
事
、音
韵
啓
蒙
に
、

云
る
が
如
し
、
杼
ハ
一
本
に
、
梯テ

に
作
れ
る
を
、
是ヨ

シ

と
す
、
登ト

ハ
人ヒ

ト

の
略
に
て
、
下

ノ
登
ハ

助
辞
也
、
那
杼
ハ
何ナ

ド

に
て
、
佐
祁
流
斗
米
ハ
、
裂サ

ケ

有ル

利
目
也
、
一
首
の
意
ハ
、
天ア

メ

と
地
と
に

照テ
リ
マ
ス坐

ば
か
り
、
美ウ

ル
ハ

し
き
人
と
、
見
ゆ
る
を
、
何
故
に
、
目
を
利ト

く
、
裂サ

け
る
ら
む
と
也

○
袁
登
賣
尓
ハ
、
媛ヲ

ト
メ女

に
也

○
多
陀
尓
阿
波
牟
登
ハ
、
直
将
レ
逢
と
也
、
扨
答

ヘ
た
る
意
は
、
己

レ
ハ
元
よ
り
美
男
な
る

ゆ
ゑ
懸
想
を
、
受

ク
ま
じ
き
た
め
、
預

メ
目
を
裂
た
り
と
、
戯サ

レ

た
る
甚イ

ト

を
か
し

○
利
目
は
、視ミ

る
こ
と
の
明ア

キ

ら
け
き
目
な
り
、

○
阿ア

米メ

都ツ

ツ々

【
四
音
一
句
な
り
、】
知チ

杼ド

理リ

麻マ

斯シ

登ト

ド々

、
此ノ

二
句
甚イ

ト

解サ
ト

り
難ガ

タ

し
、
さ
れ

ど
例
の
試
に
强シ

ヒ

て
云ハ

ば
、
鳥
の
名
四ツ

歟
、

そ
は
阿ア

米メ

は
詳サ

ダ
カ

な
ら
ね
ど
、
若シ

く
は
和
名

抄
に
、
胡

子ハ

阿ア

萬マ

止ト

里リ

と
あ
る
、
是レ

を

阿
米
と
の
み
云
る
に
や
、
都ツ

ツ々

は
鶺
鴒
の

一マ
タ
ノ

名ナ

、【
ま
た
は
阿
米
都
々
は
、
千
鳥
の

枕
詞
に
も
あ
ら
む
か
、
さ
れ
ど
其
意
は
未ダ

思
ひ
得
ず
、】
知チ

杼ド

理リ

は
古
歌
に
多
く
見
え

て
論
な
し
、
麻マ

斯シ

登ト

ト々

は
、（
略
）
眞マ

鵐シ
ト
ド

な
ら
む
か
、

○（
一
首
の
意
に
つ
い
て
）
彼カ

レ

よ
り
、
何ナ

ド

さ

け
る
と
め
と
、
奇ア

ヤ

し
み
と
が
め
た
る
に
應コ

タ

へ
て
、
如カ

此ク

吾ワ
ガ

裂サ
ケ

た
る
利ト

目メ

は
、
天
皇
の

御ミ

爲タ
メ

に
、汝
に
行ユ

キ

遇ア
ヒ

て
、見
つ
け
む
と
て
ぞ
、

と
云ヒ

な
せ
る
歌
な
り
、
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故カ
レ
ソ
ノ其

嬢ヲ
ト
メ子

、
白マ

ヲ
シ

二
之キ

仕ツ
カ
ヘ

奉
マ
ツ
ラ
ム
ト

一
也
、
於ニ
レ
是コ

ヽ

伊イ

ス

ケ

ヨ

リ

ヒ

須
氣
余
理
比
賣メ

ノ

命ミ
コ
ト

之ノ

家イ
ヘ

、
１

在ア
リ

二
狹サ

井ヰ

河ガ
ハ

之ノ

上ヘ
ニ

一、
天ス

メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
幸イ

デ
マ

二
行シ

テ

其ソ
ノ

伊イ

ス

ケ

ヨ

リ

ヒ

メ

須
氣
余
理
比
賣
之ガ

リ許
一、
一ヒ

ト
ヨ宿

御ミ

ネ寢
坐マ

シ
キ

、
也
〔
其ソ

ノ

河カ
ハ
ヲ

、
謂イ

フ
二
佐サ

ヰ韋
河ガ

ハ
ト

一、
由ヨ

シ

者ハ

、
於ニ
二
其ソ

ノ

河カ
ハ
ノ

邊ベ
一、
山ヤ

マ

由ユ

理リ

草グ
サ

多オ
ホ
カ
リ
キ在

、
故カ

レ
ト
リ
テ取

二
其ソ

ノ

山ヤ
マ

由ユ

理リ

草グ
サ

之ノ

名ナ
ヲ

一、
号

ナ
ヅ
ケ
キ

二
佐サ

ヰ韋
河ガ

ハ
ト

一
也
、
山ヤ

マ

由ユ

理リ

草グ
サ

之ノ

、
本モ

ト
ノ
ナ
ヲ名

云イ
ヒ
キ

二
佐サ

韋ヰ
ト

一
也
〕

○
仕
奉
と
ハ
善エ

を
し
覓マ

カ

む
と
、
詔

リ
給
へ
る
を
承ウ

ケ

た
り

○
狹
井
河
、
式
に
、
大
和
国
、
城
上
郡
、
狹
井
坐
、
大
神
荒
魂
神
社
、
と
あ
る
邊ア

タ
リ

の
、

河
な
る
べ
し

○
許
ハ
字
の
如
し
、
此
語
万
葉
よ
り
後
ハ
數バ

見
え
た
れ
バ
古
言
と
す
べ
し

○
山
由
理
草
ハ
、
一
種
野
生
、
深
紅
の
百ユ

リ合
あ
り
、
こ
れ
な
る
べ
し
、
佐
韋
て
ふ
名
ハ
、

書モ
ノ

に
見
え
す

�

後ノ
チ
ニ

其ソ
ノ

伊イ

須ス

氣ケ

余ヨ

理リ

比ヒ

賣メ

、
参マ

ヰ
二
入レ

ル
１

宮
オ
ホ
ミ
ヤ

内ヌ
チ
ニ

一
之ト

キ
ニ時

、
天ス

メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
御ミ

歌
ウ
タ
ヨ
ミ
シ
タ
マ
ハ
ク

曰
、
阿ア

斯シ

波ハ

良ラ

能ノ

、
志シ

祁ケ

去コ

岐キ

袁ヲ

夜ヤ

迩ニ

、
須ス

賀ガ

多タ

多タ

美ミ

、
伊イ

夜ヤ

佐サ

夜ヤ

斯シ

岐キ

弖テ

、
和ワ

賀ガ

布フ

多タ

理リ

泥ネ

斯シ

○
阿
斯
波
良
能
ハ
、
葦
原
之
に
て
、
葦
の
生
た
る
、
処
を
云

フ

○
志
祁
去
岐
、袁
夜
迩
ハ
、繁シ

ゲ

き
小ヲ

ヤ屋
の
、延

ヒ
た
る
也
、是
ハ
媛
女
の
、家
の
賎
し
か
り
し
、

１
サ
ヰ
ガ
ハ
ノ
ベ
ニ
ア
リ
キ
（
上
は
邊ホ

ト
リ

と

云
こ
と
な
り
、
辨ベ

と
訓
べ
し
）

１
オ
ホ
ミ
ヤ
ノ
チ
ニ

○
抑
此ノ

比
賣
の
家
は
、
然サ

云イ
フ

ば
か
り
の
醜シ

キ
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状サ
マ

を
詔

ヘ
り

○
須
賀
多
々
美
ハ
、
菅
を
編

ミ
て
、
作
れ
る
疂
也

○
伊
夜
佐
夜
、
斯
岐
弖
ハ
、
彌イ

ヤ
サ
ヤ清

敷
而
な
り

○
和
賀
布
多
理
泥
斯
ハ
、
朕ワ

ガ

二
人
寢
し
に
て
、
斯シ

ハ
過ス

ギ

去ニ

し
詞
也

�

１
然サ

テ而
、
阿ア

禮レ

坐マ
セ
ル

之
御ミ

子コ
ノ

名ミ
ナ
ハ

、
日ヒ

子コ

八ヤ

井ヰ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

神カ
ム

八ヤ

井ヰ

耳ミ
ヽ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

神カ
ム

沼ヌ
ナ

河ガ
ハ

耳ミ
ヽ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
三
柱
〕

○
阿
礼
坐
ハ
、
生
坐
る
な
り

○
日
子
八
井
命
、
日
子
ハ
、
称

ヘ
名
、
八
井
ハ
、
地
名
か
、
考
べ
し
、
是
ハ
次
に
、
神
八

井
耳
命
、
と
あ
る
御
名
を
、
少

カ
呼

ヒ
替

ヘ
て
、
御
兄
と
し
て
、
傳

ヘ
た
る
か
、
将ハ

タ

姓
氏
録
に
、

神
八
井
耳

ノ
命

ノ
男
、彦
八
井
耳
命
、と
あ
る
を
、御
兄
弟
と
し
て
、誤

リ
傳

ヘ
た
る
な
る
べ
し
、

紀
に
、
此
皇
子
の
、
見
え
ざ
る
を
、
是
と
す
べ
し

○
神
八
井
耳
命
、
神
も
耳
も
、
称

ヘ
名
也

○
神
沼
河
耳
命
、
沼
河
地
名
な
る
べ
し

�

故カ
レ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

崩

カ
ン
ア
ガ
リ
マ
シ
テ

後ノ
チ

、
其ソ

ノ

庶マ
ヽ

兄セ

、
當タ

藝ギ

志シ

美ミ

美ミ
ノ

命ミ
コ
ト

、
娶

タ
ハ
ク
ル

二
其ソ

ノ
２

嫡オ
ホ
キ
サ
キ后

、
伊イ

須ス

氣ケ

屋ヤ

に
は
非
る
べ
け
れ
ど
、
天
皇
の
大
宮
に

比ク
ラ

べ
て
は
、
こ
よ
な
か
り
け
む
故
に
、
如カ

此ク

は
よ
み
給
へ
る
な
り
け
り
、

１
シ
カ
シ
テ

１
カ
ム
ア
ガ
リ
マ
シ
テ
ノ
チ
ニ

２
オ
ホ

１
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余ヨ

理リ

比ヒ

賣メ
ニ

一、
之
時ト

キ
ニ

、
将ム

ト
シ

レ
殺シ

セ
二
其ソ

ノ

三
ミ
ハ
シ
ラ
ノ

弟
オ
ト
ミ
コ
タ
チ
ヲ

一
而テ

、
謀ハ

カ
リ

之ゴ
ツ

間ホ
ド
ニ

、
其ソ

ノ

御ミ

祖オ
ヤ

伊イ

須ス

氣ケ

余ヨ

理リ

比ヒ

賣メ

、
患ウ

レ
ヒ

苦マ
シ

而テ

、
４

以モ
テ

レ
歌ウ

タ

令
シ
メ
玉
ヘ
リ
シ

レ
知シ

ラ
二
其ソ

ノ

御ミ

子コ

等タ
チ
ニ

一、５
歌ミ

ウ
タ曰

、
佐サ

韋ヰ

賀ガ

波ハ

用ヨ

、�

久ク

モ

タ

チ

ワ

タ

リ

毛
多
知
和
多
理
、宇ウ

ネ

ビ

ヤ

マ

泥
備
夜
麻
、許コ

ノ

ハ
能
波
、佐サ

ヤ

ギ

ヌ

夜
藝
奴
、加カ

ゼ

フ

カ

ム

ト

ス

是
布
加
牟
登
須
、又マ

タ歌
曰
、

宇ウ

ネ

ビ

ヤ

マ

泥
備
夜
麻
、
比ヒ

流ル

波ハ

、
久ク

毛モ

登ト

韋ヰ

、
由ユ

フ

サ

レ

バ

布
佐
禮
婆
、
加カ

ゼ

フ

カ

ム

ト

ゾ

是
布
加
牟
登
曽
、
許コ

能ノ

波ハ

佐サ

夜ヤ

牙ゲ

流ル

○
庶
兄

ハ
、
字
鏡
に
、
万
々
兄セ

、
と
注
せ
り
、
是
ハ
間マ

ヽ

セ
々
兄
也
と
、
谷
川
氏
云

ヘ
り

○
娶

ノ
字
に
、
タ
ハ
ケ
て
ふ
訓
は
あ
ら
ね
ど
、
義
に
違
ひ
て
交
れ
る
ゆ
ゑ
、
然
よ
め
り
、
伹

シ
次
の
御
歌
の
意
を
思
ふ
に
、
實
ハ

タ
ハ
ケ

む
と
、
思
起
し
給
ふ
の
ミ
、
な
る
べ
し
、
か
ゝ
ら

バ
娶

ノ
字
ハ
将

の
、
誤

リ
な
ら
む
か
し

○
佐
韋
賀
波
用
ハ
、
從
二
狹
井
河
一
也

○
久
毛
多
知
和
多
理
は
、
雲
立
渡
り
也

○
宇
泥
備
夜
麻
ハ
、
畝
火
山
也

○
許
能
波
、
佐
夜
藝
奴
ハ
、
木
葉
騒

ヌ
也

○
加
是
布
加
牟
登
須
ハ
、
欲
二
風
吹
一
也
、
一
首
の
意
ハ
、
顕
れ
て
聞
え
た
り

○
比
流
波
、
久
毛
登
韋
ハ
、
晝
者
雲
と
居
に
て
、
潜ヒ

ソ

ま
り
て
、
動
か
ぬ
を
云

フ

○
由
布
佐
礼
婆
、
按
に
春
さ
れ
バ
、
秋
さ
れ
バ
、
な
ど
云

ヘ
る
も
春
に
し
あ
れ
バ
、
秋
に

ギ
サ
キ

３
ミ
バ
シ
ラ

４
ウ
タ
ヨ
ミ
シ

テ

５
ソ
ノ
ミ
ウ
タ

○（「
娶
」
の
表
記
に
つ
い
て
）
此コ

コ

も
た
ゞ

交マ
グ

通ハ
ヒ

せ
む
と
し
給
ふ
を
い
は
ば
、
將ノ

字
欲ノ

字
な
ど
を
加ヘ

て
書ク

べ
き
に
、
然サ

は
あ
ら
で
、

直タ
ダ

に
娶
と
書
る
は
、
若シ

く
は
既
に
其
事
あ

り
し
に
も
や
あ
ら
む
、

３
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し
あ
れ
バ
と
、
云

フ
事
に
て
、
春
に○

の
に○

を
省
き
シ
ア
を
切

ム
れ
バ
、
即
春
さ
れ
バ
、
と

ハ
な
る
也
、
夕ユ

フ

さ
れ
ば
、
も
お
な
じ
、
是
を
春
に
な
れ
バ
、
秋
に
な
れ
バ
、
の
意
と
し
て
、

春
が
來
れ
バ
、
の
意
也
と
、
思
ふ
め
る
は
、
精

シ
か
ら
ず
、
立
春
立
秋
の
、
哥
な
ら
で
も

然シ
カ

云
ヘ

り
准

ヘ
て
知
べ
し

�

於ニ
レ
是コ

ヽ

、
其ソ

ノ

御ミ

子コ
タ
チ

聞キ
ヽ

知
シ
リ
マ
シ

而テ

、
驚

オ
ド
ロ
キ
テ

乃
ス
ナ
ハ
チ

、
為

シ
タ
マ
フ

レ
将ム

ト
レ
殺シ

セ
二
當タ

藝ギ

志シ

美ミ

美ミ
ヲ

一
之ト

キ
ニ時

、
神カ

ム

沼ヌ
ナ

河カ
ハ

耳ミ
ヽ
ノ

命ミ
コ
ト

、

曰
マ
ヲ
シ
玉
ハ
ク

二
其ソ

ノ

兄イ
ロ
セ

、
神カ

ム

八ヤ

井ヰ

耳ミ
ヽ
ノ

命
ミ
コ
ト
ニ

一、
那ナ

泥ネ

、〔
此
二
字
以
レ
音
〕
汝ナ

ガ

命ミ
コ
ト

持ト
リ
テ

レ

兵
ツ
ハ
モ
ノ
ヲ

、
入イ

リ

而テ

殺
シ
セ
玉
ヘ
ト
申
キ

二
當タ

藝ギ

志シ

美ミ

美ミ
ヲ

一、
故カ

レ

持ト
リ
テ

レ

兵
ツ
ハ
モ
ノ
ヲ

入イ
リ

以テ

、
将

ム
ト
シ
玉
フ

レ
殺シ

セ

之�

時ト
キ
ニ

、
手テ

足ア
シ

和ワ

那ナ

那ナ

岐キ

弖テ

〔
此
五
字
以
レ
音
〕
不ザ

リ
キ

二
得エ

殺
シ
セ
玉
ハ

一、
故カ

レ

尓コ
ヽ
ニ

、
其ソ

ノ
２

弟オ
ト

、
神カ

ム

沼ヌ
ナ

河カ
ハ

耳ミ
ヽ
ノ

命ミ
コ
ト

、
乞コ

ヒ
二

取ト
リ
テ

其ソ
ノ

兄
イ
ロ
セ
ノ

３
所ル
レ
持モ

タ

之

兵
ツ
ハ
モ
ノ
ヲ

一、
入イ

リ
テ

殺
シ
セ
玉
ヒ
キ

二
當タ

藝ギ

志シ

美ミ

美ミ
ヲ

一、
故カ

レ

亦マ
タ

称
タ
ヽ
ヘ
テ

二
其ソ

ノ

御ミ

名ナ
ヲ

一、
謂

マ
ヲ
シ
キ

二
４

建タ
ケ

沼ヌ
ナ

河カ
ハ

耳ミ
ヽ
ノ

命
ミ
コ
ト
ヽ

一、
尓コ

ヽ
ニ

神カ
ム

八ヤ

井ヰ

耳ミ
ヽ
ノ

命ミ
コ
ト

、
讓

ユ
ヅ
リ
テ

二

弟イ
ロ
ト

建タ
ケ

沼ヌ
ナ

河カ
ハ

耳ミ
ヽ
ノ

命
ミ
コ
ト
ニ

一

曰
マ
ヲ
シ
玉
ハ
ク

、
吾ア

者ハ

不ズ
レ
能エ
二
殺シ

セ
５

仇ア
ダ
ヲ

一、
汝ナ

ガ

命ミ
コ
ト

既ス
デ
ニ

６
得エ
二

殺
シ
セ
玉
ヒ
ヌ

仇ア
ダ
ヲ

一、
故カ

レ

吾ア
ハ

雖ド
モ

レ

兄
ア
ニ
ナ
レ

、
不ズ
レ

宜ベ
カ
ラ

レ
７

為タ
ル

レ
上カ

ミ

、
是コ

ヽ
ヲ

以モ
テ

汝ナ
ガ

命ミ
コ
ト

為マ
シ
テ

レ

上カ
ミ
ト

、

治
シ
ロ
シ
メ
セ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一、
僕ア

レ

者ハ

扶
タ
ス
ケ
テ

二�

汝ナ
ガ

命
ミ
コ
ト
ヲ

一、
為ナ

リ
二

忌イ
ハ
ヒ

人ビ
ト
ヽ

一
而テ

、

仕
ツ
カ
ヘ
マ
ツ
ラ
ム
ト
申
玉
ヒ
キ

奉

也
、
故カ

レ

其ソ
ノ

日ヒ

子コ

八ヤ

井ヰ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、〔
茨マ

ム

田タ
ノ

連ム
ラ
ジ

、
手テ

嶋シ
マ

連ム
ラ
ジ

之ノ

祖オ
ヤ

〕
神カ

ム

八ヤ

井ヰ

耳ミ
ヽ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、〔
意オ

富ホ
ノ

臣オ
ミ

、
小チ

ヒ
サ

子コ

部ベ
ノ

連ム
ラ
ジ

、
坂サ

カ

合ヒ

部ベ
ノ

連ム
ラ
ジ

、

火ヒ
ノ

君キ
ミ

、
大オ

ホ

分キ
ダ
ノ

君キ
ミ

、
阿ア

蘓ソ
ノ

君キ
ミ

、
筑ツ

ク

紫シ

、
三ミ

ヤ
ケ
ノ家

連ム
ラ
ジ

、
雀サ

ヾ
キ

部ベ
ノ

臣オ
ミ

、
雀サ

ヾ
キ

部ベ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

、
小ヲ

長ハ
ツ
セ
ノ谷

造
ミ
ヤ
ツ
コ

、
都ツ

祁ケ
ノ

直ア
タ
ヘ

、
伊イ

余ヨ
ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

、
科シ

ナ

野ヌ
ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

、
道ミ

チ
ノ

奥ク
ノ

、
石イ

ハ

城キ
ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

、
常ヒ

タ

１
シ
セ
タ
マ
ヘ
ト
マ
ヲ
シ
タ
マ
ヒ
キ

２
イ
ロ
ト

３
モ
タ
セ
ル

４
タ
ケ
ヌ
ナ

カ
ハ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
ト
モ
（
こ
は
本
の
神カ

ム

を
建タ

ケ

と
更ア

ラ
タ

め
た
る
に
は
あ
ら
ず
、
是ノ

時
よ

り
亦マ

タ
ノ

御ミ

名ナ

に
如カ

此ク

も
申
せ
り
と
い
ふ
な

り
、
上
の
亦ノ

字
に
其ノ

意
見
え
た
り
、）

５
ア
タ

６（「
仇
」
施
訓
な
し
）
エ
シ
セ

タ
マ
ヒ
ヌ
（
得
殺
仇
は
、
延エ

志シ

勢セ

賜タ
マ

比ヒ

奴ヌ

と
訓
べ
し
、
仇ノ

字
は
讀ヨ

ム

べ
か
ら
ず
、
仇ア

タ

を

と
云
こ
と
は
、
上
に
あ
る
を
、
此コ

コ

に
又
云

む
は
、
煩
は
し
け
れ
ば
な
り
、
ま
た
得
殺

と
あ
る
を
ば
、
常
に
は
殺
す
こ
と
を
得ウ

と

訓メ

ど
も
、
其ソ

は
漢カ

ラ

籍ブ
ミ

讀ヨ
ミ

な
り
、
延エ

志シ

勢セ

と

云
ぞ
古
言
な
る
、）
７
ト
ア
ル

１
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道チ
ノ

、
仲ナ

カ
ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

、
長ナ

ガ

狹サ
ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

、
伊イ

勢セ
ノ

、
舩フ

ナ

木キ
ノ

直ア
タ
ヘ

、
尾ヲ

張ハ
リ
ノ

、
丹ニ

羽ハ
ノ

臣オ
ミ

、
嶋シ

マ

田ダ
ノ

臣オ
ミ

等ラ

之ガ

祖
オ
ヤ
ナ
リ

也
〕

○
聞
知
ハ
、
御
歌
の
意
を
、
聞
知

リ
給
ふ
也

○
那
泥
ハ
、
上
代
、
男
女
に
渉
り
、
親
む
詞
也

○
兵
は
、
刀
矛
等
の
、
総
名
を
云

ヘ
り
、
記
傳
に
、
鐔ツ

ミ
ハ

物モ
ノ

な
り
、
と
云

ヘ
り
鐔ツ

ミ
ハ

と
ハ
、

太
刀
の
ツ
バ
を
云

フ

○
和
那
々
岐
氐
ハ
、
書
紀
に
、
慄
然
又
栗
々
、
を
よ
め
り
、
手
足
の
震
ふ
を
い
ふ

○
建
沼
河
の
、
建
ハ
、
御ミ

威
イ
キ
ホ
ヒ

の
、
勝
れ
給
ふ
を
称

ヘ
申
せ
り

○
忌
人
ハ
、
神
事
を
以
て
、
輔

ケ
奉
給

フ
を
云

フ

○
日
子
八
井
命
ハ
、
上
に
も
云

ヘ
る
如
く
、
御
名
の
混マ

ガ
ヒ

入
リ

た
る
也

○
茨
田
連
、
和
名
抄
に
、
河
内
国
、
郡
名
茨
田

ハ
萬
牟
多
、
と
注
せ
り
、
土
人
は
、
マ
ツ

タ
と
云

フ
、
姓
氏
録
に
、
茨
田
連

ハ
、
多
朝
臣
同
祖
、
神
八
井
耳
命

ノ
男
、
彦
八
井
耳
命
之

後
也
、
と
あ
る
ぞ
、
正
し
き
傳

ヘ
な
る

○
手
嶋
連
、
和
名
抄
に
、
摂
津
国
、
郡
名
、
豊
嶋

ハ
天テ

シ

マ
之
万
、
と
注
せ
り
、
此
地
に
因
れ

る
姓
也

○
意
富
臣
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
、
十
市
郡
、
飫
富
郷
あ
り
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○
雀
部
臣
、
和
名
抄
に
、
参
河
国
、
寳
飫
郡
、
郷
名
雀
部
を
、
散サ

ヽ

ベ
々
倍
、
と
注
せ
る
は
略
也
、

上
野
国
佐
位
郡
郷
名
雀
部
は
、
佐
々
伊
倍
と
、
注
せ
る
ハ
轉
也

○
雀
部
造
、
舊
事
紀
に
、
神
八
井
耳
命
、
雀
部
造
等

ノ
祖
、
と
有

リ

○
小
長
谷
造
、
武
烈
天
皇
の
御
名
を
、
小ヲ

長ハ
ツ

谷セ

若ワ
カ

雀
サ
ヾ
キ
ノ

命
、
と
申

シ
彼

ノ
段
に
、
天
皇
无
二�

太
子
一、
故
為
二
御ミ

コ
シ
ロ

子
代
一、
定
二
小
長
谷
部
一、
と
あ
り
記
傳
に
、
此
姓
ハ
、
神
八
井
耳
命

の
、
御
末
彼

ノ
小
長
谷
部
に
て
、
あ
り
し
が
、
姓
と
せ
る
、
な
る
べ
し
、
と
云

ヘ
り
、
天

武
十
二
年

ノ
紀
に
、
賜
レ
姓
曰
レ
連
と
あ
り

○
都
祁
直
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
、
山
辺
郡
、
都
介
郷
あ
り
此
地
に
、
因
れ
る
、
姓
な

る
べ
し

○
伊
余
国
造
ハ
、
国
造
本
紀
に
、
伊
余
国
造

ハ
志
賀
高
穴
穂

ノ
朝

ノ
御
世
、
印
幡
国
造
、
同

祖
、
敷
桁
彦
命

ノ
児
、
速
後
上
命
定
二
賜
国
造
一、
と
あ
り
即

チ
神
八
井
耳
命
の
御
末
也

○
科
野
国
造
ハ
、
信
濃
国
也
、
国
造
本
紀
に
、
科
野
国
造

ハ
、
瑞
籬
朝

ノ
御
世
、
神
八
井

耳
命
孫
、
建
五
百
建
命
、
定
二
賜
国
造
一

○
道
奥
、
石
城

ノ
国
造
、
道
奥
ハ
、
陸
奥
也
、
石
城
ハ
同
国
郡
名
に
て
、
磐
城
也
、
是
よ

り
後
な
が
ら
、
養
老
二
年
五
月
紀
に
、
割
二
陸
奥
国
之
、
石
城
、
標シ

バ葉
、
行ナ

メ
カ
タ方

、
宇
太
、

亘
理
、
菊
多
、
六
郡
一、
置
二
石
城
国
一
と
あ
り
、
此
皇
子
の
、
御
末
彼
国
造
に
、
任
し
事

書モ
ノ

に
洩
た
り
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○
常
道
、
仲
国
造
常
道
ハ
、
常
陸
に
て
、
仲
ハ
同
国
郡
名
、
那
珂
な
り
、
国
造
本
紀
に
、

仲
ノ

国
造
、
志
賀
高
穴
穂
朝

ノ
御
世
伊
豫
国
造
同
祖
、
建
借
馬
命
、
定
二
賜
同
造
一
と
あ
り

○
長
狹
国
造
、
長
狹
ハ
、
安
房
国
の
郡
名
也

○
伊
勢
舩
木
直
、
記
傳
に
、
多
氣
郡
に
、
舟
木
村
あ
り
、
と
云

ヘ
り

○
尾
張
、
丹
羽
臣
、
丹
羽
ハ
、
同
国
郡
名
也

○
嶋
田
臣
、
和
名
抄
に
、
尾
張
国
、
海
部
郡
、
嶋
田
郷
あ
り
、
姓
氏
録
に
、
嶋
田
臣

ハ
、

多
朝
臣
同
祖
、
神
八
井
耳

ノ
命
之
後
也
、
五
世
孫
、
武
惠
賀
前
命

ノ
孫
、
仲
臣
子
上
、
稚

足
彦
天
皇

ノ
御
代
、
尾
張
国
、
嶋
田

ノ
上
下
二
縣

ニ
、
有
二
悪
神
一
遣
二
子
上
一、
平
二
服
之
一、
復

命
之
日
、
賜
二
号
嶋
田
臣
一
也
、
と
あ
り
、
弘
仁
十
四
年

ノ
紀
に
、
改
二
臣
姓
一、
為
二
朝
臣
一

�
神カ

ム

沼ヌ
ナ

河カ
ハ

耳ミ
ヽ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一
也
、
凡ス

ベ
テ

此コ
ノ

神カ
ム

倭ヤ
マ
ト

伊イ

波ハ

禮レ

毘ビ

古コ
ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

御ミ

年ト
シ

、

１
壹モ

ヽ

佰ア
マ
リ

参ミ

拾ソ

漆ナ
ヽ

歳ツ

、
御ミ

陵ハ
カ
ハ

、
在ア

リ
二
畝ウ

ネ

火ビ

山ヤ
マ

之ノ

北キ
タ
ノ

方カ
タ

、
白カ

檮シ
ノ

尾ヲ

上ウ
ヘ
ニ

一
也

○
白
檮
尾
上
ハ
、
白
檮

ノ
樹
の
、
生
立
て
る
尾
上
也
、
諸
陵
式
に
、
畆ウ

ネ
ビ傍

山
、
東
北

ノ
陵
、

畆
傍

ノ
橿
原

ノ
宮
御
宇

シ
神
武
天
皇

也
、
在
二
大
和
国
高
市
郡
一、兆
域
東
西
一
町
、
南
北
二
町
、

守
戸
五
烟
、
と
あ
り
、
大
和
志
に
、
在
二
四
條
村
一
と
云

ヒ
、
前
皇
庿
陵
記
に
ハ
、
字
神
武
田
、

と
云

ヘ
る
由
を
記
し
、
元
禄
十
一
年
、
細
井
某
が
、
記
せ
る
、
山
陵
図
に
も
、
四
條
村
に
て
、

１
モ
モ
チ
マ
リ
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高
一
丈
惣
垣
回
、
二
十
六
間
、
字
福
塚
、
と
云
よ
し
記
せ
り
、
是
等
、
記
傳
に
も
、
論

ヒ

あ
り
猶
能

ク
考
べ
し

�

神カ
ム

沼ヌ
ナ

河カ
ハ

耳ミ
ヽ
ノ

命ミ
コ
ト

、

坐
テ

二
１

葛カ
ツ
ラ

城キ
ノ

高タ
カ

岡ヲ
カ
ノ

宮ミ
ヤ
ニ

一、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ
ヲ

一
也
、
此コ

ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

、

娶メ
シ
テ

二
師シ

木キ
ノ

縣ア
ガ
タ

主ヌ
シ

之ノ

祖オ
ヤ

、
河カ

ハ

俣マ
タ

毘ビ

賣メ
ヲ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、
師シ

キ

ツ

ヒ

コ

木
津
日
子
、
玉タ

マ

手デ

見ミ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
一

柱
〕

２
天ス

メ
ラ

皇ミ
コ
ト

、
御ミ

年ト
シ

肆ヨ

拾
ソ
ヂ
マ
リ

伍イ

歳ツ
ヽ

、
御ミ

陵ハ
カ
ハ

在ア
リ

二
衝ツ

キ

田ダ
ノ

岡ヲ
カ
ニ

一
也

○
神
沼
河
耳
命
ハ
、
後
に
綏
靖
、
と
謚マ

ヲ
シ

奉
れ
り

○
葛
城
ハ
、
神
武
紀
に
高
尾
張

ノ
邑
、
有
二
土
蜘
蛛
一
云
々
、
皇
軍
結
二
葛

ノ

網ア
ミ
ヲ

一
而
、
掩

襲
シ
テ

殺
之
、
因
改
二
号
其
邑
一、
曰
二
葛
城
一

○
高
岡
宮
、
大
和
志
葛
上
郡

ノ
條
に
、
在
二
森
脇
村
一、
と
云

ヘ
り

○
師
木
縣
主
、
師
木
ハ
、
紀
に
磯
城
に
作
り
、
即
大
和
国
の
、
郡
名
と
な
り
て
、
後
に
、

上
下
に
分

レ
た
り
、
姓
氏
録
に
、
志
貴
連

ハ
、
神
饒
速
日
命

ノ
孫
、
日
子
湯
支
命
之
後
也
、

と
あ
り
、記
傳
に
、此
日
子
湯
支
命
の
世
よ
り
、始
て
師
木
に
居
住
て
、其

ノ
縣
主
に
し
て
、

い
ま
た
物
部

ノ
連
と
云
称
ハ
、
な
か
り
し
故
也
、
と
云

ヘ
り
、
天
武
十
二
年
紀
に
、
磯
城

ノ

縣
主
、
賜
レ
姓
曰
レ
連

○
河
俣
毘
賣
、
式
に
、
大
和
国
高
市
郡
、
川
俣
神
社
あ
り
、
此
地
に
依

リ
た
る
、
名
な
る
べ
し

◎
綏
靖
天
皇

１
カ
ヅ
ラ
キ

２
コ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

○（
河
俣
毘
賣
に
つ
い
て
）
此ノ

御
名
は
、
な

ほ
河
内
の
よ
り
出
た
る
な
る
べ
し
、
所ウ

ミ

生マ
セ
ル

御
子
、
河
内ノ

國
に
か
た

由ユ
ヱ

縁ヨ
シ

あ
れ
ば

な
り
、
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○
師
木
津
日
子
玉
手
見
命
、
師
木
ハ
、
御
母
の
居
所
を
、
負

ヒ
給
ひ
、
玉
手
ハ
、
葛
上
郡

の
地
名
な
り
、
見
ハ
、
耳
の
略
に
て
、
尊
称

○
肆
拾
五
歳
、
紀
に
年
八
十
四
と
あ
り

○
衝
田
岡
、
紀
に
桃ツ
花キ鳥
田タ

ノ

丘
、
に
作
れ
り
、
諸
陵
式
に
、
在
二
大
和
国
高
市
郡
一、兆
域

東
西
一
町
、
南
北
一
町
、
守
戸
土
烟
、
と
あ
り
、
前
皇
庿
陵
記
に
、
俗
云
二
鳥
田
丘
一、
在

二
久
米
寺

ノ
戌
亥
一、
と
云
、
大
和
志
に
、
在
二
慈
明
寺
村
東
南

ノ
丘
一、
俗
呼
二
主
膳
冡
一、
と

記
し
、
日
本
紀
通
證
の
説
も
、
お
な
じ
、
山
陵
図
に
も
、
慈
明
寺
に
在
、
と
し
て
、
字ア

ザ
ナ

ス
イ
セ
ン
と
云

ヒ
高
三
間
、
竪
横
各
十
三
間
、
と
記
し
、
廻

リ
に
溝
を
図
せ
り
、

�
師シ

木キ

津ツ

日ヒ

子コ

玉タ
マ

手デ

見ミ
ノ

命ミ
コ
ト

、
坐

マ
シ

テ
二

１
片カ

タ

鹽シ
ホ
ノ

浮ウ
キ

穴ア
ナ
ノ

宮ミ
ヤ
ニ

一

治
シ
ロ
シ
メ
キ

二、
２

天ア
メ
ノ

下シ
タ
ヲ

一
也

○
師
木
津
日
子
玉
手
見
命
ハ
、
後
に
安
寧
、
と
謚マ

ヲ
シ

奉
れ
り

○
片
塩
浮
穴
宮
ハ
、
日
本
紀
通
證
、
及

ヒ
大
和
志
に
、
在
二
葛
下
郡
、
三
倉
堂
村
一、
と
云

ヘ
り
、

記
傳
に
、
姓
氏
録
河
内
国
神
別
に
、
浮
穴

ノ
直
の
、
姓
あ
る
を
拠

ロ
と
し
て
、
河
内
国
に
定
め
、

且
ツ

万
葉
九
に
、
片カ

タ

足シ

羽ハ

河
、
と
あ
る
を
、
徴
と
し
て
、
片
鹽
を
、
カ
タ
シ
ハ
、
と
訓

メ
り
、

按
に
鹽
ハ
、
上
よ
り
云
つ
ヾ
く
る
時
ハ
、
之シ

波ハ

云
々
、
と
も
云

ヘ
る
例
ハ
、
偶
あ
れ
ど
、
下
に

云
ヒ

居ス
ウ

る
時
ハ
、
必

ス
某
鹽シ

ホ

と
云

ヘ
り
、
か
ヽ
れ
バ
、
姑

ク
シ
ホ
と
よ
ミ
て
、
後
考
を
待
の
ミ

◎
安
寧
天
皇

１
カ
タ
シ
ハ
ノ
（
片
鹽
は
、
訶カ

多タ

志シ

波ハ

と

訓
べ
し
、
書
紀
雄
略ノ

卷
に
、
堅
磐
此ヲ

云
二
柯カ

陀タ

之シ

波ハ
ト

一、
和
名
抄
に
、
筑
前ノ

國
穗
波ノ

郡
、

堅
磐ハ

加カ

多タ

之シ

方ハ

、（
注
略
）
神
名
式
に
、
越

前ノ

國
今
立
郡
加カ

多タ

志シ

波ハ
ノ

神
社
、
こ
れ
ら
訶カ

多タ

志シ

波ハ

て
ふ
名
の
例
な
り
、
此コ

コ

な
る
も
、

堅カ
タ

磐シ
ハ

の
意
の
地ノ

名
に
て
、
片
鹽
と
書
る
は
、

借
字
な
ら
む
か
、）

２
ア
メ
ノ
シ
タ
（
ヲ
な
し
）
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�

此コ
ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

、
娶メ

シ
テ

二
河カ

ハ

俣マ
タ

毘ビ

賣メ

之ノ

兄セ

、
縣ア

ガ
タ

主ヌ
シ

殿ハ

延エ

之ノ

女ム
ス
メ

、
阿ア

久ク

斗ト

比ヒ

賣メ
ヲ

一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、
常ト

コ

根ネ

津ツ

日ヒ

子コ

、
伊イ

呂ロ

泥ネ
ノ

命ミ
コ
ト

〔
自
レ
伊
下
三
字
以
レ
音
〕

○
河
俣
毘
賣
、
上
に
見
え
た
り

○
縣
主
ハ
、
師
木

ノ
縣
主
也

○
殿
延
、
紀
に
葉
江
に
作
れ
り
、
殿
ハ
、
延
佳
が
、
破
の
誤

リ
な
ら
む
と
云

ヘ
り

○
阿
久
斗
比
賣
、
式
に
、
摂
津
国
、
嶋
上
郡
、
阿
久
刀
神
社
あ
り
、
此
地
に
、
由
あ
る

御
名
な
る
べ
し

○
常
根
津
日
子
、
伊
呂
泥

ノ
命
、
常
ハ
長

ト
コ
シ
ヘ

に
て
根
ハ
親
む
詞
な
り
日
子
伊
呂
泥
ハ
彦ヒ

コ

兄イ
ロ
ネ

に
て
、
伊
呂
も
入イ

リ

も
親
む
詞
、
泥ネ

ハ
男
女
に
渉

リ
て
、
廣

ク
称

ヘ
い
へ
り

�

次ツ
ギ
ニ

、
大オ

ホ

倭ヤ
マ
ト

日ヒ

子コ

鉏ス
キ

友ト
モ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

師シ

木キ

津ツ

日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

、
此コ

ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

之ノ

御ミ

子コ

等タ
チ

、
并

ア
ハ
セ
テ

１
三ミ

柱ハ
シ
ラ

之ノ

中ウ
チ

、
大オ

ホ

倭ヤ
マ
ト

日ヒ

子コ

鉏ス
キ

友ト
モ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、

治
シ
ロ
シ
メ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一、
次ツ

ギ
ニ

師シ

木キ

津ツ

日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

、

之ノ

子ミ
コ

、
２

二フ
タ
ハ
シ
ラ王

坐マ
セ
ル

、

一
ヒ
ト
ハ
シ
ラ
ノ

子ミ

コ孫
者ハ

〔
伊イ

賀ガ
ノ

、
須ス

知チ

之ノ

稲イ
ナ

置キ

、
那ナ

婆バ

理リ

之ノ

稲イ
ナ

置キ

、
三ミ

野ヌ

之ノ

稲イ
ナ

置キ

之ノ

祖オ
ヤ

〕

○
大
倭
日
子
鉏
友
命
、
日
子
ハ
、
上
に
属ツ

ケ

て
よ
む
べ
し
、
鉏
ハ
、
師
木
に
通
ふ
、
友
ハ

○（
殿
延
に
つ
い
て
）
殿ノ

字
、
延
佳
は
、
破

な
る
べ
し
と
云ヒ

、
師
は
般
な
ら
む
か
と
云

れ
つ
れ
ど
も
、
是レ

ら
の
字
は
、
記
中
に
假

字
に
用
ひ
た
る
例
な
け
れ
ば
、
な
ほ
波ハ

の

誤
な
ら
む
か
、【
一
本
に
、
殿ノ

字
の
傍
に
、

波ノ

字
を
書
て
、
御
本
と
あ
り
、】
さ
れ
ど
是コ

は
字ノ

形
や
ゝ
遠
け
れ
ば
、
定
め
難
し
、

１
ミ
バ
シ
ラ

２
フ
タ
バ
シ
ラ
（
二
王
は
、

布フ

多タ

婆バ

斯シ

良ラ

と
訓
べ
し
）
３
ヒ
ト
バ
シ
ラ

ノ
ミ
コ
ハ
（
一
子
孫
者
は
、
比ヒ

登ト

婆バ

斯シ

良ラ

能ノ

美ミ

古コ

波ハ

と
訓
て
、
子
孫
を
御ミ

子コ

の
意
に

取ル

べ
し
、【
然
ら
ざ
れ
ば
、
下
に
祖オ

ヤ

と
あ
る

と
、
応カ

ナ
ヒ

わ
ろ
き
な
り
、】）

３
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記
傳
に
、
登
毛
志
、
と
云

フ
言
に
て
、
美
称
也
と
云

ヘ
り

○
師
木
津
日
子
命
ハ
、
御
父
の
、
御
名
に
依
れ
り

○
子
孫
の
二
字
を
、
御
子
と
よ
む
べ
し
、
御
名
ハ
傳
は
ら
ず

○
伊
賀
ハ
、
国
名
也

○
須
知
之
稲
置
、
和
名
抄
に
、
伊
賀
国
、
名
張
郡
、
周
知
郷
あ
り
、
稲
置
ハ
、
天
津
日

子
根
命
の
下
に
、
注

ヘ
り

○
那
婆
理
ハ
、
同
国
郡
名
、
名
張
也

○
三
野
ハ
、
持
統
紀
に
、
伊
賀
国
、
伊
賀
郡
、
身
野
と
あ
り
是
也

�

一
ヒ
ト
ハ
シ
ラ
ノ
ミ
コ

子
、
和チ

知チ

都ツ

美ミ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、
坐マ

シ
キ

二

淡ア
ハ

道ヂ

ノ

ミ

之
御
井ヰ

ノ

宮ミ
ヤ
ニ

一、
故カ

レ
コ
ノ
ミ
コ

此
王
、
有マ

シ
キ

二�

二
フ
タ
ハ
シ
ラ
ノ
ミ
ム
ス
メ

女
一

兄
イ
ロ
ネ
ノ

名ナ
ハ

、
蠅ハ

ヘ

伊イ

呂ロ

泥ネ

、
亦マ

タ
ノ

名ナ
ハ

、
意オ

ホ

ヤ

マ

ト

ク

ニ

ア

レ

ヒ

富
夜
麻
登
久
迩
阿
禮
比
賣メ

ノ

命ミ
コ
ト

、

弟
イ
ロ
ド
ノ

名ナ
ハ

、
蠅ハ

ヘ

伊イ

呂ロ

杼ド

也
、
天ス

メ
ラ

皇ミ
コ
ト

御ミ

年ト
シ

、
３

肆ヨ
ソ
チ
マ
リ
コ
ヽ
ノ
ツ

拾
玖
歳
、
御ミ

ハ
カ
ハ陵

、
在ア

リ
二
畆ウ

ネ

火ビ

山ヤ
マ

之ノ

美ミ

富ホ

登ト
ニ

一
也

○
和
知
都
美
命
、
記
傳
に
、
和
ハ
知
の
誤

リ
な
ら
む
、
と
云

ヘ
り
、
名
に
知
々
と
云

ヘ
る
例

多
し
、
都
ハ
助
辞
に
て
、
美
は
耳
の
略
也

○
淡
道
之
御
井
宮
、
在
所
詳
な
ら
ず
、
反
正
紀
に
、
天
皇
、
初
生
二
于
淡
路
宮
一
云
々
、
有
レ
井

１
ヒ
ト
バ
シ
ラ
ノ
ミ
コ
（
一
子
は
、
比ヒ

登ト

婆バ

斯シ

良ラ

能ノ

美ミ

古コ

と
訓
べ
し
）
２
ミ
ム
ス
メ

フ
タ
バ
シ
ラ
マ
シ
キ

３
ヨ
ソ
ヂ
マ
リ
コ

コ
ノ
ツ

１２
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曰
二
瑞ミ

ヅ
ヰ
ト井

一、
則
汲
之
洗
二
太
子
一、
と
あ
り
、
此
地
に
宮
造

リ
し
て
、
住
給
ひ
し
な
る
べ
し

○
蝿
伊
呂
泥
、
蠅
は
地
名
か
、
詳
な
ら
ず
、
伊
呂
泥
ハ
姉イ

ロ
ネ

也

○
意
富
夜
麻
登
久
迩
阿
礼
比
賣
ハ
、
大
倭
国
顕
姫
、
な
る
べ
し
、
伹

シ
大
倭
ハ
、
大
和
国
、

山
邊
郡
、
城
下
郡
、
添
上
郡
、
等
に
あ
る
地
名
也

○
肆
拾
玖
歳
紀
に
、
年
五
十
七
と
あ
り

○
美
富
登
ハ
、御ミ

陰ホ
ト

に
て
、山
に
ハ
、
顗

イ
タ
ヾ
キ

檬
フ
ト
コ
ロ

足ア
シ

な
ど
も
云

ヘ
り
、御ミ

陰ホ
ト

ハ
、谷
を
見
た
る
、

如
キ

の
処
か
、
紀
に
、
畆
傍
山

ノ
南
御ミ

陰ホ
ト

井
上
陵
と
あ
り
、
諸
陵
式
に
在
二
大
和
国
高
市
郡
一、

兆
域
東
西
三
町
、
南
北
二
町
、
守
戸
五
烟
と
あ
り
、
今
吉
田
村
に
在

リ
と
ぞ

�
大オ

ホ

倭ヤ
マ
ト

日ヒ

コ子
鉏ス

キ

友ト
モ
ノ

命ミ
コ
ト

、

坐
マ

〵

二
１

軽カ
ル

之ノ

境サ
カ
ヒ
ヲ
カ
ノ岡

宮ミ
ヤ
ニ

一、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一
也
、
此コ

ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

、
娶メ

シ
テ

二
師シ

木キ
ノ

縣ア
ガ
タ

主ヌ
シ

之ノ

祖オ
ヤ

、
賦フ

ト

マ

ワ

カ

ヒ

登
麻
和
訶
比
賣メ

ノ

命ミ
コ
ト

、
亦マ

タ
ノ

名ナ
ハ

、
飯イ

ヒ

日ビ

比ヒ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ヲ

一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

コ子
、
御ミ

マ

ツ

ヒ

コ

真
津
日
子
、
訶カ

ヱ惠
志シ

泥ネ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
自
レ
訶
下
四
字
以
レ
音
〕
次ツ

ギ
ニ

多タ

藝ギ

志シ

比ヒ

古コ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
二
柱
〕
故カ

レ

御ミ

マ

ツ
真
津
日ヒ

コ子
、
訶カ

惠ヱ

志シ

泥ネ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一
也

○
大
倭
日
子
鉏
友
命
ハ
、
後
に
懿
徳
と
謚

シ
奉
れ
り

○
軽
之
境
岡
宮
、
軽
ハ
大
和
国
、
高
市
郡
に
て
、
大
和
志
に
、
大
軽
村
あ
り
、
境
岡
ハ
、

記
傳
に
軽
村
よ
り
、
西

ノ
方
三
瀬
と
云
所
へ
、
行
間
に
在
、
と
云

ヘ
り
、
是
を
紀
に
、
曲マ

ガ
リ

○（
意
富
夜
麻
登
久
邇
阿
禮
比
賣
命
に
つ
い

て
）意オ

ホ

ヤ

マ

ト

富
夜
麻
登
は
大
倭
、久ク

邇ニ

は
國
な
り
、

阿ア

禮レ

の
義コ

コ
ロ

は
、
未ダ

思ヒ

得
ず
、【
若シ

く
は
明ア

淨レ

の
意
に
て
も
あ
ら
む
か
、
賀
茂
の
齋
王

を
、
阿ア

禮レ

袁ヲ

登ト

賣メ

と
申
す
も
、
明ア

淨レ

の
意

か
と
所オ

モ

思ホ
ユ

れ
ば
な
り
、
彼レ

は
齋イ

ミ

淸キ
ヨ

ま
は
れ

る
よ
り
云
ひ
、
此コ

レ

は
た
ゞ
淸キ

ヨ

し
て
ふ
美
稱

な
ら
む
、】

◎
懿
徳
天
皇

１
カ
ル
ノ
サ
カ
ヒ
ヲ
ノ
ミ
ヤ
（
岡
は
、
師

の
袁ヲ

と
訓
れ
た
る
に
從フ

べ
し
、（
略
）
袁ヲ

加カ

の
本ノ

語
は
、袁ヲ

な
る
に
、加カ

を
添
た
る
に
て
、

加カ

は
處カ

の
意
な
り
、
坂
も
本
は
佐
な
る
に
、

此ノ

加カ

を
添
た
る
言
な
る
由
、
上
卷
に
云
り
、

其ソ
レ

と
同
じ
、
丘
も
常
に
は
袁ヲ

加カ

と
よ
む
を
、

書
紀
に
袁ヲ

と
の
み
も
訓
り
）
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峽ヲ
ノ

宮
、
と
傳

ヘ
た
り

○
賦
登
麻
和
訶
比
賣
命
、
記
傳
に
、
太
真
若
也
と
云

ヘ
り

○
飯
日
比
賣
命
、
飯
ハ
地
名
か
、
日
は
美
称
也

○
御
真
津
日
子
、
訶
惠
志
泥
命
、
御
真
ハ
、
字
の
如
く
美
称
也
、
訶
惠
志
泥
、
紀
に
香

殖
稲
に
作
れ
り
此
字
の
意
も
、
美
称
な
り

�

次ツ
ギ
ニ

當タ

藝ギ

志シ

比ヒ

古コ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、〔
血チ

ヌ

ノ
沼
之
別ワ

ケ

、
多タ

遅ヂ

マ

ノ
麻
之
竹タ

ケ
ノ

別ワ
ケ

、
葦ア

シ

井ヰ

之ノ

、
稲イ

ナ

置キ

之ノ

祖オ
ヤ

〕

� 

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

、
御ミ

年ト
シ

２
肆ヨ

ソ
チ
マ
リ
イ
ツ
ヽ

拾
伍
歳
、
御ミ

陵ハ
カ
ハ

在ア
リ

二
畆ウ

ネ

火ビ

山ヤ
マ

之ノ

、
真マ

名ナ

子ゴ

谷ダ
ニ
ノ

上ヘ
ニ

一
也
、

○
多
藝
志
比
古
命
、
紀
に
、
武タ

ケ

石シ

彦
に
作
れ
り

○
血
沼
之
別
、
血
沼
ハ
、
和
泉
国
、
の
地
名
、
別
ハ
尸カ

バ
ネ

也
、
霊
異
記
に
、
禅
師
信
嚴
者
、

和
泉
国
泉
郡
、
血
沼
縣
主
倭
麿
也
、
と
あ
れ
ど
、
縣
主
の
尸カ

バ
ネ

は
他
姓
也

○
多
遅
麻
之
、
竹
別
、
但
馬
国
に
竹
と
云
地
名
、
書モ

ノ

に
見
え
ず

○
葦
井
稲
置
、
詳
な
ら
ず
、
今
案
に
、
摂
津
志
、
河
邊
郡

ノ
條
に
、
蘆
井
と
、
云
清
水
を

載
た
り

○
真
名
子
谷
、諸
陵
式
に
、
在
二
大
和
国
高
市
郡
一、兆
域
東
西
一
町
、
南
北
一
町
、
守
戸
五
烟
、

と
あ
り
、
今
畝
火
村
に
あ
り
と
い
ふ

○
飯イ

ヒ

日ビ

比ヒ

賣メ
ノ

命
、
名
義
殊コ

ト

な
る
考へ

な
し
、

【
日ヒ

は
例
の
美
稱
に
て
、上
に
云
る
が
如
し
、】

１
コ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

２
ヨ
ソ
ヂ
マ
リ
イ
ツ
ツ

１
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�

御ミ

マ

ツ

ヒ

コ

真
津
日
子
、
訶カ

惠ヱ

志シ

泥ネ
ノ

命ミ
コ
ト

、

坐
マ
シ

テ
二

葛カ
ヅ
ラ

城キ
ノ

１
掖ワ

キ

上カ
ミ
ノ

宮ミ
ヤ
ニ

一、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一
也
、�

此コ
ノ

天ス
メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
娶メ

シ
テ

二

尾ヲ
ハ
リ
ノ張

連ム
ラ
ジ

之ノ

祖オ
ヤ

、
奥オ

キ

津ツ

余ヨ

曽ソ

之ノ

妹イ
モ

、
名ナ

ハ

余ヨ

曽ソ

多タ

本ホ

毘ビ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ヲ

一、�

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

コ子
、
天ア

メ

押オ
シ

帯タ
ラ
シ

日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

大オ
ホ

倭ヤ
マ
ト

帯タ
ラ
シ

日ヒ

子コ

、
国ク

ニ

押オ
シ

２
人ヒ

ト
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
二
柱
〕
故カ

レ

弟イ
ロ
ド

、
帯タ

ラ
シ

日ヒ

子コ

国ク
ニ

忍オ
シ

３
人ヒ

ト
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一
也

○
御
真
津
日
子
訶
惠
志
泥
命
ハ
、
後
に
孝
昭
と
、
謚マ

ヲ
シ

奉
れ
り

○
掖
上
宮
、
紀
に
、
池
心
宮
と
あ
り
、
大
和
志
に
、
葛
上
郡
池

ノ
内
、
御
所
二
村

ノ
間
、

今
曰
二
蓬
原
一
と
あ
り

○
尾
張
連
、
神
代
紀
に
、
天

ノ
火
明
命

ノ
児
、
天

ノ
香
山

ハ
是
尾
張
連
等

ノ
遠
祖
也
、
と
あ
り

○
奥
津
余
曽
、
舊
事
紀
に
、
瀛オ

キ

津ツ

世ヨ

襲ソ
ノ

命
ハ

、
宇
摩
志
摩
治
命
、
四
世
孫
、
と
あ
り
、
名

義
考
な
し

○
余
曽
多
本
毘
賣
命
ハ
、
父

ノ
名
を
、
襲ツ

ぎ
多
本
ハ
考
な
し

○
天
押
帯
日
子
命
、
大
倭
帯
日
子
国
押
人
命
以
上
、
何

レ
も
称

ヘ
名
な
り

�

兄イ
ロ
セ

、
天ア

メ
オ
シ押

帯タ
ラ
シ

日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、〔
春カ

ス
ガ
ノ
オ
ミ

日
臣
、
大オ

ホ

宅ヤ
ケ
ノ

臣オ
ミ

、
粟ア

ハ
タ
ノ
オ
ミ

田
臣
、
小ヲ

野ヌ
ノ

臣オ
ミ

、
柿カ

キ
ノ
モ
ト
ノ本

臣オ
ミ

、

壹イ
チ

比ヒ

韋ヰ
ノ

臣オ
ミ

、
大オ

ホ

坂サ
カ
ノ

臣オ
ミ

、
阿ア

那ナ
ノ

臣オ
ミ

、
多タ

紀キ
ノ

臣オ
ミ

、
羽ハ

栗グ
リ
ノ

臣オ
ミ

、
知チ

多タ
ノ

臣オ
ミ

、
牟ム

邪ザ
ノ

臣オ
ミ

、
都ツ

怒ヌ

山ヤ
マ
ノ

臣オ
ミ

、
伊イ

勢セ
ノ

飯イ
ヒ

高タ
カ
ノ

君キ
ミ

、
壹イ

チ

師シ
ノ

君キ
ミ

、
近チ

カ
ツ

淡ア
フ

海ミ
ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

之ノ

祖
オ
ヤ
ナ
リ

也
〕

◎
孝
昭
天
皇

１
ワ
キ
ノ
カ
ミ
ノ

２
ビ
ト
ノ

３
ビ
ト
ノ
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○
春
日
臣
、
春
日
は
、
大
和
国
、
添
上
郡
の
地
名
也
、
姓
氏
録
、
大
春
日
朝
臣

ノ
條
に
、

仲
臣

ノ
令
家
重
二
千
金
一、
委
レ
糟
為
レ
堵
、
于
レ
時
大
鷦
鷯
天
皇
、
臨
二
幸
其
家
一、
詔
号
二
糟カ

ス

垣ガ
キ
ノ

臣
一ト
後
改
為
二
春
日
一
と
あ
り
、
扨
春
日
を
、
カ
ス
ガ
、
と
よ
め
る
ハ
、
春ハ

ル

日ビ

と
云

ヘ
る
、

枕
詞
を
取
れ
る
事
、
飛ア

ス

鳥カ

の
例
也

○
大
宅
臣
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
、
添
上
郡
に
、
大
宅
郷
あ
り
、
武
烈
紀
に
、
暮モ

ノ

サ

ハ

ニ

能
娑
幡
你
、�

於オ

ホ

ヤ

ケ

ス

ギ

裒
野
該
須
擬
と
あ
る
地
也
、
天
武
十
三
年
紀
に
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
粟
田
臣
、
和
名
抄
に
、
山
城
国
愛
宕
郡
、
郷
名
粟
田
、
と
あ
り
天
武
十
三
年
紀
に
、

賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
小
野
臣
、
式
に
近
江
国
、
滋
賀
郡
、
小
野
神
社
あ
り
、
姓
氏
録
、
小
野
朝
臣
條
に
大

徳
小
野
臣
妹
子
、
家
二
于
近
江
国
滋
賀
郡
小
野
村
一、
因
以
為
レ
氏

○
柿
本
臣
、
姓
氏
録
、
柿
下
朝
臣

ノ
條
に
、
敏
達
天
皇
御
世
、
依
三
家
門
有
二
柿
樹
一、
為
二

柿
本
臣
氏
一、
天
武
十
三
年
紀
に
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一、
と
あ
り
、
大
和
志
に
、
葛
下
郡
に
、

柿
本
村
あ
り

○
壹
比
韋
臣
、
允
恭
紀
に
、
到

リ二
倭

ノ
春
日
一
食
二
于
櫟
井
上
一、
大
和
志
に
、
添
上
郡
に
櫟

本
村
あ
り
、
天
武
十
三
年
紀
に
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
大
阪
臣
和
名
抄
に
、
大
和
国
、
葛
上
郡
、
大
坂
郷
、
式
に
、
同
郡
大
坂

ノ
山
口
神
社
有

リ
又
和

名
抄
、
備
後
国
、
安
那
郡
に
、
大
坂
郷
あ
り
、
是
ハ
次
に
、
阿
那
臣
に
、
由
あ
れ
バ
、
引
出
つ
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○
阿
那
臣
、阿
那
ハ
、備
後
国

ノ
郡
名
也
、和
名
抄
に
、夜
須
奈
と
、注シ

ル

せ
る
ハ
、穴
を
陰
門
に
、

思
よ
そ
へ
て
、
改カ

ヘ

た
る
也
、
安
閑
紀
に
婀
娜
国
、
と
記
し
、
国
造
本
紀
に
、
吉
備
穴

ノ
国
造

ハ
、

纏
向
日
代
御
代
和
迩
臣
同
祖
、
彦ヒ

コ

訓ク
ニ

服フ
ク
ノ

命
孫
、
八
千

ノ
足ス

ク
ネ
ヲ尼

定
二
賜
国
造

ニ一

○
多
紀
臣
、
多
紀
て
ふ
地
名
、
諸
国
に
多
か
る
中
に
、
近

キ
は
大
和
国
、
宇
智
郡
、
吉
野
郡
、

和
泉
国
泉
南
郡
等
に
、
瀧
村
あ
り
、
氏
人
ハ
見
え
ず

○
羽
栗
臣
、
和
名
抄
に
、
山
城
国
、
久
世
郡
羽
栗
郷
、
尾
張
国
羽
栗
郡
あ
り

○
知
多
臣
、
和
名
抄
に
、
尾
張
国
郡
名
、
智
多
と
あ
り

○
牟
邪
臣
ハ
、
上
総
国
武
射
郡
に
、
因
れ
る
姓
也
、
国
造
本
紀
、
武
社

ノ
国
造

ノ
條
に
、

證
を
記
せ
り

○
都
怒
山
臣
、
考

ヘ
な
し
、
續
紀
九
に
、
角
山
君
内
麿
、
三
代
實
録
七
に
、
角
山
公
成
子
、

な
ど
云

フ
氏
人
見
え
た
り

○
伊
勢
飯
高
君
ハ
、
伊
勢
国
の
郡
名
也

○
壹
師
君
ハ
、
伊
勢
国
の
郡
名
也

○
近
淡
海
国
造
ハ
、
国
造
本
紀
に
、
淡
海
国
造

ハ
、
志
賀

ノ
高
穴
穂

ノ
朝

ノ
御
世
、
彦
坐

ノ
三

世
孫
、
大
陀
牟
夜
別

ヲ
、
定
二
賜
国
造

ニ一
、
と
あ
り
、
伹

シ
此
王
ハ
、
開
化
天
皇
の
皇
子
也
、

倭
姫
世
記
に
、
垂
仁
天
皇
四
年
、
淡
海
国
造
、
進
二
地
口

ノ
御
田
一
と
有

リ
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�  

天ス
メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
御ミ

年ト
シ

２
玖

コ
ヽ
ノ
ソ
チ
マ
リ

拾
参ミ

ツ歳
御ミ

ハ
カ
ハ陵

、
在ア

リ
二

３
掖ワ

キ
カ
ミ
ノ上

博ハ
カ
タ
ノ多

山ヤ
マ
ノ

上ヘ
ニ

一
也

○
博
多
山
、
諸
陵
式
に
、
在
二
大
和
国
葛
上
郡
一、
兆
域
東
西
六
町
、
南
北
六
町
、
守
戸
五
烟
、

大
和
志
に
、
在
二
室
村
一、
陵
畔
有
二
八
幡

ノ
霸
并
冡
四
一、
と
あ
り
、
山
陵
図
に
、
三
室
村

ノ
、

天
皇
山
也
と
記
し
、
庿
陵
記
の
説
も
同

シ

�

大オ
ホ

倭ヤ
マ
ト

帯タ
ラ
シ

日ヒ

子コ

、
国ク

ニ
オ
シ押

１
人ヒ

ト
ノ
ミ
コ
ト命

、
坐

マ

〳
〵
テ

二
２

葛カ
ヅ
ラ

城キ
ノ

室ム
ロ

之ノ

、
３

秋ア
キ

津ツ

嶋シ
マ
ノ

宮ミ
ヤ
ニ

一、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ
シ
タ下

一
也

○
大
倭
帯
日
子
国
押
人
命
ハ
、
後
に
孝
安
と
、
謚

シ
奉
れ
り

○
室
和
名
抄
に
、
大
和
国
葛
上
郡
、
牟
婁
郷
あ
り
、
今

ハ
室
村
と
云

フ

○
秋
津
嶋
宮
、
神
武
紀
に
、
皇
輿
巡
幸
因
登リ
二
腋ワ

キ

上カ
ミ
ノ
ホ
ヽ

間マ
ノ

丘
ニ一

而
、
廻
二
望
国
状
一
云
々
、

猶ナ
セ
リ

二
如
蜻ア

キ
ツ
ノ蛉

之
臀ト

ナ
メ
セ
ル呫

一、
由
レ
是
始

テ
、
有
二
秋
津
洲
之
号ナ
一、
と
あ
る
は
、
此
牟ム

ロ婁
の
地
形

を
云
ひ
し
也
、
此
宮
号
を
、
皇
国
の
総
名
に
、
云

ヒ
廣
げ
し
故
ハ
、
此
天
皇
此
宮
に
、
百

年
余
も
、
大
坐
し
ゆ
ゑ
な
り

�

此コ
ノ

天ス
メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
娶

ミ
ア
ヒ
テ

二

姪ミ
メ
ヒ

、
忍オ

シ

鹿カ

比ヒ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ニ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

コ子
、

２
大オ

ホ

吉キ

備ビ
ノ
モ
ロ諸

進ス
ミ
ノ
ミ
コ
ト命

、
次ツ

ギ
ニ�

１
コ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

２
コ
コ
ノ
ソ
ヂ
マ
リ
ミ
ツ

３
ワ
キ
ノ
カ
ミ
ノ

◎
孝
安
天
皇

１
ビ
ト
ノ

２
カ
ツ
ラ
キ

３
ア
キ
ヅ
シ
マ

１
ミ
ア
ヒ
マ
シ
テ

２
オ
ホ
キ
ビ
ノ
モ
ロ

１

１
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大オ
ホ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

日ヒ

子コ

賦フ

斗ト

迩ニ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
二
柱
自
レ
賦
下
三
字
以
レ
音
〕
故カ

レ

大オ
ホ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

日ヒ

子コ

賦フ

斗ト

迩ニ
ノ

命ミ
コ
ト

者
、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一
也
、

３
天ス

メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
御ミ

年ト
シ

壹モ
ヽ
チ
マ
リ佰

貳ハ
タ
チ拾

参ミ

ツ歳
御ミ

陵ハ
カ
ハ

、
在ア

リ
二

玉タ
マ

手デ
ノ

岡ヲ
カ
ノ

上ヘ
ニ

一
也

○
忍
鹿
比
賣
命
、
名
義
ハ
、
忍オ

シ
カ輝ヽ

の
略
か

○
大
吉
備
諸
進
命
、
記
傳
に
、
孝
霊
天
皇
の
、
御
子
、
比
古
伊
佐
勢
理
毘
古
命
、
亦
名

大
吉
備
津
日
子
命
を
、
傳

ヘ
誤
れ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
、
と
云

へ
り

○
大
倭
根
子
、
日
子
賦
斗
迩
命
、
根
子
ハ
、
尊
称
に
て
、
御
代
々
々
此
御
名
を
、
継

キ
給

へ
る
が
、
多
か
り
、
賦
斗
迩
ハ
、
紀
に
大フ

ト

瓊ニ

に
作
れ
り
、
字
の
如
く
尊
称
也

○
玉
手
岡
ハ
、
諸
陵
式
に
、
在
二
大
和
国
葛
上
郡
一、兆
域
東
西
六
町
、
南
北
六
町
、
守
戸
五
烟
、

庿
陵
記
、
及
大
和
志
に
、
玉
手
村
に
在

リ
と
記
せ
り

�

大オ
ホ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

、
日ヒ

コ

フ

ト

子
賦
斗
迩ニ

ノ

命ミ
コ
ト

、
坐

マ
シ
マ
シ
テ

二
１

黒ク
ロ
ダ
ノ田

廬イ
ホ
ド
ノ戸

宮ミ
ヤ
ニ

一、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ
シ
タ下

一
也

○
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
迩
命
ハ
、
後
に
孝
霊
と
謚マ

ヲ
シ

奉
れ
り

○
黒
田
ハ
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
城
下
郡
、
郷
名
黒
田

ハ
久ク

ロ

ダ
留
多
、
と
注
せ
り
、
此
地
也
、

留
ノ

字
ハ
、
ロ
と
よ
む
べ
き
古
音
あ
り
、
同
郡
に
、
今
も
黒ク

ロ

田
村
あ
り

ス
ス
ミ
ノ
ミ
コ
ト
（
進
を
、
師
は
須ス

美ミ

と

訓
れ
つ
れ
ど
、
な
ほ
須ス

ス々

美ミ

な
る
べ
し
）

３
コ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

○
忍オ

シ

鹿カ

比
賣ノ

命
、
御
名
、
鹿カ

の
義コ

コ
ロ

未ダ

思ヒ

得

ず
、

○（
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
邇
命
に
つ
い
て
）

天
皇
は
、
大
倭ノ

國
所シ

ロ
シ知

看メ
ス

を
以
て
、
倭
根

子
と
は
申シ

奉
る
な
り
、

◎
孝
霊
天
皇

１
ク
ル
ダ
ノ
イ
ホ
ド
ノ
ミ
ヤ
（
黑
田
は
、

和
名
抄
に
、
大
和ノ

國
城ノ

下ノ

郡
黑
田ノ

鄕
久ク

留ル

多ダ

と
あ
る
、
此コ

コ

な
る
べ
し
、
今
も
黑
田
村

あ
り
）
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○
廬
戸
宮
ハ
、
大
和
志
に
、
在
二
宮
古
、
黒
田
二
村

ノ
間
都

ノ
杜
一、
と
記
せ
り

�

此コ
ノ

天ス
メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
娶メ

シ
テ

二
十ト

ヲ
チ
ノ市

縣ア
ガ
タ

主ヌ
シ

之ノ

祖オ
ヤ

、
大オ

ホ

目メ

ノ之
女ム

ス
メ

、
名ナ

ハ

細ク
ハ
シ

比ヒ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ヲ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、

大オ
ホ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

、
日ヒ

子コ

国ク
ニ

玖ク

琉ル
ノ

命ミ
コ
ト

〔
一
柱
玖
琉
二
字
以
レ
音
〕
又マ

タ

娶メ
シ
テ

二
春カ

ス

日ガ

之ノ

、
１

千チ

〃千

速ハ
ヤ

真マ

若ワ
カ

比ヒ

賣メ
ヲ

一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

コ子
、

２
千チ

チ千
速ハ

ヤ

比ヒ

賣メ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
一
柱
〕
又マ

タ
３

娶メ
シ
テ

二
意オ

富ホ

夜ヤ

麻マ

登ト

、

玖ク

迩ニ

阿ア

禮レ

比ヒ

賣メ
ノ

命ミ
コ
ト

一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

コ子
、
夜ヤ

マ

ト

ト

麻
登
登
、
母モ

母モ

曽ソ

毘ビ

賣メ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

日ヒ

コ子
刺サ

シ

肩カ
タ

別ワ
ケ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

比ヒ

コ

イ

サ

古
伊
佐
勢セ

リ

ビ
理
毘
古コ

ノ

命ミ
コ
ト

、
亦マ

タ
ノ
ミ
ナ
ハ名

、
大オ

ホ

吉キ

備ビ

津ツ

日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

倭ヤ
マ
ト

飛ト
ビ

、
羽ハ

矢ヤ

若ワ
カ

屋ヤ

ヒ

メ
比
賣
〔
四
柱
〕

○
十
市
縣
主
、
十
市
ハ
、
大
和
国
の
郡
名
也
、
孝
安
紀
に
、
十
市
縣
主
五イ十
坂
彦

○
細
比
賣
命
細
ハ
称

ヘ
た
る
也

○
大
倭
根
子
日
子
国
玖
琉
命
、
玖
琉
ハ
、
記
傳
に
、
括ク

ヽ
ル

に
て
統ス

ブ

る
意
也
、
と
云

ヘ
り
、

以
下
称
名
也

○
春
日
ハ
、
和
名
抄
に
、
添
上
郡
、
郷
名
に
見
ゆ

○
千
々
速
真
若
比
賣
、
千
々
は
、
記
傳
に
、
千
々
姫
の
、
千
々
に
お
な
じ
、
と
云

ヘ
り
以

下
称
ヘ
名
也

○
千
々
速
比
賣
命
ハ
、
御
母
の
御
名
に
お
な
じ
、
紀
に
此
御
子
な
し

１
チ
ヂ
ハ
ヤ
マ
ワ
カ
ヒ
メ

２
チ
ヂ
ハ
ヤ

ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

３
ミ
ア
ヒ
マ
シ
テ
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○
意
富
夜
麻
登
、
久
迩
阿
礼
比
賣
ハ
、
上
に
見
え
た
る
、
和
知
都
美
命
の
御
子
也
、
意
富

夜
麻
登
ハ
、
大
倭
に
て
、
大
和
国
、
城
下
郡
の
郷
名
也
、
玖
迩
阿
礼
ハ
国ク

ニ
ア
レ顕

に
て
称
名

○
夜
麻
登
々
母
々
曽
毘
賣
命
、
紀
に
倭ヤ

マ

迹ト

々ヽ
日ビ

百モ
ヽ

襲ソ

姫
、
に
作
れ
り
、
名
義
詳
な
ら
ず

○
日
子
刺
肩
別
命
、
刺
肩
考

ヘ
な
し
、
此
御
子
、
紀
に
洩
た
り

○
比
古
伊
佐
勢
理
毘
古
命
記
傳
に
、
伊
佐
ハ
勇イ

サ

、
勢
理
ハ
進
む
意
を
云

フ
と
云

ヘ
り

○
大
吉
備
津
日
子
命
、
吉
備
ハ
国
名
に
て
、
其
由
ハ
下
に
見
ゆ

○
倭
飛
羽
矢
若
屋
比
賣
ハ
、
御
姉
の
御
名
に
等
し
、
伹

シ
飛ト

ビ

ハ
、
御
姉
の
御
名
を
、
紀
に

迹ト

ビ日
、
と
作カ

ケ

る
に
お
な
じ
く
、
大
和
国
城
上
郡
の
、
地
名
に
て
、
羽ハ

ヤ矢
ハ
速ハ

ヤ

也

�

又マ
タ

娶
ミ
ア
ヒ
マ
シ
テ

二
其ソ

ノ

阿ア

レ

ヒ
禮
比
賣メ

ノ

命ミ
コ
ト

之ノ
１

弟オ
ト

、
蠅ハ

ヘ

伊イ

呂ロ

杼ド
ニ

一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

コ子
、
日ヒ

子コ

寤サ
メ
マ
ノ間

命ミ
コ
ト

、

次ツ
ギ
ニ

若ワ
カ

日ヒ

コ子
建タ

ケ

吉キ

ビ

ツ
備
津
日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
二
柱
〕
此コ

ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

之ノ

御ミ

子コ

等タ
チ

、
并

ア
ハ
セ
テ

２
八ヤ

ハ
シ

柱ラ

、〔
男ヒ

コ

王ミ
コ

五
イ
ツ
ハ
シ
ラ

、
女ヒ

メ

王ミ
コ

４
三

ミ
ハ
シ
ラ

〕
故カ

レ

大オ
ホ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

、
日ヒ

子コ

国ク
ニ

玖ク

琉ル
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ
シ
タ下

一

也
、
大オ

ホ

吉キ

備ビ

津ツ

日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

、
与ト
二
若ワ

カ
タ
ケ建

吉キ

ビ

ツ
備
津
日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

一、
５

二フ
タ

柱ハ
シ
ラ

相ア
ヒ

副ソ
ハ
シ

而テ

、
於ニ
二
針ハ

リ

間マ
ノ�

イ
６

氷ヒ

河カ
ハ

之ノ

前サ
キ

一、
居ス

ヱ
二

忌イ
ハ
ヒ

瓮ベ
ヲ

一
而テ

、
針ハ

リ

間マ
ヲ

為シ
二

道ミ
チ
ノ

口ク
チ
ト

一
以テ

、
言コ

ト
二
向ム

ケ

和
ヤ
ハ
シ
玉
ヒ
キ

吉キ

備ビ
ノ

国ク
ニ
ヲ

一
也

○
蝿
ハ
、
安
寧
ノ
段
に
、
見
え
た
り
、
伊
呂
杼
ハ
、
弟イ

ロ
ド

也

○
日
子
寤
間
命
、
紀
に
彦
狹
嶋
に
、
作
れ
る
ハ
、
此
御
子
に
ハ
、
あ
ら
じ
名
義
考
な
し

○（
夜
麻
登
々
母
々
曽
毘
賣
命
に
つ
い
て
）

御
名ノ

義コ
コ
ロ

は
、
登ト

ト々

【
登ト

を
一ツ

略
け
る
も
、

意
は
同
じ
、】
は
、
上
の
千チ

ヂ々

と
同
く
、【
通

音
な
り
、】
母モ

モ々

は
百モ

モ

曾ソ

は
勤イ

功ソ

な
り
、

【
伊イ

曾ソ

は
、
伊イ

佐サ

袁ヲ

の
約ツ

ヅ
マ

り
た
る
な
り
、】

イ
冰

１
イ
ロ
ド

２
ヤ
バ
シ
ラ
マ
セ
リ

３
イ
ツ
バ
シ
ラ

４
ミ
バ
シ
ラ

５
フ
タ
バ
シ
ラ

６
ヒ
ノ
カ
ハ

３
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○
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
、
御
名
の
由
は
、
下
に
見
ゆ

○
針
間
ハ
、
播
磨
国
也

○
氷
河
、
播
摩
風
土
記
、
揖
保
郡
に
、
氷
山
あ
り

○
忌
瓮
ハ
、
祭
器
也
居ス

ヱ

と
ハ
、
䑓
に
穴
を
穿
ち
居ス

ウ

、
万
葉
三
に
、
齋イ

ハ
ヒ

戸ベ

乎ヲ

、
忌イ

ハ
ヒ

穿ホ
リ

居ス
ヱ

、

と
あ
り
、
記
傳
に
、
地
を
堀
て
埋

ミ
置

ク
、
と
云

ヘ
る
ハ
非
也

○
道
口
と
ハ
、
発
途
の
意
な
り
、
国
名
に
、
越
前
越
後
な
ど
、
前
後
あ
る
を
、
和
名
抄
に
、

美
知
乃
久
知
、
美
知
乃
之
利
、
と
注
せ
る
ハ
、
京
よ
り
近

キ
方
を
前ク

チ

と
云

ヒ
、
遠

キ
方
を
後シ

リ

と
云

ヘ
れ
ど
、
此コ

ヽ

な
る
道

ノ
口
と
ハ
異コ

ト

な
り
、
此
二
御
子
の
御
名
を
、
吉
備
云
々
と
あ
る
ハ
、

平コ
ト
ム
ケ治

給
ひ
し
、
御ミ

イ
サ
ヲ功

に
よ
り
て
、
な
る
べ
し
、
式
に
、
備
中
国
賀
夜
郡
、
吉
備
津
彦
神
社
、

と
あ
る
は
、
同
国
風
土
記
に
、
吉
備
建
日
子
命
に
作
り
、
姓
氏
録
、
下

ツ
道

ノ
朝
臣

ノ
條
に

ハ
、
稚
武
彦
命
之
男
、
吉
備
武
彦
命
、
と
あ
り
、
扨
此
言コ

ト

平ム
ケ

を
、
書
紀
に
ハ
、
崇
神
天
皇
、

十
年
に
傳

ヘ
た
り

�

故カ
レ
コ
ノ此

、
大オ

ホ

吉キ

備ビ

津ツ

日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、〔
吉キ

ビ備
、
上カ

ム
ツ

道ミ
チ
ノ

臣オ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

也ナ
リ

〕
次ツ

ギ
ニ

若ワ
カ

日ヒ

子コ

、
建タ

ケ

吉キ

備ビ

津ツ

日ヒ

子コ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、〔
吉キ

備ビ
ノ

、
下シ

モ
ツ
ミ
チ
ノ道

臣オ
ミ

、
笠カ

サ
ノ

臣オ
ミ
ノ

１
祖オ

ヤ

〕
次ツ

ギ
ニ

日ヒ

子コ

寤サ
メ

間マ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、〔
針ハ

リ

間マ
ノ

、

２
牛ウ

シ
カ
ノ鹿

臣オ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ
ナ
リ也

〕
次ツ

ギ
ニ

日ヒ

子コ

刺サ
シ

肩カ
タ

別ワ
ケ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

〔
高コ

シ

ノ
志
之
、
利ト

波ナ
ミ
ノ

臣オ
ミ

、
豊ト

ヨ

国ク
ニ

之ノ
３

国ク
ニ

前ザ
キ
ノ

臣オ
ミ

、
五イ

百ホ

原バ
ラ
ノ

君キ
ミ

、
角ツ

ヌ

鹿ガ
ノ

、
海ア

マ
ノ

直ア
タ
ヘ

之ノ

祖オ
ヤ

也ナ
リ

〕

○（
忌
瓮
に
つ
い
て
）
居ス

ヱ

と
は
、地
を
掘ホ

リ

て
、

下ノ

方
を
や
ゝ
埋ウ

ヅ
ミ

て
置オ

ク

を
云フ

、
萬
葉ノ

歌
に
穿ホ

リ

居ス
ヱ

と
あ
る
是
な
り
、

○
道ミ

チ
ノ

口ク
チ

と
は
、
其ノ

入リ

初ソ
ム

る
處
を
口ク

チ

と
云
、

奥ノ

方
を
尻シ

リ

と
云フ

、（
略
）
凡
て
道ノ

口
道ノ

尻
と

云
も
、
其
國
を
治メ

に
、
京
よ
り
ゆ
く
路
の

次ツ
イ
デ序

に
つ
き
て
云
名
な
り
、

１
オ
ヤ
ナ
リ

２
ウ
ジ
カ
（
牛ウ

シ

の
自ジ

濁リ

て

讀ム

べ
し
、【
他
書
に
宇
自
加
と
作ア

レ

ば
な
り
、

凡
て
黑ク

ロ

牛ウ
ジ

黄ア
メ

牛ウ
ジ

な
ど
の
類
も
、
多
く
志シ

を

濁
る
例
な
り
、】）
３
ク
ニ
サ
キ
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○
上
道
ハ
、
備
中
国
の
郡
名
也
、
此
氏
人
の
尸
ハ
、
天
平
寳
字
元
年

ノ
紀
に
、
上
道

ノ
臣
、

斐
太
都
、
賜
二
姓
朝
臣
一、
と
あ
る
よ
り
前
に
、
朝
臣
を
賜
は
り
し
人
な
し

○
下
道
ハ
、
備
中
国
の
郡
名
也
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
下
道

ノ
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一、
扨
吉

備
ノ

朝
臣
ハ
、
上
に
見
え
た
る
と
同
姓
な
れ
ど
、
稚
武
彦
命
の
、
御
末
と
の
ミ
、
見
え
た
り

○
笠
臣
、
續
紀
廿
七
に
、
備
前
国
人
、
外
少
初
位
下
、
三
財
部

ノ
毘
登
方
麿
等
、
九
烟
賜
二�

姓
笠
臣
一、
と
あ
れ
バ
、
笠
ハ
、
備
前
国
の
地
名
也
、
と
聞
ゆ
れ
ど
、
三
代
格
、
天
平
三

年
六
月

ノ
格
に
、
備
中
国
、
海
部

ノ
首
、
生
部

ノ
首
、
笠

ノ
朝
臣
、
右
皇
后
宮

ニ
、
供
奉
、
仁

徳
紀
に
、
備
中
国
、
川
嶋
河
、
有
二
大
虬ミ

ヅ
チ

一
云
々
、
笠
臣
祖
縣
守
、
入
レ
水
斬
レ
虬

ヲ
な
ど

あ
る
を
思
ふ
に
、
笠
ハ
備
中
国
の
地
名
也
と
聞
ゆ
、
国
造
本
紀
に
、
笠
臣
国
造
、
と
あ
り
、

臣
ノ

字
ハ
疑
は
し
け
れ
ど
、
加
夜
と
、
備
中
と
の
間
に
、
狹

マ
れ
ゝ
ば
、
旁
證
と
す
べ
し
、

天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
笠
臣
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一、
と
あ
り

○
針
間
牛
鹿
臣
ハ
、
姓
氏
録
、
及
續
紀
以
下
、
宇ウ

ジ

カ
自
可
に
作
れ
り
、
播
摩
国
に
然

ル
地
名

あ
り
や
、
尋
べ
し

○
高
志
、
利
波
臣
ハ
、
越
中
国
、
礪ト

波ナ
ミ

郡
に
、
因

リ
た
る
姓
也
、
續
紀
十
七
に
、
越
中
国
人
、

礪
波

ノ
臣
、
志
留
志
と
、
云

フ
人
あ
り
、
同
廿
八
、
卅
五
、
に
ハ
、
利ト

波ナ
ミ

に
作
れ
り

○
豊
国
之
、
国
前

ノ
臣
ハ
、
豊
後
国
の
郡
名
也
、
景
行
紀
に
、
国
前

ノ
臣

ノ
祖
、
菟ウ

名
手デ

、

と
あ
り
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○
五
百
原
君
ハ
、
駿
河
国
、
廬
原

ノ
郡
に
依

リ
た
る
姓
也

○
角
鹿

ノ
海

ノ
直
ハ
、
越
前
国
の
郡
名
、
敦
賀
に
て
、
海ア

マ

ハ
其
辺

リ
の
、
地
名
な
る
べ
し
、

和
名
抄
に
、
同
国
坂
井
郡
に
、
海ア

マ
ノ部

郷
あ
り

�

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

御ミ

年ト
シ

、
壹モ

ヽ

佰チ
マ
リ

陸ム

歳ツ

、
御ミ

陵ハ
カ
ハ

在ア
リ

二

片カ
タ
ヲ
カ
ノ岡

馬ウ
マ

坂サ
カ
ノ

上ヘ
ニ

一
也

○
片
岡
馬
坂
ハ
、
諸
陵
式
に
、
在
二
大
和
国
葛
下
郡
一、
兆
域
東
西
五
町
、
南
北
五
町
、
守

戸
五
烟
と
あ
り
、
大
和
志
に
、
在
二
王
寺
村
、
馬
背
坂

ノ
東

ノ
山
中
一

�
大オ

ホ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

、
日ヒ

子コ

国ク
ニ

玖ク

琉ル
ノ

命ミ
コ
ト

、
坐

マ

テ
二
軽カ

ル

之ノ

堺サ
カ
ヒ
バ
ラ
ノ
ミ
ヤ
ニ

原
宮
一

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ
シ
タ下

一
也
、
此コ

ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

、
娶メ

シ
テ

二
穗ホ

積ヅ
ミ
ノ

臣オ
ミ

等ラ

之ガ

祖オ
ヤ

、
内ウ

ツ

色シ

許コ

男ヲ
ノ

命
ミ
コ
ト
ノ

〔
色
許
二
字
以
レ
音
下
效
レ
此
〕

妹イ
モ

、
内ウ

ツ

色シ

許コ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ヲ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、
大オ

ホ

毘ビ

古コ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

少ス
ク

名ナ

日ビ

子コ

、
建タ

ケ

猪ヰ

心
ゴ
ヽ
ロ
ノ

命ミ
コ
ト

、

次ツ
ギ
ニ

若ワ
カ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

、
日ヒ

子コ

大オ
ホ

毘ビ

毘ビ
ノ

命ミ
コ
ト

〔
三
柱
〕

○
大
倭
根
子
日
子
国
玖
琉
命
ハ
、
後
に
孝
元
と
、
謚

シ
奉
れ
り

○
軽
之
堺
原
宮
、
軽
ハ
大
和
国
、
高
市
郡
の
地
名
也
、
懿
徳
天
皇
の
、
境
岡
宮
と
、
同

所
な
る
べ
し

◎
孝
元
天
皇
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○（
内
色
許
賣
命
に
つ
い
て
）
名ノ

義
、
宇ウ

都ツ

は
、美ウ

ツ

麗ク
シ

の
意
か
、顯ウ

ツ
シ見

の
意
か
な
る
べ
し
、

志シ

許コ

袁ヲ

志シ

許コ

賣メ

は
、
神
代
の
葦ア

シ

原ハ
ラ

醜シ
コ

男ヲ

の

例
な
り
、

１
イ
ツ
ハ
シ
ラ
マ
セ
リ

○
伊イ

賀ガ

迦カ

色シ

許コ

賣メ
ノ

命
、
賀
迦
、
舊
印
本
に

は
、
迦
賀
と
あ
れ
ど
も
、
伊
邪
河ノ

宮ノ

段
に

は
、
諸
本
並ミ

ナ

賀
迦
と
あ
る
故
に
、
此コ

コ

も
延

佳
本
又
一
本
に
從
ひ
つ
、（
注
略
）
名ノ

義
、

○
穗
積
臣
、
万
葉
十
三
に
、
水ミ

ツ
タ
テ蓼

、
穗ホ

積ヅ
ミ
ニ

至イ
タ
リ

、
鳥ト

ナ
ミ網

張ハ
ル

、
坂サ

カ

手テ

乎ヲ

過ス
ギ

、
と
あ
る
地
に
て
、

大
和
志
に
十
市
郡
に
載
た
り
、
此
氏
ハ
、
饒
速
日

ノ
命
の
御
末
也

○
内
色
許
賣
命
、
紀
に
欝ウ

ツ
シ
コ
メ
ノ

色
謎
命
に
作
れ
り
内ウ

ツ

ハ
、
顕ウ

ツ

、
色シ

コ許
ハ
、
葦
原
色
許
男
の
処
に
、

注
ヘ

る
が
如
し

○
大
毘
古
命
、
称

ヘ
た
る
御
名
也

○
少
名
日
子
、建
猪
心
命
、少
名
日
子
ハ
、御
兄
の
、大
毘
古
に
、對

ヘ
た
る
御
名
、猪
心
は
、

紀
に
男ヲ

コ
ヽ
ロ心

、
と
あ
る
が
、
轉

リ
た
る
に
て
、
称

ヘ
名
也

○
若
倭
根
子
、
大
毘
々
命
ハ
大
御
父
に
、
對
へ
た
る
御
名
、
毘
々
は
、
耳
の
轉
な
り

�
又マ

タ

娶メ
シ
テ

二
内ウ

ツ

色シ

許コ

男ヲ
ノ

命ミ
コ
ト

之ノ

女ム
ス
メ

、
伊イ

ガ賀
迦カ

シ色
許コ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ヲ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、
比ヒ

古コ

布フ

都ツ

押オ
シ

之ノ

信
マ
コ
ト
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
自
レ
比
至
レ
都
以
レ
音
〕
又マ

タ

娶メ
シ
テ

二
河カ

フ
チ
ノ内

、
青ア

ヲ
タ
マ玉

之ガ

女ム
ス
メ

、
名ナ

ハ

波ハ

迩ニ

夜ヤ

須ス

毘ビ

賣メ
ヲ

一、�
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、
建タ

ケ

波ハ

迩ニ

夜ヤ

須ス

ビ毘
古コ

ノ

命ミ
コ
ト

、〔
一
柱
〕
此コ

ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

之ノ

御ミ

子コ

等タ
チ

、
并

ア
ハ
セ
テ

１
五イ

ツ

柱ハ
シ
ラ

、�

故カ
レ

若ワ
カ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

、
日ヒ

子コ

大フ
ト

毘ビ

毘ビ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ
シ
タ下

一
也

○
伊
賀
迦
色
許
賣
命
、
舊
事
紀
に
、
伊
香
色
謎
に
作
れ
り
、
賀
迦
ハ
、
必
下
上
に
誤
れ
り
、

和
名
抄
に
、
河
内
国
、
茨
田
郡
郷
名
、
伊
香

ハ
以
加
々
、
と
注
し
、
今
ハ
村
名
に
存ノ

コ

り
、

伊
加
賀
と
云

ヘ
り
、
此
地
に
由
あ
る
御
名
也
、
記
傳
に
、
此
郷
名
を
、
イ
ガ

、
と
よ
め
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伊イ

は
發
語
か
、
賀
迦
は
赫カ

ガ

な
る
べ
し
、（
注

略
）
色
許
賣
は
、
上
な
る
に
同
じ
、
河
内ノ

國
茨
田ノ

郡
、伊
香ハ

以イ

加ガ

カ々

、阿
波ノ

國
麻
殖ノ

郡
、

伊
加
々
志ノ

神
社
な
ど
云
あ
り
、

１
オ
ホ
ナ
ビ
ガ
イ
モ

２
ミ
コ

○
阿ア

倍ベ
ノ

臣
、
阿
倍
は
、
決キ

ハ
メ

て
地ノ

名
な
れ
ど

も
、
何

イ
ヅ
レ
ノ

地ト
コ
ロ

と
云
こ
と
詳サ

ダ
カ

な
ら
ず
、

る
ハ
、御
名
の
誤

リ
を
、助
け
む
た
め
な
ら
め
ど
非
也
、香

ノ
字
ハ
、カ
ぐ
、カ
グ
、カ
ゴ
と
、

響ヒ
ヾ

け
る
、
古
韵
な
る
を
や

○
比
古
布
都
押
之
信
命
、
布
都
ハ
、
地
名
か
、
式
に
大
和
国
、
城
下
郡
、
富
都
神
社
あ
り
、

押
も
信
も
、
称

ヘ
名
也

○
波
迩
夜
須
毘
賣
、
埴
安
ハ
、
大
和
国
、
十
市
郡
の
地
名
な
り
、
神
武
紀
に
、
取
二
天

ノ

香
山
之
埴ハ

ニ
ヲ土

一、
以
造
二
八
十
平
瓮
一
云
々
、
故
号
二
取
レ

土ハ
ニ
ヲ

之
処
一、
曰
二
埴
安
、
と
あ
り

�

其ソ
ノ

兄イ
ロ
セ

、
大オ

ホ

毘ビ

古コ
ノ

命ミ
コ
ト

之ノ

子ミ
コ

、
建タ

ケ

沼ヌ
ナ

河カ
ハ

別ワ
ケ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、〔
阿ア

倍ベ
ノ

臣オ
ミ

等ラ

之ガ

祖オ
ヤ

〕
次ツ

ギ
ニ

比ヒ

古コ

伊イ

那ナ

許コ

志シ

別ワ
ケ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
自
レ
比
至
レ
志
六
字
以
レ
音
此コ

ハ者
、
膳

カ
シ
ハ
デ
ノ

臣オ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ
ナ
リ也

〕
比ヒ

古コ

布フ

都ツ

押オ
シ

之ノ

信
マ
コ
ト
ノ

命ミ
コ
ト

、
娶

ミ
ア
ヒ
テ

二
尾ヲ

張ハ
リ
ノ

連ム
ラ
ジ

等ラ

之ガ

祖オ
ヤ

、
１

意オ

ホ

ナ
富
那
毘ビ

之ノ

妹イ
モ

、
葛カ

ヅ
ラ

城キ

之ノ

、
高タ

カ

千チ

那ナ

毘ビ

賣メ
ニ

一

〔
那
毘
二
字
以
レ
音
〕
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

２
子コ

、
味ウ

マ

師シ

内ウ
チ
ノ

宿ス
ク

祢ネ

、〔
此コ

者ハ

山ヤ
マ

代シ
ロ
ノ

内ウ
チ
ノ

臣オ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

也ナ
リ

〕

○
建
沼
河
別
命
、
沼
河
ハ
、
上
の
神
沼
河
耳

ノ
命
に
、
お
な
じ

○
阿
倍
臣
、
式
に
、
大
和
国
城
上
郡
、
高
屋
安
倍
神
社
と
あ
り
、
此
地
よ
り
、
出
た
る

姓
な
る
べ
し
、
天
武
十
三
年
紀
に
、
阿
倍

ノ
臣
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
比
古
伊
那
許
志
別
命
、
名
義
詳
な
ら
ず

○
膳
臣
ハ
、
上
巻
室
壽
詞
に
、
櫛
八
玉
神

ヲ
、
為
二

膳カ
シ
ハ
デ
ト夫

一
と
、
あ
る
処
に
注
り
、
景
行
紀
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○
高タ

カ

千チ

那ナ

毘ビ

賣メ

、
名ノ

義
、
千
は
、
上
に
見

え
た
る
、
千チ

ヂ々

速ハ
ヤ

の
千チ

ヂ々

に
同
じ
、
那ナ

は
、

名
か
、
兄ノ

名
稻イ

ナ

日ヒ

と
、
舊
事
紀
に
書
る
に

依ラ

ば
、
稻イ

ネ

の
意
か
、

イ
雀

１
ガ

２
ヲ
カ
ラ
ノ
（
小
柄
は
、
袁ヲ

加カ

良ラ

と
訓
べ
し
、（
略
）
和
名
抄
に
、
柄ハ

、
器
物ノ

莖
柯
也
、
和
名
衣エ

、
一
云
賀カ

良ラ

）

に
、
膳
臣

ノ
遠
祖
、
名

ハ
磐
鹿
六ム

ツ

雁カ
リ

以
レ

蒲カ
マ
ヲ

為
二
手タ

繦ス
キ
ト

一、
白ウ

ム
キ
ヲ蛤

為
レ

膾
ナ
マ
ス
ト

而
進
之
、
と
あ
り
、

天
武
十
三
年
紀
に
、
膳

ノ
臣
賜
レ
姓
、
曰
二
朝
臣
一

○
尾
張
連
ハ
、
孝
昭
段
に
、
尾
張
連
之
祖
、
奥
津
余
曽
、
と
あ
る
処
に
云

ヘ
り

○
意
富
那
毘
、
記
傳
に
、
舊
事
紀
を
引
て
、
饒
速
日
命
、
七
世
孫
、
建
諸
隅
命
の
子
、
市

大
稲
日
命
、
と
同
人
也
、
と
云

ヘ
り

○
高
千
那
毘
賣
、
名
義
詳
な
ら
ず
、
注
那
毘
賣
三
字
、
と
為
べ
し

○
味
師
内
宿
祢
、
味
師
ハ
美
称
也
、
内
ハ
、
大
和
国
郡
名
宇
智
也
、
宿
祢
ハ
、
私
記
に
、

昔
称
二
皇
子
一、
為
二
大オ

ホ
エ
ト兄

一、
又
称
二
近
臣
一、
為
少ス

ク
ナ
エ兄

一
也
、
宿ス

ク

祢ネ

之
義
、
取
二
於
少
兄
一
也
、

と
あ
り
、
少
兄
の
切

リ
、
ス
ク
ネ
な
り

○
山
代

ノ
内

ノ
臣
、
和
名
抄
に
、
山
城
国
綴
喜
郡
宇
智
郷
式
に
同
郡
内

ノ
神
社
も
あ
り
記
傳

に
、
此
人
の
子
孫
、
後
に
山
城
国
に
移

リ
住
め
る
が
、
舊モ

ト

の
大
和
の
居
地
を
取

リ
て
、
其

所
を
も
内
村
と
、
云

ヘ
る
と
云

ヘ
り

�

又マ
タ

娶
ミ
ア
ヒ
テ

二
木キ

ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

之ノ

祖オ
ヤ

、
宇ウ

豆ヅ

比ヒ

古コ
１

之ノ

妹イ
モ

、
山ヤ

マ

下シ
タ

影カ
ゲ

日ヒ

賣メ
ニ

一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

子コ

、
建タ

ケ

内ウ
チ
ノ

宿ス
ク

祢ネ

、
此コ

ノ

建タ
ケ

内ウ
チ
ノ

宿ス
ク

祢ネ

之ノ

子コ

、
并

ア
ハ
セ
テ

九
コ
ヽ
ノ
タ
リ

、〔
男ム

ス
コ

七
ナ
ヽ
タ
リ

、
女ム

ス
メ

二フ
タ
リ

〕
波ハ

多タ
ノ

八ヤ

代シ
ロ
ノ

宿ス
ク

祢ネ

者ハ

、〔
波ハ

多タ
ノ

臣オ
ミ

、
林

ハ
ヤ
シ
ノ

臣オ
ミ

、
波ハ

美ミ
ノ

臣オ
ミ

、
星ホ

シ

川カ
ハ
ノ

臣オ
ミ

、
淡ア

フ
ミ
ノ
オ
ミ

海
臣
、
長ハ

ツ

谷セ

部ベ
ノ

君キ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

也ナ
リ

〕
次ツ

ギ
ニ

許コ

勢セ
ノ

２
小ヲ

柄ガ
ラ
ノ

宿ス
ク

祢ネ

者ハ

、〔
許コ

勢セ
ノ

臣オ
ミ

、
イ

萑サ
ヾ
キ

部ベ
ノ

臣オ
ミ

、
軽カ

ル

部ベ
ノ

臣オ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

也ナ
リ

〕
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○（
宇
豆
比
古
に
つ
い
て
）
名ノ

義
、
白カ

檮シ

原バ
ラ
ノ

宮ノ

段
な
る
、
槁サ

ヲ

根ネ

津ツ

日ヒ

子コ

の
名
を
、
書

紀
に
珍ウ

ヅ

彥ヒ
コ

と
あ
る
、
其ソ

レ

と
同
じ
か
る
べ
し
、

（
略
）
今ノ

世
に
、
紀ノ

國
若
山
の
内
に
、
宇
治

と
云
處
あ
り
、
此
地ノ

名
に
依
れ
る
名
な
る

べ
し
、

◯
木
国
造
ハ
、
国
造
本
紀
に
、
紀
伊
国
造

ハ
、
橿
原

ノ
朝

ノ
御
世
、
神
皇
産
霊
命
、
五
世
孫
、

天
ノ

道
根
命
、
定
二
賜
国
造

ニ一

◯
宇
豆
比
古
記
傳
に
、
紀
伊
国
若
山

ノ
辺

リ
に
、
宇
治
て
ふ
地
名
あ
り
と
、
云

ヘ
り
、
紀
に
、

兎ウ

道ヂ

彦
に
作
れ
り

◯
山
下
影
日
賣
、
名
義
上
巻
、
下シ

タ
テ
ル光

比
賣
の
処
に
注
せ
り
、
影
ハ
輝

ク
に
お
な
じ

◯
建
内
宿
祢
、
建
ハ
称

ヘ
名
、
内
ハ
味
師
内
に
お
な
じ

◯
男
ハ
、
重
之
集
に
、
三
位
大
貳
ハ
、
故
小
野
宮
の
、
大
殿
の
む
す
こ
也
と
あ
る
に
よ

り
て
よ
ミ
つ

◯
波
多
八
代
宿
祢
、
波
多
ハ
、
式
に
大
和
国
高
市
郡
波
多
神
社
あ
り
、
此
外
に
も
、
猶

多
か
り
、
八
代
、
紀
に
矢
代
に
作
れ
り
、
強
て
名
義
を
、
求

ム
べ
か
ら
ず

◯
波
多
臣
、
天
武
十
三
年
紀
に
、
波
多
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

◯
林
臣
、
和
名
抄
に
、
河
内
国
志
紀
郡
、
拝
志
郷
あ
り
、
此
地
に
依
れ
る
姓
也
、
天
武

十
三
年

ノ
紀
に
、
林
臣
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一、
續
紀
卅
九
に
、
河
内
国
志
紀
郡
人
林
臣
海
主
、

野
守
等
、
改
レ
臣
賜
二
朝
臣
一

◯
波
美
臣
、
式
に
近
江
国
、
伊
香
郡
波
弥
神
社
、
丹
後
国
、
丹
波
郡
波
弥
神
社
あ
り
是

等
の
地
に
よ
り
た
る
姓
な
る
べ
し
、
天
武
十
三
年
紀
に
、
波
弥

ノ
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

◯
星
川
臣
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
山
辺
郡
、
星
川
郷
あ
り
、
天
武
十
三
年
紀
に
、
星
川
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臣
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

◯
淡
海
臣
、
近
江
国
に
、
依
れ
る
姓
か

◯
長
谷
部
君
、
和
名
抄
に
、
参
河
国
碧
海
郡
、
谷
部
郷
あ
り
、
續
紀
廿
九
に
、
参
河
国

碧
海
郡
人
、
長
谷
部

ノ
文
選
、
と
あ
る
は
、
他
姓
か
、
舊
事
紀
に
、
五イ

サ
十
狹
城
入
彦
命

ハ
、

三
河
国
長
谷
部
直
祖
、
と
あ
れ
バ
也

◯
許
勢
小
柄
宿
祢
、
許
勢
ハ
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
高
市
郡
、
巨
勢
郷
あ
り
、
此
地
に

由
あ
り
と
見
ゆ
、
猶
此
人
の
事
續
紀
十
八
、三
代
實
録
五
に
、
見
え
た
り

○
許
勢
臣
、
上
に
云

ヘ
る
が
如
し
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
巨
勢
臣
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一、
と

あ
り
、
猶
神
八
井
耳
命
の
、
御
末
に
も
、
同
姓
見
ゆ

○
軽
部
臣
ハ
、
大
和
国
高
市
郡
な
る
、
軽
よ
り
出
た
る
姓
か
、
和
名
抄
、
和
泉
国
和
泉
郡
、

備
中
国
窪
屋
郡
等
に
、
軽
部
郷
あ
り
て
、
加
留
部
、
と
注
し
、
此
外
、
伹
馬
国
養
父
郡
、

備
前
国
赤
坂
郡
、
下
野
国
河
内
郡
に
も
、
並

ヒ
軽
部

ノ
郷
あ
り
、
軽
部

ノ
氏
人
の
、
住
し
地

な
る
べ
し
、類
聚
国
史
、五
十
四
、天
長
元
年
十
一
月
、下
野
国
云
々
、主
帳
外
大
初
位
上
、

勲
八
等
、
軽
部
豊
益
、
と
あ
る
ハ
此
氏
人
か
、
舊
事
紀
に
、
王
勝
山
代
根
古
命

ハ
、
軽
部

造
ノ

祖
、
と
あ
る
ハ
、
姓
氏
録
、
左
京
神
別
に
、
戴
た
る
軽
部
造
と
、
同
姓
に
て
、
饒
速

日
命
の
御
末
也
、
天
武
十
三
年
紀
に
、
軽
部

ノ
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一、
同
十
四
年

ノ
紀
に
、

軽
部
朝
臣
足
瀬
、
と
あ
る
ぞ
此
氏
人
な
る
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１
カ
ハ
ノ
ベ
ノ
オ
ミ

○
高タ

カ

向ム
コ
ノ

臣
、
此ノ

地
も
慥タ

シ
カ

に
定
め
が
た
し
、

�

次ツ
ギ
ニ

蘓ソ

賀ガ
ノ

石イ
シ

河カ
ハ
ノ

宿ス
ク

祢ネ

者ハ

、〔
蘓ソ

我ガ
ノ

臣オ
ミ

、
１

川カ
ハ

邊ベ
ノ

臣オ
ミ

、
田タ

中ナ
カ
ノ

臣オ
ミ

、
高タ

カ

向ム
コ
ノ

臣オ
ミ

、
小ヲ

治ハ
リ

田ダ
ノ

臣オ
ミ

、

櫻サ
ク
ラ
ヰ
ノ井

臣オ
ミ

、
岸キ

シ
ダ
ノ
オ
ミ

田
臣
等ラ

之ノ

祖オ
ヤ
ナ
リ也

〕
次ツ

ギ
ニ

平ヘ

群グ
リ
ノ

都ツ

久ク
ノ

宿ス
ク

祢ネ

者ハ

、〔
平ヘ

群グ
リ
ノ

臣オ
ミ

、
佐サ

和ワ

良ラ
ノ

臣オ
ミ

、

馬ウ
マ

御ミ

樴ク
ヒ
ノ

連ム
ラ
ジ

等ラ
ノ

祖オ
ヤ

也ナ
リ

〕

○
蘓
我
石
河
宿
祢
、
蘓
我
ハ
、
式
に
、
大
和
国
高
市
郡
、
宗
我
坐
、
宗
我
都
比
古

ノ
神
社
、

と
あ
り
て
、
今
も
曽
我
村
あ
り
、
石
河
ハ
、
河
内
国
の
郡
名
に
依

リ
た
る
名
な
り
、
三
代

實
録
、
卅
二
に
、
宗
我

ノ
石
川

ハ
、
生
二
於
河
内
国

ノ
石
河

ノ
別
業
一、
故
以
二
石
川
一
為
レ
名
、

賜
二
宗
我

ノ
大
家
一
為
レ
居
、
因
賜
二
姓
宗
我

ノ
宿
祢
一、
と
あ
り

○
蘓
我

ノ
臣
ハ
、
上
に
云

ヘ
る
が
如
し
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
石
川

ノ
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
川
邊
臣
、
此
地
名
は
、
諸
国
に
多
か
れ
ば
、
定

メ
が
た
し
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
川

邊
ノ

臣
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
田
中
臣
、
舒
明
紀
に
、
天
皇
二
居
田
中

ノ
中
宮
一
と
あ
る
ハ
大
和
国
高
市
郡
に
て
、
大

和
志
に
、
同
郡
田
中
村
あ
り
、
又
三
代
實
録
十
に
、
授
二
大
和
国
、
無
位
田
中

ノ
神
從
五

位
下
一、
と
あ
る
ハ
大
和
志
に
、
添
下
郡

ノ
條
に
載
た
り
、
同
郡
に
、
田
中

ノ
杜
も
あ
れ
バ
、

孰
レ

な
ら
む
、
定

メ
が
た
し
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
田
中

ノ
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
高
向
臣
、
河
内
国
錦
部
郡
に
、
高
向
村
あ
り
、
土
人
は
、
タ
カ
ウ
カ
、
と
呼

ヘ
れ
ど
、

必

訛
也
、此
地
名
、越
前
因
幡
等
に
あ
れ
ど
、其

レ
に
ハ
あ
ら
じ
、異
姓
に
ハ
孝
徳
紀
に
、
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高
向

ノ
博
士
、
黒
麿
、
續
紀
十
八
に
、
高
向

ノ
村ス

ク
リ主

老オ
ユ

、
類
聚
国
史
、
五
十
四
に
、
高
向
史
、

公
守
、
な
ど
見
え
た
り
、
天
武
十
三
年
紀
に
、
高
向
臣

ニ
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
小
治
田
臣
、
是
ハ
推
古
天
皇
の
、
大
宮
地
に
て
、
紀
に
小ヲ

墾ハ
リ

田
に
作
れ
り
、
大
和
志
に
、

在
二
高
市
郡
豊
浦
村
一、
と
記
せ
り
、
允
恭
紀
に
、
小
墾
田

ノ
采
女
、
安
閑
紀
に
、
小
墾
田

ノ

屯ミ
ヤ
ケ倉

、
欽
明
紀
に
、
小
墾
田

ノ
家
、
持
統
紀
に
、
小
墾
田
寺
、
な
ど
古

ヘ
ハ
名
高
く
、
聞
え

し
を
、
今
ハ
村
名
に
だ
に
、
存ノ

コ

ら
ず
て
失

セ
た
り
き
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
小
墾
田

ノ
臣

ニ

賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
櫻
井
臣
、
和
名
抄
に
、
河
内
国
河
内
郡
、
櫻
井
郷
あ
り
、
安
閑
紀
に
、
櫻
井

ノ
屯ミ

ヤ
ケ倉

、

崇
峻
紀
に
、
櫻
井
寺
、
續
紀
十
五
に
、
櫻
井
頓
宮
な
ど
、
甚イ

ト

名
高
く
聞
え
し
も
、
今
廢

メ
、

六
萬
寺
村
に
、
其
名
存ノ

コ

れ
る
由
、
河
内
志
に
見
え
た
り
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
櫻
井

ノ
臣
、

賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
岸
田
臣
、
大
和
志
に
山
辺
郡
に
岸
田
村
あ
り
、
文
徳
實
録
九
に
、
摂
津
国
人
、
岸
田

朝
臣
全
継
、
と
云

フ
人
見
ゆ
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
岸
田
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
平
群
都
久
宿
祢
、
平
群
ハ
、
大
和
国
の
郡
名
也
、
都
久
ハ
、
木ツ

ク菟
て
ふ
鳥
に
て
、
鴟ト

ビ

に
似
て
小

シ
、
兎

ノ
頭
に
し
て
、
毛
角
あ
り
と
、
和
名
抄
に
見
え
た
り
、
此
鳥
産
屋
に
入

し
故
事
、
仁
徳
紀
に
見
え
た
り
、
文
長
け
れ
バ
略

ス

○
平
群
臣
ハ
、
上
に
云

ヘ
り
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
平
群

ノ
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一
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イ
沼

１
タ
マ
デ
ノ
オ
ミ

２
イ
ソ
ヂ
マ
リ
ナ
ナ
ツ

○
佐
和
良
臣
、
按
に
筑
前
国
、
郡
名
に
早
良
あ
り
、
和
名
抄
に
、
佐
波
良
と
注シ

ル
セ

る
ハ
、

誤
れ
り
サ
ワ
ラ
と
改

ム
べ
し
、
然

レ
ど
も
、
是コ

ハ
其

レ
に
ハ
あ
ら
じ
、
河
内
国
郡
名
讃サ

ラ

良ヽ
を
、

持
統
紀
に
、
更
荒
郡
に
作
れ
り
、
上
代
に
、
佐
和
良
と
云

ヒ
し
も
知

ル
べ
か
ら
ず
、
猶
よ

く
考
べ
し

○
馬
御
樴
連
、
考

ヘ
な
し
、
姓
氏
録
に
馬
工
連

ハ
、
平
群

ノ
朝
臣
同
祖
、
平
群
木ツ

兎ク
ノ

宿
祢
之

後
也
、
と
あ
り
、
工
と
御
樴
ハ
、
同
訓
な
る
べ
し

�

次ツ
ギ
ニ

木キ
ノ

角ツ
ヌ
ノ

宿ス
ク

祢ネ

者ハ

、〔
木キ

ノ
オ
ミ臣

、
都ツ

奴ヌ
ノ

臣オ
ミ

、
坂サ

カ

本モ
ト
ノ

臣オ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

〕
次ツ

ギ
ニ

久ク

米メ

能ノ

、
摩マ

イ

ト

ヒ

メ

伊
刀
比
賣
、

次ツ
ギ
ニ

怒ヌ

能ノ

伊イ

呂ロ

比ヒ

賣メ

、
次ツ

ギ
ニ

葛カ
ヅ
ラ

城キ
ノ

、
長ナ

ガ
エ
ノ江

、
曽ソ

ツ

ビ

コ

ハ

都
毘
古
者
、〔

１
玉タ

マ
テ
ノ手

臣オ
ミ

、
的

イ
ク
ハ
ノ

臣オ
ミ

、
生イ

ク

江エ
ノ

臣オ
ミ

、
阿ア

藝ギ

那ナ
ノ

臣オ
ミ

等ラ

之ノ

祖オ
ヤ

也ナ
リ

〕
又マ

タ

若ワ
ク

子ゴ
ノ

宿ス
ク

祢ネ
ハ

〔
江エ

イ
野ヌ

財マ
ノ

臣オ
ミ

、
之ノ

祖オ
ヤ

〕
此コ

ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

、
御ミ

年ト
シ

２
伍イ

ソ

拾チ
マ
リ

漆ナ
ヽ

歳ツ

、
御ミ

陵ハ
カ
ハ

、
在ア

リ
二

劔
ツ
ル
ギ
ノ

池イ
ケ

之ノ

中ナ
カ
ノ

岡ヲ
カ
ノ

上ヘ
ニ

一
也

○
木

ノ
角
宿
祢
、
木
は
紀
伊
国
な
る
べ
し
、
角ツ

ヌ

ハ
、
記
傳
に
、
周
防
国
郡
名
都
濃
也
、
其

ハ
国
造
本
紀
に
、
都
怒

ノ
国
造

ハ
、
難
波
高
津

ノ
朝

ニ
、
紀
臣
同
祖
、
都
怒

ノ
足ス

ク
ネ
ノ尼

児
、
田
鳥

ノ
足
尼

ニ
、
定
二
賜
国
造

ヲ一
、
と
あ
る
を
引
出
た
り

○
木
臣
、
上
に
お
な
じ
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
紀
臣

ニ
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
都
怒
臣
、
上
の
角ツ

ヌ

に
、
お
な
じ
き
由
ハ
、
雄
略
九
年

ノ
紀
に
見
え
た
り
、
文
長
け
れ
ハ
略

ス
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○
坂
本
臣
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
坂
本

ノ
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一、
續
紀
卅
六
に
、
和
泉

国
和
泉
郡
人
、
坂
本
臣
糸
麻
呂
等
、
六
十
四
人
、
賜
二
姓
朝
臣
一、
續
後
紀
五
に
、
讃
岐
国

人
、
右
少
史
、
從
四
位
上
、
坂
本

ノ
鷹
野
、
請
下
除
二
讃
岐
之
籍
帳
一、
復
中
和
泉
舊
墟
上、
許
之
、

和
名
抄
に
、
和
泉
国
和
泉
郡
、
坂
本

ノ
郷
あ
り

○
久
米
能
摩
伊
刀
比
賣
、
久
米
ハ
、
大
和
国
高
市
郡
、
郷
名
に
て
、
神
武
紀
に
、
來ク

メ目

邑
雄
略
紀
に
、
來
目
水ガ

ハ

、
と
あ
り
、
此
地
な
り
、
摩
ハ
真
に
て
、
伊
刀
は
、
親
む
詞
也

○
怒
能
伊
呂
比
賣
、
怒
能
考

ヘ
な
し
、
伊
呂
ハ
愛

ウ
ツ
ク
シ

む
詞

○
葛
城
長
江
、
曽
都
毘
古
、
長
江
ハ
、
神
武
紀
に
、
臍
見
長
柄
、
と
あ
る
は
、
葛
上
郡

な
れ
バ
、
長ナ

ガ

柄
と
、
よ
ミ
て
同
地
な
ら
む
か
と
、
思
ひ
し
か
ど
、
夫
木
集
に
、
は
か
な
ヽ

が
ら
、
と
云
係

ケ
た
れ
バ
、
長
柄
は
、
ナ
ガ
ラ
に
て
、
長
江
と
ハ
、
別
地
な
り
、
猶
他
国

に
ハ
、
此
地
名
あ
れ
ど
、
此コ

ヽ

ハ
必
葛
城
の
内
に
、
あ
る
べ
し
、
曽
都
詳
な
ら
す
、
万
葉

十
一
に
、
葛カ

ヅ
ラ

木キ

之ノ

、
其ソ

津ヅ

彦ビ
コ

真マ

弓ユ
ミ

、
と
も
あ
れ
バ
、
武
き
人
に
ぞ
有

リ
け
む

○
玉
手
臣
ハ
、
大
和
国
、
葛
上
郡
の
地
名
也
、
天
武
十
三
年

ノ
紀
に
、
玉
手

ノ
臣

ニ
、
賜
レ

姓
曰
二
朝
臣
一

○
的
臣
、的

ノ
字
を
、イ
ク
ハ
と
訓
め
る
は
、景
行
十
八
年

ノ
紀
に
、見
え
た
り
、和
名
抄
に
、

射
垜
を
、
以
久
波
止
古
路
、
と
注
せ
り
、
即

チ
的
場
也
、
か
ヽ
る
姓
を
、
賜
へ
る
ゆ
ゑ
ハ
、

曽
都
毘
古
の
末
に
、
盾タ

テ

人
ノ

宿
祢
と
云

フ
人
鐵
的
を
、
射
通

シ
し
を
、
賞メ

デ

給
ひ
て
、
的

ノ
臣

      



279 敷田年治『古事記標注』の翻刻と研究（二）

○
生イ

ク

江エ
ノ

臣
、生
江
、地ノ

名
と
聞
え
た
れ
ど
も
、

何
イ
ヅ
レ
ノ

國ク
ニ

に
か
、
未ダ

考ヘ

得
ず
、

○
阿ア

藝ギ

那ナ
ノ

臣
、
是レ

も
地ノ

名
か
、
未ダ

考ヘ

得
ず
、

○（
若
子
宿
禰
に
つ
い
て
）
若
子
は
（
略
）

古ヘ

に
少ワ

壯カ

き
人
を
美ホ

メ

て
云
る
稱
な
り
、

を
賜
ひ
し
事
、
仁
徳
十
二
年

ノ
紀
に
、
見
え
た
り

○
生
江
臣
、
生
江
ハ
、
越
前
国
の
、
地
名
な
る
べ
し
、
日
本
後
紀
五
に
、
生
江
臣
家
道

ノ
女
、

逓
二
送
於
本
国
一、
家
道

ノ
女

ハ
、
越
前
国
、
足ア

ス

羽ハ

郡
人
云
々
、
三
代
實
録
十
三
に
、
越
前
国

足
羽
郡

ノ
人
、
生
江

ノ
恒
山
云
々
、
令
二
遠
流
一、
ま
た
越
前
国
、
今
立
郡
大
領
、
外
正
六
位

上
、
生
江

ノ
臣
氏
緒

ニ
授
二
借
外
從
五
位
下
、
と
見
え
た
り

○
阿
藝
那
臣
ハ
、三
代
實
録
十
三
に
、讃
岐
国

ノ
、少
目
、阿
伎
奈

ノ
臣
安
継
、と
云
人
見
ゆ
、

伎
ノ

字
ハ
本
に
波
に
誤
れ
る
を
、
類
聚
国
史
に
、
校

ヘ
て
改

メ
引
つ

○
若
子
宿
祢
ハ
、
異コ

ト

な
る
意
な
し

○
江
野
財
臣
、
財

ノ
字
ハ
間マ

の
誤

リ
な
ら
む
と
、
延
佳
か
改

メ
た
る
に
、
從
ふ
へ
し
、
三
代

實
録
十
三
に
、
讃
岐
国
浪
人
、
江
沼

ノ
美
都
良
麿
、
と
云

フ
人
見
え
た
れ
バ
、
上
の
阿
藝

那
ノ

臣
に
も
、
縁ヨ

シ

あ
り
て
聞
ゆ
、
今
案
に
、
国
造
本
紀
に
、
江
沼

ノ
国
造
云
々
、
武
内
宿

祢
四
世
孫
、
志
波
勝

ノ
足ス

ク

尼ネ

、
定
二
賜
国
造
一
と
あ
り
、
是
は
加
賀
国
、
郡
名
に
て
、
欽
明

紀
に
、
越
人
江
渟ヌ

マ
ノ

臣
裙モ

代
、
な
ど
見
ゆ

○
伍
拾
漆
歳
ハ
、
不
審
な
り
紀
に
五
十
七
年
秋
九
月
云
々
崩
、
と
あ
れ
バ
、
在
位
の
間
を
、

御
齢
の
數
に
、
誤

リ
傳

ヘ
た
る
な
る
へ
し

○
劔
池
、
諸
陵
式
に
、
在
二
大
和
国
高
市
郡
一、兆
域
東
西
二
町
、
南
北
一
町
、
守
戸
五
烟
、

大
和
志
に
、
在
二
石
河
邑
劔
池
南

ニ一
と
あ
り
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◎
開
化
天
皇

１
オ
ホ
ビ
ビ
ノ
ミ
コ
ト

◯（
大
縣
主
に
つ
い
て
）
大オ

ホ

と
云
は
、
臣オ

ミ

に

大オ
ホ

臣オ
ミ

、
連ム

ラ
ジ

に
大オ

ホ

連ム
ラ
ジ

と
云フ

類ヒ

の
例
に
て
加ク

ハ

へ
稱タ

タ

へ
た
る
號ナ

な
り
、（
略
）
又
一ツ

の
考ヘ

あ

り
、
其ソ

は
志
賀ノ

宮ノ

段
に
云
べ
し
、

◯
由ユ

碁ゴ

理リ

、
名ノ

意
未ダ

思ヒ

得
ず
、
許コ

理リ

と
云

例
は
、
書
紀
景
行ノ

卷
に
、
武タ

ケ

國ク
ニ

凝コ
リ

別ワ
ケ
ノ

皇ミ

子コ

、
神
功ノ

卷
に
、
熊ク

マ

之ノ

凝コ
リ

、
應
神ノ

卷
に
、

浦ウ
ラ

凝コ
リ

別ワ
ケ

な
ど
あ
り
、
又
上
卷
隱
伎ノ

嶋
の
亦ノ

名
、
忍オ

シ

許コ

呂ロ

別ワ
ケ

な
ど
の
許コ

呂ロ

も
同
じ
き
か
、

�

若ワ
カ

倭ヤ
マ
ト

根ネ

子コ

、日ヒ

子コ
１

大フ
ト

毘ビ

毘ビ
ノ

命ミ
コ
ト

、
坐

マ
シ
〳
〵

二
春カ

ス
ガ日

之ノ

伊イ

邪ザ

河カ
ハ
ノ

宮ミ
ヤ
ニ

一、
治

シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一
也
、

此コ
ノ

天ス
メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
娶メ

シ
テ

二
旦タ

ニ

波ハ

之ノ

、
大オ

ホ

縣ア
ガ
タ

主ヌ
シ

、
名ナ

ハ

由ユ

碁ゴ

理リ

之ガ

女ム
ス
メ

、
竹タ

カ

野ヌ

比ヒ

賣メ
ヲ

一

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、

比ヒ

古コ

由ユ

牟ム

須ス

美ミ
ノ

命ミ
コ
ト

〔
一
柱
此
王
名
以
レ
音
〕

○
若
倭
根
子
日
子
大
毘
々
命
ハ
、
後
に
開
化
と
、
謚

シ
奉
れ
り

○
伊
邪
河
宮
、
式
に
大
和
国
添
上
郡
、
率イ

ザ

川
阿
波
神
社
、
と
あ
り
此
地
也

○
旦
波
ハ
、
丹
波

ノ
国
也

○
大
縣
主
の
、
大
ハ
称

ヘ
た
る
の
ミ
に
ハ
あ
ら
じ
縣
主
の
中
に
て
長ヲ

サ

た
る
を
云

ヘ
る
な
る

べ
し
雄
略

ノ
段
に
志
幾
之
大
縣
主
と
云

フ
も
見
ゆ

○
由
碁
理
考
な
し
、
抑
人
名
ハ
、
其
人
々
の
心
と
し
て
、
左カ

に
も
右カ

ク

に
も
、
名ナ

ヅ着
け
お

き
し
事
、
古

ヘ
も
今
も
お
な
じ
、
然

ル
に
強
て
其
義
を
求
む
と
す
な
る
は
、
至
愚
の
業
也
、

記
傳
ハ
か
ヽ
る
癖
あ
り
て
、
曲

ケ
て
其
義
を
、
説
け
る
が
多
か
り
、
末
代
學

ノ
弊
と
云

フ
べ

し
、
我
標
注
に
、
強シ

ヒ

ざ
る
こ
と
の
、
其
心
し
て
見

ル
べ
し

○
竹
野
比
賣
、
竹
野
ハ
、
丹
後
国
の
郡
名
に
て
、
和
名
抄
に
、
多
加
乃
と
注
せ
り
、
然

ル

に
、
旦
波
之
大
縣
主
云
々
、
と
あ
る
ハ
、
和
銅
六
年
四
月
紀
に
、
割
二
丹
波
国
五
郡
一、
始

置
二
丹
後
国
一、
と
詔
出
給
し
時
よ
り
、
分
れ
た
り

○
比
古
由
牟
須
美
命
、
紀
に
彦
湯
産
隅
、
に
作
れ
り
、
姓
氏
録
に
、
忍
海
部

ハ
、
開
化
天
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１
ミ
マ
マ
ハ
ハ
（
庶
母
は
、
美ミ

麻マ

マ々

波ハ

ハ々

と
訓
む
べ
し
、【
美ミ

は
御
な
り
、】）

２
ミ
ア
ヒ
マ
シ
テ

◯（
御
真
木
入
日
子
印
惠
命
に
つ
い
て
）
御

名ノ

義
、
御ミ

眞マ

詳サ
ダ
カ

な
ら
ず
、
木キ

は
城キ

か
、
入イ

リ

は
、
伊イ

呂ロ

兄セ

伊イ

呂ロ

妹ド

な
ど
の
伊
呂
と
一ツ

に

て
、
親シ

タ
シ

み
愛ウ

ツ
ク

し
み
て
云
る
稱ナ

な
り
、（
略
）

印イ
ニ

惠ヱ

、
印
は
伊イ

爾ニ

二
音
を
合
せ
た
る
假
名

な
り
、
書
紀
に
、
五イ
十
瓊ニ

殖ヱ

と
書
れ
た
る

に
て
知
る
べ
し
、
言コ

ト
ノ

義コ
コ
ロ

は
、
未ダ

思ヒ

得
ず
、

皇
皇
子
、
比
古
由
牟
須
美
命
、
之
後
也

�

又マ
タ

娶
ミ
ア
ヒ
テ

二
１

庶マ
ヽ
ハ母ヽ

伊イ

賀ガ

迦ヽ
色シ

許コ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ニ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、
御ミ

真マ

木キ

入イ
リ

日ビ

子コ

印イ
ニ

惠ヱ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
印
惠�

二
字
以
レ
音
〕
次
御ミ

真マ

津ツ

比ヒ

賣メ
ノ

命ミ
コ
ト

、〔
二
柱
〕
又マ

タ

娶メ
シ
テ

二
丸ワ

迩ニ
ノ

臣オ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

、
日ヒ

子コ

国ク
ニ

意オ

祁ケ

都ツ
ノ

命ミ
コ
ト

之ノ

妹イ
モ

、意オ

祁ケ

都ツ

比ヒ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ヲ

一、〔
意
祁
都
三
字
以
レ
音
〕
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

子コ

、日ヒ

子コ

坐イ
マ
ス

王ミ
コ

〔
一
柱
〕

○
伊
賀
迦
色
許
賣
命
、
上
に
注

ヘ
り

○
御
真
木
入
日
子
印
惠
命
、御
真
ハ
、字
の
如
く
、称

ヘ
也
、木
ハ
君
の
借
字
入
は
親
む
詞
、

印
惠
、
紀
に
五イ十
瓊ニ

殖ヱ

に
作
れ
り
、
五
十
瓊
ハ
、
字
の
如
く
称

ヘ
也
、
殖ヱ

ハ
咲ヱ

な
る
べ
し

○
御
真
津
比
賣
命
、
御
兄
の
、
御
名
に
同
し

○
凡
迩
臣
、
式
に
大
和
国
、
添
上
郡
、
和
尓
下
神
社
、
大
和
志
に
、
同
郡
和
尓
村
あ
り
、

孝
昭
紀
に
、
天
足
彦
国
押
人
命

ハ
、
此

レ
和
珥
臣
等

ノ
始
祖
也
、
と
あ
り

○
日
子
国
意
祁
都
命
、
紀
及
姓
氏
録
に
、
意
祁
都
を
、
姥
津
に
作
れ
り
、
姥
ハ
年
長タ

ケ

た

る
称
に
て
、
奥オ

キ

の
轉
也
、
翁オ

キ
ナ

の
オ
キ
も
お
な
じ

○
日
子
坐
王
、
姓
氏
録
、
軽

ノ
我ア

孫ビ
コ

ノ
公

ノ
下
に
、
彦
今イ

マ

簀ス

に
作
れ
り
、
名
義
考
な
し
、
扨

王
と
申
す
御ミ

ナ号
、
紀
記
共
に
、
此
御
子
よ
り
見

エ
初
た
り
、
紀
に
ハ
、
天
皇
の
御
子
を
、

皇
子
と
称
し
、
皇
孫
以
下
を
、
王
と
称
し
、
共
に
ミ
コ
と
よ
め
る
を
、
中
昔
よ
り
親
王

２
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１
ミ
コ
ノ
カ
ミ

２
サ
ヌ
ギ
タ
リ
ネ
ノ
ミ
コ

３
フ
タ
バ
シ
ラ

４
フ
タ
バ
シ
ラ
（
二
王

は
、
二フ

タ

柱バ
シ
ラ

之ノ

御ミ

子コ

と
訓
べ
し
、【
上
の
註

の
二
王
は
、
た
ゞ
布フ

多タ

婆バ

志シ

良ラ

と
訓
べ
し
、

前
後
に
一
柱
三
柱
な
ど
と
註
せ
る
と
同
じ

け
れ
ば
な
り
、
凡
て
其ソ

處コ

の
さ
ま
に
隨ヒ

て
、

同
字
も
訓ヨ

ミ

ざ
ま
の
變
る
べ
き
こ
と
、
此ノ

類

多
し
、】）
５
カ
リ
バ
タ
ト
ベ
ニ

を
任
し
、
其
他
総
て
、
王
と
称
し
、
オ
ホ
キ
ミ
と
唱
へ
、
姓
を
賜
は
ら
て
王
名
を
廃
す

�

又マ
タ

娶メ
シ
テ

二

葛カ
ヅ
ラ

城キ

之ノ

、
垂タ

ル

見ミ
ノ

宿ス
ク

祢ネ

之ノ

女ム
ス
メ

、
ワ
シ

比ヒ

賣メ
ヲ

一

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

御ミ

コ子
、
建タ

ケ

豊ト
ヨ

波ハ

豆ヅ

羅ラ

和ワ

氣ケ
ノ

王ミ
コ

、

〔
一
柱
自
レ
波
下
五
字
以
レ
音
〕
此コ

ノ

天ス
メ
ラ
ミ
コ
ト皇

之ノ

御ミ

子コ

等タ
チ

、
并

ア
ハ
セ
テ

五イ
ツ

柱ハ
シ
ラ

、〔
男ヒ

コ

王ミ
コ

四
ヨ
ハ
シ
ラ

女ヒ
メ

王ミ
コ

一
ヒ
ト
ハ
シ
ラ

〕
故カ

レ

御ミ

真マ

木キ

入イ
リ

日ビ

子コ

印イ
ニ

惠ヱ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、

治
シ
ロ
シ
メ
シ
キ

二

天ア
メ
ノ

下シ
タ

一
也
、
其ソ

ノ
１

兄ミ
ア
ニ

、
比ヒ

古コ

由ユ

牟ム

須ス

美ミ
ノ

王ミ
コ

之ノ

子ミ
コ

、
大オ

ホ

筒ツ
ヽ

木キ

垂タ
リ

根ネ
ノ

王ミ
コ

、
次ツ

ギ
ニ

２
讃サ

ヌ

岐キ

垂タ
リ

根ネ
ノ

王ミ
コ

、〔
３

二フ
タ

王ハ
シ
ラ

讃
岐
二
字
以
レ
音
〕�

此コ
ノ

４
二フ

タ

王
ハ
シ
ラ
ノ
ミ
コ

之ノ

女
ミ
ム
ス
メ

、
五イ

ツ

柱ハ
シ
ラ

坐マ
シ
キ

也
、
次ツ

ギ
ニ

日ヒ

子コ

坐
イ
マ
ス
ノ

王ミ
コ

、
娶

ミ
ア
ヒ
テ

二
山ヤ

マ

代シ
ロ

之ノ

荏エ

名ナ

津ツ

比ヒ

賣メ

、
亦マ

タ
ノ

名ナ
ハ

５
苅カ

リ

幡ハ
タ

戸ト

辨ベ
ニ

一
〔
此
一
字
以
レ
音
〕

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

、
大オ

ホ

俣マ
タ
ノ

王ミ
コ

、
次ツ

ギ
ニ

小ヲ

俣マ
タ
ノ

王ミ
コ

、

次ツ
ギ
ニ

志シ

夫ブ

美ミ
ノ

宿ス
ク
ネ
ノ
ミ
コ

祢
王
〔
三
柱
〕

○

比
賣
、
記
傳
に
、
雄
略
天
皇
の
御
陵
、
多
治
比

ノ
高

を
、
紀
に
高
鷲
に
作
れ
る
に
、

依
リ

て
ワ
シ

と
よ
め
り

○
建
豊
波
豆
羅
和
氣
王
、
建
豊
は
称

ヘ
名
也
、
波
豆
羅
考
な
し

○
大
筒
木
垂
根
王
、
筒
木
ハ
地
名
に
て
、
山
城
国
、
郡
名
綴ツ

ヽ

喜キ

也
、
大
も
、
垂
根
も
、
尊
称

○
讃
岐
垂
根
王
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
、
廣
瀬
郡
散サ

ヌ
キ
ノ吉

郷
あ
り
、
式
に
同
郡
讃
岐
神
社

も
あ
れ
バ
、
此
地
に
由
あ
る
御
名
也

○
山
代
之
荏
名
津
比
賣
、
荏
名
津
ハ
山
城
志
に
綴
喜
郡
に
江
津
村
あ
り
是
か
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○
苅
幡
戸
辨
、
和
名
抄
に
、
山
城
国
相
樂
郡
、
郷
名
蟹
幡

ハ
、
加
無
波
多
、
と
あ
る
此
地

に
て
、
紙
幡
寺
と
云

フ
も
あ
り
、
是
を
今
昔
物
語
十
六
、
及
元
亭
釈
書
廿
八
に
ハ
、
久
世

郡
に
、
誤

リ
記
せ
る
を
、
山
城
志
に
相
樂
郡
に
出
せ
る
に
從
ひ
つ
、
但

シ
蟹カ

ニ
ハ
タ幡

と
書カ

け
る
ハ
、

佛
者
の
妄
作
に
、
出
た
る
附
會
に
て
、
素
よ
り
論

フ
に
た
ら
ず
、
中
昔
よ
り
綺

カ
ン
ハ
タ

又
紙

■
■

幡

な
ど
書
け
る
ハ
、
苅カ

リ

幡ハ
タ

の
轉
也
、
戸
辨
ハ
神
代
紀
に
、
石イ

シ

凝コ
リ

姥ド
メ
ノ

神
を
、
一
書
に
、
己イ

シ

凝コ
リ

戸ト

邊ベ

、
に
作
れ
る
、
戸
邊
に
同
し

○
大
俣
王
小
俣
王
、
考

ヘ
な
し

○
志
夫
美
宿
祢
王
、
式
に
伊
勢
国
、
安
濃
郡
、
志
夫
弥
神
社
あ
り
、
此
地
に
由
あ
る
か

�
又マ

タ

娶
ミ
ア
ヒ
テ

二
春カ

ス
ガ
ノ日

、
建タ

ケ
ク
ニ
カ
ツ

国
勝
戸ト

賣メ
１

之ノ

女ム
ス
メ

、
名ナ

ハ

沙サ

本ホ

之ノ

大オ
ホ

闇ク
ラ

見ミ

戸ト

賣メ
ニ

一

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

、
沙サ

ホ

ビ
本
毘

古コ
ノ

王ミ
コ

、
次ツ

ギ
ニ

袁ヲ

邪ザ

本ホ
ノ

王ミ
コ

、
次ツ

ギ
ニ

沙サ

ホ

ビ
本
毘
賣メ

ノ

命ミ
コ
ト

、
２

亦マ
タ
ナ
ハ名

、
佐サ

ハ

ヂ

ヒ

メ

波
遅
比
賣
、〔
此コ

ノ

沙サ

本ホ

毘ビ

賣メ
ノ

命ミ
コ
ト

者ハ

、
為マ

セ
リ

二
伊イ

久ク

米メ
ノ

天ス
メ
ラ

皇ミ
コ
ト

之ノ

后
キ
サ
キ
ト

一、
自
二
沙
本
毘
古
一
以
下
三
王

ノ
名
皆
以
レ
音
〕

次ツ
ギ
ニ

室ム
ロ

毘ビ

古コ
ノ

王ミ
コ

〔
四
柱
〕

◯
春
日
建
国
勝
戸
賣
ハ
、
称
名
也
、
此コ

ヽ

に
母

ノ
名
を
擧
た
る
ハ
、
故
あ
る
べ
し

◯
沙
本
之
大
闇
見
戸
賣
、
沙
本
ハ
、
大
和
国
添
上
郡
の
地
名
、
闇
見
ハ
、
式
に
若
狹
国
三
方

郡
、闇
見
神
社
あ
り
、此
御
子
と
、室
毘
古
王
ハ
、次
に
若
狹
之
耳
別

ノ
祖
、と
あ
る
に
縁ヨ

シ

あ
り

１
ガ

２
マ
タ
ノ
ミ
ナ
ハ
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◯
沙
本
毘
古
王
ハ
、
御
母
の
居
地
に
、
依
れ
る
名
也

◯
袁
邪
本
王
ハ
、
佐
保
の
地
名
に
、
袁ヲ

を
冠
ら
せ
た
り
、
是
ハ
岐
蘓
を
、
袁
岐
蘓
、
と

云
ヘ

る
例
也

◯
沙
本
毘
賣
命
、
御
兄
に
お
な
じ
、
扨
春
哥
に
、
佐
保
姫
と
云

ヒ
、
秋
に
立
田
姫
、
と
云

ヘ�

る
は
、
奈
良
の
都
よ
り
、
東
西
に
あ
る
地
名
を
、
風ヲ

カ
シ流

く
作

リ
出
た
る
也
、
是
ハ
奈
良
の

頃
よ
り
や
云

ヒ
初
け
む
、
沙
本
山
は
、
今
奈
良
よ
り
五
六
町
、
西
に
當
り
、
麓
に
沙
本
川

あ
り
、
舊
都
は
、
此
山
よ
り
又
西

ノ
方
、
法
華
寺
の
、
邊

リ
な
り
し
と
、
土
人
云
へ
り

◯
佐
波
遅
比
賣
、名
義
詳
な
ら
ず
、
に
此
女
王
は
、婦
節
を
失
ひ
給
へ
り
、若

シ
ク

ハ
後
に
、

早サ

愧ハ
チ

と
負オ

ハ

せ
た
る
に
ハ
、
あ
ら
じ
か

◯
伊
久
米
天
皇
ハ
、
垂
仁
天
皇
を
申

ス

◯
室
毘
古
王
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
葛
上
郡
、
牟
婁

ノ
郷
あ
り
、
此
地
に
依
れ
る
御
名
也

�

又マ
タ

娶
ミ
ア
ヒ
テ

二

近チ
カ
ツ

淡ア
フ

海ミ

之ノ

御ミ

上カ
ミ
ノ

祝
ハ
フ
リ
ガ

、
以モ

チ

伊イ

都ツ

玖ク

、〔
此
三
字
以
レ
音
〕
天ア

メ

之ノ

御ミ

影カ
ゲ
ノ

神カ
ミ

之ノ�

１
女ム

ス
メ

、
息オ

キ

長ナ
ガ

水ミ
ヅ

依ヨ
リ

比ヒ

賣メ
ニ

一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

丹タ
ニ

波ハ
ノ

、
比ヒ

古コ

多タ

多ヽ
須ス

美ミ

知チ

能ノ

宇ウ

斯シ
ノ

王ミ
コ

、〔
此
王
名

以
レ
音
〕
次ツ

ギ
ニ

２
水ミ

ヅ

之ノ

穗ホ
ノ

真マ

若ワ
カ
ノ

王ミ
コ

、
次ツ

ギ
ニ

神カ
ム
オ
ホ
ネ
ノ
ミ
コ

大
根
王
、
亦マ

タ
ノ

名ナ
ハ

、
八ヤ

ツ

瓜リ

入イ
リ

日ビ

子コ
ノ

王ミ
コ

、
次ツ

ギ
ニ�

３
水ミ

ヅ
ノ

穗ホ
ノ

、
五イ

百ホ

依ヨ
リ

比ヒ

賣メ

、
次ツ

ギ
ニ

御ミ

井ヰ

津ツ

ヒ

メ
比
賣
〔
五
柱
〕

◯
佐サ

波ハ

遅ヂ

比ヒ

賣メ

、
御
名ノ

義コ
コ
ロ

未ダ

思ヒ

得
ず
、
是レ

も
地ノ

名
か
、

１
ミ
ム
ス
メ

２
ミ
ヅ
ホ
ノ
マ
ワ
カ
ノ
ミ
コ
（
之
穗
は
、

穗
之
を
下
上
に
誤
れ
る
な
る
べ
し
、【
此
名

下
に
出
た
る
處
に
は
、
之ノ

字
な
し
、
妹ノ

名ナ

に
も
之ノ

字
な
し
、】
故レ

美ミ

豆ヅ

本ホ

能ノ

と
訓
つ
、）

３
ミ
ヅ
ホ
ノ
イ
ホ
ヨ
リ
ヒ
メ
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◯
御
上
祝
、和
名
抄
に
、近
江
国
野
洲
郡
、三
上
郷
あ
り
、祝
ハ
、職
員
令
、祝
部
の
義
解
に
、

謂
為
二
祭
主
一
賛
辞
者
也
、
と
あ
り
、
名
義
ハ
禮ハ

フ

人リ

な
る
べ
し
、
上
代
匍
匐
す
る
を
、
礼
と

せ
し
ゆ
ゑ
、
匍ハ

匐フ

人リ

に
て
、
人
を
リ
と
、
云

ヘ
る
よ
し
は
、
国
典
字
徴
に
注

ヘ
り

◯
以
伊
都
玖
ハ
、
以モ

チ

齋イ
ツ
ク

也

◯
天
之
御
影
神
ハ
、
舊
事
紀
に
、
天

ノ
御
陰
命

ハ
、
凡
河
内

ノ
直
等
祖
、
と
あ
り
、
姓
氏
録
、

に
額
田
部
湯
坐

ノ
連

ハ
、
天
津
彦
根
命

ノ
子
、
明
立
天

ノ
御
影
命
之
後
也
、
と
あ
り
、
式
に

近
江
国
、
野
洲
郡
御
上
神
社
、
と
あ
る
ハ
、
此
御
影

ノ
神
に
や
、
霊
異
記
に
、
近
江
国
野

洲
郡
、
部
内
御
上

ノ
嶺

ニ
、
有
二
神
社
一、
名
曰
二
陁
我
大
神
一、
と
あ
る
ハ
、
犬
上
郡
な
る
、

多
何
神
社
を
、
併
祭
れ
る
か
、
猶
よ
く
考
べ
し

◯
女
ハ
、
此
神
の
御ミ

霊タ
マ

の
、
男
に
化ナ

リ

て
、
女
に
婚ヨ

バ

ひ
給
ひ
て
、
生ウ

ミ

ま
せ
る
御
女
也
、
か
ゝ

る
例
お
ほ
し

○
息
長
水
依
比
賣
、
息
長
は
、
近
江
国
坂
田
郡
の
地
名
、
水
も
依
も
、
美
称
也

○
丹
波
比
古
多
々
須
美
知
能
宇
斯
王
、
丹
波
ハ
国
名
也
、
多
々
須
ハ
、
記
傳
に
、
立タ

ツ

の

延
語
に
て
、
国
造
本
紀
に
、
稲
葉
国
造

ハ
、
志
賀
高
穴
穗
朝

ノ
御
世
彦ヒ

コ
イ
マ
ス
ノ坐

王
ノ

児
、
彦
多

都
彦
命

ニ
、
定
二
賜
国
造
一、
と
あ
る
ハ
、
此
王
と
聞
ゆ
、
と
云

ヘ
り
、
美
知
能
宇
斯
は
、
紀

に
道
主
と
あ
り

○
水
之
穗
真
若

ノ
王
、
水
ハ
御
母
の
名
を
取
り
、
穗ホ

ハ
大ホ

に
て
、
総
て
称

ヘ
名
也
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○
神
大
根
王
、
称

ヘ
名
也
、
根
ハ
親
む
詞
、
紀
に
神
骨
に
、
作
れ
る
ハ
略
也

○
八
瓜
入
日
子
王
、
八
瓜
ハ
八ヤ

釣ツ
リ

に
て
、
大
和
国
十
市
郡
の
地
名
也
、
顕
宗
紀
に
、
近

飛
鳥
八
釣

ノ
宮
と
あ
り
、
此
地
に
依
れ
る
御
名
也
、
入
は
愛
る
詞

○
水
穗
五
百
依
比
賣
、
水
穗
ハ
、
御
兄
の
御
名
に
准

へ
て
、
ミ
ヅ
ノ
ホ
、
と
よ
む
べ
し
、

五
百
ハ
、
字
の
如
く
、
依
ハ
頼ヨ

リ

に
お
な
じ
け
れ
バ
、
五
百
度タ

ビ

憑ヨ
ル

て
ふ
、
意
な
る
べ
し

○
御
井
津
比
賣
、
御
井
は
、
近
江
国
滋
賀
郡
の
地
名
に
て
、
纔
に
寺
号
に
存ノ

コ

れ
り
、
今
昔

物
語
十
一
に
、
此
寺
の
由
縁
を
、
記
せ
る
ハ
、
一
向
の
妄
説
也
、
天
智
紀
に
、
於
二
山

ノ
御

井
ノ

傍
一、
敷
二
諸
神

ノ
座
一
と
あ
り

�
又マ

タ

娶
ミ
ア
ヒ
テ

二
１

其ソ
ノ

母
ミ
ハ
ヽ
ノ

弟オ
ト

、
袁ヲ

祁ケ

都ツ

比ヒ

賣メ
ノ

命
ミ
コ
ト
ニ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

、
山ヤ

マ

代シ
ロ

之ノ

、
大オ

ホ

筒ツ
ヽ

木キ
ノ

真マ

若ワ
カ
ノ

王ミ
コ

、

次ツ
ギ
ニ

比ヒ

古コ

意オ

須ス
ノ

王ミ
コ

、
次ツ

ギ
ニ

伊イ

リ理
泥ネ

ノ

王ミ
コ

、〔
三
柱
此
二
王
名
以
レ
音
〕
凡ス

ベ
テ

日ヒ

子コ

坐
イ
マ
ス
ノ

王ミ
コ

之ノ

子ミ
コ

、
并

ア
ハ
セ
テ

十
ト
ヲ
マ
リ

一ヒ
ト

王ハ
シ
ラ

◯
袁
祁
都
比
賣
命
、
ハ
御
姉
の
意
祁
都
比
賣
命
に
、
對

ヘ
た
る
御
名
也

◯
山
代
之
大
筒
木
真
若
王
、
筒
木
ハ
、
郡
名
に
て
綴
喜
也

◯
比
古
意
須
王
、
考
な
し

◯
伊
理
泥
王
、
伊
理
も
泥
も
愛

ウ
ツ
ク
シ

む
詞

◯（
水
穗
五
百
依
比
賣
に
つ
い
て
）
依ヨ

リ

は
宜ヨ

ロ

し
な
り
、

１「
其
」
施
訓
な
し
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◯
十
一
王
は
、
十
五
王
に
て
、
男
十
二
王
、
女
三
王
な
り

�

故カ
レ

１

兄ミ
ア
ニ

大オ
ホ

俣マ
タ
ノ

王ミ
コ

之ノ

子ミ
コ

、
曙ア

ケ
タ
ツ
ノ
ミ
コ

立
王
、
次ツ

ギ
ニ

菟ウ
ナ

上カ
ミ
ノ

王ミ
コ

、〔
二
柱
〕
此コ

ノ

曙ア
ケ

立タ
ツ
ノ

王ミ
コ

者ハ

、〔
伊イ

勢セ

之ノ

、
品ホ

ム

遅ヂ

部ベ
ノ

君キ
ミ

、
伊イ

セ

ノ
勢
之
、
佐サ

那ナ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

之ノ

祖オ
ヤ

〕
菟ウ

ナ

上カ
ミ
ノ

王ミ
コ

者ハ

、〔
比ヒ

賣メ

陀ダ
ノ

君キ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

〕

◯
曙
立
王
、
名
義
詳
な
ら
ず
、
姓
氏
録
に
、
阿
居ケ

太
都

ノ
命
、
と
あ
る
ハ
、
別
人
也

◯
菟
上
王
、
上
総
下
総
等
の
郡
名
に
、
海ウ

ナ
カ
ミ上

あ
り
、
式
に
伊
勢
国
朝
明
郡
、
美
作
国
大

庭
郡
等
に
、
菟
上
神
社
あ
り
、
是
ら
の
地
名
に
、
由
あ
る
か

◯
品
遅
部
君
、
按
に
本
牟
知
別
王
の
、
御
名
代
に
、
品
遅
部
を
、
定

メ
給
へ
り
、
此
品
遅

部
ハ
、大
和
よ
り
始

メ
、西
の
国
々
に
置

キ
給
ひ
し
を
、伊
勢
国
に
も
、由
あ
り
て
置

キ
け
む
、

其
委

キ
事
は
傳
は
ら
ず
、
扨
本
牟
知
別
王
に
ハ
、
此
曙
立
王
附

キ
副
給
ひ
し
、
縁ユ

ヱ

を
以
て
、

此
王
の
子ミ

ス

孫ヱ

の
人
、
品
遅
部
を
掌シ

り
、
姓
に
も
、
賜
は
り
し
な
る
べ
し

○
佐
那
造
、
式
に
、
伊
勢
国
多
氣
郡
、
佐
那
神
社
あ
り
、
倭
姫
世
紀
に
、
佐
奈
縣

ノ
造
祖
、

弥
志
呂

ノ
宿
祢
、
と
云

フ
人
見
え
た
り
、
同
姓
か

○
比
賣
陀
君
、
式
に
大
和
国
、
添
上
郡
賣ヒ

メ
ダ
ノ太

神
社
あ
り
、
大
和
志
に
、
稗
田
村
に
在

リ
と

記
せ
り
又
近
江
国
伊
香
郡
に
、
賣
比
多

ノ
神
社
あ
り
、
古
本
に
ハ
、
比
賣
多
に
作
れ
り
、

履
中

ノ
段
に
、
比
賣
陀
君
等
賜
レ
姓
、
謂
二
比
賣
陀
之
君
一
と
有

リ

１
コ
ノ
カ
ミ

◯
莵ウ

ナ

上カ
ミ
ノ

王
、
莵ウ

ナ

上カ
ミ

の
事
は
、
上
卷
莵
上
國ノ

造
の
下ト

コ
ロ

（
注
略
）
に
云
り
、
但
し
此ノ

王
の

名
に
負ヘ

る
は
、何イ

カ

な
る
由
に
か
詳サ

ダ
カ

な
ら
ず
、
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次ツ
ギ
ニ

小ヲ

俣マ
タ
ノ

王ミ
コ

者ハ

〔
當タ

ギ

麻マ
ノ

、
勾

マ
ガ
リ
ノ

君キ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

〕
次ツ

ギ
ニ

志シ

夫ブ

美ミ
ノ

宿ス
ク

祢ネ
ノ

王ミ
コ

者ハ

〔
佐サ

佐サ
ノ

君キ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

１
也ナ

リ

〕

次ツ
ギ
ニ

沙サ

本ホ

毘ビ

古コ
ノ

王ミ
コ

者ハ

〔
日ク

サ
カ下

部ベ
ノ

連ム
ラ
ジ

、
甲カ

斐ヒ
ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

之ノ

祖オ
ヤ

〕
次ツ

ギ
ニ

袁ヲ

邪ザ

本ホ
ノ

王ミ
コ

者ハ

〔
葛カ

ヅ

野ヌ

之ノ

別ワ
ケ

、
近チ

カ
ツ

淡ア
フ

海ミ
ノ

、
蚊カ

ヌ野
之ノ

別ワ
ケ
ノ

祖オ
ヤ

２
也ナ

リ

〕
次ツ

ギ
ニ

室ム
ロ

毘ビ

古コ
ノ

王ミ
コ

者ハ

〔
若ワ

カ

狹サ

之ノ

、
耳ミ

ヽ
ノ

別ワ
ケ

之ノ

祖オ
ヤ

〕

其ソ
ノ

美ミ

知チ

能ノ

宇ウ

志シ
ノ

３
王ミ

コ
ハ

、
娶

ミ
ア
ヒ
テ

二
丹タ

ニ

波ハ

之ノ

河カ
ハ

上カ
ミ

之ノ

、
摩マ

須ス
ノ

郎イ
ラ

女ツ
メ
ニ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

、
比ヒ

バ

ス

ヒ

婆
須
比

賣メ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

真マ

砥ト

野ヌ

比ヒ

賣メ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

弟オ
ト

比ヒ

賣メ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

朝ミ
カ

廷ド

別ワ
ケ
ノ

王ミ
コ

〔
四
柱
〕

○
當
麻
勾
君
、當
麻
ハ
、和
名
抄
に
、大
和
国
葛
下
郡
の
、郷
名
に
て
、多
以
末
、と
注
せ
り
、

當
ノ

字
を
、タ
ギ
と
よ
め
る
ハ
、古
韵
に
て
、當タ

イ

と
云

ヘ
る
ハ
、音
便
讀
也
、勾
ハ
崇
峻
紀
に
、

廣
瀬

ノ
勾

ノ
原
、
と
あ
る
地
に
て
、
此
地
に
由
あ
る
姓
な
る
べ
し
、
廣
瀬
と
葛
下
と
ハ
接

キ

た
る
所
也

○
佐
々
君
、
式
に
、
伊
賀
国
阿
拝
郡
、
佐
々
神
社
あ
り
、
此
地
に
よ
れ
る
か

○
日
下
部
連
、
詳
な
ら
ず
、
河
内
国
河
内
郡
に
、
日ク

サ
カ下

て
ふ
、
地
名
あ
れ
ど
、
古

ヘ
も
今

も
、
ク
サ
カ
ベ
と
ハ
云

ハ
ず
、
按
に
日ク

サ

下カ

部ベ

と
ハ
、
品
遅
部
、
な
と
と
同

シ
く
、
日ク

サ
カ下

に

縁ユ
ヱ

あ
る
人
の
、
御
名
代
に
、
お
け
る
を
、
此
王
の
子
孫
、
彼ソ

ノ

部
を
掌

リ
、
遂
に
姓
に
賜
は

り
、
其
氏
人
の
、
蕃ウ

マ
ハ
リ殖

し
を
、
史
に
漏

レ
て
傳
は
ら
ざ
る
な
る
べ
し
、
諸
国
に
日ク

サ
カ
ベ部

て
ふ
、

地
名
の
多
か
る
は
、
此
氏
人
の
住
し
、
地
也
と
聞
ゆ

○
甲
斐
国
造
、
国
造
本
紀
に
、
見
え
た
り

１「
也
」
施
訓
な
し

２「
也
」
施
訓
な
し

３
ミ
コ
（
ハ
な
し
）
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○
葛
野
之
別
、
葛
野
ハ
山
城
国
の
郡
名
な
り
、
此
氏
考

ヘ
な
し
、

○
蚊
野
之
別
、
和
名
抄
に
、
近
江
国
愛
智
郡
、
蚊
野
郷
あ
り

○
若
狹
之
耳
別
、
和
名
抄
に
、
若
狹
国
三
方
郡
、
弥ミ

美ヽ
郷
あ
り

○
丹
波
之
河
上
之
、
摩
須
郎
女
、
河
上
ハ
、
和
名
抄
に
、
丹
後
国
熊
野
郡
、
川
上
郷
あ
り
、

麻
須
考
な
し
、
郎
女
の
イ
ラ
は
、
入イ

リ
イ
ロ色

に
通
ひ
、
愛

ウ
ツ
ク
シ

む
詞
也
、
郎イ

ラ
ツ
コ子

も
お
な
じ

○
比
婆
須
比
賣
命
、
名
義
考
な
し

○
真
砥
野
比
賣
命
も
、
考
な
し

○
弟
比
賣
命
、
字
の
如
し

○
朝
廷
別
王
舊
事
紀
に
、
三
川

ノ
穗
国
造

ハ
、
美
己
止

ノ
直
、
と
あ
る
ハ
、
此
朝ミ

カ
ド廷

の
轉
か

�
此コ

ノ

朝ミ
カ

廷ド

別ワ
ケ
ノ

王ミ
コ

者ハ

〔
三ミ

川カ
ハ

之ノ

、
穗ホ

ノ

別ワ
ケ

之ノ

祖オ
ヤ

〕
此コ

ノ

美ミ

知チ

能ノ

宇ウ

斯シ
ノ

王ミ
コ

之ノ

弟オ
ト

、
水ミ

ヅ
ノ

穗ホ
ノ

真マ

若ワ
カ
ノ

王ミ
コ

者ハ

〔
近チ

カ
ツ

淡ア
フ

海ミ

之ノ

、
安ヤ

ス
ノ

直ア
タ
ヘ

之ノ

祖オ
ヤ

〕
次ツ

ギ
ニ

神カ
ム

大オ
ホ

根ネ
ノ

王ミ
コ

者ハ

〔
１

三ミ

野ヌ
ノ

国ク
ニ

之ノ

、
本モ

ト

巢ス
ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

、

長ナ
ガ
ハ
タ
ベ
ノ

幡
部
連ム

ラ
ジ

之ノ

祖オ
ヤ

〕

○
三
川
之
穗
別
、
三
川
ハ
、
参
河
国
也
、
穗
ハ
和
名
抄
に
、
同
国
郡
名
、
寳
飫

ハ
、
穗
と

注
せ
り

○
安
直
、
安
ハ
近
江
国
の
郡
名
、
野ヤ

ス洲
な
り

１
ミ
ヌ
ノ
ク
ニ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
（
三ミ

野ヌ
ノ

國ク
ニ
ノ

之
ミ
ヤ
ツ
コ

、
本モ

ト

巢ス
ノ

國ノ

造
、
此コ

は
二フ

タ

氏ウ
ヂ

に
て
、
上

は
三ミ

野ヌ
ノ

國ノ

造
な
る
を
、
造ノ

字
を
之
に
誤
れ

る
な
る
べ
し
）
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○
三
野
国
之
、
本
巢
国
造
、
三
野
ハ
美
濃
国
也
、
本
巢
は
、
同
国

ノ
郡
名
也
、
記
傳
に
之

ノ

字
ハ
、
造
の
誤

リ
な
ら
む
、
と
云

ヘ
れ
ど
、
姑

ク
字
の
儘
に
よ
ミ
つ

○
長
幡
部
連
、
式
に
常
陸
国
久
慈
郡
長
幡
部
神
社
あ
り
、
こ
の
地
に
依

レ
る
姓
か

�

次ツ
キ
ニ

山ヤ
マ

代シ
ロ

之ノ

、
大オ

ホ

筒ツ
ヽ

木キ
ノ

、
真マ

若ワ
カ
ノ

王ミ
コ

、
娶

ミ
ア
ヒ
テ

二
同イ

ロ母
弟ド

、
伊イ

理リ

泥ネ
ノ

王ミ
コ

之ノ

女
ミ
ム
ス
メ

、
母モ

泥ネ

能ノ

阿ア

治ヂ

佐サ

波ハ

毘ビ

賣メ
ニ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

、
迦カ

迩ニ

米メ

雷
イ
カ
ヅ
チ
ノ

王ミ
コ

、〔
迦
迩
米
三
字
以
レ
音
〕
此コ

ノ

王ミ
コ

、
娶

ミ
ア
ヒ
テ

二

丹タ
ニ

波ハ

之ノ

遠ト
ホ

津ツ

臣オ
ミ

之ノ

女ム
ス
メ

、
名ナ

ハ

高タ
カ

材キ

比ヒ

賣メ
ニ

一、
生

ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

、
息オ

キ

長ナ
ガ
ノ

宿ス
ク

祢ネ
ノ

王ミ
コ

、
此コ

ノ

王ミ
コ

娶
ミ
ア
ヒ
テ

二

葛カ
ヅ
ラ

城キ

之ノ

、
高タ

カ

額ヌ
カ

比ヒ

賣メ
ニ

一、

生
ウ
ミ
マ
セ
ル

子ミ
コ

、
息オ

キ

長ナ
ガ

帯タ
ラ
シ

比ヒ

賣メ
ノ

命ミ
コ
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、
次ツ

ギ
ニ

虚ソ

空ラ

津ツ

比ヒ

賣メ
ノ

命ミ
コ
ト

、
次ツ

ギ
ニ

息オ
キ

長ナ
ガ

日ヒ

子コ
ノ

王ミ
コ

〔
三
柱
、
此コ

ノ

王ミ
コ

者ハ

、
吉キ

備ビ
ノ

品ホ
ム

遅ヂ
ノ

君キ
ミ

、
針ハ

リ

間マ
ノ

、
阿ア

宗ソ
ノ

君キ
ミ

之ノ

祖オ
ヤ

〕

○
母
泥
能
云
々
考
な
し

○
迦
迩
米
雷
王
、
記
傳
に
、
蟹カ

ニ

目メ

雷
、
と
云

ヘ
り
、
雷
ハ
其
人
の
、
勢

ヒ
あ
る
を
云

フ
め
り

○
遠
津
臣
、
詳
な
ら
ず

○
高
材
比
賣
、
材
は
君キ

の
借
字
か

○
息
長
宿
祢
王
、
息
長
ハ
、
近
江
国
坂
田
郡
の
、
地
名
也

○
高
額
比
賣
、
和
名
抄
に
、
大
和
国
葛
下
郡
、
高
額
郷
あ
り
、
是
ハ
多タ

ヂ

マ

ヒ

タ

カ
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麻
比
多
訶
、

の
女
に
て
、
葛
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に
移
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し
と
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◯
母モ

泥ネ

能ノ

阿ア

治ヂ

佐サ

波ハ

毘ビ
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、
母
泥
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字
の
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あ
る
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、【
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福
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本
に
は
、
此ノ

二
字
を
、
丹
波
と
作カ

ケ

れ
ど
も
、
宜
し
と
も

思
は
れ
ず
、
又
一
本
に
、
母ノ

字
の
傍
に
、

名
歟
と
し
る
せ
り
、此レ

は
よ
き
考
へ
な
り
、】
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○
息
長
帯
比
賣
命
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長
ハ
御
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の
、
御
名
に
お
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、
帯
ハ
足タ
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語
に
て
、
称
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名
也
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虚
空
津
比
賣
命
ハ
、
称

ヘ
名
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て
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に
、
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ツ
空
津
日
高
、
と
あ
る
を
、
併

セ
見

ル
べ
し

○
吉
備
品
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治
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あ
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品
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あ
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宗
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保
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神
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ノ

国ク
ニ
ノ

造
ミ
ヤ
ツ
コ

之ノ
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ヤ
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ケ

、
依ヨ

サ
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、
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毘
古
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祖オ

ヤ
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〕

○
河
俣
稲
依
毘
賣
、
霊
異
記
に
、
河
内
国
若
江
郡
、
川

ノ
里

ニ
、
有
二
一
女
人
一
云
々
式
に
、

同
郡
川
俣
神
社
あ
り
、
稲
依

ハ
称

ヘ
名
か

○
大
多
牟
坂

ノ
王
、
名
義
考

ヘ
な
し

○
多
遅
摩
国
造
ハ
、
但
馬
国
也
猶
国
造
本
紀
、
但
遅
麻
国
造

ノ
下
に
、
見
え
た
り

○
道
守
臣
ハ
、
地
名
よ
り
、
起
れ
る
か
、
字
の
如
く
道
守
な
り
し
が
、
お
の
づ
か
ら
、

姓
と
な
れ
る
か
、
詳
な
ら
ず
、
地
名
に
は
和
泉
志
に
、
大
鳥
郡
道
守

ノ
神
祠
あ
り
、
字
の

◯
息オ

キ

長ナ
ガ

帶タ
ラ
シ

比ヒ

賣メ
ノ

命
、
息
長
は
、
御
父
の
名

に
同
じ
、
彼カ

ノ

地ト
コ
ロ

に
し
て
生オ

ヒ

立タ
チ

坐マ
シ

し
に
や
あ

ら
む
、（
略
）
彼ノ

息
長
日
子
の
例
を
以テ

思
へ

ば
、
此ノ

姫
尊
も
、
本
は
息
長
日
女ノ

命
と
申

せ
し
を
、
崩
坐
て
後
に
、
足タ

ラ
シ

日ヒ

女メ

と
は
加ヘ

稱
へ
申
せ
る
に
や
あ
ら
む
、

１
カ
ハ
マ
タ
ノ
イ
ナ
ヨ
リ
ビ
メ
ニ

◯
大オ

ホ

多タ

牟ム

坂サ
カ
ノ

王ミ
コ

、
多タ

牟ム

坂サ
カ

は
地ノ

名
か
、【
若シ

然
ら
ば
、
廻タ

ム

坂サ
カ

の
意
に
て
つ
け
た
る
名
に

や
、】
詳サ

ダ
カ

な
ら
ず
、
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意
な
ら
む
ハ
、
和
名
抄
に
、
偵
邏
を
よ
ミ
、
神
代
紀
に
、
黄ヨ

モ
ツ

守チ

道モ
リ

者
、
と
あ
り
、
天
武

十
三
年

ノ
紀
に
、
道
守
臣
、
賜
レ
姓
曰
二
朝
臣
一

○
忍
海
部
造
、
忍
海
ハ
、
大
和
国
郡
名
也
、
部ベ

と
あ
る
ハ
上
の
、
日ク

サ
カ下

部
、
又
品
遅
部

の
例
か
、
天
武
十
二
年

ノ
紀
に
、
忍
海

ノ
造
、
賜
レ
姓
曰
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連

○
御
名
部

ノ
造
、
紀
伊
国
に
、
三ミ

名ナ

部ベ
ノ

浦ウ
ラ

と
云

ヘ
る
事
、
万
葉
九
に
見
え
た
り
、
氏
人
ハ

見
え
ず

○
稲
羽
忍
海
部
、
稲
羽
ハ
、
因
幡
国
に
て
、
上
の
忍
海
部
よ
り
、
分

レ
た
る
姓
な
る
べ
し

○
丹
波
之
竹
野
別
ハ
、丹
後
国
の
、郡
名
に
て
、此
国
ハ
、丹
波
国
を
割

リ
て
、置オ

け
り
し
事
、

既
に
注イ

ヘ

り

○
依
網
之
阿
毘
古
、
依
網
ハ
、
和
名
抄
に
、
摂
津
国
住
吉
郡
郷
名
、
大
羅

ハ
於
保
与
佐
美
、

と
注
せ
り
、
式
に
同
郡
大
依
羅
神
社
四
座
あ
り
、
並
名
神
大
、
月
次
、
相
嘗
、
新
嘗
に

預
り
、
昔
ハ
大
社
な
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し
故
に
、
尊
て
大
三
輪
の
例
に
、
大オ

ホ

依ヨ
サ
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と
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し
郷
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依ヨ

サ
ミ網

を
も
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ホ
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サ
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と
は
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云
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初
け
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功
紀
に
依
網

ノ
吾ア

ビ
コ彦

、
男ヲ

垂ダ
リ

見ミ
ヲ

、
為
二
祭カ

ム

神ヌ
シ

主ト
一、

續
紀
十
八
に
、
摂
津
国
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吉
郡
人
、
依ヨ

サ

網ミ
ノ

我ア

孫ビ
コ

忍
麿
、
と
云

フ
人
見
え
、
應
神
紀
に
、
豫ヨ

佐サ

瀰ミ

能ノ

伊イ

戒ケ

、
と
も
あ
り
、
即

チ
依
網

ノ
池
に
て
、
上
代
大オ

ホ

某
と
は
、
云

ハ
ざ
り
し
也
、
阿

毘
古
は
、
氏
に
も
尸
に
も
云

ヒ
、
此コ

ヽ

ハ
尸
に
て
、
我ア

孫ビ
コ

の
義
な
り
、
摂
津
志
同
郡
に
、
吾ア

孫ビ
コ

村
あ
り
て
大
依
羅
神
社
に
近

キ
所
な
れ
バ
依
網
氏
の
、
住
し
跡
な
る
べ
し
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天ス
メ
ラ
ミ
コ
ト皇

、
御ミ

年ト
シ

１
陸ム
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、
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カ
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ハ
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歳
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五
と
あ
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○
伊
邪
河
、
諸
陵
式
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二
大
和
国
添
上
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一、
兆
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東
西
五
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南
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段
云
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大
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志
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ヘ
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代
に
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、
御
代
ハ
、
八
代
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年
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十
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、
経
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鞆

ノ
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に
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え
し
事
な
く
、
神

ン
な
が
ら
、
と
こ
し
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に
治
ま
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ハ
甚イ

ト

も
〳
〵
尊
く
、
願
は
し

き
事
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な
む
有
け
る
、
世

ノ
中
は
如カ

ク此
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
き
業
な
れ

１
ム
ソ
ヂ
マ
リ
ミ
ツ

      



      



（1）  00  Studies on the Kojiki

Studies on the Kojiki

Translated by Quiros Ignacio, 

in cooperation with Kate Wildman Nakai.

Chapter 1: Heaven and Earth First Become Active

When Heaven and Earth first became active （1）, in Takamanohara 高天原 （2） 

there came into existence （3） a deity named Amenominakanushi no kami 天之

御中主神 （4）. Next appeared Takamimusuhi no kami 高御産巣日神, and then, 

Kamumusuhi no kami 神産巣日神 （5）. All three came into existence as solitary 

deities （6）, and they hid their own bodies （7）.

Then, at the time when the land was still in an embryonic state, like floating fat, 

and drifting about like a jellyfish, from something sprouting out like a reed shoot 

there came into existence a deity named Umashiashikabihikoji no kami 宇摩志阿

斯訶備比古遅神 （8）. Next appeared Amenotokotachi no kami 天之常立神 （9）. 

These two deities also came into existence as solitary deities and hid their own 

bodies. 

The five deities mentioned above constitute the Special Celestial Deities （10）.

1．�“When Heaven and Earth first became active” （Ametsuchi hajimete 

okorishi toki ni 天地初発之時）

No agreement exists as to a definitive reading of this opening phrase of the 

Kojiki text proper.
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Further comment: Various interpretations have been advanced over the 

centuries as to the reading and meaning of the digraph shohatsu 初発. The 

medieval texts of the Ise lineage read it as hirakeshi （opened up）, whereas those 

of the Urabe lineage read it as hirakuru （also, open up）. Many early modern and 

modern editions and commentaries likewise adopt some form of hiraku as the 

reading. Such readings and interpretations draw from the wording found in the 

Kojiki preface and the Nihon shoki. The Kojiki preface describes the beginning 

of the world as a process of separation or division, using the sinified expressions 

kenkon shobun 乾坤初分 （the initial separation of yang ［heaven］ and yin 

［earth］） and tenchi kaibyaku 天地開闢 （the opening up of heaven and earth）. 

The first passage of the Nihon shoki similarly uses the expressions kaibyaku 開闢 

（primordial opening） and shohan 初判 （initial division） found in Chinese creation 

stories such as those in the Huainanzi 淮南子 or the Sanwu liji 三五歴記.

The Kokugaku 国学 scholar Motoori Norinaga 本居宣長 （1730−1801）, however, 

held that one should try to recover the worldview expressed in the ancient 

Japanese language that lay behind the Chinese graphs used to record the Kojiki. 

He thus criticized reading the digraph shohatsu as hiraku, seeing this as influenced 

by Chinese concepts. Instead he proposed that, in line with the outlook expressed 

in the cosmogony myth particular to ancient Japan, this digraph should be read 

simply as hajime （beginning）. In developing this interpretation he drew from the 

first verse of poem 167 of the Man’yōshū 万葉集, which reads ametsuchi no hajime 

no toki no 天地之初時之 （“At the time of Heaven and Earth’s beginning . . .”）.（1）

No scholar today would deny Chinese influence on the Kojiki’s phrasing and 

content. The influence of Daoist ideas in the opening passage, especially, is often 

noted. It is important, however, to separate this issue from the problem of how to 
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interpret the wording 天地初発. Inasmuch as the digraph 初発 does not occur in 

Chinese cosmogony myths, there is room to see its use as evidence, as Norinaga 

held, of a view of the world’s origin particular to the Kojiki. But, we should not 

overlook the implications of the compilers’ choice of the graph hatsu 発 （start up, 

become active）, for the distinctive features of the expression shohatsu lie precisely 

in its inclusion. Norinaga’s reading of the digraph 初発 simply as hajime （beginning） 

thus cannot be accepted. Since the graph 発 is read okoru （become active） or tatsu 

（start up, set out） elsewhere in the Kojiki, scholars such as Nishimiya Kazutami 西

宮一民 have proposed reading the opening phrase as hajimete okorishi toki （“when 

［Heaven and Earth］ first became active”）.（2）

2．�Takamanohara 高天原

It may be hypothesized that this term for the world where the deities appeared 

and exist should be read Takaamanohara, but, for ease in reading, here the widely 

used romanized transcription Takamanohara will be adopted. Several instances of 

this toponym, which means “high celestial plain,” can be found in the alternative 

versions （aru fumi 一書） of the “Age of the Gods” chapter of the Nihon shoki, 

but it does not appear in the main text （honsho 本書）. There the term used is 

simply “heaven” （ame 天） or “heaven above” （also read ame in the original, but 

rendered by the digraph tenjō 天 上）. It thus has been argued that the specific 

term Takamanohara emerged together with the formation of the version of the 

myths found in the Kojiki.（3） As the Japanese-style posthumous name of Emperor 

Jitō 持統天皇 is Takaamanohara no hironohime no sumeramikoto 高天原広野姫

天皇, the term Takamanohara likely was coined in the period of her reign. The 

Kojiki includes a gloss indicating that the “celestial plain” element should be read 

304

      



0   （4） Studies on the Kojiki

amanohara, not amenohara. In other words, the graph for “celestial” （天） should 

not be read as a single, independent unit （ame）, but with the pronunciation used 

when it is part of a compound term （ama）. This suggests that “celestial” and 

“plain” were understood to be tightly linked and that the structure of the trigraph 

高天原 is not 高天 （high celestial） + 原 （plain）, but 高 （high） + 天原 （celestial 

plain）. This interpretation is in line with the reference in the Kojiki preface to 

the purpose of such glosses, which indicates that the specification of a term’s 

composition is intended to clarify its meaning.（4）

In the Man’yōshū we find the word amanohara 天原 used as a term for “sky” 

in combination with the verb “to look up to” （furisake miru 振り放け見る; e.g., 

MYS 289）. By adding the prefix taka 高, the Kojiki compilers seem to have 

intended to convey the meaning of a place where gods lived, a “Heaven−above” 

realm that was the basis for ruling over that “below Heaven.”

3．�“Came into existence” （naru 成）

The aforementioned scholar Motoori Norinaga pointed out three different 

meanings of the verb naru, rendered here by the Chinese character 成:

a．The birth of something that did not exist previously.

b．The transformation of one thing into another.

c．The completion of an act of creation.

Here the meaning is the first of these senses. It appears that the compilers used 

the term naru to express the advent of deities in the stage prior to the myth of 

Izanaki and Izanami （where deities appear through the act of giving birth, umu 生

む）. The verb umu would have implied a parent−child relationship, while the verb 

“to create” （tsukuru 作る） would have implied one of creator and created. Use of 
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the verb naru, by contrast, made it possible to express the advent of entities to 

which such “ruler−ruled” relationships were not applicable.（5）

4．Amenominakanushi no kami 天之御中主神

This deity’s name means literally “the divinity that dwells in and rules the 

center of Heaven.” In the Nihon shoki, this deity is mentioned in conjunction with 

the next two deities, Takamimusuhi and Kamumusuhi, in an alternative within the 

fourth variant of the first sequence of the “Age of the Gods” section. （However, 

the suffix mikoto 尊 is used in place of kami 神. This reflects the principle 

expressed in the note to the Nihon shoki main text: “The character son 尊 ［ Jp. 

mikoto］ is used to refer to the most exalted entities; the character mei 命 ［ Jp. 

mikoto］ is used for the remainder.”）

This deity’s name can also be found in other texts such as the Kogo shūi 古語拾

遺 or the Ise no kuni fudoki itsubun 伊勢国風土記逸文. In all instances, however, 

only the deity’s name appears, and nothing further is said about it. It thus has 

been asserted that the idea of this deity did not emerge out of longstanding rituals 

and beliefs, but reflects the influence of ancient Chinese Daoist thought. Chinese 

works identify the center of Heaven with the Pole Star; it also was deified as the 

supreme divinity under the name Tianhuang Taidi 天皇太帝 （ Jp. Tennō Taitei, 

“Celestial Ruler Great Monarch”）. Some scholars see this eponym Tennō Taitei as 

the source of the title tennō that was assumed by Japan’s ruling lineage. This has 

led to the supposition that the development of the notion of Amenominakanushi 

was related to the establishment of the title tennō.（6）
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5．�Takamimusuhi no kami 高御産巣日神 and Kamumusuhi no kami 神産巣日神

Although, generally speaking, the deities mentioned in the opening section of 

the Kojiki prior to the advent of the couple Izanaki−Izanami do not reappear in 

later sections, this pair of musuhi deities is an exception. This point relates to 

the question of how to interpret the issue, discussed below, of deities who hide 

their bodies （mi o kakushimasu 身隠）. In the Nihon shoki, Takamimusuhi appears 

in the ninth sequence as the commanding deity of the celestial realm in the 

narration of both the “cession of the land” （kuniyuzuri 国譲り） and the “descent 

of the Heavenly Grandson” （tenson kōrin 天孫降臨）. In the main text, this deity 

occupies a more central place than Amaterasu herself. For this reason, there is a 

debate as to which of these two deities, Amaterasu or Takamimusuhi, should be 

regarded as the original commanding deity.

Kamumusuhi, by contrast, in the Nihon shoki is mentioned solely in the 

aforementioned fourth variant of the first sequence and does not reappear 

in subsequent sequences. This deity does appear, however, under the name 

Kamumusuhi no mikoto 神魂命, as a major Izumo deity in the Izumo no kuni 

fudoki 出雲国風土記. It remains uncertain whether by origin this deity is 

a central deity related to the imperial house or a deity with roots in beliefs 

indigenous to Izumo. In the Kojiki, Takamimusuhi acts together with Amaterasu 

as the commanding deity of Takamanohara. At the same time, Kamumusuhi, 

who is also called Kamumusuhi mioya no mikoto カムムスヒ御祖命, or, the 

“August Parent Kamumusuhi,” appears in conjunction with Izumo deities such 

as Susanoo and Ōkuninushi, toward whom it acts as a protector. Although the 

process by which the myths took shape is not well understood, we can at least say 
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that the compilers structured the opening section of the Kojiki so as to pair the 

representative or ancestral deities of the worlds of Takamanohara and Izumo that 

would eventually interact in the “cession of the land” sequence.（7）

As for the meaning of the word musuhi, the general understanding follows 

Motoori Norinaga’s interpretation of it as combining musu （creative force） with 

hi （spiritual force）. Opinion divides, however, whether to consider the verb musu 

as transitive or intransitive （Norinaga, too, wavers on this point）. Apart from 

this approach, Kurano Kenji 倉野憲司 holds this word must be a single lexeme 

deriving from the verb musubu 結ぶ （to bond, to tie）.（8） This interpretation, 

however, depends on the usage of later periods and is thus not convincing. 

Nakamura Hirotoshi 中村啓信, regarding the hearth deity （kamadogami 竈神） 

as the commanding deity, sees the original form as umusuhi. Postulating the 

existence of an intransitive verb umusu that expressed the notion of spontaneous 

generation in contrast to the transitive verb umu （to give birth）, he argues 

for a combination of umusu and hi.（9） In our view, such interpretations are not 

sufficiently convincing to refute that deriving from Norinaga.

6．�“Solitary deity” （hitorigami 独神）

This is the counterpart of the term “paired deities” （雙神）, which appears later. 

As the term 雙神 refers to a male and female deity that form a pair, hitorigami 

indicates a solitary entity without a partner. The corresponding passage in the 

Nihon shoki main text uses the expression “pure male” （hitao 純男）. It thus 

would be possible to interpret the Kojiki’s “solitary deities” as also being male. 

However, from the following “Seven Generations of the Age of the Gods” 

（kamuyo nanayo 神世七代） sequence, expressions specifying gender appear, 
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as with the deity Uhijini and his female partner （imo 妹） Suhijini. It therefore 

seems preferable to interpret “solitary deity” as being without a defining gender. 

Objections may be raised, such as the existence of interpretations of Kamumusuhi 

as a female deity or the typically male suffix hiko found in the name of the fourth 

deity to appear, Umashiashikabihikoji. On the other hand, Kamumusuhi’s gender 

cannot be specified unequivocally, and even if Umashiashikabihikoji’s name might 

be postulated to contain a male−like element, there does not seem to be much 

point to trying to assign either male or female gender to these deities who do not 

form a pair. The perception of these deities as being without specific gender bears 

on the following issue of “hid their bodies.”

7．�“Hid their bodies” （mi o kakushiki 隠身）

Manuscripts of the Urabe-text lineage include the gloss mi o kakushimasu （hide 

the body） for these two characters. The reading kakurimi ni masu （remain hidden） 

may also be found,（10） but ever since Fujitani Mitsue 富士谷御杖 （1768−1823） 

argued that the character sequence 而隠身也 does not allow syntactically for the 

reading kakurimi, the reading mi o kakusu has been widely accepted.（11）

Further comment: What meaning should be ascribed to the statement that 

deities who had just appeared thereupon “hid their bodies”? One interpretation 

might be that it sought to depict them as bodiless entities without a definite form, 

but this would require adopting the syntactically problematic reading kakurimi 

（remain hidden）. Was not this phrasing most likely intended to convey the sense 

that these deities migrated to an invisible world or transformed themselves into 

something invisible? It will be useful here to consider the implications of the 

lexeme mi 身 （body）. Subsequently the narrative depicts Izanaki and Izanami 
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engaging in a dialogue about their respective bodies, and the land （kuni 国） to 

which they give birth is also described in terms of “bodies.” In other words, the 

physical bodies of the land are produced from the physical bodies of paired male−

female deities. Izanaki and Izanami represent the culmination of ten sets of “paired 

deities” （雙神）. The entities preceding these paired male and female deities with 

bodies constitute “solitary deities” （hitorigami）, who hid their bodies. In other 

words, Izanaki and Izanami were entities who acted by making use of their bodies. 

The “solitary deities,” by contrast, had neither a definite gender nor a partner to 

couple with. They thus are situated as entities who cannot put their bodies to use 

（namely, give birth by procreation）. The expression “hid their bodies” might well 

be interpreted as intended to account for this circumstance.

8．�Umashiashikabihikoji no kami 宇摩志阿斯訶備比古遅神

The initial term umashi is an expression of praise. Ashikabi （reed shoot） 

epitomizes youthful vitality springing forth. The name of this deity thus conveys 

the context in which the deities came into existence. The hiko of hikoji is the 

same as that in the paired terms hime and hiko, used to denominate respectively 

female and male deities and exalted personages. The term hikoji thus seems to 

indicate male gender, and it is possible that Umashiashikabihikoji was originally 

thought of as a male deity. As discussed above, however, within the narrative 

structure of the Kojiki, this deity should best be understood as not having a 

specific gender.

In some variants of this sequence in the Nihon shoki, Umashiashikabihikoji 

is the first deity to appear （variants 2 and 3）, but in the main text （and also in 

variants 1, 4, and 5）, the first to appear is Kuninotokotachi no mikoto 国常立尊. 
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These disparities likely reflect different transmissions that arose from divergent 

conceptualizations of the beginning of the world: one type that emphasized the 

origin of the land （the Nihon shoki main text and several variants）, another that 

emphasized the origin of life （Nihon shoki variants 2 and 3）, and a third that put 

first the centrality of the heavens and the emergence of deities endowed with the 

power to generate all creatures and things （the Kojiki）.

Yet, even the versions that put Kuninotokotachi first tend to postulate “a certain 

thing” as the premise for the advent of deities and to liken it to a reed shoot. The 

Nihon shoki main text, for instance, states: “Between Heaven and Earth a certain 

thing was produced. In form it was like a reed shoot, and thereupon it became 

a deity.” The first Nihon shoki variant states, “There was a certain thing in the 

midst of emptiness; its form is difficult to describe. From within it a deity was 

generated spontaneously.” In almost all instances the advent of the first deity is 

associated with a “reed shoot.” In other words, deities were conceptualized as 

being generated from “a thing”; this “thing” did not have a definite shape, but in 

that it possessed the capacity for growth, it was likened to a reed−shoot.（12）

Considered in this light, it is possible that the notion of naru （coming into 

existence） did not necessarily presume “existence” as arising out of absolute 

nothingness and that the original notions of the first deities saw them as emerging 

out of a “thing.” If such is the case, the first three deities of the Kojiki perhaps 

represent a distinctive perspective wherein “existence” is produced out of 

“nothingness.”

9．�Amenotokotachi no kami 天之常立神

This deity’s name makes a pair with that of the next deity to be mentioned, 
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Kuninotokotachi no kami 国之常立神. In the main text of the Nihon shoki, 

Kuninotokotachi occupies a preeminent position as the first deity to appear. 

By contrast, Amenotokotachi is mentioned only in the sixth variant of the first 

sequence. It thus may be hypothesized that Amenotokotachi is a late invention, 

created as a counterpart to Kuninotokotachi. The morpheme toko 常 has been 

thought to mean toko 床, that is to say, “foundation” or “base,” but as the 

character 常 usually carries the meaning “eternal,” even if the toko of this deity’s 

name derives from toko meaning “foundation,” the Chinese character 常 was 

presumably intended to convey also the sense “eternally unchanging.” The next 

element, tachi 立, means “to appear.”

In that the land at this stage existed only in an as yet unstable form, a deity 

whose name signifies the emergence of an eternal foundation for it would 

plausibly be important. Yet as the world of Takamanohara already existed, it is 

difficult to see a comparable need for a deity to guarantee its “eternal foundation.” 

It thus seems likely that, as suggested above, Amenotokotachi was created as a 

counterpart to the more crucial Kuninotokotachi.

10．�Special Celestial Deities （koto amatsu kami 別天神）

The first published edition of Kojiki, that edited in 1687 by Watarai Nobuyoshi 

度会延佳 （1615−1691）, glossed the first two characters as wake ame no, while the 

modern Nihon koten zensho 日本古典全書 edition （1962） reads the phrase as wake 

amatsu kami. All other published editions follow the reading koto amatsu kami 

adopted by Motoori Norinaga in his Teisei kokun Kojiki 訂正古訓古事記 （1799）.
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編集後記

編
集
後
記

本
学
の
「
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
（
第

三
次
）」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
二
十
五

年
度
後
期
か
ら
「『
古
事
記
』
の
学
際
的
・
国

際
的
研
究
」
を
開
始
し
、
二
十
七
年
度
か
ら
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「「
古
事
記
学
」
の
構
築
」
と
し
て
研
究
事
業

を
推
進
し
て
き
た
。
本
年
度
で
、
そ
の
成
果
論

集
も
三
号
を
迎
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
文

部
科
学
省
に
よ
る
平
成
二
十
八
年
度
「
私
立

大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
に
採
択
さ

れ
、
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
と
な
っ
た
。

本
号
に
は
、
創
刊
よ
り
継
続
す
る
『
古
事

記
』
の
本
文
・
注
釈
と
補
注
解
説
を
掲
載
す

る
。
こ
れ
ら
は
定
例
研
究
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で
行
わ
れ
た
谷
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博
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発
表
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き
、
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討
議
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経
た
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あ
る
。
そ
し
て
、
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注
釈
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あ
る
補
注
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説
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け
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重
要
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観
点
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つ
い
て
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際
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に
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加
え
た
。
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年
度
の
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し
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い
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発
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進
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究
紀
要
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第
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一
号
の
彙
報
参
照
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年
通
り
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究
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表
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も
行
わ
れ
た
。
本

号
に
掲
載
す
る
論
考
も
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
前
号
に
引
き
続
き
、
敷
田
年
治
『
古
事

記
標
注
』
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
が
、
こ
れ
も

事
業
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
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と
も
に
、
本
号

に
は
昨
年
度
に
開
催
し
た
国
際
シ
ン
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「
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話
―
東
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ア
の
他
界
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と
『
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記
』―
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に
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て
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載
し
た
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氏
の

基
調
講
演
の
翻
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。
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日
の
パ
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行
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た
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口
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石
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、
報
告
を
論
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と
し
て
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め
て
い
た
だ
き
、
司
会
の
黒
澤
直
道
教
授
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括
を
執
筆
い
た
だ
い
た
。
東
ア
ジ
ア
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属
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民
族
の
他
界
観
に
つ
い
て
、
中
国
少
数
民
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の
事
例
や
『
古
事
記
』
か
ら
ど
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よ
う
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繰
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広
げ
ら
れ
た
か
、
そ
の
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日
の
様
子
を
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だ
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さ
ら
に
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は
、
本
事
業
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日
本
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所
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連
携
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始
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